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②　奈良・平安時代

第134号住居跡（第198図）

位置　調査6区北西部，L14h5区。

規模と平面形　一辺が［3．30］mの方形と推定される。

主軸方向［N－1040－E］

壁　上面は削平され確認できなかった。

床　中央部が踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は袖幅67cm，長さ86cmで，壁外への掘り込みは62cm，平面形は三角形

である。火床部は径17cmの円形でわずかに掘りくぼめられている。

竃土層解説

1黒褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック・炭化粒子中量，焼土大ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　色　焼土粒子多量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量

5　暗褐色　炭化粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
6　褐　色　炭化粒子・焼土粒子少最，ローム小ブロック微量

貯蔵穴　中央部から南寄りに位置する。径68cmの円形，深さは20cmで，平坦な底面から外傾して立ち上がり，

断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説
1赤褐色　焼土小ブロック中量，ローム粒子・砂少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・焼土小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子・炭化物・廃土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化物少量

覆土　4層からなる。ローム粒子，焼土粒子を多量に含む上層からなり，人為堆積と思われる。
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実測図

第134号住居跡出土遺物観察表

土層解説
1黒褐色　廃土粒子⑳炭化粒子◎ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子中鼠　廃土粒子の炭化粒子少量
3　暗褐色　ロ…ム粒子多鼠　炭化粒子。廃土粒子微量
4　暗褐色　廃土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子微量

遺物　土師器片75点，須恵器片5点が出土している。圧倒的に土師器の

割合が高い。図示できた遺物は，第199図1の土師器椀のみでヲ　西壁寄

りの床面から出土している。

所見　本跡の時期は，竃が東壁に付設されていることや出土遣物から平

安時代の10世紀前葉と思われる。

図版番 号 器　 種 計測値行の 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 19 9図 杯 A 13 ．5 平底。休部は内攣 して立 ち上が り， 体部内 e 外面ロクロナデ。底部回転 砂粒 P 3 1
1 土 師　器 B　 5 ，6

C　 6 ．3

ロ縁部は外反す る。 糸切 私。底部は分厚 い。 橙色

不良

60％

西壁際床面

第柑号住居跡（第200図）

位置　調査6区北西部，L14i5区。

重複関係　第194号仕居跡を握り込んでおり，本跡が新しい，、

規模と平面形　　一辺が詩．00コmの方形と推定される、、

童軸方向［N－840－E］

壁　上面は削平され，わずかに西壁が10cmの高さで残存しているのみである。

床　竃前面から貯蔵穴までの間が踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は袖幅87cm，長さ90cm，壁外への掘り込みは45cm，平面形は逆U字形

である。天井部，両袖部共に削平されており，確認できたのは煙道部と火床面である。煙道部は，砂質粘土に

よって構築されている。火床部は長径62cm，短径50cmの楕円形で，10cmほど掘りくぼめられている。燃焼部か

ら煙道部へは，約53度の角度で急激に立ち上がっている。

竃土層解説

1暗黒褐色　焼土粒子。小ブロック◎粒子少量，炭化粒子微量　　3　赤褐色　廃土粒子多最，焼土中e小ブロック中最，炭化粒子少最
2　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子e小ブロックe炭化物。　4　黒褐色　炭化粒子e廃土粒子少量

ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　5　赤褐色　廃土粒子◎焼土中ブロック多義　炭化粒子少量

貯蔵穴　西壁から約50cm中央寄りに位置し，竃と同一線上にある。径が68cmの円形で深さは30cm，断面は日宇

形である。

貯蔵穴土層解説

1　褐　色　焼土粒子微量
2　褐　色　廃土粒子eローム小ブロック少量

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，廃土粒子。炭化粒子微量

3　暗褐色　廃土粒子⑳炭化粒子。ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子。廃土粒子少量。炭化粒子中量

遺物　土師器片123点，灰粕陶器片1点である。削平が激しく，図示できた遺物は第201図1の土師器杯のみで

ある。1は，貯蔵穴覆土上層と北西コーナーから出土したものが接合している。2は須恵器蜜のロ縁部片で休

部は縦方向の平行叩きが施されている。

所見　本跡は，竃が東壁に付設されていること，杯類は土師器に限定されることなどから，時期は平安時代の

10世紀以降と考えられる。

－242－



．

＿旦

＿旦＿

1

ノ

［

＼

「＼、　／l

、、－ノ　I

l

l

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一八

」し20．0m

＼

Sl194　　　　＼

第200図　第135号住居跡実測図

七二二「

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

］　　　；　　　！

く′′ノ′・，：：

⊥シ／

第201図　第135号住居跡出土遺物実測図

第135号住居跡出土遺物観察表

i‘　　・1

1°▼　、‾‾t－・・・ヽ一一ヽ

l．・tヽ

‘1竜

周
J rl

．．了：

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

「－－－十－一一一一一一一一一一一一」

図版番号器　種 計測値（川） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第201図 杯 A［17．5］休部から□縁部にかけての破片。体 U縁部及び休部外面ロクロナデ。体 長石・小石・砂粒 P32
1 土師器 B（7．8）部は内攣気味に立ち上がりロ緑部に部内面黒色処理・へラ磨き．。底部H 外面橙色・内面黒色30％　　 貯蔵穴

C［8．5］いたる。口緑端部は丸くおさまる。転糸切り。 普通 北西コーナー

第136号住居跡（第202図）

位置　調査6区北西部，L14f6区。

重複関係　第137号住居跡の上部に構築されており，本跡の方が新しい。

規模と平面形　耕作による削平によって規模や平面形は明確でないが，現存する床や竃の状況から長軸［4．00］

m，短軸［3．00］mの長方形と推定される。

主軸方向［N－800－E］

壁　上面は削平され，わずかに竃付近が残存しているのみである。

床　竃前面から中央部にかけて踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。左袖が一部遺存するが，煙道部や天井部は残っていない。規模は幅100cm，

長さ95cmで，東壁を45cm掘り込んでいる。火床部は長径50cm，短径20emの楕円形で，5cmはど掘りくぼめられ
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第202図　第136号住居跡実測図
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ている。

毒土層解説
1　暗褐色
2　黒褐色

3　赤褐色
4　暗褐色
5　暗褐色

10cm

！　　　i　　　　［

第203図　第136号住居跡出土遺物実測図

焼土粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子・山砂少量，焼士
小ブロック微量
焼土粒子・小ブロック多量，焼土大・中ブロック微量
炭化粒子・焼土粒子少量
焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

遺物　削平が激しかったため，出上した遣物は，土師器杯片3点，要片23点，須恵器璽片1点であった。この

うち図示できたのは，第203図1の土師器杯のみである。出土位置は，北西コーナーの床面である。

所見　遺物は破片が多く，時期を決定するのは難しいが，東壁に竃を付設することや出土遺物等から，平安時

代の10世紀以降と考えたい。

第136号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（用） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 03図 埠 A ［16 ．0］ 上げ底気味の平底。体部は内攣気味 内 ・外面ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 P 3 3

1 土 師 器 B （4 ．3）

C ［ 8 ．0］

に立ち上が り， 口縁部は外反する。 り。内面赤彩。 外面にぷい黄橙色

内面赤褐色　　 普通

30 ％

北西コーナー床面

－244－



第139号住居跡（第204図）

位置　調査6区北部，L14g8区。

重複関係　第137・138号住居跡の上に構築していることから，本跡は137・138号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸［3．55］m，短軸［2．95］mの長方形である。

主軸方向　N－1000－E

壁　南壁・東壁で確認され，壁高は8～12cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　東壁下から南壁下を巡っている。上幅15～28cm，下幅3～10cm，深さ6cm，断面形はU字形である。

床　遺存状況は悪く，踏み固められている面は見られない。

竃　東壁の南東コーナー寄りに付設されている。規模は袖幅84cm，長さ67cm，壁外への掘り込みは47cmで，平

面形は逆U字形である。両袖部は粘土で構築されているが，袖部上面は削平されており残りは良くない。袖の

補強材として右袖から雲母片岩が出土している。また，支脚としても雲母片岩が使用されている。火床部は，

長径23cm，短径16cmの楕円形に掘り込まれ，燃焼部奥から煙道部は20度の角度で緩やかに立ちLがっている。

第204図　第139号住居跡実測図
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第205図　第139号住居跡出土遺物実測図
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竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子e炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子。廃土小ブロックe粘土ブロック少量
3　赤褐色　ローム粒子e焼土中ブロックe粘土ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子。炭化粒子中量，廃土小ブロック少量

覆土　削平が激しく1層しか確認できなかた。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック。炭化粒子e焼土粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器片275点，灰粕陶器片1点，鉄浮2点が出土している。上部の削平が激しかったわりには遣物の

残りがよく，比較的まとまった状態で床面や覆土最下層から出土している。第205図1土師器杯は，竃付近の

床面から出土したものと竃内覆土上層から出土したものが接合したものである。2の土師器杯は竃内から，3

の土師器杯は西壁際床面から，6の土師器高台付椀，10，11の土師器婆は竃付近の床面から，7の土師器高台

付坑　9の土師質土器皿，13の土玉は北壁際の床面から，8の土師器高台付椀は南壁際覆土下層，12の土師器

賓は西寄りの床面，14の竃構築材は，竃右袖部覆土上層，15の刀子は南壁寄り覆土上層からそれぞれ出土して

いる。7の土師器高台付杯は，底部内面に線刻がなされている。

所見　遣物をみると，須恵器は全く見られず，土師器のみで構成されていること，土師器杯◎高台付杯は，内

面黒色処理されているものが多いこと，量的には少ないが土師質土器がみられること等から，本跡の時期は平

安時代の10世紀以降と考えられる。

第139号住居跡出土遺物観察表

図版番 号一　器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 e焼 成 備　　 考

第20 5図 杯 A ［15 ．4］ H 縁部片。）休部 は内攣 して立ち上が 内 ¢外面 ロクロナデ。 緻密，砂粒 P 4 2
1 土 師 器 B （3 ．6） り， 目線部 は強 く外反す る。 にぷい黄橙色

良好

10％

竃覆土，竃前面床

2

杯 A ［14 ．4］ 口縁部片。休部は内攣 して立 ち上が 外面 ロクロナデ。内面へラ磨 き。 砂粒 e スコリア ・雲 P 4 3
土 師 器 B （4．5） り，口縁端部は外反する。 母　　 橙色

良好

10％

竃 覆土 上層

3

圭不 A ［14 ．8］ 口縁部片。体部は内攣 して立 ち上が 内 e 外面 ロクロナデ。 内面は工具を 砂粒 eスコリア e雲 P 44
土 師 器 B （3．3） り， 口縁端部は強 く外反す る。 使用 したナデと思われ，何条 もの沈 母　　 にぷい黄橙色 10％

線の ような工具痕 を残す。 良好，内面煤付着 西壁際床面

4

杯 A ［16 ．4］ 口縁部片。体部 は内攣 して立ち上が 外面 ロクロナデ。 内面黒色処理 e へ 緻密，雲母 P 45
土 師　 器 B （4 ．5） り， 日縁端部 は外反す る。 ラ磨き。 外面橙色 。内面黒色

普通

10％

覆土上層

5

杯 A ［15 ．8］ 目線部片。休部は 内攣 して立ち上が 外面ロクロナデ。内面黒色処理 eへ 緻密，雲母 P 46
土 師 器 B （4 ．2） り，口縁端部は外反する。 ラ磨 き。 外面にぷい黄橙色

内面黒色　　 良好

10 0。

覆土上層

6

高台付椀 B （3．2） 底部か ら体部にかけての破片。体部 外面 ロクロナデ。内面 へラ磨 き。高 緻密，雲母 P 4 7
土 師 器 D　 8 ．6 は丸み をもって大き く開 く。高台は 台貼 り付け後ナデ。 明褐色 20％

E　 O ．5 低 く大 きく外に開き接地面は内側。 良好 竃 前面 床面

7

高台付杯 B （1．5 ） 高台部片。高台は低 く，大 きく外に 内面へ ラ磨 き。底部外面回転糸切 り 緻密，雲母 P 48
土 師 器 D　 8 ．1 開 く。接地面は内側 にある。 後雑 なナデ。高台貼 り付け後ナデ。 にぷい橙色 20％‾

E　 O ．8 底部内面に線刻。 良好 北壁際 下層

8

高台付椀 B （3 ．6） 高台部か ら休部 にかけての破片。 体 体部下薗回転へ ラ削 り後， ロクロナ 砂粒 P 49
土 師 器 D　 7 ．6 部は丸み をもって立 ち上がる。 高台 デ。底部内面へ ラ磨 き。高台貼 り付 にぷい黄橙色 30％

E　 O ．6 はハの字状 に外に開 く。 後ナデ。 普通 南壁際下層

9

小　　 皿 A　 8．8 平底。体部はわずかに内攣気味 に立 底部 内面 か ら体部外面 ロクロナデ。 雲母 。スコリア P 50
土 師 器 B　 l．5

C　 6 ．4

ちあが り， 口縁部にいたる。 底部外面 回転へ ラ切 り後無調整。。 橙色

良好

10 0 0。

北壁際覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値圧m） 器 形 の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎工・色調・焼成 備　　 考

第205図 整 A ［21．0］ 体部から口縁部にかけての破片。ロ 日縁部内 e外面横ナデ。体部外面上 長石。小礫 P 51

10 土 師 器 B （13．7） 緑部でぐの字状に折れて外反する。 位ナデ，下位へラ削り。内面へラナ 赤褐色 10％
口唇部に平坦面がある。 デ。 普通 竃周辺床面

11

整 Å［21．2］ 休部から口緑部にかけての破片。体 ロ縁部内 e外面横ナデ。休部外面縦 砂粒e長石e石英 P 52
土 師 器 B （7．7） 部は緩やかに立ち上がり，日緑部で 方向のへラ削り。休部内面へラナデ。 にぷい黄橙色 10％

くの字状に屈曲し，口唇部は断面三

角形を呈する。

普通 竃前面床面

12

璽 A ［19．8］ 休部から目線部にかけての破片。体 口縁部内◎外面横ナデ。体部外面横 砂粒e長石 P 53

土 師 器 B （10．2） 部は内攣して立ち上がり中位に最大 方向のへラ削り。体部内面へラナデ。 にぷい黄橙色 10％
径をもっ。日縁部は短く外反する。 普通 西寄り床面

図版 番号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長さ （em ） 径 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

13 土　　 玉 2 ．5 2．6 0 ．7 15 北壁際床面 D P 3　　　　　　　　　 100％

図版番 号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm．） 幅 （cm ） 厚 さ（em） 重 量 （g ）

14 竃構築材 18．7 13 ．5 9．2 2 84 0 竃右袖 部覆土上層 Q 3　 雲母片岩　 実測 図な し

15 刀　　 子 （16 ．5） 2 ．2 0．4 （30） 南壁寄 り上層 M 2

16 不明鉄製品 （2．5） 3 ．0 0．2 （4 ．48） 北東 コーナー床面 M 3

第掴号住居跡（第206図）

位置　調査6区北部，L14d8区。

重複関係　第141号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が第141号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．80m，短軸4．40mの方形であるし、

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は18～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅12～21cm，下幅5～12cm，深さ5～10cm，断面形は逆台形である。竃を除き全周している。

床　床面中央部が踏み固められており，わずかに高くなっている。

竃　北壁中央に付設されている。規模は袖幅133cm，長さ110cm，壁外への掘り込み30cmで，平面形は三角形で

ある。両袖は粘土，砂，ローム粒子を混ぜて構築されている。火床部は長径50cm，短径25cm，深さ8cmの楕円

形に掘り込まれている。燃焼部奥から煙道部は55度の急角度で立ち上がっている。

竃土層解説
1　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子。砂少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，砂少量
3　暗褐色　ローム粒子。焼土粒子中量

4　赤褐色　焼土粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子e焼土粒子中量
6　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子。廃土粒子少量

ぽット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は，径35～40cmの円形，深さ40～60cmで，主柱穴と思われる。P5は，

南壁から約30cm内側に位置し，竃と同一線上に並んでいる。径25cmの円形，深さ38cmで出入り口施設に伴うピッ

トと思われる。P6は竃右袖脇に位置し，長径70cm，短径50cmの楕円形の落ち込みで深さ12cmである。覆土に

は炭化粒子，焼土ブロックが含まれていることから，竃の灰を掻き出すためのピットの可能性が考えられる。

P7は，北東コーナー部に位置する径55cmの円形，深さ8cmの皿状の落ち込みで，性格は不明である。

P6・P7土層解説
1　暗褐色　ローム粒子e炭化粒子。焼土中ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子。ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

3　褐　色　ローはム粒子eローーム小ブロック◎炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
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第2肪図　第140号住居跡実測図
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覆土　8層からなる。床面付近には，ロームブロック，焼土粒子，炭化粒子を含む極暗褐色土が堆積する人為

堆積である。

土層解説
1　暗褐色
2　極暗褐色
3　暗褐色
4　極暗褐色
5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子

口一ム粒子・

ローム粒子

口一ム粒子

口一ム粒子

ローム粒子

小ブロック，焼土粒子少呈
小ブロック中鼠　焼土粒子少墓，ローム中プッロク・炭化粒子・炭化物微量
砂少量

炭化粒子・焼土粒子少量
小ブロック中星，焼土小ブロック少量
小ブロック中量，焼土小ブロック微量

7　褐　　色　粘土ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片461点，須恵器片33点，鉄製品4点，鉄浮1点，混入した陶磁器片4点が出土している。第207

図1の土師器聾は，出入り口ピット付近の床面と出入り口ピット内覆土から出土したものである。2～4の須

恵器杯・蓋は，覆土中から出土したもので，いずれも胎土の雲母を含んでいる。3の圭利まいわゆる「二次底面」

をもつものである。9の須恵器整体部片は，外面に平行叩き，内面に同心円状の当て具痕を残している。10は，

北東コーナー覆土中から出土した休部外面に同心円文状の叩き痕を残す須恵器整片である。本跡からは，鉄製

品，鉄樺等が出土しており，5～8の鉄釘は，覆土中からのものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良，平安時代の8世紀前葉と思われる。

／

＼∈≡去±♂。
第加7図　第140号住居跡出土遺物実測図

－250－－－

、1
1

0

6



第140号住居跡出土遺物観察表

図版番号 計測値豆が 器形の特徴

A［23．6］

B（2上7う

休部から口縁部片。休部は丸みをも
って立ち＿i二がりラ　最大径を中位にも

、　＿　∴　J l・l▼　－　l l l l　　・　ヽ　　　　　　　　　　　　l　．‘　l＿′▼、　ヽ　　l l

手法　の特徴

日縁部内◎外面横ナデ＝休部外面下
位へラ磨き。休部内面へラナデこ

胎i二の色誘巨焼成

砂粒車中礫

にぷい黄橙色

備　　考

i つ。日経部は外反し，L」唇部は上方
につまみあげられているタ。

良好 出入射‾‾‖±ニ．ット
覆土下層

隼　　 Å［12．0］ 「J縁部片。目線部は外傾して立ち上 ＝縁部内e外面ロクロナデこ。 砂粒。長石㊧雲母 P55
2 須恵　器　 B （3．4）がる。〕 黄灰色

普通
10％

覆土中

3

隼　　　 B（2．5）

須 恵 器　 C　 8．2

底部片。う　平底。休部は開き気味に立 体部内車外南口クロナデ。底部外面 砂粒。雲母 P56
ち上がる．。二次底面をもっ。 回転へラ削り．。 橙色

普通
10％

覆土中

蓋　　　 B C 2．0） 口緑部欠損。天井部は低く扁平で， 天井部内面ロクロナデ。天井部外面 砂粒㊧雲母 P57
4 須 恵器　 G （0．7） 口縁部は短く屈曲する。。つまみは扁 回転へラ削り。 灰色 10％

F （3．2）平なボタン状である。） 普通 覆土中

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 重量 （g）

5 釘 （8．9） 0．8 0」 十9．3 〕 覆上中 Mは

6 釘 （倶鋸 0．7 0．3 （8．55） 覆土中 M 5

7 釘 （、9．7） 0．9 0．5 （12） 覆土中 Ⅸ4 6

8 釘 （7．4） L l
・5　 日 は）

覆土中 M 7

第瑠堵堵号住居跡（第2の8図）

位置　調査6区北部，Ll宛9区。

重複関係　第摘3号住居跡のたこに構築しき　さらに，本跡の上には第拍　車摘　◎Ⅲ等f居跡が構築されているこ

とから　本跡は第摘3号住居跡より新しく　第摘　⑳摘　魯摘号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸こ1．0－1m、短r柚甘70：＿血の方形である、

主軸方向　EN－00」

壁　壁高は10－＼26川1で，外偵して立ち上がる．、

壁溝　重複のため確認できなかった北壁を除いた壁下を巡っている。上幅15～22cm，下幅6～8cm，深さ約5

川で，断面形はし当刊ラである，

床　第摘3号住居跡の覆土を床面とする部分は，わずかに低くなっている。

竃　北壁中央部から東寄りに付設されている。規模は袖幅141cm，長さ144cm，壁外への掘り込みは105C勘　平

面形は逆U字形である。天井部は崩落しているが学　級　煙道部の残存状況は良好である。袖部は粘土と山砂混

じりの黄褐色土で構築されている。火床部は長径40cm，短径31cmの楕円形で，10cmほど掘りくぼめている。火

熱を受けた内壁夕　奥壁は1～摘cmほど焼けて赤色に硬化しており，長期使用されたものと思われる。燃焼部奥

から煙道部は，約6∩度の角度で立ち上がる＿・

竃土層解説

1　黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子の粘土少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　廃土大命中◎小ブロックの炭化粒子0粘土中農
3　灰褐色　廃土粒子中鼠　廃土小ブロック◎炭化粒子少畳
‘4　赤褐色　灰多量，焼土中ブロック中鼠　廃土粒子少量
5　黒褐色　炭化物多量，廃土小ブロック中畳

者達　竃付近には竃材の流入がみられるが，基本的には，廃土粒子，炭化物を含んだ黒褐色も　暗褐色土が主

体となっている
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第208図　第144号住居跡実測図
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第209園　第144号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1　暗褐色　口一ム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
3　暗褐色　粘土・廃土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子微量

遺物　土師器片390点，須恵器片70点が出土している。第209図1の土師器小形藍は竃内覆土下層，5の須恵器

杯は竃内覆土中から，2の土師器小形聾，3の須恵器杯，7の高台付杯は東壁際床面から，4の須恵器杯は南

東コーナー床面からそれぞれ出土している。6の須恵器高台付杯は，西壁寄り覆土中層から，8の須恵器蓋は

東壁際覆土上層から出土したものである。9の須恵器長頸瓶はいわゆる「壷G」であり，覆土中のものである。

10の須恵器整体部片は，竜内覆土中から出土したもので，内面に同心円状の当て具痕を残している。11は細片

のため全体の器形ははっきりしないが，おそらく須恵器饗の口緑部と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代から平安時代にかけての8世紀後業と考えられる。

第144号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徽 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20 9図 小 形 賓 A ［14 ，0 ］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部 内 ・外面槙ナデ。休部外面ナ 長石 ・石英 ・砂粒 P 7 6

1 土 師 器 B （10 ，2 ） 部 は緩やか な丸みをもち， 口緑部は デ，内面へ ラナデ。 明赤褐色 15％

直立す る。 口唇部は上方 につ まみ上

げ られてい る。

普通 竃 内覆⊥下層

2

小 形 整 A ［12 ．6］ 休部上位か ら口綾部 にかけての破片。口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面ナ 長石 ・石英 P 7 7
土 師 器 B （5 ．4 ） 休部は緩やかに立ち上が り， ロ緑部 デ，内面へ ラナデ。 内面 にへラ当て 灰褐色 5 ％

は くの字状に屈曲す る。 口唇部は直

立 し， 口唇部直下に沈線が巡る。

痕が残 る。 普通 東壁際床面

3

年 A 13 ．8 平底。休部は外傾 して立 ち上がる。 底部内面か ら休部外面上位 ロクロナ 長石 ・石英 ・小礫 ・ P 78

須 恵 器 B　 4 ，2 器壁は厚い。 デ。休部下端手持 ちへ ラ削 り。底部 雲母　 黄灰色 80％

C　 8 ．0 外面一一一方向の手持 ちへ ラ削 り。 良好 東壁際床面
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図版番 号　 器　 種 計測値細 ．ラ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第209図 隼 A H 3 ．6］ 平底。休部は外醸 して立 ち上がる3 底部内面か ら体部外面上位 ロクロナ　 長石 穆石英 ゆ雲母　 P 79　 50％

4 須∴吏 器 B ll ．0 デ。体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部 叛色 南東 」∴一十一
C ［7 ．8］ 外面 一一方向の手持 ちへラ削 娠 普通 壁 際床面

㌣∂

隼 Å［14．8］ 底部 欠損。体部は外傾 して立ち上が 休部 内面か ら外面上位ロクロナデへ　 砂粒 。雲母　 i p 8 0

須 恵 器 B　 3．9

C ［10 ．0］

り， 日縁部はわずかに外反す る。。 休部下端手持 ちへラ削 り。　　　　 灰が ト プ色　　 10％′

普通　　　　　　　 竃 内覆 土中

6

高台付杯 Å 10 ．8 底部か ら休部の境は稜 をな して折れ ，底部内面か ら休部外面 ロクロナデ。　 長石 e 砂粒 魯雲母 P 81
須 恵 器 B　 4 ．7 休部は外傾 して立 ち上が り， 目線 部 底部 回転へ ラ削り後，高台貼 り付け。 褐灰色 70％

n　 7 ．0

E　 O ．8

に至 る。高台はハの字状に開 く。 良好 西壁寄り覆土中層

7

高台付隼 B （2．4） 高台部片。底部か ら体 部の境 は稜 を 底部 内面 ロクロナデ。底 部回転へ ラ 長石 ・小峰 ・実り P 82
須 恵 器 D ［8 ．4］

E　 O ．9

な して折れ る。高台ハ の字状に開 く。削り衡　 高台貼 り付け。 褐灰色

普通

30％

東壁際床面

8

蓋 A ［18 ．0］ 日録部片。天井部は扁平で， 目線部 目線部内 ◎外面 ロクロナデ。 長石 ◎雲母 P 83
須 恵 器 B （上5） は，短 く屈曲す る。 灰色

普通

5 ％

東壁際啓上上層

9

長 頸 瓶 B 「私の 休部破 片。体部はわずかに外傾 して 体部 内 ◎外面 ロクロナデ。肩部 に自 緻密 P 64
須 恵 器 立ち上がり，肩部に至る。 然粕付着。 灰色

良好

10％

将士 車　 壷 G

第摘号住居跡（第2m図）

位置　調査6区北部∴田鶴9区。

重複関係　第143◎144⑳温46◎摘号住居跡のI二に構築していることから，本跡が最も新しい。

規模と平面形　一辺が［3。40］mの方形と推定される。

童軸方爛［NJ撒㌧当月

壁　上面は削平され，壁は残存していない。

床　全体的に軟質である。

竃　北東壁に付設されている。規模は樹齢8cm　長さ鋪cm　平面形は逆U字形である。両袖は粘土が主体となっ

て構築されている。火床部は，長径3廉恥短径18cmの楕円形で深さ10cmに掘り込まれている。煙道部は40度の

角度で立ち上がっている。

竃土層解説

1暗褐色　粘土ブロック中還，廃土粒子少量
2　黒褐色　廃土粒子中豊
3　極暗褐色　廃土粒子少量，廃土小ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中鼠焼土中ブロック㊧炭化小ブロック少量，焼土中ブロック微量
5　黒褐色　廃土粒子中量
6　褐　　色　廃土粒子多鼠　炭化粒子中農

者達　上面の削平が激しいため，確認できなかった。

遺物　遣物は非常に少なも土師器片　点である。図示できたものは第210図1の土師器高台付隼のみで，東

壁付近覆土下層から出土したものである。

二ニー干
所凰　出土遣物が少なら　遺構の残りも良くないため時期を決定するのは困難

であるが，重複している住居跡の中で最も新しいことや遣物からタ　平安時代の

の　　　　5監翻　10世紀前葉と考えられる。

巨＿＿＿＿＿＿亡」

第劉図　第臓号住居跡

出藍遺物渓測図

－254－



一一＿」＿

‾一　一．　一一．、　－
°

1

1

ヽ．

（
「

‾ヾ二‾

＼
l

l－　＿－

題

J

第211図　第145号住居跡実測図

第145号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

Ll－十　－」

図版番号器　種計測値（em） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第210図高台付年B（1．9）高台部破片。高台部はハの字状に開底部内面へラ磨き。高台貼り付け後砂粒・雲母 P84

1 土師器D　5．8

E　O．8

く。 ロクロナデ。 橙色

普通

20％

東壁付近啓上下層

第146号住居跡（第212図）

位置　調査6区北部，L14h9区。

重複関係　第143・144・147号住居跡の上部に構築している。また，本跡の上部には第145号住居跡が構築され，

さらに第148号住居跡が本跡を掘り込んでいる。これらから本跡は第143・144・147号住居跡より新しく，第

145・148号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸6．10m，短軸［5．20］mの長方形と推定される。

主軸方向［N－490－W］

壁　壁高は8～10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。南東壁は，第148号住居跡に掘り込まれ壊されている。

床　中央部が踏み固められている。第144号住居跡の覆土を床面とする北コーナー部は軟質である。

竃　北西壁南寄りに付設されている。規模は袖幅89cm，長さ100cm，壁外への掘り込みは70cm，平面形は逆U

字形である。袖部と煙道部は粘土で構築されている。火床面は径35cmの円形である。

麗土層解説
1　黒褐色　粘土ブロック多量．焼土粒子・炭化粒子中量
2　黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl，P2は，径30～35cmの円形，深さ53～73cmで，主柱穴と考えられる。P3

は，南西壁際から15cmはど中央寄りに位置する径32cm，深さ30cmのピットで，性格は不明である。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含む褐色土が主体となっている。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量　　　　2　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量
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第212図　第146号住居跡実測図

－256－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」‥　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！



ク

／′ノ
毛．1 2

S亮ヒ＝土＝』
10cm

第213図　第146号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片95点，須恵器片20点，土製品1点・石製品1点が出土している。第213図1の土師器杯は竃内

覆土中から，3の雲母片岩は左袖部床面から出土している03は火熱を受けており，竃の支脚として使用され

ていたものと考えられる。2の小玉は，南西壁床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の重複関係と出土遺物から平安時代の10世紀前半と考えられる。

第146号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 13図 杯 A ［14 ．4］ 底部 欠損。体部は丸み をもって開 き 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 8 5
1 土 師 器 B （3 ．8） 気味 に立ち上が り， 口縁部は外反す 橙色　 普通 40％

る。 内 ・外面煤付着 電 内語土中

図版 番 弓 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cm ） 孔径 （cm） 重量（g ）

2 小　　 玉 1．1 1，4 0，5 1．5 6 南西壁床面 D P 4　　　　　　　　 1（池％

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚さ（cm ） 孔径 （cm） 重 量（g ）

3 支　　 脚 10 ．8 4 ．9 6 ．3 － 3 16 左袖 部床 面　 雲母片岩 Q 6　 支脚転用　 実測 図な し

第147号住居跡（第214図）

位置　調査6区北部，L14h9区。

重複関係　第144号住居跡の上に構築し，さらに，本跡の上には第145・146号住居跡が構築されている。この

ことから本跡は，第144号住居跡より新しく，第145・146号住居跡より古い。

規模と平面形　一辺が［3．70］mの方形と推定される。

主軸方向［N－400－W］

壁　重複が激しく確認できなかった。

床　中央部が踏み固められている。第146号住居跡の覆土を床面とする南東部は軟質で，他の部分より床が沈

んでいる。

窓　北西壁中央部に付設されている。規模は袖幅64cm，長さ72cm，平面形は逆U字形である。袖部は砂質粘土

で構築されており，右袖には土師器要が補強材として使用されていた。火床部は径30cmの円形で，4cmはど掘

りくぼめられている。

竃土層解説
1　黒褐色

2　黄褐色
3　暗褐色
4　黄褐色
5　褐　色
6　暗褐色

粘土中量，焼土小ブロック・粒子・炭化粒子少量，焼土大ブロック微量
粘土多量，焼土小ブロック少量

粘土・焼土小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子多量，粘土・炭化粒子少量，炭化物微量
焼土粒子中量，炭化粒子少量
炭化粒子中量，焼土粒子少量，粘土微量
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第214図　第147号住居跡実測図

ピット　1か所（Pl）。Plは，径30cmの円形，深さ14cmで，主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　中央部から南西壁寄りに位置する。径58cmの円形，深さ30cmである。

貯蔵穴土層解説
1褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　口一ム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

4　明　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
5　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム粒子微量

覆土　上面の削平が激しく確認できなかった。

遺物　遺物は非常に少なく，土師器片13点のみである。第215図1の土師器椀は，貯蔵穴付近から，2の土師

器聾は右袖内から出土したものである。特に2の要は倒立した状態で出土し，袖の芯の補強材として使用され
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第215図　第147号住居跡出土遺物実測図

ていたものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀前葉と考えられる。重複関係にある第146号住居跡も10

世紀前半に比定できるが，切り合い関係からみて本跡の方が先行する住居跡と考える。

第147号住居跡出土遺物観察表

図版番 ロ 器　 種 計測値（Cの 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第21 5図 椀 B （2 ．0） 底部片。平底。休部はわずかな丸み 内面 ロクロナデ。底部回転 糸切 り後 ，砂粒 P 88
1 土 師 器 C ［6．6］ をも って外方 に立 ち上がる。 器壁は 無調整。外面黒色処理。 外面黒色 ・内面橙色 10％

厚い。 良好 貯蔵 穴付近

2

要 B ［28 ．0］ 休部か ら口緑部にかけての破片。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石 ・石英 ・砂粒 ・ P 89
土 師 器 C （16 ．0） 部は緩やかに立ち上が り， 口縁部で デ，内面へ ラナデ。 雲母 10％

くの字状に折れて短 く外反す る。 口

唇部に平坦面がある。
にぷい黄褐色

普通

奄 内

第148号住居跡（第216図）

位置　調査6区北部，L14io区。

重複関係　本跡は，第146号住居跡を掘り込んでおり，第146号住居跡，本跡の順に新しい。

規模と平面形　長軸4．70m，短軸3．60mの長方形である。

主軸方向　N－910－E

壁　掘り込みが浅いため，壁高は2～5cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　上幅10～30cm，下幅3～13cm，深さ3～8cm，断面形は逆台形で，全周している。

床　全体的に平坦であり，踏み固められている。

竃　東壁中央部から北寄りに付設されている。規模は袖幅117cm，長さ87cm，壁外への掘り込みは20cmで平面

形は逆U字形である。袖部は，東壁からロームを掘り残して芯材として，その周りに粘土を貼り付けて構築し

ている。火床面は長径25cm，短径13cmの楕円形で5cmはど掘りくぼめている。

電土届解説

1灰褐色　粘土中量，焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　極暗褐色　口一ム粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
3　暗赤褐色　炭化粒子中量，粘土・焼土小ブロック少量

ピット1か所（Pl）。Plは，南壁から100cmはど中央寄りにある径21cmの円形，深さ17cmのピットである。

位置と形状から出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第216図　第148号住居跡実測図
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貯蔵穴　西側中央部寄りに位置する。径62cmの円形，深さ30cmである。

覆土　上面の削平が激しく覆土は薄い。

土層解説
1褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

2　褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
3　褐色　廃土粒子中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片792点，鉄製品3点が出土している。第217図1の土師器杯は北西部覆土下層から，3の土師器
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第217図　第148号住居跡出土遺物実測図

小皿は南東部覆土下層から出土している。4の鉄鎌は西壁際床面，5の紡錘車は北東部床面，6の不明鉄製品

は北東部床面から出土している。

所見　本跡は住居形態からみても他の住居跡とは異なっている。東側に竃を付設し，南北に長い住居跡であり，

出入り口施設と思われるピットも竃に対して正面ではなく，脇から出入りするかたちである。遺物はすべて土

師器であり，土師質土器もみられる。土師器高台付椀の高台は低く，環状になったものである。これらのこと

から本跡は，平安時代の10世紀後葉から11世紀代の時期のものと考えられる。

第148号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 1 7図 杯 A ［14 ．0］ 平底。突出 した底部か ら休部は内攣 底部内面か ら休部外面 ロタロナデ。 緻密，微粒 P 90

1 土 師 器 B　 4 ．2 しなが ら大 き く外 に開 く。 口緑部は 底部回転糸切り後，無調整。 にぷい橙色 70％

C　 6 ．0 外反する。器壁は厚い。 良好 北西部覆土下層

2

高台付椀 A 17 ．6 休部は丸み をもって立ち上が り，口 口緑部外面ロクロナデ。内面黒色処 緻密，砂粒 P 91
土 師 器 B　 6 ．7 縁部は外反す る。高台は短い。 理 ・へラ磨き。高台貼 り付け後，ナ 外面にぷい黄橙色 8 0％

D　 6 ．4

E　 O ．5

デ。底部外面に回転糸切 り痕が残 る。 内面黒色

良好

覆土中

3

小　　 皿 A　 9，2 平底。突出 した底部か ら，内攣気味 底部 内面 から休部外面 ロクロナデ。 砂粒 P 9 2

土 師 器 B　 l．9 に立ち上が り， ロ縁部にいたる。端 底 部外面 回転糸切 り後，無調整。 橙色 8 5％

C　 6 ．2 部は丸 くおさ まる。器壁 は厚 い。 良好 南 東部覆土下層

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

4 鎌 （11，7） 2 ．9 0．2 （26 ） 西壁際床面 M 9

5 紡 錘 車 （8 ．3） （2 ．0） 0．5 （8 ．2 5） 北東部床面 M lO

6 不明鉄製品 （5 ，9） 1 ，4 1．0 （25） 北 東部床面 M l l
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第摘号住居跡　第別図）

位置　調査6区北乳　M摘a区。

重複関係　第割号住居跡を掘　込んでいる第臓号住居跡の上に構築されてお札　さらに　第蟻号住居跡に

掘り込まれている。本跡は第別号◎柑号より新しら　第蟻号住居跡よりも古い。

規模藍平面形　長軸3。35m，短軸。翻mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は　～墟cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

登溝　竃と劉渕号住居跡に掘り込まれた部分を除いた壁下を巡っている。上幅摘～勘m　下幅　～8cm　深

さ約4（恥　断面形は逆台形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁東寄りに付設されている。規模は袖幅肋m　長さ摘翫m　壁外への掘り込みは触mでタ　平面形は逆U

字形である0磯部は，粘七　山観　ロ…ム粒子で構築している。火床部はわずかに掘りくぼめられ，火床部奥

に向かってなだらかに立ち上がる。

竃土層解説

且　暗褐色　廃土粒子少鼠　焼土中ブロック砂炭化粒子妙ローム粒子砂山砂微還
2　暗赤褐色　廃土粒子中農　炭化粒子⑳ローム粒子砂山砂微量

3　暗赤褐色　廃土粒子多鼠焼土中ブロックe炭化粒子◎ロ…ム粒子砂山砂微量
・1黒褐色　焼廿白’一・歳化粧J’・・ローム粒子・両砂微量

5　暗赤褐色　焼士粒子の山砂少鼠　廃土小ブロック◎炭化粒子◎ローム粒子微量
6　褐　色　山砂中豊，廃土粒子少豊，炭化粒子翁ロ…ム粒子微量
7　暗褐色　山砂の焼土粒子少還，廃土小ブロック砂炭化粒子魯ローム粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子少量，山砂微意

9　黒褐色　山砂中量，廃土粒子◎炭化粒子◎ローム粒子少鼠　粘土微量

ノ．　～圧‘′勺、・′！‾L／′　LJ　ノ　′・ノ　い／、ノ‥　′ノ有今上ノ‘、！いご十で′ちら

土層解説

温　極褐色　ローム粒子少還，ロ…ム小ブロック微量　2　極褐色　ロ…ム粒子車鼠　ロ…ム小ブロック少還，ロ…ム大勝中ブロック教義

遺物　土師器斉唱息須恵器則意が出土している。第別図　の須恵器蓋タ　の須恵器最頸瓶は覆土蝉蟻もら

のものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

所農　本跡の時期は，出土遣物と重複関係から奈良時代と思われる。須恵器蓋にかえりが付くことから芦奈良

時代の8世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　走
第劉図　第摘号健腰跡出藍遺物窯潮田

第摘9号出土遺物観察衰

図版番号 器 種 恒 雁 可　　 器 形 の 特 赦　 ！　 手 法 の 特 徴　 ！胎土 砂鯛 機 可　 備　 考

第218図 蓋　 的 4 88］ 硝 部片。なだらかに目線部には ！内 魯外敵 クロナデ。　　　 長石 碩 粒 ◎雲母　 ㌘94

且 須 恵 器　 鋸　 も吊　 る。端部内面に短いかえ　 が付　 3　　　　　　　　　　　　　　 灰色　　　　　 摘％

良好　　　　　　　 覆土中

長 頚 瓶　 臣 5・針　 頭甘片　 頭部はほぼ直立する＋　　 内 e外面ロクロナデ＋内面はロクロ　 融密．微粒　　　 P 95

2 須 恵 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　 が強い。内 参外面　 然粕。　　 灰白色　　　　 柑％

良好　　　　　　　 覆土中
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第150号住居跡（第219図）

位置　調査6区北部，M14a8区。

重複関係　第149号住居跡を掘り込み，本跡の上には第151号住居跡が構築されている。本跡は第149号住居跡

より新しく，第151号住居跡よりも古い。

規模と平面形　一一辺が約3．70mの方形である。

主軸方向　N－40一一E

壁　壁高は24～46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅8～12cm，下幅約4cm，深さ5～11cm，断面形は逆台形で，全周している。

床　全体的に平坦で，竃の前面から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅99cm，長さ102cm，壁外への掘り込みは40cm，平面形は半円形

である。袖部は，粘土，山砂で構築している。火床部は平坦で，燃焼部奥は30度の角度で緩やかに立ち上がる。

麗土層解説
1　極暗褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子・粘土少量

2　黒褐色　山砂中量，焼土粒子少量
3　黒褐色　炭化粒子・焼土粒子多量

4　黒褐色　焼土粒子多量，山砂中量
5　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・山砂少量
6　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子微量

ピ・y卜1か所（Pl）。Plは，南壁から45cmはど中央寄りにあり，竃と同一線上に位置する。径30cmの円形，

深さ23cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子・ローム小ブロック微量
5　暗褐色　廃土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

l　　1－l　　‥・1

第220図　第150号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　器　種 計測値汗が 器形 の 特徴　 ！　 手法 の特 徴　　 恒 e色調諺焼可　 備　 考

第黒0図　　 年
1　　 須∴吏器

Å13．7

18　イ・1
し　8．0

蓋窯吾竺票豊 詣 欝 鵠 葉菜蓋還窯曇蓋買懇 望孟喜蜜，警琵 小礫◎雲母 巌

一方向の雑なナデ。

高台什林
2　　 須 恵 器

B 「乱射
D lO」
E　O．9

蓋冒窯転 写響 羞掌漂 荒苦宏警義昌露 蓄ナ警部掛 ラ 蛋蓋一書 色　 曇警部床面

蓋
3　　 狛∴吏器

Å［ま3．2．］
B （′　L 鋸

喜差違蓋警ラ憂曇還葱窯義軍貢ぎ鰭 讐 霊 完孟認 豊 富呂 吋 整蓋 鍬 雲母 曇買。覆土中層

甑
1　 1須恵 器

B は3．2）
C ［12。0］

多孔式。休部は外傾して立ち上がる。休部外面横方向へラ削り。休部内面　長石◎小礫◎雲母　 ㌘18
へラナチ　内面下端へラ削牛　　　 橙色　　　　　　 200。

普通　　　　　　　 将士車

、、　 ロ　　　　　　　 計　　　 測　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　 考プ　　 長さ海中 針 cm ）
厚さ葎m）重畳（g ）

日 華 畢 「 胴 十 品 複や9　 日 閤 南壁寄りの覆土下層 Q 7　雲母片岩　実測図なし
中 竃構築柑い さ中　 85

5．3 790 南璧寄りの覆土下層 Q 8　雲母片岩　実測図なし

遺物　土師器片胡意　須恵器購息雲母片岩　息及び混入した陶磁器片　点が魁上している。第220図2

の須恵器高台相棒は中央部床薗　議の須恵器蓋は中央部から東寄りの覆土中層夕　且の須恵器琢芳　複の須恵器甑

は覆土からそれぞれ出土している0勘　の雲竃凋み岩は　商壁寄りの覆土下層から出土したものであるが資火

熱を受けておりタおそらく竃の構築相として使用されていたのであろう。7の須恵器整体部片はタ外面に同心

円状の叩き痕を有するものであるし、

所農　本跡の時期は，遺構の重複関係と出土遺物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

∴　　′了　∴、ノ　上古、ノく

位置　調査　区北部　M摘a区。

重複関係　凱5号住居跡の上部に構築し　剃渕号住居跡が劉翫号住居跡を掘り込み，本跡がその上部に構

築されているので　第蟻　の摘号住居跡　第摘号住居観　本跡の順に新しい。

言′、二三′　′　言J、・ミ′′。・′！．三．′∴、、・工こノノ′行’′）／一）

主軸方向　N一一一890－E

壁　壁高は　～摘cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　重複のため確認できたのは西壁下から南西コ…ナ…にかけてと東壁下の一部である。上幅胱ト4鮎勒一下

幅約　～5cm　深さ約且旺m　断面形は逆台形である。

床　平坦で芦　全体的に踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は袖幅甑m　長さ鋸cm　壁外への掘り込みは触m　平面形は逆U字形

である。槻乱天井部が若干削乎されてはいるものの，比較的良好で，両独煙道部天乳煙出し日などが確

認できた。磯部や天井部は灰白色の粘土で構築されている。左裾には土師器整体部と雲母片岩が芯材として埋

め込まれていた。火床部は長径勅勘短径25cm，深さ5cmの楕円形に掘り込まれている。煙道部は30度の角度

で立ち上がる、
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第221図　第151号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　・－　I一一　　‥」

1m

十

L＿＿‥　；　　　！

奄土層解説
1褐　　　色　炭化粒子中量，粘土小ブロック・廃土粒子・炭化物・ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　粘土小ブロック・炭化粒子中量，炭化物少量，廃土粒子微量

3　暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・粘土小ブロック微量
4　灰　褐　色　焼土中・小ブロック・粘土小ブロック少量
5　灰　褐　色　焼土粒子少量，粘土小ブロック微量
6　灰　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，粘土小ブロック微量
7　にぷい橙色　焼土中・小ブロック・炭化物・粘土中ブロック少量

8　橙　　　色　焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
9　赤　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量

10　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
11暗　褐　色　焼土小ブロック多量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
12　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土小ブロック少量

貯蔵穴　南西コーナーに位置する。径60cmの円形，深さ32C恥　断面形はU字形である。

貯蔵穴土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・炭化物微量

2　暗褐色　口一ム粒子中量，ローム中・小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

覆土　3層からなる。竃付近には竃材の流入がみられる。

土届解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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第222図　第151号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片323点，須恵器片40点，雲母片岩5点，羽釜把手1点，及び混入した縄文土器片1点が出土し

ている。第222図1の上帥器杯，5の土師器足高高台杯は覆土中から田上し，二次焼成を受けている。2の土

師器杯，3の土師器椀は，北西コーナー，南東コーナー床面からそれぞれ出土している。2の外面には煤が付

着している。4の土師器高台付椀は，竃の天井部に伏せた状態で置かれていた。6の土師器小皿，7の土師器

小皿は竃内覆土から出土したものである。8の土師器藍は，竃内覆土から出上している。9の須恵器要は，南

東コーナー覆二LL層から出土したものであるが，混入品と思われる。10の須恵器璽片は，中央部の床面直上か

らH上している。図示できなかったが，中央部付近床面からは雲母片岩が2点出土している。上層にも竃材の

流入が見られるので，袖の芯材に使用されたものと考えられる。

所見　本跡から出土した供膳具は，土師器椀，足高高台杯，環状高台椀の3種，皿，小皿である。これらの出

土遺物と重複関係から，本跡の時期は平安時代の10世紀後葉と考えられる。
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第蟻号住居跡出土遺物観察表

図版番号 計測値圧離

Å13。2

I1　3．こ3

11．　1－　　1、

器形の特徴

平底。休部は内攣して立ち上が畑
日縁部は外反する。器壁は薄い。

手法の特徴

底部内面から休部外面ロタロナデ。
底部外商回転へラ切り後学　塞なへラ
l　　－．．．．．．．，や

胎土儲色調魯焼成

砂粒砂スコリア
橙色

備　　考

i　　 I L ！0 ・∴1十 アアジ 晋通　 斗面楳付着　　 糧十申

棒　　 Å［15 。9］ 平底。〕突出気味の底部から休部は丸　 底部内面から体部外南口グロナデ。 砂粒　　　　　　　　 P lOl
ゴ　　 十 柚　器　 8　 1．8 みをもって立ち上が畑　 日録部は外　 底部外商回転糸切り後，無調整。 にぷい褐色　 普通　 媚％

C 「私幻 反する。器壁は厚い。 内患外面煤付着　　 北西コー〃－ナー「床面

椀　　 Å［19 ．2］ 日縁部片。体部は丸みをもって立ち　 日録部 車体部外南口グロナデ。内面 砂粒・1 」1〕∵・　 P lO2

3　　 土 師　器　 B 「説H 十が年　 目緑端部で外反「，肥厚丁 ・＼ラ磨き。黒色処理＋ 雲母　 外面橙色　　 20％
る。 内面黒色　　 普通　　 南東∴㌧‥十‥昧面

高台什椀　 Åつ5．81 休部は丸みをもって立ち上が畑　 日　 日縁部 砂休部外面ロタロナデ。体部 長右 ・砂粒　　　　　 P lOJ
4　　 土 蹄頼器‖B　 5牒 縁部は外反する。高台部は短くわず 下端回転へラ削十 内面ノ＼ラ軒き 褐色　　　　　　　 GO O。

0　 6 ．2 かに問十　　　　　　　　　　　 高台帖 川 骨 組　 十干 普通　　　　　　　 竃天井部

E　 O．G

足高高台隼　 Å　蟻。2 体部は内攣しながら外方に開き，口　 内 砂外面ロクロナデ。高台貼り翻 す 砂粒　　　　　　　　 P lO．1
土 師 器 用　 。8 縁部は大きく外反する言島台は長く　 後タ　ナデジ 橙色 60％

0　 8 ．0 ハの字状に開く。器壁は非常に薄い。 普通　 二次焼成　　 覆土中
E　 2．6

小　 ．皿　 Å［圭巫 平底。休部は外方に開いて立ち士が 上底部内感から休部外面ロクロナデ。 砂粒 昏スコ　 ア　　　 P は5

転＋ 上土 編目洋‖B　 lつ 畑 ［縁部にいたる。［縁端部に平　 底部外薗回転糸切 り後芦　無諦整。 橙色　　　　　　　 甜％
ぐ　 5．0 端癖をもつ。ミ 普通　　　　　　　 竜再

中　　 仙　 Å 10 ．7 平底。休部は外方に開いて立ち上が　 底部内面から休部外面ロクロナデ。 砂粒。実母　　　　　 P鮎
7　　 土 師 器 8　 2．1 畑　 日縁部にいたる。内面は底部と　 底部外面回転へラ切り後，無調整。 にぷい黄橙色 TOO。

r　 G ．0 休部の境が明瞭でないく。 普通　　　　　　　 電工中

登　　 Å［23 ．8］ 休部中位欠損。休部はわずかな膨 ら圧磯部 内項摘錘 クロナデ。体部外 砂粒・実母　　　　　 P lO（う
㌦ 摘 ㌍ 鵠

i

みをもって立ち上がる。ラ打線部は外　 面上位縦方向のへラ削り∴下端横方

方に開く。＝廃部に平坦面をもっ。） 向のへラ削り。内面刷毛状工具によ

！るナデ。

にぷい橙色　　　　 柑％

良好　　　　　　　 竃内

婆　　 Å［23 ．8］ ［二了縁部杵。目線部は外反 し，＝縁瀾日日縁部内 車外廟セ タロナデ。 砂粒 ・実り　　　　　 P l佃
須 恵 器　 B （牒 。酎 部に平坦癖をもっ。プ 圧色　　　　　　 100。

普通　　　　　　　 覆土上層

∴主了、∴　＿ニ　∴工ノハ三一二・く

位置　調査6区北乱I＿．1－1i8区、、

重複関係　本跡は第蟻号住居跡に掘り込まれ　第蟻号住居跡のww部に構築されていることから　第臓号住

居跡より古く，155号住居跡より新しい

‥、こ′＿　㌧一、モー　　こ二　二、∴、　　　　ノ　∴　　　　　　÷　J‾′／

主軸方向　N－′880h一一E

く　∵・∴工′．∴丁、こ　こ′ニ　‾・′＿・J　′ノ′′－　・．・。′・∴－．′　了　　′　′′′ノ　バ　・一　　　′　　　　t　′

南東コーナーまでの部分である∴

、、一　雄昌）′し　当！㍉∴十一ノ　′・′・・′　ノ　ノl　′　　　．　　′　　′．、　＿．／′・．　′．／′　　、・

t′・．．、十　、′・・∴‾’：了．一・、J・言　∴　′つ∴二言／

床　第摘号住居跡の覆土を床面とする部分は芦　わずかに低　なっている。

ここ・ノ、′っ・∴言．力．∴十二㌦吉∴；・‾′　／′　言、く、十・∴、一、、′′：・．′′・・、－；　　∵∴

形は三角形である。磯部は東壁からロームを掘り残して芯材とし　その周りに粘土を貼り郁て構築している。

左裾は粘土が削平されヲ　磯芯材のロームが露出していた。火床部は長径3敷m　短径相和の楕円形で4cmほど掘

∴：二㌦’、さ　　ノこ「′∴言、′‘言　ノ　‾　′‾・言　　　　′ノ′′ノ．1一　′．：′／、　　．ノ　・・　′′　′・ノ、　　ノ二

熱を受けていることから支卿として使用していたものと考えられる。
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第223図　第153号住居跡実測図

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼上小ブロック・焼土粒子少呈

2　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック少量
3　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子少量

4　にぷい樺色　砂粒多量，焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック少畳，炭化粒子微量

5　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量・焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微是

貯蔵穴　南西コーナーに位置する。長径90cm，短径70cmの長方形，深さ28cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土居解説

1黒褐色　ローム粒子多鼠ローム小ブロック中鼠口一ム中ブロック少昆　　　2　暗褐色　ローム小ブロック中量

覆土　3層からなり，人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微呈
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少鼠　ローム粒子微量

遺物　土師器片331点，土師質土器片1点，雲母片岩3点，鉄樺2点が出土している。第154号住居跡と重複し

ているため遺物が混入しているものが多い0第224図1の土師器椀高台部は北東コーナー床面から，2の土師

器小皿は北西部床面から出土している010は左袖床面から，11は竃内から，12は中央部床面から出土し，いず

れも火熱を受けており支脚として使用されていたと考えられる。3の土師器坑　4の土師器椀，5の土師器高

台付椀は覆土一括の遺物で本跡に属するものか第154号住居跡のものかは明らかではないが，器種，形態から

考えて本跡のものと考えてよいだろう。

所見　本跡の時期は，須恵器が伴わず上師器のみで構成されること，土師器小皿が出現すること，第155号住

居跡より新しいことなどから平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第224図　第153・154号住居跡出土遺物実測図

第153・154号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（em） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 22 4図 高台付椀 B （2 ．2） 高台部片。高台 はハの字状に外方に 内面黒色処理 ・へ ラ磨き。底部回転 砂粒 P 133

1 土 師 器 D　 7 ．0

E　 l ．5

開 く。 へ ラ削 り後，高台貼 り付け。 外面黄橙色

内面黒色　 普通

10％

北東 コーナー床面

2

小　　 皿 A ［ 9 ．6］ 平底。休 部はわずかに内攣気味 に立 底部 内面か ら休部外面ロクロナデ。 砂粒 ・スコリア P 134

土 師 器 B　 l ．7 ち上が り，口緑蔀 に至る．。端 部は肥 底部外面回転へラ切 り後， 無調整。 橙色 15％

C ［ 6 ．0］ 厚する。 普通 北 西部床面

3

杯 A ［13 ．4］ 平底。休部は 内攣 して立ち上が り， 底部 内面か ら休部外面ロクロナデ。 砂粒 ・スコリア P 135

土 師 器 B　 3 ．2

C ［ 7 ．0］

口緑部は外反す る。 底部外面回転へラ切 り後，無調整。 雲母

橙色　 普通

2 0％

覆 土中

4

椀 B （ 2 ．0） 底部片．。上げ底気味の平底。突 出 し 底部内面 ロクロナデ。底 部外面回転 長石 P 140

土 師 器 C　 7 ．0 た底部か ら休部は内攣 して立ち上が 糸切 り後，無調整。 にぷい橙色 4 0％

る。 普通 覆 土中

5

高台付腕 A ［16 ．4］ 休部は丸み をもって立ち上が り， 口 口緑部内面か ら休部外面 ロクロナデ。砂粒 P 136

土 師 器 B　 6 ．1 緑部に至 る。高台は低 く，断面 は三 休 部内面黒色処理 ・ヘラ磨 き。休部 外面にぷい黄橙色 5 0％

D　 7．8

E　 l．1

角形を呈す る。全体的に分厚 い。 下端外面回転へラ削 り。 高台貼 り付

け。底部中央 に回転糸切 り痕 を残す。

内面黒色　 普通

二次焼成

覆 土中

6

高台付椀 B （ 2．8 ） 口緑 部欠損。休部は丸み をもって立 休部外面ナデ，内面へラ磨 き。高台 緻密，スコリア P 14 1

土 師 器 D ［4 ．6 ］

E　 O ．5

ち上がる。高台は短 く外に開 く。 貼 り付け。 にぷい橙色

良好

3 0％

覆土中

7

蛮 A ［24 ．2］ 体部上位か ら口緑部片。休部 は緩や 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石－・石英 ・小礫 P 13 7

土 師　 器 B （1 1．6 ） かに立ち上が り， 口緑部 は短 く外 に デ，内面へ ラナデ。 橙色 5 ％

開き，端部に平坦面をもつ。 普通 竃 左袖

8

小　　 皿 A ［9 ．5 ］ 平底。休部は外傾 して立ち上が り， 底部内面か ら休部外面 ロクロナデ。 緻密，細砂 P 138

土 師 器 B　 l．9

C ［6 ．6 ］

そのまま口緑部に至る。 底部外面回転糸切 り後，無調整。 浅黄橙色

良好

2 0％

覆 土中

9 内 耳 鍋 B （5 ．0 ） 日経部片。 口緑部は外傾す る。耳数 口緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 P 139

土師質土器 不 明。 にぷい赤褐色

普通

5 ％

貯蔵 穴内覆土中
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匪版離 要一権 利 i　 計　 測　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
撒 み… ‾ニ　 恒 圧m　 幅葎m ラ 重量有が

第霊掴　 支卿転用 恒 ・1　 招　 恒 ・3 12！呈 左袖床面 Q lO　雲母片岩　 実測図なし

H　　　　 摘　 巨 e中 ・5
60 竃内 Q は　 雲母片岩一　実測図なし

12　 一　　　 ・日 ・中 。5
39 中央部床面 Q 12　雲母片岩　 実測図なし

ほ 上 欄 製品巨 、・日 日 ・2 ！ 0 05
（7ラ 覆土 M 12

第臓号佳腰掛　第霊園）

位置　調査鋸東北乳　も14j7区。

重複関係　本跡は第蟻号住居跡を掘り込み　第蟻6号住居跡の上部に構築されていることから，第153魯且誠号

仕居跡より新し，い

規模藍平面形　長軸複。30m，短軸［2湖Mmの長方形である。

主軸方向　N－910－E

壁　壁高は蟻～摘cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。削平のため北壁は確認できなかった。

壁溝　確認できたのは南東コ…ナ…から南壁下を通り，西壁下を巡る部分である。E幅8～撒m，下幅4～8

し恥　深さ約3川1，断面形は逆台形である，

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東壁中央部から南寄り，南東コ…ナ…近くに付設されている。右裾から煙道部にかけては削辛されており，

残存部は，左裾部と火床部である。規模は袖幅［90］cm　長さ粥cm，壁外への掘り込みは3翫m　平面形は三角形

と推定される。火床部は長径30C勘　短径25cmの楕円形で7cmほど掘りくぼめられき　火床部奥に向かってなだら

かに立ち上がる

竃土層解説

1暗　褐　色　粘土ブロック中還，廃土小ブロック胎廃土粒子少逼　　　2　暗赤褐色　ローム粒デー多量

ぽty睦　3か所（Pi～P3）。Plは径26cmの円形，深さ16cm，P2は径20cmの円形，深さ12cmで，主柱穴と考

えられる。P3はタ　径30cmの円私　深さ蟻cmで　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵究　南壁中央部に位置する。径73cmの円私　深さ3翫m　断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　色　ロー叫ム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ロ…ム粒子中量，ロ…ム小ブロック微墨

3　褐　　色　ローム粒子のローム小ブロック中農

覆土　2層からなり、人為堆積である．、、

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中農，ロ…ム小ブロック少量

2　暗褐色　廃土粒子eローム小ブロック◎ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片286息　鉄製品1息　鉄浮2ノ鰯ミ出土している。第153号住居跡と重複していたことと，覆土が

薄く遺構がとらえにくかったことで，遺物も混入しているものが多い。第224図7の土師器婆片は竜左袖から

出土し，補強材として使用されていたものである。9の土師質土器内耳鍋片は貯蔵穴内覆土中から出土してい

る。8の土師器小皿は覆土中から出土したものであるが，本跡に属するものか第153号住居跡に属するもの

なのか明らかではないが，器種から考えて本跡のものと考えてよいだろう。
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第225図　第154号住居跡実測図
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所見　本跡の時期は，出土遺物からみると土師器のみで構成される時期である。内耳鍋，土師器小皿が見られ

る段階であることから平安時代の10世紀以降と考えられる。さらに重複関係から第153号住居跡より新しい時

期であるので，10世紀以降でも第153号住居跡より後出する時期である。
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第155号住居跡（第226図）

位置　調査6区北部，L14i8区。

重複関係　本跡の上部には第153号住居跡が構築されていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．50m，短軸3．64mの長方形である。

主軸方向　N－0。

壁　壁高は6、18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西コーナーを除いて全壁下を巡っている。L幅12～16cm，下幅3、9cm，深さ5～8cm，断面形は逆

台形である。

第226図　第155号住居跡実測図

－273－

∈

9
0
（1

くI

三＞

＼
0　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　　；　　　！



床　全体的に平坦で，南寄りから中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。左袖は撹乱を受けているため，規模は袖幅［137］cm，長さ83cm，壁外への

掘り込みは25em，平面形は三角形と推測される。袖部は北壁に山砂混じりの粘土を貼り付けて構築している。

火床部は径34cmの円形でわずかに掘りくぼめられ．火床部奥に向かってなだらかに立ち上がる。

電土層解説
1暗赤褐色　山砂少呈，廃し粒子微量　　　　　　　3　灰褐色　焼I二粒子・焼上小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・山砂少最
2　灰褐色　山砂中臣，焼上粒子少鼠　炭化相子微晶　4　赤褐色　焼土粒子中鼠　炭化物・炭化粒子・山砂・粘土ブロック少量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径32cmのF］j形，深さ36cm，断面形は円筒形で，主柱穴と考えられる。P2

は南壁際から35cmの所に位置し，竜と［司　一線l二に並んでいる。径35cmの円形，深さ36cmで出入り＝施設に伴う

ビットと考えられる。

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　焼上粒f多量＼炭化粒－f・中量，焼レJ、ブロック・ローム粒∫一少量
2　暗褐色　ローム柁ト粘上ブロック中鼠　焼十二粒チ・炭化粒予少量
3　極暗褐色　炭化粒fリローム粒子少星㍉廃し粕f・炭化物微星
‘4　極暗褐色　口一ム小ブロック・ローム粒ア・少鼠　焼上粒子微量

遺物　土師器片186点，須恵器片147点がH圧している。第227図1の土師器要，5の雲母片岩は竃内から出l二

している。いずれも竃の構築材の　一部と考えられる。2、4の須恵器杯はいずれも竃の前面の床面から覆土卜

層で出上している。胎上には雲母が含まれているので，新治産の須恵器である。6，7の刀子は北西覆土上層

から，8の鉄釘は，中火部覆上上層から出上している。

所見　本跡の時期は，出上遺物から平安時代の9世紀後薬と考えられる。

）ン二：二ニ’
「　　　　　　　ノ

6～85＝　∈コ琶苧‘1　　　　　　　　　　　　　　7

10cm　　　　窃
！　　　　呈　‥＿＿＿」

第か7図　第15号住居跡出土遺物実測図

第155号住居跡出土遺物観察表

図版 番 号 器　 種 計測値（川．） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 1二・色調 ・焼 成 備　　 考

第22 7図 整 A ［18 ．0］ 休 部上位か ら目線部片し休部は緩や 仕緑部内 ・外面横ナデ。 長石 ・砂粒 ・雲母 P 14 2

1 土 師　 器 B （ 6．0） か に立ち上がる。 目線部 は外へ 大き 明赤褐色 10％

く折れ　 口唇部は L 方につまみ 上げ

られ る。 内面直下に沈線 があるニ

普通 竃内
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欝臓号佳腰掛　第霊囲う

位置　調査勘案北部学　監摘摘区。

重複関係　第蟻各号住居跡が本跡のと部に構築されていることから　本跡が机、二

登楼疫学面形　長軸る詣m　短軸は舗mの方形である。

蓋軸方向　＼一一一880－lil二

登　壁高は　㌦翻現で　緩やかに外醸して逆ちiがる。

床　中盤部が踏み固められ　わずかに高い。

竃　第蟻針等住居跡によって壊されており　竃の痕跡しか確認できなかったし東壁中敷部から南寄畑　南東コ…

ナ…近　に紺設され　鹿床部は径評mの控形と推定される。

覆ま　5層からなる。自然堆積と考えられる。

土層解説

l　黒褐色　ローム粒ヂァ車鼠　ロ…ム小プローソク少造

営　黒褐つ堅　こト4諸拍㍉こト尋凍将厄ック中一墨

3　黒褐色　ロ…ム粒子中豊，ロ…ム車ブロック少量
ん豊　暗褐色　ロ…ム粒子多遥

遠　暗褐色　ローム粒子靡ローム小ブロック中還

遺物　餌緬器桐題意　須恵器購親を真　読浮　薫　混Åした縄文土器片扶桑が漑土している。第霊園　の土師

器埠は南画ヨ…ナ…付近床面から芦　の土師器高柳椀は商壁寄堕覆土から学　の＿餌緬器蝋　の土師器椀は

覆土中から”根一鳥ている。

新風　准跡の時期は学　則遺物から平安時代の摘酬以降と考えられる。
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第228図　第156号住居跡実測図

／

第229図　第156号住居跡出土遺物実測図

第156号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

4」＿＿＿＿＿＿　」　　」

図版番号器　種計測値（川） 器形の特徴 手法の特赦 胎土・色調・焼成備　　考

第229図杯A14．0平底。休部は外へ大きく開きながら底部内面から休部外面ロクロナデ。砂粒・スコリア・雲P146

1 土師器8　3．3立ち上がり，口緑部に至る。器壁は底部外面回転へラ切り後，雑なナデ。母　　橙色　　普通70％
C　7．8薄い。 内・外面煤付着南西コーナー床面

2

杯A［13．6］目線部から休部にかけての破片。体内・外面ロクロナデ。 砂粒・スコリア・雲P147
土師器B（3．2）部は内攣して立ち上がる。口縁蔀は 母　　橙色　　普通20％

外反し，端部は肥厚する。 内・外面煤付着覆土中

3

椀A［16．8］口縁部から休部にかけての破片．。体外面ロクロナデ。内面黒色処理。砂粒・スコリアP148
土師器B（4．4）部は内攣して立ち上がる。口緑部は 外面にぷい橙色10％
外反し，端部は玉線状に肥厚する。 内面黒色　　普通覆土中

4

高台付椀A［15．0］休部は丸みをもって立ち上がり，口目線部内面から休部外面ロクロナデ。砂粒・スコリアP149
土師器B　5．6緑部は外反する。高台は環状で，短体・底部内面へラ磨き。高台貼り付にぷい橙色 40％
D［6．鋸

E　O．6

く外に開く。 け。 良好 西壁寄り覆土下層
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位置　調音6区北乱I．15il区

重複関係　第蟻等住居跡を掘り込んでいることから写　本跡が新しい。、

規模と平面形　長軸3．70乱　柚柚3．38111の方杵亡ある．

主軸方向　N一一V一・一50－一つ1

壁　唯高は10＼16し・111で，ほぼ重直に立ち上がる一

堂満　北壁及び北東コ…ナ…を除く壁下を巡っている。ti幅摘㌦渕cm　醐齢～7cm　深さ　～6cm，断面形

はU字形である。

床　全体的に、印1．で、中央部が踏み出められている．

竃　北壁中央部から東寄畑　北東コ…ナ…近くに位置する。左裾から煙道部の　一部は撹乱を受けて壊されてい

る。規模は袖幅粥cm　長さ摘翫勘　壁外への掘り込みは砧cmでかなり煙道が長い。火床部は長径42cm芦　短径36

cmの楕円形でプ　火床部奥に向かってなだらかに立ち上がる。

憲土層解説

且　暗褐色＋焼土粒子のロ…ム粒fA少象「炭化材微量
2　赤褐色＋ロ…ム粒子多還，焼土粒予診廃土小ブロック中屋
3　暗褐色　ロふム粒子患廃土粒子中墨，山砂少鼠
4　暗褐色　ロ…ム粒子中最プ　廃土粒子の粘土粒㌢少還

覆土　2層からなる。廃土粒予予　焼丑凍万厄ックを含む暗褐色上の覆土でありプ　人為堆積と考えられる。

土層解説
且　暗褐色　焼土中ブロック中農
2　暗褐色　廃土粒チ中量

遺物　土師器片招蟻モ　須恵器片鋸も　置き竃　息　鉄製品　点　鉄渾　点が注目ふている。ノ第2別図　の土師

器杯は竃火床部に伏せた状態で出土している。　の須恵器舞鶴　6の砥石9　7の刀子ク　8の不明鉄製品はヲ　北

′　′　　　．　　　　　　　ノ　　　　　　　．　　　ノ　　、　′′　ノ′　　　　′　　；．言

層から　それぞれ虹来している。　の須恵器蓋は　混入と思われる。臓は休部外商に格押瞳を施し　補修孔

とみられる焼成後に穿孔された部分が雲か所みられる。鼠か所は内面から外面まで貫通しているが，もう且か

所は穿孔途中で内面が囲んだ状態である。須恵器は胎上に雲母が含まれ新治産のものである。

所見　本跡の時期は言目上遺物から平安時代の9世紀後葉と考えられる

第蟻号住居跡出土遺物観察表

恒 締 り＋ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　　 匪 … 矧 機 可　 備　 考

第231図　　 年　　 A H 3を2］ 平底。⊃休部は丸みをもって立ち上が ［二了縁部内癖から休部外面ロタロナデ。砂粒0雲母　　　　 ㌘且50
且　　 土 師 器　 B　 4。0　 る．。目線部は外反する．。口唇部内面 体部下端手持ち／＼ラ削り。休部内面　 橙色　　　　　　 60％

C　 6．0　 はうちそぎ状で，稜をもっ。 へラ磨き。底部外商一方向へラ削牲ノ。良好　 内面煤付着　 竃火床繭

高台付椀　 B　 ゥ′。第　 ＿＿＿縁部欠損。休部は丸みをもって立 体部外面ロタロナデ。底 車体部内癖　 微粒0雲母　　　　 P はi

2 土 師 器 「針当用 ］ ち上がる言高台は薄く長くハの字状 黒色処理 の／＼ラ磨き．。高台貼り付け一　外面橙色参内癖黒色　 測％
E lも嶺　 に開く。 普通　 外面煤付着　　 覆土中

i

整　　 射需用」 ［二了縁部片。休部は緩やかに立ち上が ［二言縁部内車外南口タロナデ。体部内　 長石　　　　　　　 ㌘152

3　　 土 師 器　 鋸 4 89：） るノつ二言縁端部は上方につまみ上げら 癖へラナデノ　　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　 摘％
れるつ＿＿＿＿唇部外海産下に沈線があるノニ 普通

i
棒　　 Å［l ず針　 目縁部から底部にかけての破片。体 内 の外面ロクロナデ。　　　　　　　　　　　　　　　　 P 153

頚　　 須 恵 器　 B　 4ぁ0　 部は外に大きく開きながら立ち上が 灰白色　　　　　　 用．％
C ［ 。郎　 畑　 目線部に至る′ノ 不良　　　　　　　　 北東コ∴…ナ…床面

蓋

5＋ 目薬 唐言賢‖ぎ　 44

天井部外面回転へラ削　 言勺癖ログ　 封 －◎雲母　　　　 ㌘路三豊　　 用ノヲ′

ロナデノ　　　　　　　　　　　　　 灰白色 北東コ∴…ナー覆土
普通

・1一一一一一、一277　－



C　　　9　　　　　　　　　や7年4
l

‾ヽ⊥＿　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿迦」⊥、ノー

J∴

／／＼、＿ノ／－

第230図　第157号住居跡実測図
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第231図　第157号住居跡出土遺物実測図

‡，、

0　　　　　　10cm

7～9S＝々l i　　＿＿j

図版番号種　別

計　　　　 測　　　　 値
出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考

長さ（cm）幅（em）厚さ（em）垂呈（g）

第231図6砥　　石 （9．5） 6．1 3．9 （212）北東コーナー床面 Q14　　　砂岩

7 刀　　子 （10．6） 1．6 0．3 （16）北東コーナー覆土下層 M17

8 不明鉄製品 （7．1） （1．8） 1．8 （12）磁前面覆土下層 M18

9 鉄　　嫉 （6．3） （5，6）0．3一、0．6 （19）南西コーナー覆土下層 M19

第158号住居跡（第232図）

位置　調査6区北端部，L15d2区。

重複関係　第131号士坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　住居跡の東半分を第131号土坑と撹乱により壊されているため，規模は明確ではない。一辺が

［3．40］mの方形と推定される。

主軸方向［N－880－W］

壁　壁高は約8cmで，はぼ垂直に立ち上がる。

床　遺存状態は悪く，踏み固められている面は見られない。
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第232図　第158号住居跡実測図

第233図　第158号住居跡出土遺物実測図

第158号住居跡出土遺物観察表

2m　0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿⊥　　」　　　　」＿＿＿＿⊥＿　」

一　二二⊂≡≡芦一一

2

Sこ－2　7　　－　‥10i

lOcm

図版番号 器　稽 計測値（ぐm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第233関 蓋 A ［15．′1］目線部破片。天井部は低く扁平で， 天井部外面回転へラ削りこ。口縁部内 砂粒・雲母 P155

1 須恵器 B （1．8）fl縁部は短く屈曲する。 ・外面ロクロナデ。 灰色

普通

10％

覆上中

鵬 ‡

種　別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（川）幅（川）厚さ（し・m）重畳（g）

2 ノノ　　 ア一 （4．3） 0．6 0．4 （5） 中央部覆上卜層 M20

竃　西壁中央部に付設されている。規模は袖幅96cm，長さ100cm，壁外への掘り込みは38cmで，平面形は三角

形である。火床部は長径51cm，短径45cmの楕円形に掘り込まれている。燃焼部奥から煙道部への立ちLがりは

緩やかである。火床都には土製立脚が残っていた。

竃土層解説

1　暗褐色　焼土中ブロック・焼l二粒了一中鼠　炭化粒子少量

2　暗褐色　焼1二中ブロック・焼f二粒予・炭化粒子中旨，ローム小ブロック・粘t粒子少星

3　赤褐色　焼f二中ブロック・焼1二小ブロック・焼十二粒ト炭化物中旨，ローム小ブロック・粘寸二ブロック少星

′1　褐　　色　粘土粒子多旨，廃し粒r・炭化粒チ中星，焼上小ブロック少量

5　暗褐色　焼1二小ブロック・焼上粒f・炭化粒子・ローム小ブロック中量

覆土　2層からなる。
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土層解説
褐　　色　焼招招一少量

2灰褐色焼U位子少鼠

遺物　土師器尉14点，須恵器片仕息鉄製品1点が出土している。すべて宥土中からの細片であるので，図

示できたのは第233図1の鼠恵器蓋9　2の刀子の2点である。

所見　本跡の時期は言i‖二遣物から奈良時代の8酬己後葉と考えられる。

第帽号住居跡（第96図）

位置　調査鋸メ二北端乱　し15d5区。

重複関係　第159号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．30］m，短軸［3J幻mの方形と推定される。

童軸方向［N－60－W］

壁　壁高は約30～亜cmでラ　ほぼ垂直に立ち上がる。東，南壁は削平され，残存していない。

床　中央部がわずかに高ら　踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅108cm，長さ87cm，壁外への掘り込みは18cmで，平面形は、絆j

形である。袖部は山砂混じりの粘土で構築されている。火床部は長径30cm，短径22cmの楕円形で，4cmほど掘

りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは30度の角度で立ち上がる。

竃土層解説
i　極暗褐色　山砂多鼠　廃土粒子少最
2　暗赤褐色　廃土粒子多鼠
3　橙　　色　粘土多憲二

4　極暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子中嵐　山砂少鼠
5　暗褐色　山砂e粘土中量，廃土粒子㍗炭化粒子少鼠

覆達ニ　ロームブロックを含む褐色土の”W一層である。

土層解説

1褐　　色　ロ…ム粒子中農，ローム中ブロック少量，ロ…ム小ブロック微憲二

遺物　土師器片融点　須恵器片3点が出土している。覆土が薄かったためか遺物旨は少なく，図示できたのは

2点のみである。第234図1の須恵器棒は左袖際床面から，2の須恵器蓋は覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遣物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

」一‾‾／　　　　つ

第2測図　第帽号住居跡出立遺物実測図

第160号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

∴二二二二二二二二二」

図版番号 器　 種 計測値豆m） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上申色調e焼成 備　　 考

第234図 隼 A 白上2］ 平底・。休部は外傾して立ち上がり， 底部内面から休部外面ロクロナデ。 砂粒。雲母 P 164
1 須 恵　器 B　 3．9

C　 6．ノ4

H 縁部にいたる：＝こ 休部下端e底部外面手持ちへラ削り二〕灰色

良好

50％

左袖際床面

2

蓋 A ［14．0］ 口縁部片。日縁部は短く屈曲する。 内¢外面ロクロナデ。 砂粒0雲母 P 165
須 恵 器

！

B （0．9） にぷい橙色

二次焼成

5 ％

覆土中
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第161号住居跡（第235図）

位置　調査6区北端部，L15e2区。

重複関係　第131す住居跡を掘り込み，第162号住居跡のL部に構築られていることから，本跡は第131・162号

住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸［3．30］m，短軸3．12mの方形と推定される。

主軸方向［N－910－E］

壁　壁高は約10cmで，外傾して立ち1二がる。南東コーナーから南壁は重複のためとらえることができなかった。

床　中央部から北寄りが踏み固められている。第162封主居跡の覆士を床面とする両壁寄りは沈んでいる。

竃　東壁中央部に付設されている。削平により煙道部，火床部は残存していない。袖部の痕跡が構築材の粘土

の鉱がりで窺える。推定規模は袖幅85cm，長さ68cmである。

ピット　3か所（Pl、P3）。Pl，P2の柱穴の振り方は，径60～65cmの円形，深さ18、29cm，断面形は逆台

形である。P3は長径100em，短径55emの楕円形，深さ29cm，断面形は逆台形である。いずれも主柱穴と思わ

れるが柱痕は確認できなかった。付三居廃棄時に抜き取ったと推定される。

P，土層解説

1　暗褐色　焼1二粕f一・ローム粒！・少品
2　黒褐色　口一ム粒子・粘1二粕f微箭

P2土層解説

1　黒褐色　口一ム柑f一中宗一
2　黒褐色　ローム粕r・粘t粒子小品

P。土層解説
1　暗褐色　炭化粒！一微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

‘1　褐　　色　ローム小ブロック少最

3　極暗褐色　ローム粒f多量，粘十二粒f・少最，炭化粒子微旨

2　暗褐色　口一ム小ブロック少星，炭化粒子微最

第235図　第161号住居跡実測図
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第236図　第161号住居跡出土遺物実測図

覆土　上面の削平が激しかったため，確認できなかった。

遺物　上師器片85点，須恵器片1点がLIiHJている。1の土師器杯，4のI二師器椀，5，6の屈耐旨姑高高台

林は，削平された竃の痕跡部分床面から出一十二している。2のI二師語摘台付痢ま，Pl内周辺の床面から出土し

たものが，それぞれ接合している。3は南東コーナー覆土下層から出土している。2，3は黒色処乳　へラ磨

きが施され，特に2の底部内面には，黒色処理，へラ磨き後，線刻がなされている。7は土師器置き竃の破片

で，掛け［」と庇の一部分がPl周辺覆土ド層から出土している。8の雲母片㍑は北西コーナー床l励、ら出土し

たもので，強く火熱を受けた痕跡があり，竃からは離れた位置からの出1二であるが竃構築材の可能性がある。

9の須恵器璽片は，本跡から「H上した唯一一一の須恵器であるが，混入と考えられる。

所見　本跡から肛上した遺物はほとんどが土師器である。黒色処理された上師器椀，足高高台杯，置き竃など

平安時代でも新しい時期の様相を示している。本跡の時期は，須恵器生産が衰退し，土師器が主体となる平安

時代でも10世紀以降と考えられる。

第161号住居跡出土遺物観察表

図版 番 号 器　 種 計測値（用） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 上・色調 ・焼成 備　　 考

第 2 36図 上不 A 12 ．8 平底。休部は内攣 して立ち 1二が り， 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ 砂粒 P 166
1 1二師　 器 B　 4 ．7 口縁部でわずか に外反す る。。内面の 底部外面へ ラ削り， 内面雑 なへラナ 橙色 9 0％

C　 6 ．8 休部と底部との境 は不明瞭。こ デ。 普通 竃 覆 寸二下層

2

高台付杯 A 15．4 休部は丸み をもって立 ち上が り， 口 口縁部 ・休部外面ロクロナデ。休部 長石 ・砂粒 ・雲母 P 16 7
土 師 器 B　 6．0 緑 部に至る．。 「1線部内面に弱い稜 を 内面黒色処理 ・へ ラ磨 き。底部外面 外面にぷい黄橙色 80％

D　 7．4

E　 l．1

もつ。 高台は外に開 く。 H 転へラ削 り後，高台貼 り付け。内

面に緑刻 あ り。
内面黒色

普通

P l周辺
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図版 番号 器　 種 計測値汗m） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 e 色調 翁焼 成 備　　 考

第236図 高台付杯 A ［14 ．9］ 休部は丸みを もって立ち上が り，口 口縁 部内面か ら休部外面 ロクロナデ 砂粒 P 168
3 土 師 器 B　 6 ．0 縁部に至る。 ［丁縁部内面に弱い稜 を 休部 内面黒色処理 車へラ磨き。底部 外面にぷい橙色 60％

D　 7．0

E　 L 3

もつ．。 高台は外に開 く。

l
i

外面 回転へ ラ削 り後，高台貼り付け。

l

内面黒色

単二忌
日．もし皇ヱ

南東 」一十一

撃 土 下層

∠皇

椀 A 白3 ．0 ］ 日縁 部か ら休部にか けての破片。 外面 ロクロナデ。内面黒色処理。 長石 P 16 9
土二師　器 B （4 ∴＝ 休部は内攣 して立ち上が り， 日録部 外面にぷい橙色 20％

は外反す る，。 内面黒色　 普通 竃火床面

5

足高高台年 A 14 ．6 休部は外に大 きく開 き， 口縁部は強 体部内 ◎外面 ロクロナデ。休部下端 砂粒 P lT O
土 師　 器 B　 6 ．3 く外反 するJ。高台は長 く，ラ ッパ状 手持 ちへ ラ削 性　 感部内面雑 なナデ。 明赤褐色 90％

D　 7 ．8

E　 2 ．0

に外に開き，わずかに反る。〕 高台貼 り付け嵐　 ナデ。 普通 竃 火床面

6

足高高台杯 A ［14．0］ 休部 は外 に大 きく開き，H 縁部 は外 体部 内 ◎外面横ナデ。体 部下端手持 砂粒 P lT l
土 師 器 B　 6．1 反す る。高台は薄手 で長 く， ラ ッパ ちへ ラ削 り。底部内面雑 なナデ。 褐色 40％

D ［8 ．0 ］

E　 2．2

状 に外 に反る。体部下端 に稜 を有す。 普通 竜 火床面

7

置　 き　竃 A ［20 ．2］ 掛け 首都，庇破片。休部は内偵 し， 掛け 目部 ◎休部外 面へ ラ削 り。掛け 長石 ◎石英 。砂粒 P 17 2
土 師　 器 B （9 ．9） 掛け 目に至り，焚 き口部周辺に隆帯 日内面指頭押圧，。休部内面へラナデ。 暗赤褐色 10％

を貼 り付けて巡 らす。 隆帯貼 り付 け。 普通　 煤付着 P l周辺覆土下層

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 目 上 地 点

備　　　　　　 考
長さ（′cm） 幅五m） 厚さ（cm） 重畳（g ）

8 竃構築材 9．2 8．0 2．0 162 北西」∴一ナ一味面 Q 15　 雲母片岩　　　　 実測図なし

第帽号住居跡（第237図）

位置　調査　区北部芦　L蟻g4区。

重複関係　第165のl錦号住居跡を掘り込んでいることから　本跡は第蟻　⑳蟻号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸圭70m、短軸圭10mの方形である．

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は10＼J12し・mで，外軌して立ち上がる．、，

壁溝　東壁北半分を除いた壁下を巡っている。上幅12～25C勘　下幅4～mm，深さ4～1鉦勒　断面形はU字形

である。

床　全体的に平坦で，出入り口ピットから竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅融強乳巨　長さ最強猟　壁外への掘り込みは蟻cmで　平面形は逆U

字形である。袖部は山砂混じりの粘土を北壁に貼り付けて構築されている。火床部は長径40C勘　短径25cmの楕

円形で，深さ6cmほど掘りくぼめている。燃焼部奥から煙道部へは35度の角度で立ち上がる。

竃土層解説
1　褐　　色　ロ…ム粒子多最，廃土粒子魯炭化粒子微量

2　暗赤褐色　廃土小ブロックの焼土粒子㊧炭化粒子◎ローム粒子砂山砂少鼠　粘土微量
3　暗赤褐色　廃土粒子◎ローム粒子少鼠　炭化物⑳粘土微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　炭化物砂ロ…ム粒子少鼠　廃土小ブロック魯ロ…ム小ブロック密粘土微量
5　黒褐色　廃土粒子少置，炭化物◎こトーム粒子微量

6　赤褐色　廃土粒子中島　ローム粒子少量，廃土小ブロック0炭化粒子e粘土微量
7　暗赤褐色　廃土小ブロック◎廃土粒子e炭化粒子少墨，ロ㌧－ム粒子微量

暖色y睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径12～35cm　深さ諏～封cmで　主柱穴と考えられる。これらの主柱

穴では，径55～60cmの掘り方が確認できた。P5は南壁中央の壁際から43mほど内側に位置し，竃と同一一一線上

に並んでいる。径35cmの円形　深さ蟻cmで出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第237図　第164号住居跡実測図
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第238図　第164号住居跡出土遺物実測図

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子少呈，焼土中ブロック・焼上粒子・炭化粒子微星
2　極暗褐色　ローム粒f少鼠，焼士粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片333点，須恵器片2点，土製品1点が田上している。ほとんどの遺物は卜層の第2層から出土

している。第238図1の一十二帥器髪は竃前面部から，2の土師器磐，4の上製支脚は北東コーナーから，3の須

恵器高台付杯は，出入り日ピット付近から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる。

第164号住居跡出土遺物観察表

図版番 弓 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第2 38図 整 A ［2 0．2］ 休部か ら口縁部 にかけての破片．。体 口緑部 内 ・外面横ナ デ。休 部外面 ナ 砂粒 ・雲母 P 18 2

1 上 師 器 B （ 8．4） 部はなだ らかに立 ち上が る．。口縁 部 デ， 内面へ ラナデ。 橙色 5 ％

は外反 し，端部はつ まみ上げ られ て

いる。

普通 竃前面覆土下層

2

登 B （1 3．2） 底部か ら体部にかけての破片．。平底。休部外面へ ラ磨 き，内面へ ラナデ。 砂粒 ・雲母 P 18 3　　 10％

土 師 器 C ［7．0］ 休部は なだ らかに立ち上がる。 底 部内面にはへ ラ当て痕 を残す。 にぷい褐色

普通　　 煤付着

北東 コーナー

覆土下層

3

高台付土不 A 14 ．2 丸底気味の底部。底部 と休部の境は 底部内面か ら休部外面ロクロナデ。 長石 ・砂粒 P 184　　　 7 0％

須 恵 器 B　 5 ．0 緩やか な稜をな して立ち上が る。高 外面のナデは工具痕 が明瞭。底部回 灰色 出入 り口ピッ ト

D　 7 ．6

E　 O ．8

台は太 く短 く接地面 は平坦である．。 転へ ラ削 り後，高台貼 り付け。 良好

二次焼成

付近覆土下層

図版番 目 種　 別

言I　　 測　　　 値

H　　 t　　 地　　 点 備　　　　　　　 考

長さ （em） 径 （用 ） 重量 （g ）

4 立　　 脚 （10 ．6 ） 4 ．9一㌧5 ．5 （2 3 3） 北東 コー ナー覆 土下層 D P 7
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第166号住居跡（第239・240図）

位置　調査6区北都，L15h2区。

重複関係　第165・167号住居跡を掘り込み，第133号L坑に掘り込まれていることから，本跡は第165・167号

住居跡より新しく，第133号土塊より－lfい。

規模と平面形　長軸3．78m，知錘由2．50mの長方形である。

主軸方向　N－330－W
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第240図　第166号住居跡竃実測図
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第241図　第166号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は約29cmで外傾して立ち上がる。

壁溝　第133号土坑に壊されている南西壁北半分を除いた壁下を巡っている。上幅11～26cm，下幅3～12cm，

深さ5cm，断面形は逆台形である。

床　出入り口部から竃にかけての中央部が踏み固められている。中心部には約10cmの厚さの焼土塊がみられる。

竃　北西壁のやや西コーナー寄りに位置する。規模は袖幅92cm，長さ148cmである。煙道部は地山をトンネル

状に70cmはど掘り込んで構築し，遺存状態は良好である。天井から袖部は灰白色の粘土で構築され，天井の一一一
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部が遺存しており，天井の補強材として土師器杯，婆が用いられている○また，支卿としては足高高台の高台

部が転用されている。

竃土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子e廃土粒子中鼠　廃土小ブロック少鼠
2　極暗赤褐色　廃土小ブロック。焼土粒巨炭化粒子多量

3　暗赤褐色　廃土小ブロックe焼土粒子。炭化粒子多最
4　暗　褐　色　焼土粒子。粘土ブロック微量

5　灰　褐　色　焼土粒子e炭化粒子少量，焼土中ブロック。炭化物e粘土ブロック微量
6　暗　褐　色　炭化粒子e粘土ブロック少量，炭化物微量
7　暗　褐　色　焼土粒子。粘土ブロック少量
8　暗　褐　色　粘I二ブロック中鼠　焼土粒子少量

9　灰　褐　色　焼土粒戸手註，炭化粒子。粘土二ブロック少最，焼土中ブロック微量

覆土　6層からなる。最下層には焼土塊が堆積し，中層，上層には炭化粒子，焼土粒子，ロームブロックが含

まれており人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子中量，ローム大e中ブロック微量
2　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，廃土粒子e炭化粒子微量
4　暗褐色　ロ」ム粒子少鼠　廃土粒子e炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム大e中ブロック少鼠　焼土粒子。炭化粒子微量
6　黒褐色　廃土大ブロック多量，炭化粒子中量

遺物　土師器片288点，須恵器片35点，鉄製品1点が出土している。第241図1の土師器足高高台部は竃覆土中

層から出」二し，支脚として使用されていたものである。3の土師器椀は残存している竃天井部から出土してお

り，天井補強材と思われる。2の土師器小皿は完形品で口縁部には煤が付着している。南東壁際から斜位の状

態で出土している。4の土師器小形賓は北東寄り覆土下層から，6の土師器藍は北コーナー床面から，5の土

師器婆は中央部の焼上塊内から出土している。7の不明鉄製品は覆土中からのものである。

所見　本跡は，長い煙道部をもち，東西に長い長方形の住居である。当遺跡では，このタイプの住居跡は他に

は見られない。出土遣物にも特異性がみられ，足高高台も他のものと比べると非常に長い。時期は，須恵器生

産が終焉を迎える頃で，足高高台や皿が出現する時期で，平安時代の10世紀以降と考えられる。本跡の床面に

は焼土塊が，覆土下層には廃土ブロックが含まれており，焼失住居である。

第166号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色講巨 焼成 備　　 考

第24 1図 足高高台椀 D 13．5 高台部 のみ。高台は長 くラッパ状 に 内 ◎外面横 ナデ。 砂粒 P 18 9
1 土 師 器 E　 8．6 開き，裾部でわずかに外反する1。端 橙色 20％　 支卿転用

部は丸 くお さまるZ。 普通 竃火床面

2

小　　 皿

土 師 器

A lO ．8

B　 2 ．7

C　 8 ．0

平底。休部は外方に開いて立 ち上が 底部 内面か ら休部外面 ロクロナデ。 長石 e砂粒 P 190
り， 口緑部に至る。底部 内面 の凹凸 底部外面回転へラ切 り後，無調整。 橙色 100 0。
が激 しい。 良好　 口緑部煤付着 南東壁 際

3

椀 A ［10 ．7］ 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 底部内面か ら体部外面 ロクロナデ。 長石 。砂粒 P 19 1
土 師 器 B　 4 ．0

C ［5 ．3］

日縁部に至 る。器壁 は薄 い。 底部外面回転 糸切 り。 橙色

良好

20％

竃天井部

4

小 形 婆 A ［13．6］ 体部上位か ら口緑部の破片。体部 は 口緑部内 e外面横ナデ。体部外面縦 長石 。砂粒 P 19 2
土 師 器 B （9．8） 内攣 して立 ち上が り， 口縁部は外反 方向のへラ削り，一部指頭押圧。体 橙色 10％

す る1こ。 部 内面 へラナデ。 普通 北東寄り覆土下層

r∂

整 A ［23 ．2］ 目線部片。 日縁部は休 部に対 しほぼ 目線部 内 e 外面 ロクロナデ。体部内 砂粒 e雲母 P 19 3
土 師 器 B （5 ．1） 直角に外反 し，端部 はつまみ上げ ら 面へ ラナデ。 にぷい黄褐色 10％

れている。 普通　 外面煤付着 焼 土塊内

6

婆 A ［26 ．6］ 休部上位 から日縁部の破片，。休部は 目線部内 e 外面横 ナデ。休部外面縦 砂粒 e雲母 P 194
土　師　 器 B （7 ．0） 緩やかに立 ち上が り， 口縁部は外傾 方向のへラ削 り， 内面 ナデ。 にぷい黄橙色 10％

する．。 普通 北東コーナー床面
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図版番号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値 i 出 土 地 点

［

備　　　　　　 考

長 さ（em） 幅 （cm ） 厚さ （、em ） 重量 （、g ）

第241図7 不明鉄製品 （5 ．3） 3 ．5 0 ．8 （25） 覆土 中 Ⅸ／‡22

第帽号住居跡（第242図）

位置　調査6区北部，L15h6区。

重複関係　第168号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．30m，短軸4．83mのほぼ方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は8～12cmで外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅11～28cm，下幅4～9cm，深さ4～7cm，断面形は逆台形で，全周している。

床　出入り口部から主柱穴の内側の中央部が踏み固められて，わずかに高い。

竃　北壁中央部に2基確認し，西側の竃2が青く，竃1へ作り替えをしている。竃1の規模は袖幅100cm，長

さ62cmで，壁外への掘り込みはほとんどない。袖部は山砂混じりの粘土で構築されている。火床部は長径21cm，

短径15cmの楕円形で，約5cmほど掘りくぼめられている。竃2の規模は，袖幅102cm，長さ92cmと推定される。

両袖は壊されており遣存状況は悪く，40cmの円形の火床部が残っているのみである。

竃1土層解説
1　にぷい褐色　廃土粒子◎ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　赤　褐　色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中畳，ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　明赤褐色　焼土粒子中鼠　廃土小ブロック少鼠　焼土中ブロック微還
4　暗赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子。炭化粒子eローム粒子少量

憲2土層解説
1　黄　褐　色　山砂e粘土ブロック中量，焼土中ブロック少量
2　灰　褐　色　焼土中。小ブロック。廃土粒子eローム中ブロックeローム粒子。山砂。粘土粒子少量
3　明赤褐色　焼土大。小ブロック。炭化粒子e炭化物。ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　　　色　炭化粒子中量，焼土中ブロックe焼土粒子。炭化物。山砂少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径25～34cmの円形，深さ25～46cmで，主柱穴と考えられる。P5

は　径45cmの円形，深さ44cmで言上入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量
2　暗褐色　ローーム粒子e炭化粒子少鼠　焼土粒子◎ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
5　暗褐色　炭化粒子eローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック微量

遺物　土師器片337点，須恵器片119息　鉄製品1点，石5点が出土している。ほとんどの遺物は床面から出土

している。第243図1の土師器藍は竃火床面奥から，2の土師器要は西部から，4の須恵器杯は南東部から，

5の須恵器杯，13，15の須恵器整片は南西部から，6，7の須恵器賓は南部から，9～11，16の須恵器整片は

中央部からそれぞれ出土している。3の須恵器杯はP2の底面に正位で，石を2個のせたような状態で出土し

ている。

所見　本跡の時期は出土遣物から，平安時代の9世紀中葉と考えられる。
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第169号住居跡出土遣物観察表

図版番弓 計測値亘雨 器形の特徴

A［15．0］

B（14．1う

手法　の特徴 胎1二。色調。焼成 備　　考

休部から口縁部の破片こ　休部は緩や
かに内攣して立ち上がる。＝緑部は
ノ　　ノで、．′Lナ　rl、l＿．＿．＿　l rノl m l‖l J一Hl　ヽ　　r　　1－、　一　　　　　　丁一

日縁部内◎外面横ナデ二休部外面へ
ラ削り後，ナデ　休部内面へラナデ〕

長石e砂粒e雲母

明赤褐色

！ ＼の子 状 に ま汀拙 ， 布 部 は 上 力 につ ま

み 上 げ られ ， 日唇 部 に 沈 線が 巡 る。
普通 竃 火床 面

2

整 A ［2 2 ．6 ］ 休 部か ら ［＿＿二1縁 部 の 破 片 ，。 休 部 は緩 や 日縁 部 内 ゆ外 面 横 ナ デ ‥ニ 長石 e 砂粒 。雲母 P 20 1
土 師 器 B （6 ．3 ） か に 立 ち上 が る。つ コ縁 部 は くの字 状 橙色 10 ％

に折 れ ， 端 部 は 短 くつ まみ 上 げ られ

てい るこ、

普通 西 部 覆 土中

3

杯 A lO ．6 平 底 ，二二．休 部 は 外 に 開 き なが ら 立ち 上 底 部 内 面 か ら休 部 外 面 ロ ク ロナ デ。 長石 e 砂粒 。雲母 P 20 2
須 恵 器 B　 4 ．0 が り， 口縁 部 は 外反 す る．。 器 壁 は 厚 休 部 下 端 手持 ちへ ラ削 り．。 底 部 外面 橙 色 8 0 ％

C　 5 ．2 い，。 回 転 へ ラ 切 り後 ， 外 周 手 持 ち へ ラ削

り。

良好 P 2 底 面

よ4

杯 A ［11 ．3 ］ 平底 ．。 休 部 は 外 に開 き なが ら立 ち 上 底部 内 面か ら休 部 外 面 ロ ク ロ ナデ 。二ニ 長 石 。砂 粒 e雲 母 P 2 03
須 恵 器 B　 4 ．1 が り， ＝縁 部 は わ ず か に 外反 す る，。 体 部下 端 手 持 ち へ ラ 削 牲二　底 部 外 面 灰 白色 5 0％

C　 5 ．2 器壁 は 薄 い。。 ′〝〝′”一方 向 手持 ちへ ラ 削 り。 普通 南 東 部 覆 土 下 層

5

杯 A ［13 ．2 ］ 平底 。 体 部 は 開 き な が ら立 ち上 が り ，底 部 内面 か ら休 部 外 面 ロ ク ロナ デ 。 長石 。砂粒 e雲 母 P 20 ‘4
須 恵 器 B　 4 ．1

C ［6 ．6 ］

日緑 部 は わ ず か に 外反 す る．。． 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り．。 にぷ い黄色

不 良

20 ％

南 西 部 覆 土中

6

磐 A ［30 ．2 ］ 体 部 上 位 か ら ＝縁 部 の破 片 。 休 部 は LJ縁 部 内 e 外 面 ロ ク ロナ デ 。 体 部 外 長石 。砂粒 e 雲 母 P 20 5
須 恵　 器 B （8 ．8 ） 緩 や か に 外 方 に 開 き なが ら立 ち上 が 面 縦 の 平 行 叩 き。 内面 指 頭 押圧 ，。 明黄褐 色 10 ％

る。 目線 部 は 体部 に対 しほ ぼ 直 角 に

外 反 し，端 部 はつ まみ 上 げ られ て い

る。 口縁 部 直下 に沈 線 が 巡 る，。

普通 南 部 覆 上 中

7

婆 A ［2 上 0 ］ 口縁 部片 。 ＝縁 部 は 強 く外 反す る，。 ＝縁 部 内面 e端 部 外 面 ロ クロ ナ デ。） 長石 e砂 粒 e雲 母 P 206
須 恵 器 B （6 ．5 ） 端 部 に凸 帯 が 巡 るく〕 日縁 部 外而 横 の 朝 刊 「Jき 、′） 灰 黄褐色

普通

10 ％

南 部 覆 土 中

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 目 上 地 点

備　　　　　　 考
長さ（（期） 幅五m ） 厚 さ圧m ） 重量 （g ）

8 不明鉄製品 （5 ．4） 0 ．6 0 ．4 （6．65） 覆土中 Ⅳほ3

第膵号住居跡（第104図）

位置　調査6区北部，L15g5区。

重複関係　第168号住居跡の上面に構築されており，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．56］m，短軸［3．21］mのほぼ方形と推定される。

主軸方向［N－00＿］

壁　壁高は約6cmで外傾して立ち上がる。i二部の削平のため残存しているのは北西コーナーのみである。

壁溝　上幅約22cm，下幅約10cm，深さ4cmで，残存部は北西コーナーの壁下のみである。

床　中央部から北寄りの竃前方部が踏み固められて，わずかに高い。

竃　北壁中央部に付設されている。削平されており遣存状況は大変悪く，火床部，袖乱　煙道部，天井部共に

壊されている。

覆土　確認できたのは1層のみである。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子e炭化粒子－eロ…ム粒子少量

遺物　上面の削平が激しかったため遣物の残りが悪く，土師器片21点のみである。器種は土師器杯，婆である

が図示できるものはない。

所見　本跡は，遣物が細片なため時期を決定するのは困難である。重複関係から古墳時代前期に比定できる第

168号住居跡より新しいこと，竃が付設されていることや出土遺物などから，平安時代と考えられる。

一一1－1一一一一一一293－ll1－－－



第171号住居跡（第244図）

位置　調査6区北東部，M15a8区。

規模と平面形　長軸［4．43］m，短軸［3．76］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－40－E

床　中央部から南寄りがわずかに高く，踏み固められている。

ピ・yト　2か所（Pl，P2）。Plは，径30cmの円形，深さ50cm，P2は，長径30cm，短径24cmの楕円形，深さ

60cmで主柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部に付設されている。大部分削平されており，火床部の範囲が確認できただけである。

遺物　上面が削平されているため，土師器片5点が出土したのみである。器種は土師器杯，聾であるが，図示

できるものはない。

所見　本跡は，遺物が細片なため時期を決定するのは困難であるが，竃が付設されていることや出土遺物片な

どから，平安時代と考えられる。
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第244図　第171号住居跡実測図
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第172号住居跡（第245図）

位置　調査6区北東部，M15do区。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．24mの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は4～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦であり，粘土質の土まじりで，ほぼ全体にわたって踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ76cm，袖幅78cmで，天井部は崩落し，残存しない。壁外への掘

り込みは30cmである。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床面は床面を22cm掘りくぼめ

ており，火熱を受けて赤変している。煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。
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第245図　第172号住居跡実測図
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竃土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼上中ブロック・炭化粒子少量
2　極暗褐色　焼上粒子・廃土小ブロック・炭化物少量，粘土粒子微量
3　極暗褐色　粘土中ブロック中呈，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少最
4　黒褐色　廃土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径42cmの円形，深さ18cmで主柱穴と考えられる。P2は長径52cm，短径41

cmの楕円形，深さ16cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南西コーナーに位置する。長径110cm，短径88cmの楕円形，深さ25cmで，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　焼上小ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
2　暗褐色　粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

覆土　2層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒子少量
2　褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

遺物　土師器片56点，須恵器片34点，鉄樺2点が出土している，。第246図1の須虚器杯は北西コーナーと貯蔵

穴脇の覆土下層，2の須恵器杯は覆土中から，3の須恵器盤はP2の覆土下層から出土している。4の須恵器

要は，Plの覆土中層から出土している。5は須恵器磐の口緑部片で，縦位の平行叩き，6は須恵器聾の休部

片であり，自然粕がかかっている。それぞれ覆土中から出上している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。
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第246図　第172号住居出土遺物実測図

第172号住居跡出土遺物観察表

図版 番 弓 器　 種 計測値（em） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 24 6図 年 A 1 3．6 平底。休部は外債 して立ち上が り， 底部内面か ら休部外面上位 ロクロナ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 2 07

1 須 恵　 器 B　 4．3 「1線部 に至る。 デ。休部下端手持 ちへ ラ削 り。底部 灰褐色 7 5％　 北西側と

C　 5．8 一方向の手持ちへラ削 り。 普通 貯蔵穴脇 覆土中

2

杯 A ［1 2．3 ］ 口縁部片．。口緑 部は外傾 して立 ち 上 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 P 2 08

須 恵 器 B （3．2 ） が る。 黄灰色

普通

10％

南西側覆 土中

3

盤 A ［19 ．0］ 休 部は直線的 に外傾 し， 口緑部は外 底部回転へラ削り後， ロク ロナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 20 9

須 恵 器 B　 4 ．6

D　 9 ．4

E　 l．7

反す る。高台 はハの字状に開 く。 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい褐色

普通

60％

P 2の覆土下層

4

婆 B （17 ，2） 底部 ・休 部片。平底。休部は内攣気 休部外面斜位の平行叩き。休部下位 砂粒 ・長石 P 2 10

須 恵 器 C 13 ．2 味に外傾す る。 平行叩き後，ナデ。体部 内面 ナデ。 灰色

普通

50％

P lの覆 土中層

第177号住居跡（第247図）

位置　調査6区北部，M15b2区。

規模と平面形　長軸4．22m，短軸［4．08］mの方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。東壁側は，深く削平されている。

壁溝　北壁と西壁の壁下を巡っている。上幅15～21cm，下幅4～7cm，深さ10～13cm，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，出入りIJ施設に伴うピットから竃にかけての中央部が踏み固められている。
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第247図　第177号住居跡実測図
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第248図　第177号住居跡出土遺物実測図

竃　北壁中央部に付設されている。根による撹乱で，左袖部と煙道部は削平されている。規模は，袖幅［100］

em，長さ（45）cmである。袖部は山砂混じりの粘土で構築されている。火床部は径25cmの円形である。

完土層解説
1暗赤褐色　口一ム粒子多星，焼土粒子少是，炭化粒子微是
2　暗赤褐色　ローム粒子少鼠　焼上小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子微置
4　黒褐色　焼上粒子中最，炭化物・ローム粒子少量，焼士小ブロック微晶
5　黒褐色　焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

ピット　6か所（P．～P6）。Pl～P4は径23～35cm，深さ60～76cmで，主柱穴と考えられる。P5は両壁中

央の壁際から20cmほど内側に位置し，竃と同一線上に並んでいる。径40cmの円形，深さ12cmで出入り口施設に

伴うピットと考えられる。P6は，長径55cm，短径45cmの楕円形，深さ12cmで，性格は不明である。

覆土　4層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　口一ム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　口一ム小ブロック・焼土粒子少量
3　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼上粒子微量
4　暗褐色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片197点，須恵器片24点，土製品1点が出土している。第248図1の土師器小形要は覆土中から，

2の上師器要は北西の床面から，3と4の須恵器蓋は覆土中から出土し，混入と考えられる。5の土製支脚は

竃右袖部前面部から出土している。6の須恵器憂片は叩きが施され，P2の覆土中から出土している。7の須

恵器磐の休部片は平行叩きが施され，P6の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の8世紀末から9世紀初頭と考えられる。

第177号住居跡出土遺物観察表

図版 番 ロ 器　 種 計測値（eⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 24 8図 小 形 賓 A ［1 7．8］ 休 部か ら口緑部にかけての破片．。体 口緑 部内 ・外面横ナデ。内面 ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 2 16

1 土 師 器 B （ 3．2） 部 は緩やか に立ち 上が り，口縁部は 雲母 5 ％

くの字状 に屈曲する。口唇蔀直下 に

稜が巡 る。

にぷい橙色

普通

覆土中

2

璽 B （1 1．9） 休部破片。休部は内攣 して立ち 上二が 休部 内面へ ラナデ。指頭押圧，へ ラ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 2 17

土 師　 器 る。 当て痕あ り．。休部外面へラ磨 き。 雲母

浅黄色

普通

5 ％

北西部床 面
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図版番号 器　 種 計測値汗両 器 形 の 特 赦 手 法　 の 特 徴 飴圭 e 色調 ㊧焼成 備　　 考

第248 図 蓋 F　 3 ．9 蓋のつ まみ部。、つ まみは扁 平なボタ ロクロナデ。 砂粒 の雲母 P 218

3 須 恵 器 G　 O．5 ン状 を呈す る．。 灰白色

普通

5 ％

覆土 中

4

蓋 F　 3．6 蓋のつ まみ部，。つま み は中央が突出 ロクロナデニラ 砂粒 砂石英 。長石 e P 2 19
須 恵　 器 G　 上0 したボ タン状を呈する．。 雲母　 灰白色 5 ％

普通 覆土中

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　 考
長さ五m） 径（用） 重憲二（g ）

r‾〇 支　　 脚 0 2．0） 4．8㌦ノ7．8 （′317．0） 竃右袖部前面部覆土中 D P 8　　　 実測図なし

第膵号住居跡（第249図）

位置　調査6区北部，M15d2区。

規模藍平面形　二捌酎怠郁］m，短軸［3沃拇］mの長方形と推定される。

主軸方向　N一一一つ10－ll－I－1

壁　上面は削平されタ　北西コ…ナ…の一部を確認したのみである。壁高は　～鋸mで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に、印I＿で，軟らかい

竃　北壁中央に付設されている。竃の痕跡しか確認できなかった。

暖もy睦　4か所（Pl～Pの。Pl～㌘3の掘り方は径22～35cmの円私　深さ34～57cmで，主柱穴と考えられる。

㌘4は南壁中央の壁際から約30cmほど内側に位置し，竃と同”瀬線上にある。掘り方は長径45cm，短径35cmの

隋円形言果さ21し・111で，出入り口施設に伴うと、ソトと考えられる＿

覆土　2層からなり、自然堆債である、

土層解説

1　黒褐色　E7－…ム粒子少量，炭化粒子微最
2　暗褐色　ロー∵ム粒子◎炭化粒子少量

遺物　土師器片53息　須恵器片時息　礫1点が出土している。第250図1の土師器婆は，竃左裾部の北壁付近

の床面から，2の須恵器杯，3の嵐恵器蓋は覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，土器が細片のため決定し難いがき　奈良時代の8世紀前葉であると考えられる。

第描号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cmラ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調 ・焼成 備　　 考

第250図 誓 A ［23．2］ 休部から目線部にかけての破片。）体 目線部内啓外面横ナデ。 砂粒 e石英 e長石e P 220
1 土 師 器 B （9．0） 部は内攣して立ち上がる。汀線部は 雲母　 灰黄褐色 5％

外傾し，端部で直立する。目線端部
外面に稜をもっ。

普通 竃左袖都側北壁

床面

2
杯 B （1。5） 底部から休部にかけての破片。 日録部内 ⑳外面ロクロナデ。底部手 砂粒の雲母 P 221
須 恵 器 C ［8。6］ 持ちへラ削り．。 オリーブ灰色

普通
5％

覆土中

3

蓋

須 恵 器

率
［‾］縁部片。内面に短いかえりが付 く。目線部内 ◎外面ロクロナデ。 砂粒e雲母

灰白色
普通

P 222

5 ％
覆土中
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第249図　第178号住居跡実測図

第250図　第178号住居跡出土遺物実測図
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第180号住居跡（第251・252図）

位置　調査6区北部，M14C9区。

重複関係　第152・181号住居跡を掘り込んでいることから，本跡は第152・181号住居跡より新しく，本跡の上

部に第182・195号住居跡が構築していることから，第182・195号住居跡より古い云

規模と平面形　長軸4．50m，短軸4．48mの方形である。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は20～52cmで，外債して立ちLがる。

壁溝　ヒ幅16～30cm，下幅4～11cm，深さ4～12cm，断面形はU字形で，全周している。

床　全体的に平坦で，出入り口ピットから竃にかけての広い範囲が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅160cm，長さ132cm，壁外への掘り込みは80cmで，平面形は逆U
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第251図　第180・181号住居跡実測図

字形である。左袖都は削平されているが，山砂混じりの粘上を北壁に貼り付けて構築されている。火床部は長

径43cm，短径35cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめている。燃焼部奥から煙道部へは25度の角度で緩や

かに立ち上がる。
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第252図　第180号住居跡竃実測図

毒土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　極暗褐色

4　黒褐色
5　極暗褐色
6　暗褐色
7　極暗褐色

焼上粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・山砂・粘土少量
廃土粒子中量，炭化物少量，粘土微量

焼土粒子多量，廃土小ブロック中量，炭化物・粘土少量
炭化物多量，焼土粒子少量
焼土粒子・炭化粒子中量，粘土少量
廃土小ブロック・焼上粒子・炭化粒子中量，粘土少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径20～43cmの円形，深さ68～73cmで，主柱穴と考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　黒褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　黒褐色

廃土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・炭化物少量

廃土粒子多量，炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量
焼土粒子・炭化粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物多量

8　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

遺物　土師器片475点，須恵器片75点，鉄樺1点が出土している。第253図1の土師器聾は北壁側覆土中層から，

2の土師器賓はほぼ中央の床面から，3の土師器饗は竃内覆土中層から，4の須恵器杯は覆土下層から，5の

須恵器杯は東側覆土上層から，6の須恵器高台付杯は西側覆土中層からそれぞれ出土している。7の刀子は覆

土下層から，8の鉄鎌は，南西コーナー覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の8世紀後葉と考えられる。
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第253図　第180号住居跡出土遺物実測図

第180号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法　の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第253図患A［22．4］休部から口緑部にかけての破片。口口緑部内・外面ロクロナデ。体部内砂粒・石英・長石・P235
1 土師器B（10．2）縁端部は上方につまみ上げられてい面へラナデ。 雲母 20％
る．。 にぷい黄橙色　普通北壁側覆土中層

2

賓A［20．8］休部からH縁部片。休部は丸みをもロ縁部内・外面横ナデ。 砂粒・長石・雲母P236
L師器B（10．4）って立ち上がり，最大径を中位にも にぷい赤褐色 20％
つ。口綾部は外反し，端部は上方に

つまみ1二けられている．。

普通 中央部床面

3

璽B（10．5）底部から休部にかけての破片。平底．。休部外面へラ磨き。休部内面ナデ。砂粒・長石・雲母P237
土師器C　8．2体部は内攣気味に外傾する。 底部木葉痕。 明赤褐色

良好

25％

竃内覆土中層

4

土不A14．0休部・目線部一部欠損。平底。休部口緑部・休部ロクロナデ。底部回転砂粒・長石・雲母P238
須恵器B　4．9

C　8．6

は直線的に外傾する。 ヘラ切り。休部下端手持ちへラ削り。黄灰色

普通

95％

覆土下層

5

上不A［13．4］底部から口緑部片。平底。休部は直口縁部・休部ロクロナデ。休部下端長石・石英・雲母P239
須恵器B　4．4

C　7．4

線的に外傾する。 手持ちへラ削り。 黄灰色

普通

40％

東側覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値行来 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 砂色調 啓焼成 備　　 考

第253図 高台什杯 B （5．7） 休部 ◎「了縁部　 一一部欠損。平底。 高台 ＝縁部 彿体部 ロクロナデノ．） 長石 の石英 倭雲母 P 2∠ま0
6 須 恵 器 D　 6 ．2 は直線的 に開 く。休部は直線的 に外 灰黄色 40％

E　 L 0 傾す る。 普通 西側 覆土 中層

図版番 号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

上一
長 さ（cm．） 幅 員：m ） 厚 さ（′（両 重 量 （g ） 出　　 土　　 地　　 ノ豊 備　　　　　　 考

7 刀　　 子 は3 ．5 ） 主5 0 つ （12 ．0） 覆土下 層 Ⅳ‡2∠皇

8 鎌 （24 ．9 ） 4 ．8 上0 0 27 ．0 ） 南西コ…ナー覆土中層 ＆‡25

第柑号住居跡（第251図）

位置　調査6区北部，Nl鶴9区。

重複関係　第1詑号住居跡を掘り込んでいることから，本跡は第152号住居跡より新しく，本跡が第180⑳捕鯨号

住居跡に掘り込まれていることから，第180◎第195号住居跡より青い。

規模と平面形　　一辺がつ．70圭Tlの方形と推定される、

主軸方向：＿N1－－－－280－－つ日

登　壁高は3～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　榊離0～34cm，下幅3～10cmで，壁が残存する北東コーナーと南西コーナー壁下を巡っている。

床　全体的に平坦で，北コ…ナ…付近が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されていたとみられるが，第195号住居跡によって壊されている。

覆土．2層からなり，人為堆積と考えられる。

土層角畢説

1　黒褐色　ローム小ブロック砂ローム粒子多鼠　焼土粒子辱炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多最，ローム中◎小ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　4軒が重複しているため，本跡に伴う遣物を確認することができなかった。

所見　本跡の時期は，遺構の重複関係から平安時代と考えられる。

第柑号住居跡（第254◎255図）

位置　調査6区北端部，M14d9区。

重複関係　第183号住居跡に掘り込まれていることから，第183号住居跡より青く，本跡の上部に第152◎180号

住居跡が構築していることから，第152◎180号住居跡より，新しい。

規模と平面形　長軸［5．05」m，短軸4．93mの方形である二、．

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は32～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　第180号住居跡に壊されている北壁を除いて，ほぼ全壁下を巡っている。上幅15～25cm，下幅5～10cm，

深さ8～10cIn，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅180cm，長さ185cmで，壁外への掘り込みは37cmである。袖部は

山砂混じりの粘土で構築されている。

憲土層解説

1　褐　　色　炭化粒子◎ローーム粒子微量
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可

4－20．2m s，．。2

可　L冊

第254図　第182・183号住居跡実測図

0　　　　　　2m

L　　；　一一」

2　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量
3　黒褐色　粘土粒子・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

4　暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・廃土小ブロック少量，粘土小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子少量，粘土粒子・山砂微量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子微量
7　暗褐色　炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子微量
8　黒褐色　炭化粒子中量，焼上粒子少量，ローム粒子微量
9　暗褐色　焼土粒子中豊，炭化粒子・ローム粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，径15～28cmの円形，深さ56～92cmで，主柱穴と考えられる。
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第255図　第182・183号住居跡竃実測図

1　6　4　2　　　　5

Sl183

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l i　　　」

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土屑解説
1暗褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片226点，須恵器片86点，土製品1点，鉄製品1点が出上している。第256図1の須恵器杯は，竃

前面東側床面から出土している。2の須恵器高台付杯は，北西側の覆土上層から出土している。3の須恵器婆

は口緑部から休部にかけての破片であり，南東コーナー覆土中から出土している。4の須恵器甑は休部から底

部にかけての破片であり，南東コーナー覆土中から出土している。5の土玉は，西壁付近の床面から，6の刀

子は，南西コーナー覆土から出土している。7の須恵器整片は平行叩きが施されており，覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀前葉と考えられる。

－306－



／ ）′ ‾　 ヽ

ノ ＼

霊 薫
ぶ二Z三

プ慧 Il．とこテニラ、・i

i こここここ。．ご▼▼＿1－ ー′京萎登 云克

記こ、ニ∴てこ：－　J

－り

、ヽ＿

芋 ミ ：：

・－．さら

一一整

・一一もサ メ

；盲

1 1

．J

二J
4

／　　　　　．′　　　　　　一一．　　　　＼

／／／　　　、＼＼二

ヽ、

＼　＼一　一ノ／ノ／

第256図　第182号住居跡出土遺物実測図

第182号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 25 6図 士不 A ［1 2．4］ 休 部か ら口緑部にかけての破片．。体 内 ・外面 ロクロナデ。休部 下端 へラ 石英 ・長石 ・雲母 P 24 1
1 須 恵 器 B　 4．0

C　 6 ．8

部は外傾 して立ち 上がる。 削 り。底部不定方向のへラ削り．。 黄灰色

普通

4 5％

竃前面部東側床面

2

高台付杯 A ［13 ．0］ 底部と休部の境は稜 をな して屈曲 し，底部 内面か ら休部外面ロクロナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 P 2 42
須 恵 器 B　 5 ．5 休部は外傾 して 立ち上が る。 「］緑部 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。灰色 5 5％

D　 8 ．0

E　 l．2

は，わずかに外反す る．。高和はハの

字状に開 く。
普通 北 西側 覆土上層

3

整 A ［34 ．4］ 休部か ら口緑 部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面横 砂粒 ・雲母 P 24 3
須 恵　 器 B （10 ．6） 部は緩やか に外反 しなが ら立ち 上が 位の平行叩き。休部 内面指頭押圧．。 灰色 10％

り， 口緑 部はくの字状に外反する．。1 輪積み痕。 普通 南東コーナー覆上

4

甑 B （10．0） 底部か ら休部 ド半の破片．。休部は直 休部下端部 ・穿孔 部へ ラ削 り。休部 石英 ・長石 ・雲母 P 24 4
須 恵　 器 C ［16 ．0］ 線的 に立ち上がる。 F 端へラ削りこ。 黄灰色

普通

15％

南東コーナー覆土
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図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 目 上 地 点 i 備　 考

長さ（′（：m） 径（用） 孔径（cm） 重畳（g）

第256図5 上　　 玉 2．4 2．8 0．1 18．0 西壁付近床面　　　 iD P 9

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 目 上 地 点

備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（em ） 厚さ（cm） 重 畳（g）

6 刀　　 子 （7．9） （1．2）
0・5　 日 8・0）

南西コーナー覆土下層 M 26

第柑号住居跡（第254⑳255図）

位置　調査6区北部，M14d9区。

重複関係　第182号住居跡を掘り込んでいることから，第182号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸［3。33］m，短軸3。06mの方形である。

主軸方向　N1920－E

壁　壁高は18～32cmで，ほぼ垂直に立ちj二がる。

壁溝　南壁から北東コーナ…の壁下を巡っている。上幅鼠～触m　下幅　～6cm　深さ　～7cmである。

床　中央部がわずかに高く，踏み固められている。

掛洲も1か所（Pl）。Plは径15cmの円形，深さ2翫mで　主柱穴と考えられる。

竃　東壁やや南側に付設されラ　規模は長さ100C勘　袖幅1用cmで　壁外への掘り込みは6細である。磯部は山砂

混じりの粘土で構築されている。火床部は長径40C勘　短径鵠cmの楕円形である。

竃土層解説

1　黒褐色　焼土粒子砂炭化粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子中量，廃土粒子砂砂少量
3　暗赤褐色　焼土粒子。廃土小ブロックの焼土中ブロック多還
∠ま　灰褐色　粘土ブロック中鼠　砂少量
5　黒褐色　焼土粒子⑳炭化粒子中農

6　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量

覆藍　6層からなり，人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色

2　極暗褐色
3　極暗褐色
4　暗褐色
5　極暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子e焼土粒子儲炭化粒子微量

ローム粒子◎炭化粒子の廃土粒子魯ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，廃土粒子砂炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中還

ローム粒子少鼠　廃土粒子⑳ローム小ブロック⑳粘土粒子微量

遺物　土師器片376息　須恵器片川魚　鉄浮　息　礫　点が出土している。第257図1，2の土師器高台付椀

は，竃内から出土している。3の土師器小皿は，西壁覆土下層から出土している。毯（）6の土師器藍は，竃内

焚き口前面部付近から出土している。7の須恵器埠は覆土中から出土し，混入と考えられる。

所農　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第257図　第l幻号住居跡出土遺物実測図

第183号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（eⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第25 7図 高台付椀 A 15 ．0 口綾部一一一部欠損。 高台 はハの字状に 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石 ・雲母 P 24 5

1 土 師 器 B　 6 ．5 開 く。休部は内攣気味 に外傾する。 デ，内面へラ磨き。底部 内面にへラ 外面にぷい橙色 90％
D　 7 ．4

E　 l．1

記号。内面黒色処理。 内面黒色

普通

竃 内
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図版番号

第257図
2

高台付椀
土師器

計測低圧離

A［134］

Iう　5．8

I）　7．3

E l．1

器形の特徴

底部から＝縁部にかけての破片。高
台は短く，ハの字状に開く。休部は
内攣気味に外傾して立ち上がる。

手法の特徴

日録部内◎外面横ナデ。底部回転へ
ラ削り後，ナデ。内面へラ磨き。

胎土砂色誘砂焼成

石英砂長石
にぷい橙色

普通

備　　考

3

！

小　　 皿

i

A　 9．8

i

平底。休部は外傾して立ち上がる。ラ

i

底部内面から休部外面上位ロクロナ

！

石英砂長石

i

P 247
土 師 器 B　 2．0

C　 6．2

デ。底部回転糸切り。 橙色

普通

100し㍉

西壁覆土下層

整 A ［17 ．4］ 平底。休部は内攣 して立ち上がり， 口緑部内 魯外面横ナデ。体部下半㌔＼ 長石e赤色粒子 ㌘248
4 土 師 器 B　29 。5

し　 9．0

口縁部は外反するニ ラ削り。 橙色

普通

35％

竃内

5

婆 A ［20 ．9］ 体部から目線部にかけての破片．。体 甘縁部内 ◎外面横ナデ。） 砂粒◎石英塗炭石盤 P 249
土 師 器 B （20の3） 部は内攣 して立ち上が畑 ［二緑部は 赤色粒子 魯雲母 300。

外反する。 にぷい橙色　 普通 竃前面部

6

要 Å［23 ．0］ 休部から［二了縁部にかけての破片÷体 H 緑部内 e外面横ナデ。体部下半へ 石英 魯長石 P 250
土 師　器 B （21．7） 部は内攣して立ち上がり，目線部は ラ削り。 橙色 25％

外反する。 普通 竃前面部

7

隼 Å［13 。0］ 底部から目線部片こ。体部は内攣気味 日録部内 窃外面ロクロナデ。 石英e長石◎雲母 P 251
須 恵 器 B　 3．8

C ［5．6］

に外傾する，。 灰黄色

普通

25％

覆土中

第瑠8磯号住居跡（第258図）

位置　調査6区北部，ⅨI15。、ご区

重複関係　第蟻号溝に掘り込まれており　第蟻号藩より青い。

へ′こて一　∴二・三　ノ、十　′∴　′，、′′　．ノ′　　　′′

主軸方向　N一一l－r910一一一一Il

壁　壁高は　～はcmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コ…ナ…の壁下の　A部で確認されプ　吏幅柑～路用芦　下幅複～7淵である。

床　全体的に平坦でタ　竃の前面から中央部にかけて踏み固められている。

竃　東壁やや南側に付設されている。両袖は壊されており遺存状況は悪生　規模は　長さ醐cmで　壁外への掘

り込みは瀬棚である。長径5の撒夕　短径柑細の楕円形の火床部が残っている。

憲土層解説

且　極暗赤褐色　廃土粒子多量
2　暗赤褐色　廃土粒子⑳炭化粒子中量

3　暗赤褐色：像土粒子⑳炭化粒子中農芦　粘土粒子少農
4　暗赤褐色　粘土粒子中農，廃土粒子魯炭化粒子少量
5　暗　褐　色．炭化粒子中農
6　暗　褐　色　粘土粒子中農
7　黒　褐　色　炭化粒子多最　廃土粒子中量

覆土　単・・層からなり、人糾作柄である

土層解説

且　極暗褐色　ロー…ム粒子少量資　廃土粒子⑳炭化粒子微量

遺物　土師器桐73息　須恵器片　鳶　礫　薫が出土している。第翫図　の土師器杯は　竃左壁側上層から芦

の土師器小皿は　北壁際覆土‾恩　の土師器小皿は　南側覆土下層からそれぞれ出土している。　の土師

器要はき　竃焚田部から出土している。

所農　本跡の時期は芦　裏」遣物から平安時代の摘酬以降と考えられる。
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第258図　第184号住居跡実測図
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第259図　第1別号住居跡出土遺物実測図

第184号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第259図杯A13．6休部は内攣して立ち上がり，口緑部底部から口緑部内・外面ロクロナデ。砂粒 P252

1 土師　器B　4．3

C　5．8

は外反する。 底部回転糸切り。 にぷい褐色

普通　外面煤付着

70％

竃左壁側上層

2

小　　皿A　8．7休部は内攣して立ち上がり，口縁部口緑部内・外面ロクロナデ。底部回砂粒 P253
土師　器B　1，8

C　5．4

に至る。 転糸切り。 黄橙色

普通

95％

北壁際覆土下層

－311－



図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第259図 小　　 皿 A ［9 ．0］ 底部か ら口緑 部にかけての破片．。体 目線部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回 砂粒 P 25 4

3 土 師 器 B　 2．3

C　 5 ．0

部は外傾 して立 ち上がる．。 転 糸切 り。 浅黄橙色

普通　 外面煤付着

50％

南側覆土下層

4

整 A ［28 ．2］ 休 部 ・口緑部片．。休部は内攣 し，頸 口緑部内 ・外面横ナデ。休部 内面ナ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 25 5

土 師 器 B （12 ．2 ） 部 はくの字状に外反す る。 デ。休部外面棒状工具による当て具 にぷい橙色 20％

痕有 り。 普通 竃 焚 口部

第185号住居跡（第260図）

位置　調査6区北部，M14ro区。

重複関係　本跡は第260号住居跡を掘り込み，第14号溝に掘り込まれていることから，第260号住居跡より新し

く，第14号溝より古い。第262号住居跡との関係は不明である。

規模と平面形　長軸4．22m，短軸3．70mの長方形である。

主軸方向　N－980－E

壁　壁高は3～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

第260図　第185号住居跡実測図
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竃　東壁やや南東コーナー寄りに付設されている。削平されており，火床部，煙道部，天井部共に壊されてい

る。規模は長さ62cmで，右袖部がわずかに残り，山砂混じりの粘土で構築されている。

竃土層解説
1　灰黄褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒赤褐色　焼上粒子多量，炭化粒子少量，山砂・粘土微量
3　黒褐色　炭化物・粘土少量，焼上粒子微量

ピット1か所（Pl）。Plは長径58cm，短径40cmの楕円形，深さ32cmで，主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　口一ム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼上粒子・ローム小ブロック少量
3　黒褐色　口一ム粒子・焼土粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片608点，須恵器片66点，陶器片4点が出土している。第261図1の土師器高台付杯は，東側床面

から出土し，2の灰粕陶器長頸瓶の底部片は，北壁床面から出土している。3の土師器要，4の須恵器蓋は，

それぞれ覆土中から出土し，混入と思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

一一一∈≡亡とご4

第261図　第185号住居跡出土遺物実測図

第185号住居跡出土遺物観察表

図版番 ロ 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 26 1図 高台付年 B （3 ．7 ） 高台部か ら体部にかけての破片。高 底部 内面へ ラ磨 き。底部回転へ ラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 P 2 56
1 土 師 器 D　 7 ．0 台部はハの字状に開 く。 り後，高台貼 り付け。 内面黒色処理 。外面にぷい黄褐色 30％

E　 l ．0 底部内面にへラ記 号。 内面黒色　 普通 東側床面

2

長 頸 瓶 B （5．1） 底部か ら休 部にかけ ての破片。休部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 ・長石 P 25 7
灰粕 陶器 D　 8．4 は緩や かに内攣 して立 ち上がる。高 り．。体部内 ・外面　 高台部外面に粕 黄灰色 20％

E　 O．6 台は短 く，ハ の字状に開 く。 が施されている。 良好 北壁床面

3

璽 A ［23 ．6］ 休部か ら口縁部 にかけての破片。頸 口縁 部内 ・外面横ナデ。内面へラナ 砂粒 ・石英 ・長石 P 25 8
土 師 器 B （6 ．7） 部はくの字状 に外反する。端部 はわ デ。 橙色 5 ％

ずかに上方につまみ上げ られ ている．。 良好 覆土中

4

蓋 B （ 1．3） 蓋のつ まみ部。つまみ は扁 平なボ タ 天井部回転へラ削 り。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 25 9
須 恵 器 F　 3 ．2

G　 O ．6

ン状を呈する。 黄灰色

良好

10％

覆土中
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第186号住居跡（第262図）

位置　調査6区北部，M14go区。

重複関係　第262・340号住居跡を掘り込んでいることから，第262・340号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．65m，短軸3．32mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は16～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁下の一部で確認した。ヒ幅10～30cm，下幅4～14cmである。断面形はU字形である。

第262図　第186号住居跡実測図
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床　全体的に平坦で，特に中央部付近が踏み固められている。

竃　北壁の西側に付設されている。規模は長さ75cm，袖幅76cm，壁外への掘り込みは57cmで，平面形は逆U字

形である。右袖部は削平されているが，山砂混じりの粘土を北壁に貼り付けて構築されている。火床部は，長

径25cm，短径15cmの楕円形で，深さ5cmはど掘りくぼめられている。

窓土層解説

1極暗褐色　廃土粒子多量，炭化粒了ヰ量　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　廃土粒子中量，炭化物少鼠　ローム小
2　極暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・粘土少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック・ローム粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子中量，炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量　　5　極暗褐色　焼土粒子少量，炭化物微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径21～25cmの円形，深さ24～44cmで，主柱穴と考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片456点，須恵器片11点，灰粕陶器片2点が出土している。第263図1の土師器杯は北側覆土中か

ら，2の土師器杯は，内面が黒色処理されており中央部西側覆土下層から，3の土師器高台付杯は，内面が黒

色処理されており，中央部やや西側覆土上層から出上している。4の土師器高台付杯は，竃内から出土してい

る。5の土師器小皿は，中央部覆土下層から出土している。6の土師器小皿は，北壁側覆土中層から出土して

いる。7の砥石は中央部覆土下層から出土している。8の鉄鉄は，中央部覆土中層，9の鉄鉄は，中央部やや

西側覆土中層，10の鉄鎖は，‘竃内焚口部から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と思われる。

主…琴、‾

ノ∴、∴

第263図　第186号住居跡出土遺物実測図
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第五86号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（扉 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第263 図 杯 Å［14 ．4］ 底部か らロ縁部 にかけ ての破片。乎 口緑部 ◎休部 内 金外面 ロクロナデ。 砂粒 帝石芙 蓉長石 P 26 0
1 土 師 器 B　 4 ．4 底。休部 は内攣 しなが ら立ち上が り，底部回転 へラ切 り。 にぷい黄橙色 30％

C ［ 7 ．2］ 日緑部に至 る。 普通 覆土中

2

隼 Å［14。0］ 体 部 ◎H 縁部片。休部はわずかに内 目線 部内 ◎外面横ナデ。休部内面へ
i
細粒 録雲母 P 2 6 1

土 師 器 B （4．1） 攣 しなが ら立 ち上が り， 日縁 部に至 ラ磨 き。 内面黒色鮎 軋 外面灰褐色 命内面窯 20％
る。 色　 普通 中央西側覆土下層

3

高台付ま不 B （4 ．1） 高台部か ら休部にか けての破片。ハ 体部外南口クロナデ。 内面へ ラ磨き。砂粒 ・裳母 ・赤色粒 P 26 4
土 師 器 D　 6 ．9 の字状に開 く高台が付 くモ。体部は内 内面黒色処理。 子　 外面にぷい橙色 40％

E　 O ．9 攣 して立ち上が る。 内面黒色　 普通 中央西側覆土上層

高台付杯 ′B （3 ．3） 底部 の休部破片L。体部はわずかに内 休部外商 ロクロナデ。休部内面へラ 砂粒 ◎赤色粒子 P 26 5
4 土 師　 器 D ［6 ．6］ 攣 しなが ら立 ち上が る。 磨き。 橙色 20％

E　 私8 良好 竃 内

5

小　　 皿 Å　 9．4 底部 欠損く。体部は直線 的に立ち上が 体部内 ◎外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 魯長石 魯雲母 砂 P 2 66
土 師 器 B　 L 8

C　 6 。4

りタ　ロ縁部に至る。 糸切 り後，ナデ。 赤色粒子　 橙色

普通

90％

中央部覆土 下層

6

小　　 皿 Å　 9 ．7 口緑部一部欠損。体部は直線的に外 体部内 ◎外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 魯雲母 魯赤色粒 P 26 7
土 師 器

！

B　 2 ．1

C　 6 。4

傾 して立ち上が る。 へラ切 り後，無調整。 子　 にぷい橙色

普通

90％

北壁側覆土中層

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 士 地 点

備　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 桓 さ（cm ） 重量 （g ）

丁 砥　　 石 （lL 4 ） 4 。9 上 6 （92 ．0） 中央部覆土下層 Q 1 9　　 凝灰岩

8 鉄　　 鉱 （9 ．2） 1．7 0．3 ・＼0 言 （12 ．0） 中央部覆土中層 M 2 7

9 銑　　 鉄 り1．事
l 。9 i o 。2

i
（12 。0） 中央 部やや西側覆土 中層 M 28

10 鉄　　 銭 （9 。4） 3 ．0 0 ．8 （15．0） 竃 内焚 口部 M 29

第帽号住居跡（第264図）

位置　調査6区北西部，ⅨI16。llx「

重複関係　第温99号住居跡が上部に構築されていることから　第摘号住居跡より青い。

規模藍平面形　長軸4e38m，短軸（温。50）mの長方形と考えられる。住居跡の東側半分は，調査区域外である。

主軸方向　N－200－－E

壁　壁高は約36＼⊥16し・111で，外頓して立ち上がる、

床　ほぼ全面が踏み固められている。

竃　北壁の中央に付設されている。規模は長さ粥cm　袖幅幻cm　壁外への掘り込みは軸cmである。山砂混じり

の粘土を北壁に貼り付けて構築されている。火床部は　長径墟cm　短径測cmの楕円形で　深さ6cmほど掘りく

ぼめられている。

憲土層解説

l　黒褐色　廃土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック砂廃土粒子中量，炭化粒子¢粘土少量
3　極暗褐色　廃土粒子多量，炭化物◎炭化粒子少量
4　黒褐色　廃土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

覆土　単　一層で，人為堆債と考えられる、

土層解説
1　黒褐色　炭化粒子◎焼土粒子中量，ロ…ム小ブロック少量

遺物　土師器片摘点　嵐恵器片　息　陶器片　点が出土している。第265図1の土師器皿はタ　南側覆土下層か
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第264図　第187・199号住居跡実測図
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ら出土し，混入と考えられる。2の土師器置き竃は，覆土中から出土している。3の須恵器杯は，西側覆土下

層から出土している。4の須恵器杯は，西壁側中央部覆土下層から出土している。5の須虚器高台付杯は，北

西コーナー覆土下層から出土している。6の須恵器要は，平行叩きが施され，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀後葉と考えられる。
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第265図　第187号住居跡出土遺物実測図

第187号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 26 5図 皿 A ［16 ．8］ 休部は緩やかに内攣 して立 ち上が り，体部内 ・外面横 ナデ。底部外面へラ 砂粒 ・石英 ・長石 P 26 8

1 土 師 器 B　 2 ．5

C ［12 ．6］

口緑部 に至 る。 削 り。 にぷい橙色

普通

20％

南側 覆土下層

2

置 き　竃

土 師 器

A ［28 ．0］

B （4 ．3）

鍔の一部。鍔は外反す る。 休部外面ナデ。煤付着．。 砂粒 ・長石 ・雲母

にぷい褐色

普通

P 27 0

5 ％

覆土 中

3

杯 A ［14 ．0］ 口緑部片。休 部はゆるやかに内攣 し 日縁部 ・休 部外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 27 1

須 恵 器 B （4 ．2） て立ち上が り， 口緑端部で外反す る。 にぷい黄橙色

普通

5 ％

西側覆 土下層

4

杯 B （ 2 ．7） 底部か ら休部 にかけての破片。休部 体部 内 ・外面 ロクロナデ。休部下端 長石 ・雲母 P 27 2

須 恵 器 C　 8 ．6 は直線的に立 ち上が る。 手持 ちへ ラ削り。底部回転へラ切 り 灰白色 20％

後，雑 なナデ。 普通 西壁側 中央

5

高台付杯 B （ 2 ．5） 休部は内攣 しなが ら外方に開 く。 高 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転へ ラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 27 3

須 恵 器 D　 9．2

E　 l．0

台はハの字状 に開 く。 切 り。 暗灰色

良好

2 0％　 北西 コー

ナー覆土下層

第188号住居跡（第266図）

位置　調査6区北都，L14j4区。

重複関係　第194号住居跡を掘り込んでおり，第194号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸2．80mの長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は8～18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅8～11cm，下幅3～8cm，深さ3～5cm，断面形は逆台形である。竃を除き壁下を巡っている。

床　全体的に平坦で，竃から中央部付近が踏み固められている。

竃　東壁南側に付設されている。規模は長さ93cm，袖幅76cmで，壁外への掘り込みは66cmである。袖部は山砂

混じりの粘土で構築されている。火熱を受けた内壁は，一部焼けて赤色に硬化しており，長期間使用されたも

のと思われる。火床部は，長径35cm，短径20cmの楕円形で，4cmほど掘りくぼめられている。
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第266図　第188・194号住居跡実測図
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第267図　第188号住居跡出土遺物実測図
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窓土層解説
1　黒褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子‥ローム粒千・秒少量
2　黒褐色　廃土粒子・ローム粒子・砂中呈，粘上中ブロック少量
3　暗赤褐色　廃土粒子・砂中量，炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

5　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
6　極暗褐色　口一ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少是
7　極暗褐色　廃土粒子・ローム粒子中立

貯蔵穴　2か所確認され，貯蔵穴1は，南西コーナーに位置する。長径82cm，短径62cmの楕円形，深さ38cmで，

断面形は皿状である。貯蔵穴2は，北東コーナーに位置する。長径70cm，短径60cmの楕円形，深さ20cmで，断

面形は皿状である。

貯蔵穴1土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少暑
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
4　暗褐色　粘土中ブロック少量，ローム粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼上粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子微量

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　口一ム粒子・ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子ヰ呈
3　暗褐色　口一ム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
4　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片126点，須恵器片17点が出土している。第267図1の土師器杯は，中央部南側F層から出土して

いる。2の土師器杯は，貯蔵穴覆土下層から横位で出土している。3の土師器小皿は，竃内覆土中から出土し

ている。4の砥石，5の不明鉄製品は，覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第摘号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値圧が 器 形　 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 砂色調 e 焼成 備　　 考

第26 7図 ま不 Å［14 ．8］ 平底。突出 した底部か ら，休部は 内 内 ◎外面 ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 ・長石 ・王付 P 27 4
l 土 師　 器 B　 確言 攣 しなが ら大き く外に開 く。 口縁部 り後，無調整．。 にぷい橙色 60％

C　 7．8 は外反する。 普通 中央部南側下層

隼 A は2 ．3］ 休部は丸み をもって立ち ＿＿i二が り， ［〕 内 ⑳外面 ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 砂長石 e 赤色粒 P 2 7 5
2 土 師 器 B　 4 ．2

C　 6 ．4

縁部は外反す るこ。 り。。 予　 にぷい黄橙色

普通

30％

貯蔵 穴覆土 ‾F 層

小　　 皿 A ［9 ．0］ 平底。突 出 した底部か ら，内攣気味 内 昏外面 ロクロナデ。底部回転 糸切 砂粒 ◎長石 e赤色粒 P 2 76
3 土 師 器 B　 2．3 に立 ち上が り， 口縁部に至る．。端部 り後，無調整1。 子　 にぷい橙色 20％

C ［ 5。8］ は丸 くお さまるモ。 普通 竃 内覆土中

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 す直 目 上 地 点

備　　　　　　 考長さ（em） 幅（豆m 再 さ（‥cm）
重畳（g）

4 砥　　 石
（7 62） 巨 ・6　 日 ・5

（53．0） 覆土中 Q 21 凝灰岩

ラ＿＿＿＿＿＿＿」
不明鉄製品 （3・7） 巨 ・6 0．3 （4．5） 覆土中 M 30

第帽号佳腰掛（第268図）

位置　調査6区北部∴払鯨底。

重複関係　第割2号住居跡を掘り込んでいることから，第212号住居跡より新しい。

規模藍平面形　長軸3。7のm，短軸乱凱mの長方形である。

主軸方向　N－20－Ⅵ▼

壁　壁高は約32＼10し一nlで、外佃して立ち上がる

床　主柱穴の内側が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さmm　袖幅用鮎mで　壁外への掘り込みは30cmである。袖乳

煙道部の残存状況は良好であり，袖部は粘土と山砂を混ぜて構築されている。火床部は長径34cm，短径24cmで

8cmほど掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部は，約30度の角度で立ち上がる。

憲土層解説

1暗褐色　ロ…ム粒子多量，砂少還，廃土粒子鯵炭化粒子微量
2　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子飴ロ㌧…ム粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子中鼠　ローム粒子の焼土中ブロックの廃土粒子少量
4　赤褐色　廃土粒子◎廃土小ブロック中量

5　暗赤褐色　廃土粒子少量，粘土粒子微量
6　赤褐色　廃土小ブロック会焼土粒子多量，炭化粒子◎ローム粒子少量
7　軽　　色　廃土粒子少鼠　炭化粒子eローム粒子◎粘土小ブロック微量
8　赤褐色　廃土粒子◎廃土小ブロック少量，砂微量
9　暗赤褐色　廃土粒子◎炭化粒子珍妙少量

10　赤褐色　焼土中ブロック魯廃土粒子⑳炭化粒子会ローム粒子少量
は　暗褐色　ローム粒子多鼠　廃土粒子のロ…ム小ブロック少量

覆土　3層からなり，大嶽杵債と考えられる

土層解説
1　黒褐色　ロー一ム粒子少量，廃土粒子微量
2　極暗褐色　ロ…ム小ブロック◎ローーム粒子少量
3　暗褐色　ロー－ム粒子◎廃土粒子e炭化粒子微量

ぽをy睦　5か所（Pl～P5）。㌘1，P3の柱穴掘り方はプ　径36cmの円形プ　深さ37～39cmで，断面形は逆台形で

ある。P2，P4は長径35cm，短径25cmの楕円私　深さ38cmで，断面形は逆台形である。いずれも主柱穴と考

えられる。P5は南壁中央の壁際から約10Ⅷほど内側に位置し，竃と同㍉再議縁」二にある。掘り方は径25cmの円

形，深さ2艶mで　出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第268図　第189号住居跡実測図
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第詣図　第帽号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片92点，須恵器片10点が出土している。第269図1の土師器磐は，東壁側覆土下層から，2の須

恵器杯は，北西側床面から，3の須恵器杯は，竃右袖部前面覆土中層から，4の須恵器杯は，南壁側覆土中層

から，5の須恵器杯は，南壁側覆土下層から出土している。6の須恵器蓋は，南側覆土中から出土している。

7の不明鉄製品は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前葉であると考えられる。

第189号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm．ラ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎士 e 色調 嗜焼成 備　　 考

第269 図 婆 A ［25 ．0］ 体部か ら目線 部の破片。休部は緩や 目線部内 ◎外面横 ナデ。休部外面下 砂粒 e石英 8赤色粒 P 2 77

1 土 師 器 B （24 ．9 ） かに内攣 して立ち上が る。 口縁部は 半へ ラ磨 き。 子　 にぷい橙色 30％
くの字状に折れ，端部は上方につ ま

み上げ，口唇部 に稜線が巡 る。

普通 東壁側覆 土下層

2

ま不 Å［14 ．4］ 丸みを帯びた平底。休部は緩やかに 内 ◎外面 ロクロナデ。底部回転 へラ 石英 。長石 e雲母 P 27 8
須 恵 器 B　 4 ．5 直線的に開 きなが ら立 ち上がる。 ロ 削 り。 黄灰色 60％

C　 7．2 緑部 はわずか に外反す る。 普通 北西側床面

3

埠 A ［15．6］ 丸み を帯びた平底。体部は外に開 き 内 ◎外 面ロクロナデ。底部回転へ ラ 砂粒 砂長石 e 雲母 P 27 9
須 恵　 器 B　 4 J なが ら立ち上が り， 日縁部 は外反す 削 り後，棒状工具による当て具痕。） 灰黄褐色 80％　 竃右袖部

C　 8 ．1 る。。 普通 前面覆土中層

4

年 A ［14 ．7］ 平底。休部は外に開きなが ら立 ち上 内 ◎外面 ロクロナデ。底部回転へ ラ 砂粒 e長石 。雲母 P 2 80
須 恵 器 B　 4 ．9

C　 8 ．0

が り， 日縁部 はわず かに外反す る．。 削甘。体部下位手持 ちへ ラ削 り。 灰黄褐色

不良　 二次焼成

50％

南壁 側覆土中層
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図版 番 口 器　 種 計測値（CⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第269図 杯 B （4 ．1） 平底。休 部は開 きなが ら立ち上がり， 内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転へ ラ 砂粒 ・雲母 P 28 1
5 須 恵 器 C　 8 ．8 口緑部はわず かに外反 する。 削 り。 灰黄褐色

普通
60％

南壁側 覆土下層

6

蓋 A ［17 ．8］ 口縁部片。口綾部は短 く，丸みがあ 口縁部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 P 28 2
須 恵 器 B （1．0） る。内側 には短 いかえ りが付 く。 灰白色

普通

5 ％

南側覆土中

図版番 号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

7 不明鉄製品 （10 ．5） 1．3 0．6 （16 ．0） 覆土中 M 31

第191号住居跡（第270図）

位置　調査6区北部，M14al区。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸2．80mの長方形である。

主軸方向　N－730－E

壁　壁高は8～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅13～15cm，下幅4～9cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形で，全周している。

床　全体的に平坦で，踏み固められている。

竃　東壁南東部に付設されている。規模は長さ89cm，袖幅93cm，壁外への掘り込みは67cmで，平面形は逆U字

形である。右袖部は削平されているが，粘土を貼り付けて構築している。火床部は，長径38cm，短径23cmの楕

円形で，深さ10cmほど掘りくぼめられている。覆土が浅く，竃土層は確認できない。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

－324－

第270図　第191号住居跡実測図
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土層解説
l　黒褐色　ローム粒子⑳廃土粒子少鼠　炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロ…ム小ブロック中農タ　ロ…ム粒子窃廃土粒子患炭化粒子少量

遺物　日油器片273点、須恵器片15点、礫3点が出上し∵Cいる・第271図1の日油器高台付林は西日糾吠昧面か

ら芦　の土師器藍は　竃の火床部奥から汐　の土師器藍は竃左磯部前面床面からそれぞれ鵬上している。竜内

から、雲母片告が3点出上している．．竜‖伸新面臆上から雲母片告・げ）流人が見られ　柚の芯f有二使用されたも

のと考えられる

所見　本跡の時期はつ目上遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる、、

第摘号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器 種 恒 雁 廟　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎十 。色 調 。焼 成 備　　 考

第那 図　 高台付埠　 Å［14 も4］ 高台部か ら日録部にかけての破片。 体部 下端手持 ちへラ削 り。底部回転 砂粒 態長石 魯雲母 ㌘28∠皇

l 土 師 器　 B　 5。3 休部 は丸みを持 って立ち上が りタ　ロ へラ削　 後　 高台貼　 付け。 内面㌦＼ 灰褐色 60％

D　 6 ．2　 縁部 に至 る。高柳 豊ハの字状 に開 信

E　 l．0

ラ磨 き。j 普通 西壁 中央床面

誓　　 Å［2 も幻　 休部上位か らロ縁 部片。休部は緩や ロ縁部 内 ◎外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 e 長右 。赤色粒 ㌘285

土 師 器　 B は 。鋸　 かに立 ち上が 畑　 打線部 は短 く外へ ラナデ。休部内面ナデ。 子　 橙色 5 ％

間も 普通 竃 火床 部奥

［
婆　　 B は 。酎　 底部か ら休部にかけての破片。休部 休部外商㌦＼ラ削 畑　 休部 下端手持ち 砂粒 。右華 ・長右 。 ㌘286

土 師 器　 C ［ 。朝　 は緩やかに立ち 上が る，。 へ ラ削り。 赤色粒子　 褐色

良好

20％

竃左袖部前面床面

、・　　　　－　　　　　′　′　′　　′／

位置　調査6区北西部，Ml五寸ズ∴

規模と平面形　長軸3．00ITl，柚柚2．60Illの長方形である

主軸方向　N－1001一一E

壁　壁高はし「＼10日11で，外陣して立ち上がる一

床　全体的に、印して’∴竜から中央部にかけて踏み出められている

竃　北壁やや東側に付設されている　規模は長さ72し恥　袖幅10五恥　壁外への掘り込みは67用で，、再伸称は　二
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第272図　第192号住居跡実測図

角形である。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は長径35cm，短径24cmの楕円形で，

わずかに掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは20度の角度で緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子微量

ピット1か所（Pl）。Plは径31cmの円形，深さ33cmで，断面形は逆台形で主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北西コーナーに位置する。長径90cm，短径72cmの楕円形，深さ14cmで，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説
1　褐　　色　焼土粒子・ローム粒子少量

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　口一ム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
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第273図　第192号住居跡出土遺物実測図

腎
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遺物　土師器片132点，須恵器片5点が出土している。第273図1の土師器聾は，竃右袖部内から，2の土師器

要は覆土中から，3の須恵器蓋は，北西側の床面からそれぞれ出土している。4の須恵器聾は北東側覆土F層

から，5の須恵器賓は覆上中からそれぞれ出上している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。

第192号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 赦 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 73図 璽 A ［18．2］ 休部か ら口縁部の破片。休部は緩や 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 28 7

1 土 師 器 B （17．5） かに内攣 して立ち上がる。口縁部は ラ削 り後，ナデ。休部内面へ ラナ デ。赤色粒子 15％
くの字状 に折れ，端部は上方 につ ま

み上げ られ， 口唇部に沈線が巡 る。
にぷい褐色

普通

竃右袖部 内

2

賓

B （9 ．1）

休部片。休部は緩や かに外傾 して， 体部 内 ・外面へラ削 り。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 28 8
土 師 器 立 ち上が る。 橙色

普通

5 ％

覆土中

3

蓋 A ［13 ．鋸 つまみ欠損。天井部は低 く扁平で器 天井部内面か ら口緑部外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 P 28 9
須 恵 器 B （ 1．7） 壁が厚い。口緑部は短 く屈曲する。 デ。天井部外面回転へ ラ削 り。 灰白色

普通

5 ％

北西側床面

第193号住居跡（第274図）

位置　調査6区中央部，M14d7区。

重複関係　第152・197・198号住居跡を掘り込んでいることから，本跡は第152・197・198号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．90m，短軸4．80mの方形である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は44cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅14～33cm，下幅4～8cm，深さ4～9cmで，断面形はU字形で，全周している。

床　全体的に平坦で，南壁から竃にかけての中央部が踏み固められている。
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第274図　第193号住居跡実測図
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第275図　第193号住居跡出土遺物実測図（1）
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ155cm，袖幅220cm，壁外への掘り込みは72cmで，平面形は三角

形である。袖部は山砂混じりの粘上を貼り付けて構築されている。火床部は長径53cm，短径33cmの不整楕円形

で，わずかに7cmほど掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは20度の角度で立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・焼上小ブロック微量
2　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，廃土小ブロック微量
3　黒褐色　焼⊥粒了・中量，炭化粒了少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径28cm，短径18cmの楕円形，P2は長径26cm，短径20cmの楕円形，深さ

32cm，P3は長径20cm，短径16cmの楕円形，深さ34cm，P4は長径24cm，短径20cmの楕円形で，断面形は逆台

形で主柱穴と思われる。PlとP4は北壁下の壁溝内にある。

覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる。

土屑解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量
3　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子少量
4　黒褐色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片608点，須恵器片66点，陶器片4点が出土している。第275図1の土師器杯は，内面が黒色処理

されており，中央部やや東側覆土上層から出上している。2，3の土師器杯は，覆土中から，4の上師器要は，

中央部覆土下層から出土している。5の須恵器杯は，北東コーナーの壁側覆土中層から，6の須恵器杯は，南

東側覆土上層から，7，8の須恵器杯は，覆土中から，9の須恵器高台付杯は，中央部覆土中層から，それぞ

れ出土している。10，11の須恵器蓋は，覆土中から，12の須恵器要は，西側覆土中層から，それぞれ出土して

いる。13の須恵器整，14の須恵器長頸瓶の頸部は，覆土中から，それぞれ出土している。15の鉄鎌は中央部や

や南側覆土中層から，16の火打ち金は南西側覆土中層から，17の不明鉄製品は，南東側覆土下層から，18の不

明鉄製品は竃前面部から，19の不明鉄製品は西側覆土F層から，それぞれ出土している。20の須恵器聾は覆土

中から，21の須恵器磐は竃前面部から，22の須恵器聾は覆二L上層から，23の須恵器藍は覆土中層から，24の須

恵器蜜は覆土中から出上し，それぞれ休部に叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と出土遺物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。
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図版番号 計測値行来 器形の特徴

底部から日録部にかけての破片。体

手法　の特赦

内申外面ロクロナデ。内面へラ磨き。

胎ま二砂色調㊧焼成

砂粒◎雲母

備　　考

つ 土 師 器 声 ；日 畿 欝 雲誓 撃 て立ち上が畑 底部紙 へラ削。。内面黒色処乳 i外面にぷい赤褐色

内面黒色　 普通

i70％

中央部やや東側

榛　　 A H 2丁目底部から＝縁部にかけての破片。体　 内⑳外面ロタロナデ。底部回転へラ 砂粒⑳雲母◎赤色粒 ㌘291
2＋ 「土 師 器 B　 3．6 部は直線的に立ち上がり言 ‾二言縁部に ‖柳生 子 10％

C ［8淵］ 至る。 橙色 覆土中
普通

杯　　 A H 2諸］ 休部から甘縁部にかけての破片。体　 内◎外面ロタロナデ） 砂粒の赤色粒子 ㌘292
3　　 土 師 器　 B　 3．7　 部は直線的に立ち上がり，＝縁部に

C ［8。2］ 至る。
橙色

普通
用％
覆土中

婆　　 Å［14e5］体部一部欠損。休部は緩やかな膨ら　 内◎外面ロクロナデ。休部下位へラ 砂粒◎長石⑳石英録 ㌘293
4　　 土 師 器1 掛軸招‖みをもって立ち上がる。日録部は外 削り。底部に木葉痘有り。。 雲母 70％

C　 7言＋上方に開く。日縁端部は上方につまみ 明赤褐色 中央部覆土下層
艮ずられている。 良好

棒　　 A ［摘つ」「暖部から休部にかけての破片。平底。内車外南口グロナデ。底部回転へラ

”J，一
砂粒録長石啓雲母 P295

5　　 須「想∵器 8　 5．3 休部は開きながら立ち上が畑　 日縁　 削り。 灰色 30％
C ［7．0」 部はわずかに外反するZ。 普通　 二次焼成 北東コーナー壁側

琢 射 13耳目底部から日縁部にかけての破片∴平　体部内⑳外商ログロナデ。休部下端 砂粒修長石 P 296
6　　 須 恵 器 B　4e4　 底。休部は直線的に外反して立ち＿＿i二　回転へラ削私。底酢ムーー一方向のへラ削

、き
灰色 40％

C　6・2　 がる。）　　　　　　　　　　　　　 り。 普通 南東側宥土上層

埠 射需用封 底部から日経部にかけての破片，。平　 内車外南口タロナデ。休部下端手持 砂粒砂長石砂赤色粒 P 二297
丁　　 項∴吏 器 B　 402　 底。休部はわずかに内攣気味に立ち　 ちへラ削り。原語紅一方向のへラ削り。　　　ふ 子　 にぷい黄褐色 40％

C　 5．7　 上がり言二言縁部に至る。 普通 覆土中

埠　　 B 日用吊 底部から休部にかけての破片。平底。内診外商ロクロナデ。底部回転へラ 砂粒の長石 ㌘298
8　　 須 恵 器　 C　 5ず8　 休部は直線的に外反して立ち上がる。切り嵐　 無調整。 黄灰色 30％

普通 覆土中

高奮斗柿　 B は 湖　 高台部片。高台はわずかに外方に開　 体部内の外面ロクロナデ㌻－。底部回転 砂粒◎石英珍長石の ㌘299
9　　 須 恵 器　 n ［且私駐日 く㌦ へラ削り。〕高台貼り郁す。） 雲母砂赤色粒子 ヱ5％

E　 且．5 黄灰色　 普通 中央部覆土中層
煤付着

蓋　　 B 「敷鋸　 蓋のつまみ部。つまみは中央が突出　 ログロナデ。 砂粒歯石菜 P300
摘　　 須 恵 器　 ぎ　 3適　 したボタン状を呈する。 灰色 5 ％

G　 l．J 普通 覆土車

蓋　　 Å［且2ぁ2］つまみ欠損。天井部は低　 扁平で　 天井部内痕か ら［二線部外癖ロタロナ 砂粒砂石英 ㌘301
l　 須 恵 器　 鋸 信射　 目線部は短く屈曲する。　　　　 デ。天井部外面回転へラ削り。。 灰色 5％
i 普通 覆土中

賓　　 射凝用］ 休部上位から［二‾了縁部の破片。休部は圧首線部内砂外面ロタロナデ。体部内 砂粒の長石魯雲母 ㌘303
且　　 須 恵 器　 B 根 調　 緩やかに外方に開きながら立ち上が「薗指頭押圧。休部外商格子酎太の叩

る，。目線部はほぼ直角に外反し，端　 き。輪積み痕。
にぷい褐色

普通

纏砂

10LL
西側覆土中層

㌘304

部はつまみ上げられている。

要　 領妻Ⅲ］i体部上位からロ縁部の破片。休部は 。緑部内啓外面。ク吋 デ。

は　　 須∴吏　器 B （ 部　 外方に開きながら立ち上がる4。日経 灰色 5％
部はほぼ直角にタ摘注勺　端部はつま 普通 覆土中
み上げられている。

石英珍長石 P 305長 頸 瓶　 射 摘道　 頸部は外傾して立ち上が畑　 打線部　 日経部内儲外面ロタロナデ。
且4　　 須 恵 器　 酎 6。3．） は外反する。日録端部は外上方につ 灰色 15％

澄み上げられている。 普通 覆土中

図版番号 種 別 ‾‾長さ‾‾詩 蒜 蒜 軸）

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

持　　　 鎌　　　 十8．8〕　　 3．1　　　 0言　　　 つ8．針 中央部やや南側覆土中層 M 32
蟻　 火打ちむ ⊥ 聖 ⊥ 才 賢 「孟 「 議 露

南西側覆土中層　孔径 。廉m M 33
描 「棚貼自 律甥 l沼　 日 昌　 巨錮 南東側覆土下層 M 34
聖上 墾堅 上土 亘「車 「「 蒜「 丁露

竃前面部 M 35

生 庚 墾 十 m 十五 Oe頚　「鋸 西側覆土下層 M 37

－1一一l一一一l－33‾1－－－1－－－一．・



第195号住居跡（第94・95図）

位置　調査6区北部，M14b8区。

重複関係　第150・152・180・181号住居跡を掘り込んでおり，第180号住居跡の上部に構築されていることか

ら，第150・152・180・181号住居跡より新しく，第151号住居跡が上部に構築されていることから，第151号住

居跡より古い。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．45mの方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は4～12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15～27cm，下幅5～12cm，深さ6～8cmで，断面形はU字形で，ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で，出入り口ピットから竃にかけての広い範囲で踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ90cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは28cmで，平面形は逆U

字形である。袖部は山砂混じりの粘土を北壁に貼り付けて構築されている。火床部は長径24cm，短径19cmの楕

円形で，6cmはど掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは25度の角度で緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
3　極暗褐色　焼土粒子多量，炭化物・粘土中量
4　黒褐色　廃土粒子多量，炭化物・粘土少量
5　黒褐色　廃土粒子・炭化物多量

ピット　1か所（Pl）。Plは南壁中央の壁際から35cmはど内側に位置し，径33cmの円形，深さ28cmで，出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片175点，須恵器片50点，土製品1点，鉄揮1点が出土している。第277図1の須恵器杯は，北壁

東側付近床面から，2の須恵器杯は，南壁中央部覆土上層から斜位でそれぞれ出土している。3の須恵器盤は，

南東側床面から出土している。4の須恵器甑は，竃左袖付近床面から出土している。5の紡錘車は，南壁覆土

だ

第277図　第195号住居跡出土遺物実測図
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下層から出土している。6～8の須恵器整体部片は叩きが施されており，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。

第195号住居跡出土遣物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎 土 。色調 。焼成 備　　 考

第27 7図 杯 A 13 ．6 口緑部一部 欠損。平底。体部は内攣 内 e 外面 ロクロナデ。底部回転 へラ 砂粒 。赤色粒子 。長 P 3 1 2

1 須 恵 器 B　 4 ．8

C　 5 ．6

して立ち上が り， 口縁部 に至 る。 切 り後，一方向のへ ラ削 り．。 石 e石英 。雲母

にぷい黄褐色

普通

90％

北壁東側付近床面

2

杯 A 13．0 休部 e ［］縁部…一部欠損。平底。休 部 内 e 外面 ロクロナデ。底部下端回転 長石 e雲母 P 3 13
須 恵 器 B　 4．2 は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 に至 へラ削り。底部回転へラ切 り後，ナ にぷい褐色 90％

C　 6．0 る。 デ。 普通 南壁中央覆土上層

3

盤 A 18 ．2 日緑部一一一部欠損。高台部はハ の字状 口緑部か ら休部にかけて内 e外面 ロ 長石 e雲母 P 3 14
須 恵 器 B　 3 ．8 に開 く。体部は強 く開き，口縁部の クロナデ。底部回転 へラ切 り。高台 灰色 85％

D　 9 ．5

E　 l．4

境に稜を持っ。 口縁部は直線的に外

傾す る。

貼 り付け後，ナデ。 普通 南東側床面

4

甑 B （6 ．8） 底部 ◎体部片 。底部 か ら休部にかけ 休部内面ナデ。体部外面斜位の平行 長石 e 雲母 P 3 1 5
須 恵 器 C ［17 ．0］ て直線的に外傾 して立 ち上が る。 叩き。休部下端手持 ちへ ラ削 り3 灰色

普通

10％

竃左袖付近床面

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g）

5 紡 錘 車 4．5 2．0 0 ．8 38 ．0 南壁覆土下層 D P lO　 粘板岩

第帽号住居跡（第264図）

位置　調査6区北西部，M15do区。

重複関係　第187号住居跡を掘り込んでいることから，第187号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸（2．60）m，短軸（1．30）mである。住居跡の東側半分以上は調査区域外のため，平面形は不

明である。

長軸方向［N－250－E」

壁　壁高は29～34cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ全面が踏み固められており，中央部に凹凸がみられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。長径70cm，短径65cmの不整楕円形，深さ10cm，断面形は逆台形で

ある。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子e粘土粒子微量　　　　2　黒褐色　廃土粒子e炭化粒子少量，粘土粒子微量

覆土　単一層で，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　廃土粒子eローム小ブロック少量

遺物　土師器片5点，須恵器片1点が出土している。第278図1の土師器高台付杯は，中央部床面から出土し

ている。2の土師器高台付杯は，中央部覆土上層から，3の土師器聾，4の須恵器杯は，貯蔵穴覆土中層から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第那図　第帽号住居跡出土遺物実測図

第199号住居跡出土遣物観察表
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図版番号 器　種 計測値（emノ） 器形の特徴 手法の特徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第278図 高台付年 A［12．8］底部と体部の境は緩やかな稜をなし休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒e長石◎雲母 P341

1 土師器 B　4．7 て立ち上がる。高台は厚く短く，接 底部回転へラ切り後，高台貼り付け。にぷい黄橙色 40％

D　5．8

E　O．6

地面は平坦である。 普通 中央部床面

2

高台付埠 B（4．0）高台◎休部片。休部は内攣して立ち 休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒。長石砂雲母 P342

土師器 D　5．6 上がる。休部下端に稜を有する。 底部回転へラ切り後，高台貼り付け。にぷい黄橙色 40％

E　O．9 体部下端回転へラ削り。 普通 中央部上層

3

整 A［30．4］体部から口縁部の破片。休部は緩や 目線部内e外面横ナデ。 砂粒e長石e赤色粒 P343

土師器 B（9．0）かに立ち上がる。H縁部はくの字状 子e雲母 10％．

に折れ，端部は短くつまみ上げられ

ている。

にぷい橙色

普通

貯蔵穴覆土中層

4

杯 A［13．4］平底。休部は外に開きながら立ち上 内◎外面ロクロナデ。体部下端手持 砂粒e長石。雲母 P3．1．1

須恵器 B　4．6 がる。 ちへラ削り。底部一一方向の手持ちへ 灰白色 30％

C　6．4 ラ削り。 普通 貯蔵穴覆土中層

第調号住居跡（第279図）

位置　調査6区北部，M15a5区。

規模と平面形　長軸［3．80］m，短軸［3．70」mで，方形と推定される。

主軸方向［N－50－W．］

壁　壁高は2cm程度である。

床　南西の一部が踏み固められている。

竃　北側の中央やや西側に付設されている。大部分削平されているが，規模は長さ［77］cm，袖幅［96］cm，壁外

への掘り込みは［51］cmである。山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は，長径［40］cm，短径

［36］cmの楕円形で，浅く掘りくぼめられている。

ぼ亀y卜　1か所（Pl）。Plは長径70cm，短径50cmの楕円形，深さ13cm，断面形はほぼ逆台形で性格は不明で

ある。

覆土　残っていた覆土が浅く土層が確認できなかった。

遺物　土師器片15点，須恵器片1点が出土している。細片であり，図示できる遺物はない。

所見　本跡は遣物も少なく，時期を判断するのは困難であるが，遣物等から奈良◎平安時代と考えられる。
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第279図　第200号住居跡実測図

第201号住居跡（第280図）

位置　調査6区北部，L15i4区。

重複関係　第204号住居跡を掘り込んでいることから，第204号住居跡より新しい。また，第6号掘立柱建物跡

に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［3．40］m，短軸［3．40］mの方形と推定される。

主軸方向［N－300－E］

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけての範囲が踏み固められている。

竃　北側中央部に付設されている。規模は長さ76cm，袖幅125cm，壁外への掘り込みは48cmである。両袖部は一

部削平されているが，山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は径18cmの円形で，10cmはど掘

りくぼめられている。燃焼部奥から煙道都は15度の角度で緩やかに立ち上がる。

麗土層解説

1暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・粘土少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子微量
6　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

覆土　残っていた覆土が浅く土層が確認できなかった。

遺物　土師器片48点，須恵器片3点が出土している。ほとんどの遺物は竃の覆土内から出土している。第281

図1の土師器杯，2の土師器小皿は，覆土中から出土している。3の土師器要は竃内覆土から出土し，混入と

思われる。4の須恵器髪は，竃内覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第281図　第201号住居跡出土遺物実測図

第201号住居跡出土遺物観察表

図版番 ロ 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第28 1図 杯 A ［12 ．6 ］ 底部か ら口縁部にかけての破片。体 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・雲母 ・赤色粒 P 34 5

1 土 師 器 B　 3 ．2 部はやや内攣 して立ち上が り， 口縁 糸切 り後，雑 なナデ。 子　 にぷい橙色 30％

C　 5 ．4 部 に至 る。 普通 覆土中

2

小　　 皿 A　 9 ．4 平底。休部は内攣気味 に立 ち上が り，ロ縁部内 ・外面 ロクロナデ。底部回 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 34 6

土 師 器 B　 l．9

C　 5 ．4

口縁部に至る。 転へ ラ切 り後，無調整。 赤色粒子　 橙色

普通

1（泊％

覆土中

3

婆 B （2 1 ．0） 体部片。休部 は内攣気味に外債す る。休部外面へラ磨 き。休部内面ナデ。 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 34 7

土 師 器 輪積み痕。 赤色粒子　 明赤褐色

普通

10％

竃覆土内
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図版番号 器　 種 計測値（和） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第281図 聾 A ［31．0］ 目線部片。 口緑部 は外傾 して立ち上 口緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 34 8
4 須 恵 器 B （1．7） が る。端部 は上方に立 ち上がる。 明赤褐色

普通

5 ％

竃覆土内

第202号住居跡（第282図）

位置　調査6区北部，M15a4区。

重複関係　第203号住居跡を掘り込んでいることから，第203号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．20mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は1～4cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ90cm，袖幅86cm，壁外への掘り込みは55cmで，平面形は逆U字

形である。袖部は粘土を貼り付けて構築されている。火床部は長径27cm，短径15cmの楕円形で，わずかに掘り

くぼめられている。

ピット1か所（Pl）。Plは長径42cm，短径32cmの楕円形，深さ16cmであり，南壁から内側に42cmのところ

に位置し，竃と同一線上に並んでいる。出入り［J施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片44点，須恵器片1点が出土している。第283図1の土師器杯と2の須恵器蓋は，西側宥土中か
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第2的図　第2佗号住居跡出土遺物実測図

ら出土している。

所見　本跡の時期は，遺物も少なく時期を判断するのは困難であるが，平安時代の8世紀前葉と考えられる。

第202号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（用） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第28 3図 杯 A ［14 ．0］ 休部か ら口縁 部にかけ ての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。内 ・外面窯 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 34 9

1 土 師 器 B （3 ．5） 部は直線 的に外傾 して ［二1緑部に至る。色処理 。 赤色粒子　 灰褐色

普通

30％

西側覆土 中

2

蓋 A ［18 ．8］ 口緑部破 片。 口緑 部は短 く，丸み が 口縁 部外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 35 0

須 恵 器 B （ 1．5） ある。内面に短 いかえ りが付 く。 灰 白色

普通

5 ％

西側覆土 中

第205号住居跡（第284図）

位置　調査6区中央部，M14i9区。

重複関係　第206・213号住居跡，第144号上坑を掘り込んでいることから，第206・213号住居跡・第144号土坑

より新しい。

規模と平面形　長軸5．16m，短軸3．58mの長方形である。

主軸方向　N－1250－E

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅9～23cm，下幅3～7cm，深さ7～12cm，断面形はU字形で，全周している。

床　全体的に平坦で，竃から中央部が踏み固められている。

竃　南東壁中央部に付設されている。規模は長さ87cm，袖幅58cm，壁外への掘り込みは55cmで，平面形は逆U

字形である。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は長径30cm，短径21cmの楕円形で，

わずかに掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは20度の角度で立ち上がる。

電土層解説
1　赤褐色　焼土小ブロック多星，ローム粒子・粘土粒子微量
2　暗褐色　焼上粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量

3　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子少量
6　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・焼土小ブロック・ローム粒子少量
7　黒褐色　口一ム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

8　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
9　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　1か所（Pl）。Plは径35cmの円形，深さ46cm，断面形は逆台形で主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　南東コーナーに位置する。長径75cm，短径62cmの楕円形，深さ36cm，断面形は逆台形である。
貯蔵穴土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・焼土小ブロック・ローム小ブロック少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子・粘土粒子微量
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2　褐　　色　ロ…ム小ブロック少最，ロ㌧…ム粒子微量

3　暗褐色　ロ㌧…ム粒子少量

遺物　土師器片528息　須恵器片38息　陶器片遠点　土製品　息　鉄製品　点が肛壬二している。第285図lのL

師器榛は竃内覆土から出土している。針　の土師器榛は　それぞれ内面が黒色処理されており，2は東側覆

土中から，3は東側覆土下層から出土している。複の土師器棒は芦　東側の覆土中から出土している。5の土師

器高柳才棒は，宥土中からタ　6の摘事器高餅、帽は，内面が黒色処理されておりタ　北東コ…ナ…付近の覆土下

層から出土している。7の土師器小皿はタ　中央部北東側覆土下層からタ　8の土師器小皿は，北東壁コーナー覆

土下層から，9の土師器小皿はタ　南壁付近覆土下層から芦　相の土師器小皿は　覆土中からき　それぞれ出土して

いる。Ⅲ～餌の管状土錘は，南壁中央府義から蛙はこしている。25の鉄鉱はヲ　Plの北側付近から，26の鉄釘は，

北東コーナー什近の覆トト層から出上している、＿

所農　本跡の時期は芦　出土遺物から平安時代の摘世紀以降と考えられる。

第翻号住居跡出土遺物観察衷
図版番号i 器 穫 巨 測値可　　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴

胎 土 砂色調 の焼 成 備　　 考

第28 5図　　 杯　　 Å［16 08］ 底部か ら＝縁部 にかけての破片。）平 ［」縁部 車体 部内 ◎外面 ロクロナデ。⊃ 砂粒 e 赤色粒子

にぷい赤褐色

普通

P 3 59

3 0％

竃 内覆土

且　　 土 師 器　 B　 3 。6　 底。体部は緩やか に内攣 しなが ら立　 底部回転 へラ削 娠
i C ［7 06］ ち上が りテ ロ縁部 に至 るく。

埠　　 A H 6 滴］ 体部 か ら日縁部にかけての破片。〕体 ［1線部 内 砂外面 ロクロナデ。休部 砂粒 ㊧雲母 P 36 0
2 土 師 器　 B （5 。3） 部はわずか に内攣 しなが ら外憾 して 内面へラ磨 き。〕内面黒色処理。） 外面にぷい褐色 20％

立ち上が るく。 白面黒色　 普通 東側覆土

言 上 芸 器 は 霊 笠漂雲音譜 詣 霊 義 謂 漂 鹿 を 一品 昌議 休部桶 へラ
砂粒 金長石

外面にぷい褐色

P 36 1

20％

立 ち上が る．。 内面黒色　 普通 東側覆土下層

棒　　 A H 湖　 底部か ら目線 部にかけ ての破片。平　 体部内 ◎外面 ロクロナデ。）底部外面 砂粒 ⑳雲母 魯赤色粒 P 36 2

30％

東側覆土中

4　　 土 師 器　 B　 3 ．8　 底。休部は緩やか に内攣 しなが ら立　 へラ削 り。j

C ［7 。2］ ち上が 畑 ［：綾部は外反する。
子　 橙色

普通

高台付杯　 B は ・‖ 底部 砂休部片。高台はハの字状 に開　 休部外面 ロクロナデ。底部外面回転 砂粒 ⑳雲母 P 3 63
5 土 師 器　 n ［8 。0］ く。　　　　　　　　　　　　　 へテ切り。高鍋 占り翻 す。 にぷい黄褐色 10 0い

H　 1．7 普通 覆土 中

高台付棒　 針 。針　 高台部か ら休部にかけての破片。）ハ 「休部外商セ タ ロナデ。 内面へ ラ磨き。）砂粒 昏雲母 診赤色粒 P 3 64
6　　 土 師 器　 n ［7淵］ の字状に開 く高台が付 く。休部は内　 内面黒色処理。高台貼 り付け。

E　 O 。7　 攣 して立ち上がる。

子　 外面にぷい橙色

内面黒色　 普通

20 0日　北東 」一

ナー覆土下層

小　 皿　 A　 9 き8 ［二子縁絡一一部欠損。底部 は中央部が窯　 目線部内 車外南 口グロナデ。底部外 砂粒 会石英 翁長石 ◎ P 36 5
7　　 土 面‖器 ‖B　 急遽 出す る。 日縁部 は歪む。　　　　　 痴回転糸切 り。 雲母　 橙色 80％　 中央部

C　 6 。8 普通 北東側覆 土下層

小　 皿　 Å 相 も　 底部か らロ縁部 にかけての破片。休　 日縁部内 ⑳外面 ロタロナデ。体部下 砂粒 。右華 ・長右 。 P 3（36
8　　 土 師 器　 日　 工丁 部は内攣 しなが ら外傾す る。底部 中 「端回転 へラ削り。底部回転糸切 り。 雲母　 にぷい赤褐色 TO O。 北東隼

C　 6．9　 東部 が突 出 してい る。 普通 コ∴一ナ…覆土下層

小　 皿　 Å［9凍 ‖ 底部 か ら甘縁部にかけての破片。体　 体部 内 ⑳夕摘 ロクロナデ。底部回転 砂粒 砂長石 ◎雲母 ㌘367
9　　 土 師 器　 B　 且88　 部は内攣 しなが ら目線部に至 る。端　 糸切 り。〕

C　 嶺。8　 部外面 にわずかな稜を持つ．。

橙色

普通

50％

南壁付近覆土下層

小　 皿　 Å［9 耳目 底部か らロ綾部にかけての破片。〕体　 体部 内 浄外面 ロタロナデ。底部回転 砂粒 ・右華 ・長石 。

雲母　 橙色

普通

P 36 8

20％

覆 土中

摘　 土 師 器　 B　 の7　 部下端にわずかな稜 をもちなが ら芦　 糸切 り。

C ［ 部　 外傾 して 目線部 に至る。

図版番号

種 詔　 計　 測　 値 巨 土 言

備　　　　　　 考
長さk m） 厚さ（cm　 孔径行mラ 重畳 （g ）

H
管状土錘 恒 86 2・0　 日 は

は．0 南璧中央部覆土下層 H P は

12
管状士鐘 声 も1 07　 恒 ・4

9．15 i中央部床面 D P は

13
管状土鐘 声 を3 1ヰ中　 e3

10．2 南壁側覆土上層 D P l．1

14
3 ・3　 「 m i 鍼

1上0 南壁中央部側床面 ＝P 15

15
管状土錘 恒 61 日 。中　 も3

4亮拍 南壁中央都側床面 H P 用

16 管状土錘 i 3や　 い も5　 い す3 6．7 南壁覆土上層 n P lT

一一339－－－



第284図　第205・206号住居跡実測図

2m o

l　　　－　　i L　；　」

図版番号 種　別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第怨5図1 管状土錘 2．7 1．6 0，35 6．25 南壁側床面 D P18

18 管状土錘 3．2 1．9 0．35 11．0 南壁側床面 D P19

19 管状土錘 3．4 1．5 0．5 7．55 南壁中央部床面 DP20

20 管状土錘 2，9 1．7 0．3′、0．4 6．35 中央から南側床面 DP21

21 管状土錘 2．9 1．6 0．3 6．25 南壁床面 DP22

22 管状土錘 2．3 1．6 0．3一一0．4 4，94 南壁側床面 D P23

－340－
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第285図　第205号住居跡出土遺物実測図

＼三∃守
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臣

‘・、、〕

lト26　S＝七

10cm

－24　7　＿十　芸

1　r

図 版 番 号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （em ） 重 量 （g ）

第怨5 図 2 管 状 土 錘 2 ．7 1 ．5 一、 2 ．0 0 ．4 （6 ，9 ） 中 央 南 側 覆 土 上 層 D P 2 4

2 4 管 状 土 錘 （2 ．8 ） 1 ．5 ′＼ 1 ．7 0 ．3 （5 ．55 ） 中 央 部 南側 覆 土 上 層 D P 2 5

図版 番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

25 鉄　　 鉄 （ 7 ．4 ） （1 ．7 ） 0 ．8 （ 9 ．7 ） P ェの北 側 付 近 覆 土 ド層 M 40

26 釘 （14 ．1 ） 0 ．6 0 ．6 （18 ．0 ） 北 東 コー ナ ー 付 近 覆 土 下層 M 4 1

－341－



第207号住居跡（第286・287図）

位置　調査6区中央部，M14h8区。

重複関係　第213号住居跡を掘り込んでおり，第208号住居跡が上部に構築されていることから，第213号住居

跡より新しく，第208号住居跡より青い。

規模と平面形　長軸［3．16］m，短軸［2．86］mで，方形と推定される。

主軸方向［N－1080－E」

第266図　第加7・208号住居跡実測図

－342－
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第287図　第207・208号竃実測図

床　全体的に平坦で，軟質である。

竃　東側やや南寄りに付設されている。規模は長さ90cm，袖幅70cm，壁外への掘り込みは44cmで，平面形は逆

U字形である。両袖部の一部は削平されているが，山砂混じりの粘上を貼り付けて構築されている。火床部は

長径39cm，短径25cmの楕円形で，わずかに掘りくぼめられている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径30cmの円形で，性格不明のピットである。

貯蔵穴　南東側に位置する。長径83cm，短径53cmの楕円形，深さ39cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
3　暗褐色　炭化粒子中量，粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・ローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　褐色　ローム粒子少量

2　褐色　口一ム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片139点，須恵器片7点が出土している。第288図1の土師器高台付杯は，竃内覆土上層から，2

の土師器高台付杯は，竃内火床部から出土している。3の土師器高台付杯は，南側覆土下層から，4の土師器

高台付杯は，Plの西側床面から出土している。5の土師器高台付杯は，P2内から出土している。6，7の

土師器小皿は，南側の覆土上層から出土している。8の土師器小皿は，南側やや西よりの覆土下層から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

－343－
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第283図　第207号住居跡出土遺物実測図

第207号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（用） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第288図高台付杯A14．1高台部から休部にかけての破片。ハ体部内・外面ロクロナデ。休部下端砂粒・長石・雲母P373

1 土師器B　5．8の字状に開く高台が付く。休部は内回転へラ削り。底部・休部へラ磨き。橙色 80％

D　5．4

E　l．0

攣して立ち上がる。 普通 竃内覆土上層

2

高台付杯A［13．6］高台部から休部にかけての破片。ハ体部内・外面ロクロナデ。底部・体砂粒・長石・雲母P374

土師器B　5．6の字状に開く高台が付く。休部は内部内面へラ磨き。 橙色 60％

D　6．1

E　l．0

攣して立ち上がり，口緑部で外反す

る。

普通 竃内火床部

3

高台付杯A16．8底部から休部にかけての破片。休部体部内・外面ロクロナデ。底部・体砂粒・雲母 P375

土師器B（5．5）は内攣しながら立ち上がり，口縁部部内面へラ磨き。内面黒色処理。外面にぷい橙色60％

に至る。 内面黒色　普通南側覆土下層

4

高台付杯A［16．0］底部から休部にかけての破片。高台休部外面ロクロナデ。休部内面へラ砂粒・長石 P376

土師器B（6．2）部破損。休部は内攣しながら立ち上磨き。底部回転へラ切り。内面黒色外面灰黄褐色60％

がり，口緑部に至る。 処理。 内面黒色　普通Plの西側床面

5

高台付杯B（3，5）口縁部欠損。休部は直線的に立ち上休部外面ロクロナデ。休部下端回転砂粒・長石・雲母・P377

土師器D　8．2がり，ロ緑部に至る。 へラ削り。底部回転へラ切り。内面赤色粒子　外面橙色40％′

E．1．0 黒色処理。 内面黒色　普通P2内

6

小　　皿A　8．8平底。休部は外方に開いて立ち上が内・外面ロクロナデ。底部回転へラ砂粒・長石・雲母P378

土師器B　2．0

C　5．6

り，ロ緑部に至る。 切り後，無調整。 Fにぷい橙色

普通

1（期％

覆土上層

7

小　　皿A［9月］平底。休部は外方に開いて立ち上が内・外面ロクロナデ。底部回転糸切砂粒・雲母・赤色粒P379

土師器B　l．9り，口縁部に至る。口縁直下の内側り後，無調整。 子　にぷい橙色50％

C　5．2にわずかな稜を持つ。 普通 覆土上層

8

小　　皿A［9．の平底。体部は外方に開いて立ち上が内・外面ロクロナデ。底部回転糸切砂粒・雲母 P；娼0

土師器B　l．6り，口緑部に至る。口緑直下の内側り後，無調整。 にぷい橙色 50％

C　4．5に稜を持つ。 普通 南側やや西より

覆土下層

－344－



第期号住居跡（第286◎287図）

位置　調査6区中央部，M14h8区。

重複関係　第207◎209◎213号住居跡を掘り込んでいることから，第207◎209◎213号住居跡より新しい。

規模た平面形　長軸4．44m，短軸乱86mの長方形である。

主軸方向　N一一一一一一1870、－－－一一…E

壁　壁高は20～25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅9～3細，下幅2～摘cm，深さ4～6cm，断面形はU字形で，東壁下を除いて巡っている。

床　全体的に平坦でタ　軟質である。

竃　東壁側やや南寄りに付設されている。規模は長さ99cm，袖幅96cm，壁外への掘り込みは69cmで，平面形は

逆U字形である。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は径20cmの円形で，わずかに

掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは20度の角度で立ち上がる。火床部から雲母片岩が出土し，支

脚として使用されていたと考えられる。

竃土層解説
1　黒褐色
2　極暗褐色

3　黒褐色
4　黒褐色
5　極暗褐色
6　極暗褐色

7　黒褐色

ロ…ム粒子の炭化粒子e粘土粒子少量，廃土小ブロック微量
焼土粒子⑳炭化粒子e粘土粒子少量
廃土粒子中量，炭化粒子少量

廃土粒子e焼土中ブロック◎炭化粒子◎ローーム粒子少量
廃土粒子多量

焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子e焼土中ブロック微量
焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　廃土粒子。炭化粒子のロー…ム粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子◎焼土中ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子微量

遺物　土師器片942息須恵器片62点，礫3息鉄浮2点が出土している。第289図1の土師器高台付椀は，西

壁から西側中央にかけての床面から，2の土師器高台付椀は，中央部床面から，3の足高高台杯は，南西コー

ナーの覆土下層から，4の高台付杯は，南東側床面から，5の土師器小皿は西壁覆土下層から，6の土師器小

皿は，南壁付近覆土上層から出土している。7の土師器小皿は，中央部床面から，8の土師器小皿は，南壁覆

土下層から，9の土師器小皿は，南壁側覆土下層から，10の土師器小皿は，北東コーナー側覆土下層から，11

の土師器小皿は，北西床面から，それぞれ出土している。12，13の高台付小皿は，北東コーナー覆土下層から，

14の土師器婆は，中央部西側覆土下層から出土している。15の不明土製品は，南壁中央付近の覆土中から出土

している。16の須恵器婆の休部片は，外面に同心円状の叩き痕を有する。

所見　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第208号住居跡出土遺物観察表

図版 番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　 の 特 徴 胎土 e 色調 e焼成 備　　 考

第28 9図 高台付椀 A 14 ．9 休部は丸みをも って立 ち上が り， 口 目線部 e 休部外面ロクロナデ。休部 砂粒 e長石 P 3 8 1
1 土 師 器 B　 6 ．0 縁部に至る。 高台は短 く， ラ ッパ状 内面黒色処理 e ヘラ磨 き。高台貼 り にぷい黄橙色 60％

D　 6 ．2

E　 O．4

に開き，わず かに反 る。 付け後，ナデ。 普通 西側床面

2

高台付椀 B （4 ．5） 底部 ◎休部片。休部は内攣 しなが ら 休部外面ロクロナデ。体部内面へラ 砂粒 。石英 。長石 P 38 2
土 師 器 D　 6 ．8 立ち上が る。高台はハの字状 に開 く。磨き。内面黒色処理。底部回転糸切 外面にぷい橙色 30％

E　 O ．6 り。 内面黒色　 普通 中央部床面

一一Il一一一3451一一一一一一1一一
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第289図　第208号住居跡出土遺物実測図
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図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 28 9図 足高高台杯 B （ 3．9） 高台部か ら休部にかけての破片。ハ 高台部 外面 ロクロナデ。．底部回転へ 砂粒 ・長石 P 3 83

3 土 師 器 E　 2 ．1 の字状 に開 く高台が付 く。休部 はわ ラ切 り。 にぷい黄橙色 1 0％　 南西 コー
ずか に内攣 して立ち上がる。 普通 ナー覆土 下層

4

高台付杯 B （2 ．5 ） 底部 ・休部破片。休部はわずか に内 休部外面下端回転へ ラ削 り。高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 38 4
土 師 器 D　 7 ．6 攣 しなが ら外傾す る。 高台は短 く外 り付け。底部回転糸切 り。 子　 橙色 10％

E　 O ．6 に開 く。 普通 南東側床面

5

小　　 皿 A　 8，8 休部は直線的に立 ち上が り， 口緑部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 38 5

土 師 器 B　 l．5 に至る。 口緑部 内面下方 にわずかな 糸切 り。 赤色粒子　 橙色 1仰㌔
C　 5．6 稜をもっ。 普通 酉壁内覆土下層

6

小　　 皿 A　 9 ．0 口緑部 ・休部一部欠損。休部はわず 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・石英 P 3 86
土 師 器 B　 l．9

C　 5 ．0

か に内攣 しなが ら立 ち上がる。 糸切 り後，無調整。 浅黄橙色

普通

6 0％

南壁付近覆土上層

7

小　　 皿 A lO ，0 平底。休部は外傾 して立ち上が り， 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 3 87
土 師 器 B　 l ．9

C　 5 ．6

口緑部に至 る。 り。 子　 にぷい橙色

普通

80％

中央部床 面

8

小　　 皿 A　 9．5 ロ縁部一部欠損。体部 は内攣 しなが 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 糸切 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 38 8

土 師 器 B　 2．0

C　 4 ．6

ら外傾 して立ち上が る。 り。 子　 橙色

普通

95％

南壁内覆土 下層

9

小　　 皿 A　 8 ．6 平底。体部 は外傾 して して立ち上が 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 38 9

土 師 器 B　 l．8 る。 口緑部 内面下方にわずかな稜 を り後，無調整。 子　 橙色 9 5％
C　 5 ．2 もつ。 普通　 煤付着 南壁側覆土下層

346－



計測値圧縮 器形の特徴

平底。休部は内攣しながら立ち上が
る。口縁部内面下方にわずかな稜を
も、1

手法　の特徴

内昏外面ロクロナデ。底部回転糸切
り後，無調整。、

胎圭の色調◎焼成

砂粒の石英◎長石
赤色粒子　橙色

普通

備　　考

P390

100％　北東コー

ナー側覆土下層

「j、 皿 Å 8 。9　 日縁部 ◎体部一部欠損。休部は内攣
内 診外面ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒・長右・圭付・ P 391

H　　 土 師 器　 B　 。3　 しながら立ち上がる。ラ り後ラ　無調整。） 赤色粒子　 橙色 80％　 北 酋コ…
C　 5 諭 普通 ナ…側床面

高台削 減　 A　 8 。温　 休部は内攣して立ち上が畑　 日録部 内 車外南口クロナデ。底部回転糸切 砂粒 ◎長石 P 392
12　　 土 師 器 B　 2 。9 に至 る。高台は短 ら　 ハの字状に開 後 ／＼ラ磨き。内面黒色処理。 外面にぷい黄橙色 1000。

n　 4 ．2　 きき　踏ん張る。 内面黒色　 普通 北東コーナ…

E　 私通 覆土下層

高台付小椀　 A　 8 ．4　 休部は内攣 して立ち上が畑　 日縁部 内 容外面ロクロナデ。）底部回転糸切 砂粒。長石 P 393
13　　 土 師 器 B　 2 。2 に至る。高台は短ら　 ハの字状に開 り後宮　へラ磨き。内面黒色処理。 外面にぷい黄橙色 100 0。

り　 4 。4　 き，踏ん張る。 内面黒色　 普通 北東コーナ…

七　 0 ．寸 覆土下層

婆　　 A i＿摘 潮　 休部からロ縁部にかけての破片。頸 日縁部内◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ◎雲母 P 394
14 土 師 器 酎 6 05）！部 はくの字状に折れる0 ラ状工具当て具痘有り。）体部内◎外 にぷい橙色 5 ％　 中央部

面ナデ。 普通 西側覆土下層

図版番号 種 別 長さ㌶ 前 m．）；孔径毒 接） 出 土 地 点 i 備　 考

15　巨明土製品目 43 掴輔 車　 鋸 0．86 南壁中央付近覆土中　　　 恒 26

∴　　　　　　　　、こ，′、．ノ

位置　調査6区中央部、Ml・一一五　ズ二．

一、㌔！′　　　′　　－　・′・′　′　　　　　、′　　　　　、　‘ノノ‘．′　′∴　　′　′．′、－、・∴ノ′　′，′ノ′

居跡が日的二構築されていることから、第208◎210号仕居跡よりl阜、．

規模と平面形　長軸1．18rll．鯨油3．20IIlの長方形である

主軸方向　N　200　E

壁　壁高は28川で、外頓して立ナ〕上がる

7一・・二　・一・′　ノこ　　、　′　　　　　　　　　　、　　′　：1　′l　：・　‘、′　　，　　′・．こ　　　　　，．、

を巡っている。

床　全体的に踏み同められている、，

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ相談m　袖幅且摘cm　壁外への掘り込みは摘cmである。右磯部は

第翻号住居跡に壊されているが　山砂混じりの粘土で構築されている。火床部は長径緋cm　短径滋（mの楕円

形で撃　5cmほど掘りくぼめられている。燃焼部奥はタ　5度の緩やかな角度で立ち上がる。

竃土層解説
1　極暗褐色　し1－∴ノ、粒J’一車‡古　座l二位J’一・砧′レ量

2　黒褐色　粘土◎砂多義，炭化粒子中農
3　極暗褐色　焼土粒子㊤炭化粒子珍妙多量

4　暗褐色　廃土小ブロック◎廃土粒子多量
5　黒褐色　廃土粒子0炭化粒子中量

ぽもy睦　　か所津1。P　は　長径誠cm　短径3凱mの楕円形　深さ飢cmで　主柱穴と考えられる。

覆土　こう屑からなり、人為堆積である

土層解説
1　暗褐色　ロ…ム粒子少量，廃土粒子㊧炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子◎炭化粒子少量，廃土粒子微量
3　極暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子少量

遺物　土師器片魂息　須恵器片罰点が出土している。第291図の1土師器婆は，竃内覆土中から出土している。

2の上帥器藍は、南西側覆巨十から出上している

－…3117－
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所凰　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第乃図　第調号住居跡出藍遺物実測図

第209号住居跡出土遺物観察表

10cm

』二二二ヨヒ二二＝』

第別　号住居跡（第290図）

位置　調査6区中央部，M14h6区。

重複関係　第209号住居跡を掘り込んでいることから，第209号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．16m，短軸3．38mの長方形である。

主軸方向　N一一1－1一一1000－－－－1－E

壁　壁高は14～17cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～27cm，下幅3～9cm，深さ4～5cm，断面形は逆台形で，東壁の一部を除いて巡っている。

床　全体的に踏み固められている。

竃　東壁側南東コーナーに付設されている。規模は長さ126C勘　袖幅80cm，壁外への掘り込みは49cmで，平面

形は逆U字形である。天井部は崩落しているが，袖部は若干削乎されてはいるものの，比較的良好で，粘土と

山砂で構築されている。火床部は長径45cm，短径32cmの楕円形で，5cmほど掘りくぼめられている。燃焼部奥

から煙道部は，85度の角度で立ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色　砂e粘土粒子多量，廃土粒子◎ローム粒子少量
2　暗褐色　廃土粒子多量，炭化粒子◎ローム粒子◎粘土◎砂少量
3　暗赤褐色　廃土粒子多義　廃土小ブロック。炭化粒子少量，砂微量

4　暗褐色　炭化粒子多最　廃土小ブロック◎廃土粒子中量　砂微量
5　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

覆土　4層からなり，人為堆積である。

－1－1－11－349l一一一一一一1一一



土層解説

1暗褐色　口一ム粒子・ローム小ブロック少量　　　　　3　黒褐色　粘土中量，ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　4　暗褐色　口一ム粒子中量，ローム小ブロック・粘土少量

遺物　土師器片330点，須恵器片34点が出土している。第292図1の土師器高台付杯は，北東コーナー覆土上層

から，2の土師器高台付杯は，竃内覆土中層からそれぞれ出土している。3の土師器高台付杯は，北西コーナー

覆土下層から，4の土師器要は，竃左袖都側覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第292図　第210号住居跡出土遺物実測図

第210号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

－　　t．．t　－　　　　　　　　　・－　－　　　　　　　　　・－　　　　　　　ttttH．．．．

図版番可 器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第292図高台付杯 A L15．4］底部から口緑部にかけての破片。体 体部内・外面ロタロナデ。底部回転 砂粒・長石・雲母 P397
1 土師器 B（5．2）部は直線的に立ち上がり，口緑部に へラ切り後，高台貼り付け。 浅黄橙色 60％

E（1．2）至る。 普通 北東コーナー

覆土上層

2

高台付杯 B（2．4）高台部から体部にかけての破片。ハ 休部外面ロクロナデ。底部・体部内 砂粒・雲母・赤色粒 P398
土師器 D　5．8 の字状に開く高台が付く。休部は内 面へラ磨き。高台貼り付け。 子　橙色 30％
E　O．7 攣して立ち上がる。 普通 竃内覆土中層

3

高台付杯 B（3．2）高台部から休部にかけての破片。体 休部外面ロクロナデ。休部内面へラ 砂粒・長石・雲母 P399
土師器 D「5．8］部は内攣して立ち上がる。高台はハ 磨き。内面黒色処理。高台貼り付け。外面黄橙色 30％　北西コー
E　O．9 の字状に開く。 休部下端へラ削り。 内面黒色　普通 ナー覆土下層

4

婆 A［21．0］休部からロ緑部にかけての破片。体 ロ緑部内・外面ロタロナデ。体部内 砂粒・長石・雲母 P4（X）
土師器 B（9．2）部は内攣して立ち上がり，ロ縁部は 面へラナデ。休部外面へラ磨き。輪 にぷい褐色　煤付着 10％

くの字状に外反する。 積み痕。 普通 竃左袖部覆土下層

第214号住居跡（第293図）

位置　調査6区南部，N14co区。

重複関係　第215・216号住居跡を掘り込んでおり，第215・216号住居跡より新しく，第222号住居跡に掘り込

まれているので，第222号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸［4．70］m，短軸3．20mで，長方形と考えられる。

長軸方向　N－1020－E

壁　壁高は13cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅12～27cm，下幅3～13cm，深さ4～10cmで，東西の壁を除いて巡っている。

床　全体的に平坦で，広い範囲で踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは，長径47cm，短径37cmの楕円形，P2は，径33cmの円形，深さ32cmで，主

柱穴と考えられる。

覆土　4層からなり，人為堆積である。
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第293図　第214・222号住居跡実測図

土層解説

1黒褐色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
3　暗褐色　黒色粒子中量

4　黒褐色　口一ム粒子中量

遺物　土師器片154点，鉄製品1点，石製品1点が出土している。第294図1の土師器高台付杯は，北西覆土下

層から，2の土師器高台付椀は，内面が黒色処理され，P2の東側覆土上層から，3の土師器高台付椀は，内

面が黒色処理され，中央部やや西側覆土中層から，4の土師器小皿は，南壁西側覆土上層から，5の土師器小

皿は，西側床面から，それぞれ出土している。6の鉄鉱は，中央部やや西側覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第294図　第214号住居跡出土遺物実測図

第214号住居跡出土遺物観察表

『；＝⊆＝ク

ー　くZ≡≡∋l

ー　⊂】

6　8こ12

0　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　つ

図版番ロ器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第294図高台付杯 A［17．6］底部から口緑部にかけての破片。体口緑部・休部外面ロクロナデ。体部砂粒・雲母・赤色粒 P412

1 土師器 B（6．2）部は緩やかに内攣しながら立ち上が内面へラ磨き。内面黒色処理。 子　外面にぷい褐色35％

り，ロ緑部に至る。口縁部は短く外

反する。

内面黒色

普通

北西側覆土下層

2

高台付椀 A［17．2］底部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内・外面ロクロナデ。体部内砂粒・雲母・赤色粒P413

土師器 B　6．3 部はわずかに内攣しながら外傾して面へラ磨き。内面黒色処理。高台貼 子　外面橙色 50％

D　9．0

E　O．5

立ち上がる。高台部はハの字状に開

く。

り付け。 内面黒色

普通

P2東側覆土上層

3

高台付椀 A［15．5］底部から口緑部にかけての破片。体休部外面ロクロナデ。休部内面へラ砂粒・雲母・赤色粒P414

土師器 B　6．0 部はわずかに内攣しながら外傾して磨き。内面黒色処理。高台貼り付け。子　外面にぷい橙色60％

D　7．6 立ち上がる。高台部はハの字状に開 内面黒色 中央部から

E　O．7 く。 普通 西側覆土中層

4

小　　 皿 A　9．6 底部から口緑部にかけての破片。体体部内・外面ロクロナデ。底部回転砂粒・雲母・赤色粒P415

土師器 B　l．8

C　5．6

部は内攣しながら口縁部に至る。 へラ切り後，無調整。 子　橙色

普通

70％

南壁西側覆土上層

5

小　　 皿 A　9．2 底部からロ緑部にかけての破片。体体部内・外面ロクロナデ。底部回転砂粒・石英・雲母・P416

土師器 B　2．0 部は直線的に立ち上がり，口緑部に糸切り後，無調整。 赤色粒子　橙色 70％

C　6，0 至る。 普通 西側床面

図版番口種　別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

6 鉄　　 嫉 （10．1） 1．7 0．8 （12．0）中央部より西側覆土上層 M43

第216号住居跡（第295図）

位置　調査6区南部，N14b9区。

重複関係　第214・217号住居跡が上部に構築されていることから，第214・217号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸4．70m，短軸4．30mの方形である。

主軸方向　N－140－E

壁　壁高は23～44cmで，はぼ垂直に立ち上がる。
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第295図　第216号住居跡実測図
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第296図　第216号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　ー－・1・・一一　i

壁溝　上幅14～25cm，下幅2～13cmで，南西部の壁を除いて巡っている。

床　全体的に平坦で，広い範囲で踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。竃の規模は長さ118cm，袖幅135cm，壁外への掘り込みは28cmである。遺存

状態は良好である。火床部は径20cmの円形で，15cmほど掘りくぼめられている。煙道部は火床部から緩やかに

立ち上がっている。

竃土層解説
1　暗　褐　色　砂中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，砂少量
3　黒　褐　色　砂多量，焼土粒子少量
4　黒　褐　色　焼土粒子・砂多量，炭化粒子少量

5　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・砂少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，砂少量
7　褐　　　色　砂多量，焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径28cm，短径25cmの楕円形，深さ57cm，P2は，長径36cm，短径33cmの

楕円形，深さ42cm，P3は径26cmの円形，深さ44cm，P4は径22cmの円形，深さ38cmで，いずれも主柱穴と考

えられる。

覆土　4層からなり，人為堆積である。
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土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子。炭化粒子。ローム小ブロック微量
2　暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子。ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子e焼土粒子e炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子。粘土粒子微量

遺物　土師器片311点，須恵器片59息　鉄製品1点，石製品1点が出土している。第296図1の土師器賓は，竃

右袖部覆土上層から，2の土師器小形婆は，竃右袖部覆土下層から，3，4の須恵器杯と6の土師器高台付杯

は，竃右袖部覆土下層から，3枚重なってほぼ完形で出土している。5の須恵器杯は，P2の北東側床面から，

7の土師器高台付杯は，P4の北側覆土中層から出土している。8の須恵器蓋は，南壁側床面から，9の須恵

器蓋は，ほぼ完形で，竃右袖部覆土下層から，10の須恵器蓋は，P3の東側覆土下層から，11の須恵器蓋は，

竃右袖部覆土下層から，ほぼ完形で出土している。12の須恵器蓋は，竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第216号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第296 図 賓 A ［17 ．0：］ 休部か ら口緑部にかけての破片。体 目線部内 ⑳外面横 ナデ。休部内面へ 砂粒 e石英 。長石 。 P 4 22
1 土 師 器 B （7 ．1） 部は緩やかに内攣 して立 ち上がる。 ラナデ。 雲母　 にぷい橙色 5 ％

口緑部は くの字状 に折れ る。 普通 竃右袖部覆土下層

2

小 形 賓 B （10 ．0） 底部 か ら休部 にかけ ての破片。休部 体部内 e外面横 ナデ。底部内面棒状 長石 e 石英 e 雲母 e P 42 3
土 師 器 C　 7．7 は内攣 して立 ち上が り，中位 に最大 工具 当て痕。休部外面下半へラ磨 き。赤色粒子　 灰褐色 50％

径をもっ。 底部外面 へラナデ。 普通 竃右袖部覆土下層

3

杯 A 14 ．0 平底。休部は外に開きなが ら立 ち上 内 e外面 ロクロナデ。底部回転へ ラ 砂粒 。長石 。雲母 P 4 2 4
須 恵 器 B　 3 ．7

C　 9 ．5

がり， 口緑部に至る。 切 り後，ヘ ラナデ。 灰白色

普通

100％

竃左袖側覆土下層

4

杯 A 15 ．3 平底。休部は外に開きなが ら立 ち上 内 e 外面 ロクロナデ。底部回転へ ラ 砂粒 e長石 e雲母 P 4 25
須 恵 器 B　 5 ．0 が り， 目線部はわず かに外反する。 削 り。 灰白色 100％

C　 9 ．9 器壁は薄い。 普通　 二次焼成 竃左袖側覆土下層

5

ゴ不 A 15 ．0 平底 。体部は開きなが ら立 ち上が り， 内 。外面ロクロナデ。底部回転へラ 砂粒 。長石 e雲母 P 4 26
須 恵 器 B　 4．5 日録部 は外反 し， 内側に沈線が施 さ 削 り。 黄灰色 80％

C　 8．4 れている。休部外面下端に段をもつ。 普通 P 2の北東側床面

6

高台付杯 A 14 ．0 丸底気味の底部。底部と体部 の境は，内 e外面 ロクロナ デ。底部回転 へラ 砂粒 。長石 P 42 7
須 恵 器 B　 4 ．9 緩やか な稜を なして立ち上が る。高 切 り後，高台貼 り付け。 灰白色 10 0％

D　 8 ．5

E　 O ．9

台は厚 く，ハの字状に開 く。 普通 竃右袖都側

覆土下層

7

高台付杯 B （2 ．5） 高台部片。底部 と体部 との境で折れ ，底部内面 ロクロナデ。底部 回転へ ラ 砂粒 。長石 P 4 28
須 恵 器 D ［9 ．8］ 体部は直線的に立ち上が る。高台は 削 り後，高台貼 り付け。 灰色 20％

E　 O ．7 外に開きふんばる。 普通 P 4北側覆土中層

8

蓋 A 15．2 扁平 なっまみ を有す る。頂部は平坦 天井部外面回転 へラ削り。内 e 外面 石英 。長石 。雲母 。 P 4 3 1
須 恵 器 B　 3．4 で， 天井部 は ドーム状を している。 ロク ロナデ。 赤色粒子　 にぷい黄 100％

F　 3．2

G　 O ．7

口緑部 内側にわずかなかえ りが付 く。

器壁 は厚 い。

橙色

普通

南壁側床面

9

蓋 A 15 ．1 扁平 なっ まみを有する。頂部 は平坦 天井部外面 回転へ ラ削 り。内 e外面 長石 。石英 。雲母 e P 43 2
須 恵 器 B　 3 ．1 で，天井部は ドーム状を している。 ロクロナデ。 赤色粒子 10 0％

F　 3 ．5

G　 O ．8

口緑部内側にわず かなかえ りが付 く。 灰黄色

普通

竃右袖部覆土下層

10

蓋 A 14 ．8 扁平なっまみを有す る。頂部は平坦 天井部外面回転へラ削 り。 内 ◎外面 砂粒 e石英 。長石 P 4 3 3
須 恵 器 B　 3 ．3 で，天井部は ドーム状 を している。 ロクロナデ。 青灰色 100％

F　 3 ．2

G　 O．7

口緑部 内側 にか えりが付 く。 普通 P 3の東側覆土

下層

11

12

蓋 A 15 ．4 天井部 は全体的 に扁平で，器高が 高 天井部外面 回転 へラ削り。内 e 外面 砂粒 。長石 。雲母 P 4 34
須 恵 器

蓋

B　 2 ．8

F　 3 ．6

G　 O ．6

A 16 ．0

い。 口縁部 内面にかえ りが付 く。

日録部 。天井部片。 ボタン状の扁平

ロク ロナデ。，

天井部外面回転へ ラ削 り。内 e外面

灰黄褐色

普通

長石 e 石英 。雲母 e

100％

竃右袖部覆土下層

P 4 35
須 恵 器 B　 3 ．2 なっまみが付 く。 口緑部 内面 にわず ロクロナデ。 赤色粒子 50％

F　 3 ．1

G　 O．7

かなかえ りが付 く。 灰白色

普通

竃 内覆土 中

－355－－
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第298図　第217号住居跡竃実測図

位置　調査6区南部，N14C9区。

重複関係　第216号住居跡の上部に構築されており，第218号住居跡を掘り込んでいるので，第216・218号住居

跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．94m，短軸4．25mの長方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は38～52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅13～32cm，下幅6～13cm，深さ5～9cm，断面形は逆台形で，全周している。

床　出入り口部から主柱穴の内側がわずかに高く，踏み固められている。

竃　北壁中央部と東壁やや南側に付設され，北壁の竃1が古く，東壁の竃2へ作り替えをしている。竃1の規

模は長さ150cm，袖幅117cm，壁外への掘り込みは67cmである。袖部は山砂混じりの粘土で構築されている。火

床部は長径35cm，短径26cmの楕円形で，5cmほど掘りくぼめられている。竃2の規模は，長さ120cm，袖幅84

cm，壁外への掘り込みは77cmである。両袖は焚口付近が壊されており遺存状況は悪いが，火床部は長径48cm，

短径29cmの楕円形である。

窓1土層解説
1　黒褐色　砂中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　砂多量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量
3　黒褐色　砂中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・砂少量
5　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子多量，廃土小ブロック中量

竃2土層解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　廃土粒子多量，焼土中・小ブロック少量
3　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl，P2，P4～P6は径21～41cmの円形，深さ36～56cm，P。は長径46m，短

径30cmの楕円形，深さ60cmで，Pl～P4は主柱穴と考えられる。P5は長径35cm，短径31cmの楕円形，深さ28

cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，人為堆積である。

－357－
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土層解説

1　暗　褐　色

2　暗褐色
3　暗褐色

・1　黒　褐　色
5　暗褐色
6　暗褐色

廃土粒子◎炭化粒子中農芦　ロ…ム粒子少量
ロ…ム粒子中農，炭化粒子◎廃土粒子微最

廃土粒子の炭化粒子中量，ローム粒子少量
ローム粒子少量，廃土粒子◎炭化粒子微量
炭化粒子◎ローム粒子⑳廃土粒子少量
粘土粒子少量，ローム粒子◎廃土粒子◎炭化粒子微量

遺物　土師器片雑煮　須恵器片舶点　土製品　点が出土している。第299図鼠の土師器要は，竃温周辺の覆

土中層から，2の土師器婆は，西側覆土中層からタ　3の土師器婆はタ　竃2内の覆土中層からタ　魂の土師器小形

要は，土製支那の上部に重なって出土している。5の須恵器杯は芦　北西コ…ナ…の覆土中層から出土している。

6の須恵器埠は芦　西側の覆土から逆位で出土している。8，9の須恵器棒は，中央部の覆土中層から，鼠0の須

恵器杯は，西側の覆土下層から芦　Ⅲの須恵器杯は，竃2周辺覆土下層から汐　且2の須恵器の高台付埠はタ　南壁や

や西側の壁溝から，13の須恵器の高台相棒はタ　㌘3の覆土中から出土している。摘の須恵器蓋は，竃2内覆土

中から出土している。15の須恵器盤は，西側の覆土中層から出土している。蟻の須恵器高盤は，竃2内中央覆

土中層から他の遺物と重なって出土している。且7の須恵器婆は，中央部覆土中層からタ　且8の須恵器聾は，北東

から南東へかけての覆土中層から，且9の須恵器甑はタ　竃且と中央部覆土中層から出土している。20の鉄鎌は，

南東コーサーー覆土中層から芦　飢の刀子は，中央部覆土上層から，22の鉄鎌は芦　P4の覆土中から出土している。

23～25の須恵器髪は，体部片に叩きが施されており芦　覆土上層から出土している。

所鳳　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第別号住居跡出土遣物観察蓑

図版 番号 器　 種 計測値車両 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎 土 ⑳色調 機 可　 備　 考

第29 9図 婆 Å　22。0 休部か ら日録部 にかけての破片。休　 日縁部 内 藩外面横 ナデ。体部内面へ 砂粒 ⑳石英 魯長石 ⑳　 P 4 37

1 土 師 器 B （26 ．5） 部 は緩やか に内攣 して立ち上がる。　 ラナデ。休部外面 にへ ラ削 り。 雲母　　　　　　　 50％

ロ縁部 は くの字状に折れ，端部 はつ 橙色 竃 1周辺覆土中層
まみ上げ られている。 普通

2

婆 A　22 ．8 休部か ら目線部にかけての破片。体 目線部外商横ナデ。体部外面 へラナ　 石英 ㊤長石 ◎雲母 ◎　 P 4 3 8

土 師 器 B （15 ．2） 部は内攣 して立ち上が 畑　 口緑部は ．P．．．，．．．．・やフ－0 赤色粒子 20％
くの字状に折れ ，端部 は外 につ まみ にぷい橙色　　　　 西側覆土中層
上げ られている。 普通

3

婆 A ［2 0．6：］ 休部か ら日録部 にかけての破片。体 ロ縁部内 傲外面 横ナデ。体部 内面へ 砂粒 ・長石 ・雲母　　 P 工狛
土 師 器 B （1 2．3） 部 は緩や かに内攣 して立 ち上がる。 ラナデ。 橙色 10％

ロ縁部 は くの字状に折れ芦　端部 はつ 普通　　　　　　　 竃 2 内覆土中層
まみ上げ られてい る。

4

小 形 賓 A ［12 ．8］ 底部か ら目線部にかけての破片。体 ロ縁部 内 魯外面横 ナデ。休部外面 へ　 石英 砂長石 e 赤色粒　 P 44 0

土 師 器 8 12 ．0

C　 6 。0

部は外 に開 きなが ら立 ち上が りグ　ロ

緑部はわずかに外反 し，端部はつ ま

ラ削 り。 千 ・雲母　　　　　 TO O。

明赤褐色　　　　　 竜 1 内将士 中層
み上げ られている。 普通

5

隼 A 1 2．4 日緑部 砂休部 の一部欠損。平底。体　 内 車外南 口クロナデ。体部下端手持 砂粒 鯵長石 命雲母 P 4 4 1
須 恵 器 B　 6 ．6 部は開きなが ら立 ち上が 畑　 目線部 ちへラ削 り。底部一方向の手持 ち／＼ 灰色 90 0。

C　 3 。8 は外反す る。　　　　　　　　　　 ラ削 り。 普通 北 西 コーナー側

覆土 中層

6

杯 A 12 。4 平底。休部は開 きなが ら直線 的に立 内 診外面 ロクロナデ。休部下端手持 砂粒 。長右 。雲母 P 4 42
須 恵 器 B　 3 ．5 ち上が り， ロ縁部に至る。 ちヘラ削り。底部一方 向の手持ちへ 灰黄色 10 0 0。

C　 7 ．2 ラ削り。 普通 西側将士 中層

7

杯 A 13 e8
［

口縁部 昏休部一部 欠損。平底。体都 府 ◎外面 ロクロナデ。体部下端手持 砂粒 砂長石 ◎雲母 P 44 3
須 恵 器 B　 4．6 は直線的に広が り， 日録部は外反す iちへ ラ削 り。底部一方向の手持 ちへ 黄灰色 90 0。

C　 7．0 る。　　　　　　　　　　　　　　 ラ削 り。 普通 竃 2 内覆土下層

8

棒 A ［′13 ．2］ 底 部か らロ縁部 にかけての破片。平　 内 ◎外面 ロクロナデ。体部下端手持 長石 魯雲母 の赤色粒　 P 4 44
須 恵 器 B　 4 ．7 底。休部 は直線的 に立 ち上が り，口　 ちへラ削 り。 底部不定方 向の手持 ち 子　 にぷい橙色 60％

C　 7 ．0 緑部はわずかに外反す る。　　　　 へラ削 り。 普通　　　　　　　 中央 部覆土中層

l一一一一一一一…360－一・一一、一一一一一一一



図版番 ‥ 器　 種 計測値行来 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第299図 杯 Å 13 ．0 ロ緑部 魯休部一部欠損。平底。体部 内 儲外面ロクロナデ。休部下端手持 砂粒 ・右英 ・長右 。 P 445
9 須 恵 器 B　 4 ．5 は直線的 に立 ち上が 畑　 日録部に至 ちへラ削 り。底部一方向の手持 ちへ 雲母　 灰色 900。

ぐ　 5．5

ー

る。 ラ削 ！「 普通

l

中央部 覆土 中層

10

杯
E
A ［13．2］

l
底部か ら目線部にかけての破片。平 内 車外南 口グロナデ。休部下端手持 砂粒 ⑳長石 P 44 6

須 恵 器 H　 J ．3 底。体部は直線的に立ち上が 畑　 日 ちへラ削り。底部不定方 向の手持 ち 灰色 40％

C　 7．3 緑部 に至 る。 ヘラ削り。 普通 西側覆土下層

11

杯 Å［13 。4］ 底部か らロ縁部にかけての破片。平 内 容外面 ロクロナデ。体部下端手持 砂粒 ・長石 ・雲母 P ．＝7
須 恵 器 8　 寸．2 底。体部は直線的に立 ち上が 畑　 ロ ちへ ラ削 り。底部一方向の手持ちへ 灰色 45％

C　 6 4 緑部に至る。 ラ削 り。底部中央部 に内 の外面か ら

の穿孔有 り。

普通 竃 2 周辺覆土下層

12

高台什杯 Å 17 」 目線部 容体部一部欠損。底部と体部 内 ⑳外面ロクロナ デ。杯部下端 回転 長右 ・雲母 ・赤色粒 P 448
須 恵 器 H　 7 ．8 との境は稜 をな して折れ る。高台は へ ラ削 り衡　 高台貼 り付け。 内 ◎外 子 900。

‖ 10 ．0

※　 2．0

わずかに外 に開 き，ふんばる。 面黒色処理。 にぷい褐色

普通

南壁壁溝

1．3

高 台付捧 B （2。5） 高台部片。底部と休部 との境で折れ ，底部 内面 ロクロナデ。底部回転へ ラ 長石 砂雲母 e赤色粒 P 449
須 恵 器 n　 7．6 体部は直線的に立ち上がる。高台は ，削 り後，高台貼 り付け。 子　 灰色 5 ％

E　 l．5 外 に開 き，ふんばる。 普通 P 3 の覆土車

蓋 A lL 」 目線部破片。萬部は平坦 で， 目線部 天井部外面回転へラ削り。内面 ロク 長石 P 45 1

14 須 恵 器 B L l．3〕 内側に短いかえ りが付 く。 ロナデ。 灰色

普通

40％

竃 2 内覆土中

盤 A は5 。3］ 底部か ら日録部 にかけ ての破片。高 内 ¢外面 ロクロナデ。底部回転 〆＼ラ 長右 ・実母 P 45 4

1 5 須 恵 器 H　 3 ．7 台は直線的に開く。 目線部は短 く外 削 り。高台貼 り付け。 灰色 600。

n　 8 」

E　 l ．丁

反する。 普通 西側樟土中層

鼠6

高　　 盤 Å　20．8 脚部 から日録部にかけての破片。卿 盤部 啓卿部 内 昏外面 ロクロナデ。盤 砂粒 ・右英 ・長右 ・ P 455
須 恵 器 B （8J ） 部はラ ッパ状 に開き〉　三方に透か し 部外面下端回転へラ削 り。

i

雲母 40％

E （5．3）

i

孔 を有す る。 日録端部は上方 に短 く

折 り曲げ られている。

昧色

普通

竃 2 内中央 覆土

中層
！

第300図 聾

須 恵 器

射 接待鋸

B （13 。5）

休部か ら目線部にかけての破片。休

部は緩やかに内攣 して立 ち上が り，

目線部 内 ⑳外面ロクロナデ。体部外 砂粒 。長右 。雲母 P 456

17 面横位の平行叩き。体部 内面へ ラナ 黄灰色 5 ％
ロ緑部で くの字状 に外反 し，端部は

つ まみ上げ られ ている。

デ。輪積み痕。指頭押圧。 普通 中央部覆土 中層

整 B （3∠隻。5） 底部か ら口縁部 にかけ ての破片。体 体部外面平行叩き。輪積み痕。指頭 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 45 7

18 須 恵 器

甑 ！

C　22 。8

B 豆9．3〕

部は内攣 して立 ち上が る。

底部か らロ緑部かけての破片 。体部

押圧＋

体部外面在位の平行叩き。下端へ ラ

赤色粒子

橙色

不良

砂粒 魯石英 魯長石 虚

30％

北東か ら南東 に

かけての覆土中層

P ∴158
19 須 恵 器 C ［16 ．2］ は直線的 に外傾 して立ち上がる。 削 り。輪積み痕。 雲母 の赤色粒子

にぷい橙色

200。

竃 1 と中央部

普通 覆土中層

図版 番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考
長 さ葎m）　 幅 圧m ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

20 鎌 （6 ．9） 3 ．1 0．3 （22 ．0） 南東 コ㌧‥ナ一得工 中層

i
M 44

2 1 刀　　 子 （10 ．3） 1 ．3 0 ．5 （886） 中央部覆土上層 M 45

22 鎌 （5 。2） 3 ．5 0 」 （16．0） P 4の覆土 中 M 48

第別号住居跡　第測図）

位置　調査6区南部，Nlこ1州区、

規模と平面形　長軸3。68m，短軸2．98mの隅丸長方形である。

長軸方向　N一一900一一E

壁　壁高は24～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅17～21用，下幅4～8用で，全周している。

一一一一一一1一一一361＿1一一一一一1
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第301図　第219号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l・…　　「－　　1

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　1か所（Pl）。Plは，径20cmの円形，深さ18cmで，性格は不明である。

覆土　3層からなり，人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　暗褐色　口一ム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片244点，須恵器片47点が出土している。第302図1の土師器杯は，内面が黒色処理されており，

南西側の覆土中層から出土している。2，3の須恵器賓は，北西側の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀前半と考えられる。

ダ
l

第302図　第219号住居跡出土遺物実測図

第219号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー　　i　　　－」

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第302図 杯 A L15 ．4 ］ 休部か ら口緑部にかけての破片。体 休部外面 ロクロナデ。休部 内面へ ラ 砂粒 ・長石 P 4 59

1 土 師 器 B （3 ．8 ） 部は直線的に立ち上が り，口縁部 は 磨 き。 内面黒色処理。 外面明褐色 5 ％
わずかに外反す る。 内面黒色　 普通 南西側 覆土中層

－　3621



∵・r∵一1　　　　　．了：．く、

位置　調査6区南乱　Nl工、バ区

規模と平面形　長軸5．20Ill，短軸工56Illの方形である．

主軸方向　N　－130　つ1

壁　壁高は8＼－llL－1（つ正亡，ほぼ屯的二立ち上がる，．

壁溝　巨幅11－＼30（ⅧL　卜幅5＼12川、深さ2＼10日ll、断Ifl仕手は逆台叶㌢亡．仝喝している一

床　出入り［＝士、ソトから竃にかけて踏みl－1‾柑〕られている

竃　北壁中央部に付設されている。竃の規模は長さ臓配m　袖幅は翫m　壁外√＼の掘り込みは33cmである。袖部

の－一骨；は削平されている、一

憲土層解説
且　黒褐色　廃土粒子中豊，廃土小ブロック⑳炭化粒子少量
2　暗赤褐色　廃土粒子中量，ロ…ム粒子の焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子中量，粘土砂砂微量
4　暗赤褐色　廃土小ブロック砂廃土粒子合炭化粒子中量，粘土珍妙少量
5　暗赤褐色　廃土小ブロック◎廃土粒子中農，炭化粒子⑳ローム粒子少量，粘土粒子微量
6　赤褐色　廃土粒子中最　炭化粒子少量，焼土粒子魯ロ…ム粒子◎粘土⑳砂微還
7　暗褐色　廃土粒子中農　炭地粒子⑳廃土小ブロック少量ラ　粘土砂砂微還
8　黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子少量，ローム粒子魯ロ…ム小ブロック砂灰微量
9　黒褐色　廃土粒子穆炭化粒子中量

ピット　6か所（Pl＼I‾）の．I－‾）lは、長径2∴1川．短往18…の楕円形、深さ38川、I‾－、）2は．長径引（恥　短径36（・Ill

の楕円形言策さ511（Ⅶ，I）：lは．長終15（耽　短酢鉦・rllの精目眩　深さ51m、Plは，長酢13川、短律26川1の隋IIj

眩　深さ．15mで再肯くと思われる　P。は　経21川1の円形言葦さつ0…で性格不明ヒ、ソトである　I）；うは、長往5

6（・町　短径36日11の精Ilj形、深さ27川で、出入り［棚症封二伴うと、ソトと考えられる、，

覆土　∴自習からなり，入れ堆隋である

土層解説

1　黒　褐　色　し「－＿ノ、粒子・しト∴′、小．デしト′？e焼上位f一少量，炭化粒十微品

2　黒褐色　ロ…ム粒子怨炭化粒子砂廃土粒子の廃土小ブロック少量

3　暗褐色　ロ…ム粒子中農，廃土粒子◎炭化粒子微量

4　暗褐色　炭化粒子中農，ロ…ム粒子像にト…ム小ブロック◎焼土粒子勝廃土小ブロック少量

、∴：　　　　　、　：　　　′．　　　′　　・　　　　／‘、！ノ′　　′　　′．‘　　　　′：　‥、．

卜層から、2の日浦器磐は、竃付近覆回－から、3の須恵器杯は、北壁覆十中層から横位で出上し＿ている．、‘1

の須恵器上イ二は、西側覆トト層から逆位で出上し‥　5の須恵器杯は，南壁卜巨大部の覆lつ、‾層から，6の須恵器

盤は，南西コ一一輸ナ一一の覆土中層から、了の須恵器盤は、南東側の覆巨川西から出上している－．8＼－10の須恵器

慧片は．竃内から竃前面部にかけての覆上中から出l二し．ている、．

所見　本跡の時期は．出上遣物から平安時代の9I＝胤揃虻と考えられる

∴′／′∴　　，　．、／．ノ：′、／

図版可 器 種 計測低圧両 器 形　の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎工・色調 ・焼成 備　　 考

第304図　　 婆 A ［18。桜］休部から目線部の破片。体部は緩や ロ縁部内鎗外面横ナデ。休部内面へ 砂粒砂石英8長石昏 P460

1　　 土 師 器 B は了。0、） かに内攣して立ち上がる。日録部は ラナデ。休部外面／＼ラ削り。輪積み 赤色粒子 10％

くの字状に折れプ　端部はつまみ上げ

られている。

痕。＋ にぷい橙色

普通

P l付近覆土下層

整 A は信針 休部から日録部にかけての破片。体 目線部内抄外面横ナデ。ロ縁部の一 石英。長石◎雲母 P461

2　　 土 師 器 8 「7．0〕 部は内攣して立ち上が畑　 目線部は 部に煤付着。 明赤褐色 5 ％

くの字状に折れク　端部は外につまみ

上げられている。

普通 竃付近覆土中

捧 Å 13。3 平底。休部は開きながら立ち上がり，内患外面ロクロナデ。休部下端手持 砂粒も石英の長石 P462

3　　 須 恵 器 H　 工0 ロ縁部はやや外反する。 ち／＼ラ削り。底部一方向の手持ちへ 褐灰色 90％

C　 6．3 ラ削り。 普通 北壁覆土中層

一一363－一・一・一
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第303図　第220号住居跡実測図
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第304図　第220号住居跡出土遺物実測図

．・．：‘§

乳2

10cm

「　　　I　－　」

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第304区I杯A13．6平底。休部は開きながら直線的に立内・外面ロクロナデ。休部下端手持砂粒・石英 P463
4 須恵器B　4．6ち上がり，ロ緑部に至る。器壁は厚ちヘラ削り。底部不定方向の手持ち灰白色 80％
C　7．9い。 へラ削り。 普通 中央部西側覆土

下層

．5

j不A12．7平底。休部は直線的に立ち上がり，内・外面ロタロナデ。休部下端手持砂粒・石英・黒色粒P464
須恵器B　3．9

C　5．6

口緑部に至る。 ちへラ削り。底部回転へラ切り。子　褐灰色

普通

70％　南壁中央

部覆土下層

6

盤A［19．8］底部からロ縁部にかけての破片。平内・外面ロクロナデ。底部回転へラ長石・雲母・赤色粒P465
須恵器B　4．7底。高台は直線的に開く。口緑部は削り。高台貼り付け。 子 60％
Dll．4

E　l．6

短く外反する。 にぷい橙色

普通

南西コーナー

覆土中層

7

盤A16．1底部から口緑部にかけての破片。ロ内・外面ロクロナデ。底部回転へラ砂粒・石英 P466
須恵器B（2．6）

E（・0．6）

緑部は短く内傾する。 削り。 褐灰色

普通

60％

南東側覆土中層

365－



第題号住居跡　第測図）

位置　調査6区南乱　Nl五丁区∴、

重複関係　第霊号住居跡を掘り込んでおり　第霊号住居跡が上部に構築していることから　第霊号住居跡

より新しく、第223畑肛居跡よりi阜、．

規模起平面形　長軸娠狛恥　短軸3。48mの長方形である。

主軸方向　N一一10一！Ⅳ

壁　壁高来は7川1で，ほぼ垂l狛二立ち上がる、．

壁溝　上幅7～38cm，下幅2～酎甥　深さ舶m，断面形は逆台形でヲ　ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で，雨竜周辺が踏み固められてラ　わずかに高い。

竃　北壁東部と東壁南部に付設され　北壁の竃　が青ら　東壁の竃　へ作り替えをしている。竃且の規模は長

さ且30cmタ　袖幅139C勘　壁外への掘り込みは茄cmである。磯部は粘土で構築されている。火床部は長径詣cm　短

径飢cmの楕円形で，8cmほど掘りくぼめられている。篭　の規模は　長さ禍cm　袖幅出cm　壁外への掘り込み

は3廉mである。遺存状況は悪ら　火床部は長径翫cm　短径霊cmの楕円形である。8撒ほど掘りくぼめられてい

る，

竃1土層解説
1　黒褐色

2　極暗褐色
3　灰褐色
・l　黒　褐　色
5　黒褐色

6　極暗褐色
7　黒　褐　色

廃土粒子少量，炭化粒子の
廃土粒子ゆ廃土小ブロック
粘土多量，焼土粒子中量ブ

廃土粒子少農学　炭化粒子杉
焼士粒j’一・炭化粒J’一中鼠

廃土粒子◎炭化粒子多量，
炭化粒子中量，廃土粒予診

粘土微量
砂粘土少量，炭化粒子微量
炭化粒子少量
粘土微量

廃土小ブロック少量
粘土中量
しトl！、小一ブしトノ　ウ。粘巨レ是

8　極暗褐色　ローム粒子魯炭化粒子中量，廃土粒子少量

9　極暗褐色　廃土粒子多畳，炭化粒子中量

完2土層解説
l　黒褐　色　しトーム粒J’一。し‾トl！、小・ブLJlりク・粘上′レ量

2　灰褐色　粘土多量

3　黒褐色　炭化粒子多量，廃土粒子中農
4　黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子多量

暖もy紅　1か所日当）。Plは　長径郷cm，短径30cmの楕円私　深さ膵cmで　性格不明のピットである。

覆土　5層からなり，人為堆積である．、、

土層解説

1暗褐色　しトーム粒子。しトーム小l‾ブしトノク亘一鼠　焼土粒子微量

2　暗褐色　にトーム粒子◎ロー…ム小ブロック少最　炭化粒子の廃土粒子微量

3　暗褐色　ロ…ム粒子中量，ロ腑…ム小ブロック少量，廃土粒子の炭化粒子微量

4　黒褐色　ロトーム粒子少量，ローム小ブロックの焼土粒子㊧炭化粒子微量

5　暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子少量，Eト一ム小ブロック微量

遺物　土師器片9略蕪が出土している。第306図且の土師器杯は竃温内覆土下層から出土し芦　2の土師器高台付

椀は，内面が黒色処理され，竃且内覆土中層から出土している。3の土師器高台付椀はタ　内面が黒色処理され芦

竃1付近北壁側床面から出土している。壇の土師器高台付椀は芦　内面が黒色処理されタ　南西側覆土中層から，

5の土師器小皿は，完形でPl内覆土下層から出土している。6の土師器小皿は芦　北東側と南西側の覆土中層

から出土している。7の耳皿は，Plの覆土車から，8の土師器婆は，Pi内覆土下層から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

一一1－366－－－－－－－…一一
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第305図　第221号住居跡実測図
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第306図　第221号住居跡出土遺物実測図

第221号住居跡出土遺物観察表
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図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第306図 杯 A ［13 ．8］ 底部か ら口緑部にかけての破片。平 内 ・外面 ロク ロナデ。底部回転へ ラ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 468

1 土 師 器 B　 2 ．5 底。休部は緩やかに内攣 しなが ら立 切 り後，無調整。 子　 にぷい黄褐色 40％

C　 7 ．8 ち上が り， 口緑部 は外反す る。 普通 竃 1 内覆土下層

2

高台付椀 A 14 ．2 高台郡か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面ロクロナデ。内面へ ラ磨き。砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 469

土 師 器 B （5 ．0） ハの字状に開 く高台が付 く。体部は 内面黒色処理。底部 回転へ ラ切 り後 ，石英　 外面橙色 70％

E （0 ．4） 内攣 して立ち上が り， ロ縁部にいた

る。

高台貼 り付け。 内面黒色

普通

竃 1 内覆土中層

3

高台付椀 A 14 ．7 高台部か ら休部 にかけ ての破片。ハ 休部外面ロクロナデ。内面へ ラ磨き。砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 470

土 師 器 B　 5 ．4 の字状に開 く高台が付 く。休部は内 内面黒色処理。 高台貼 り付け。 子　 外面にぷい橙色 40％

D ［7．0］

E　 O．7

攣 して立ち上が る。 内面黒色

普通

竃 1 付近北壁側

床面

4

高台付椀 A ［15．8］ 底部か ら体 部にかけての破片。体部 休部外面 ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒 ・長石 ・雲母 P 47 1

土 師 器 B （6．7） は内攣 して立ち上が り， 口緑部で外 内面黒色処理。底部 回転へ ラ切 り。 外面にぷい黄橙色 30％

E （0．3） 反す る。 高台貼 り付 け。 内面黒色　 普通 南西側覆土中層

5

小　　 皿 A　 8 ．6 平底。休部 は直線的に立 ち上が り， 口縁部内 ・外面 ロクロナデ。底部回 砂粒 ・長石 P 472

土 師 器 B　 2．4

C　 4 ．7

ロ緑部でやや外傾す る。 転糸切り後，無調整。 にぷい橙色

普通

1∝）％

P l内覆土下層

6

小　　 皿 A　 9 ．2 口綾部一部 欠損。休部は直線的に立 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回 砂粒 ・長石 P 473

土 師 器 B　 2 ．2

C　 5 ．1

ち上が り， ロ緑部は外傾する。 転糸切り後，無調整。 にぷい橙色

普通

70％　 北東側 と

南西側覆土中層

7

耳　　 皿

土 師 器

B （2 ．8） 口緑部片。 口緑部は内攣 し，歪む。 内 ・外面へ ラ ミガキ，黒色処理 。 砂粒 ・雲母

にぷい黄色

普通

P 476

10％

P l内覆土中

368－



図版番　 器 種恒雁扉　　 器形の特徴　　　　　 手法の特徴 胎土砂色調欄成i 備　 考

第336図土悪声 雁 曇曇買鸞票霊 ‡欝 率 讐孟宗義芸警横ナデ瀾 内面ナ 砂粒⑳石英㊧長石e
雲母　にぷい褐色
普通

二′く、＿　　二‾　　　∴・言、∠

位置　調査6区南乱　N15（・l区．

重複関係　第211号住居跡を掘りこんでおり、第21車力住居跡より新しい、、．

規模と平面形　長軸し2．80）m，短軸柄0．90）Illで，平面形は不明である、、、．

主軸方向［‾N　－5・－1－0つU

壁　壁高は10（・111で，緩やかに立ち上がる、

壁溝　「二幅15一＼・23（町　卜幅3＼12川lで，南西コ一一lナ一一一一の壁卜・部を巡1ている∴．

床　全体的に辛恒で言竃から南西コ一一一十一一つこかけて踏み囲められている．、，

竃　北西部中央に付設されている　規模は長さ100（恥　袖幅110（恥　壁外への掘り込みはほとんどない、．火床部

は，径25rmの［－lj形で，2（両まど掘りくぼめられている、火床部から煙道部にかけて，灰が多量に残存している、

遺物　日油器片33点が出上している、細片が多くつ叉1示できる遺物はない∵竜内から友脚の　淵；が出上してい

る、ニ

所見　本跡の時期は、上器が細片であり判断するのは困難であるが∴重複関係から平安時代の1鋸現丑以降と考

えられる。

、∴＼へ、了　ノJ　工：！く

位置　調査6区南部、N＿1五丁区，

重複関係　第221◎225e226号住居跡の上部に構築されており，第221。225e226号住居跡より新しい．、

規模と平面形　長軸は．10‾‾nt　短軸3．70nlの隅丸方形と考えられる＿．

主軸方向　N　30Il

壁　壁高は16＼22川で，ほぼ垂直に立ち上がる

床　全体的に平坦で，中央付近が踏み固められている、，

憲　北壁l巨央部に付設されている．規模は長さ150m．袖「P融10日11予壁外への掘り込みは97川で，平面彬は　三重

形である．一　袖部はl吊沙混じりの粘上を貼り付けて構築されている、、、火床部は長径38川，虹径33Pmの楕［lJ形で，

わずかに掘りくぼめられているL　燃焼部奥から煙道部へは緩やかに立ち上がる一、、

憲土層解説
1　黒褐色　廃土粒子中農
2　極赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子中量芦　焼土中ブロック少量
－1　黒　褐　色　鳩上粒千中量＼炭化粒子′レ量

5　黒褐色　廃土粒子⑳炭化粒子多義
6　黒褐色　廃土粒子砂炭化粒子少量
7　赤褐色　廃土粒子多量夕　炭化粒子⑳廃土小ブロック中農

8　暗赤褐色　廃土粒子⑳焼土中ブロック多量，炭化粒子中量

ピlソト　2か所（つ）1、1－－）21．I：）1は終15（・fllの円形，深さ23川1、断面形は逆台形で自注穴と考えられる　I㍉は

長終日川1，短径38（・Tllの精ll川壬、深さ28（・Illで再i穴と考えられる．

－　369－－－－…－



第307図　第223号住居跡実測図
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貯蔵穴　南東コ一一一一ナ一一一に位置する、長径88川1，短径77し・Illの楕円軋　深さ38川、断面彬は逆台形である、

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　しト∴！、粒J「－・焼上粒J’一・歳化粒f一・’トト∴′、小一ナ「ト′「7′レ量

2　暗褐色　焼土粒子の炭化粒子◎ロ…ム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子eロ…ム小ブロックの廃土粒子⑳炭化粒子少量
4　黒褐色　炭化粒子少最，ロトーム粒子微量

遺物　日油器片33宜工　礫1点が出1－＿二している、、，竃及びその周辺に遺物が集【巨している＿、第308図1の‖油器杯

は芳　竃左袖都側覆土下層からタ　2の土師器塔はタ　竃左袖前面部覆土上層から出土している。3，4の土師器高

台付椀は、内面が黒色処理されており，竃内及び【巨央部覆回一層から日啓にかけて出上している、．5の日油器

高台相棒は，竃内覆土中層から，6の土師器高台付椀は，東側覆土上層から出土している。7の足高高台杯は，

高台が足高で東壁側の覆土日田から、8の白油器小皿底部は，回転糸切りで，覆上中から出1二している、、9の

日油器悪は、竃内覆土中層から出上している㍉【巨央部から南東部にかけての覆工から雲母片告がしい、1日目二して

いる、，竃内覆士中層にも雲母片岩の流入が見られるので，袖の芯材に使用されたものと考えられる＿

所見　本跡の時期は言目上遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる．＿

第霊号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm）

Al3．5

Ii・1．6

し1・L8

器形の特徴

底部から日経部にかけての破片。平
底。休部は緩やかに内攣しながら立
ち上が畑　打線部は外反する。

手法の特徴

内の外面ロクロナデ。底部回転糸切
り後，無調整。

胎土砂色調槍焼成

砂粒◎石英砂赤色粒

子㊤長石ぬ雲母
明褐色

普通

備　　考

i

塚

i

A 1．1．8

i

底部から日縁部にかけての破片。辛

！

内 。外面口？ロ十十 底部回転糸切

】

砂粒 命長石の雲母

！

P 479

2 工 紬　器 H　 J ．7 底。休部は緩やかに内攣 しながら立 り。 にぷい黄褐色 TO O。

C　 私沼 ち上が畑　 に縁部は外反する。 普通 竃左袖前面部

覆土上層

3

高台付椀 A 白眉道］ 高台部から休部にかけての破片。ハ 体部外南口クロナデ。内の外面㌦＼ラ 砂粒 。石英 ・長右 ・ P 480
士 帥　器 8　 6．9 の字状に開　 高台が付上 体部は内 磨き。内面黒色処理。高台貼 り付け。雲母 60％

＝　 6．9

E　 l．0

攣して立ち上がる。 外面にぷい橙色

内面黒色　 普通

竃内務土中層

高台付椀 A 17gl 底部から体部にかけての破片。休部 休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒 ・長右 ・雲母 P 481

4 土 師 器 B （7ぁ2） は内攣 して立ち上が畑　 日経部でや 内面黒色処理。底部回転へラ切り後，外面にぷい黄橙色 60％　 竃内か ら

E （0 ．6 ） や外反する。 高台貼り付け。 内面黒色　 普通 中央部覆土上層

高台什杯 A　鼠6 88 体部は直線的に立ち上がり，ロ縁部 休部外面ロクロナデ。内面へラ磨き。砂粒の長石 P 482

5 工 師 器 B　 6 。1 で外傾する。ハの字状に開く。高台 内面黒色処理。底部回転糸切り後， 外面にぷい橙色 60％

D　 8 ．0

E　 O ．8

が付く。 高台貼 り付け。 内面黒色

普通

竃内覆土中層

高台付椀 B （4 ．5） 底部から休部にかけての破片。休部 体部外南口クロナデ。内面／＼ラ磨き。砂粒◎長石傍雲母 P ・183

6 土 師 器 ＝　 8 ．2 は内攣して立ち上がる。高台はハの 内面黒色処理∵底部回転糸切り札 外面にぷい黄橙色 40％

E　 O ．9 字状に広がる。 高台貼り付け。 内面黒色　 普通 東側覆土上層

足高高台埠 Å「16 ．0！ 体部は直線的に立ち上が畑　 口縁部 ロ緑部内 啓外面ロクロナデ。体部下 砂粒 ⑳長石昏雲母 P 484

丁 土 師 器 B　 5 。8 でやや外傾する。高台はハの字状に 端回転へラ削り後，高台貼り付け。 浅黄橙色 60％

＝　 8 ．0

E　 2．3

開く。 良好 東壁側覆土上層

小　　 皿 Å　 9．1 底部から目線部にかけての破片。体 内 砂外面ロクロナデ。底部回転糸切 砂粒 魯雲母 P 485

8 土 師 器 B　 2。2 部は直線的に立ち上が畑　 目線部に り。 にぷい黄褐色 60％

し　 6 ．0 至る。 普通 覆土中

聾 Å「24 ．8 ］ 休部か ら日録部にかけての破片。体 ロ縁部内 の外面横ナデ。休部内面ナ 砂粒 ・右英 ・長石 ・ P 486

9 土 師 器 B （30 ．3） 部は内攣 しながら立ち上がり，日経 デ。体部内 e外面指頭押圧。外面へ 雲母　 にぷい褐色 40％

部に至る。 ラナデ。 普通 竃内覆土中層

…一一一一一37ト一一一一一一一



10cm
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第308図　第223号住居跡出土遺物実測図

第224号住居跡（第309図）

位置　調査6区中央部，M14b5区。

重複関係　第212～214号土坑に掘り込まれており，第212～214号土坑より古い。

規模と平面形　長軸3．04m，短軸2．63mの長方形である。

主軸方向　N－920－E

－372
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0　　　　　　　　　　　1m

［二二｛∃

0　　　　　　　　　　　　2m

［二一1｝二∃

第309図　第224号住居跡実測図

壁　壁高は19～27cmで，はぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅16～28cm，下幅3～7cm，深さ5cm，断面形はU字形で，北東コーナーを除く，壁下を巡っている。

床　全体的に平坦で，広い範囲で踏み固められている。

竃　東壁南側に付設されている。規模は長さ98cm，袖幅69cm，壁外への掘り込みは48cmである。袖部は山砂混

じりの粘土を貼り付け，補強材として雲母片岩などを利用し構築されている。火床部は長径18cm，短径11cmの

楕円形で，わずかに掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子中量，廃土小ブロック少量，粘土微量　　4　黒褐色　焼土粒子・粘土少量

2　黒褐色　粘土少量，廃土粒子・炭化粒子微量　　　　　　5　暗赤褐色　廃土粒子中量，粘土少量，炭化粒子・焼土小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・粘土微量

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量，炭化粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　口一ム粒子中量，廃土粒子微量

遺物　土師器片334点，須恵器片79点，陶器片2点が出土している。第310図1の土師器高台付杯は，南西側床

面から，2の土師器小皿は，覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第別　田　第題号住居跡出藍遺物実測図

第霊号住居跡出土遺物観察表

ミニ1議
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　室

図 版 番 号 器　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 士 。色 調 ・焼 成 備　　 考

第 3 10 図 高 台 付 埠 B （3 ．6 ） 体 部 は 直 線 的 に立 ち上 が る。）ハ の 字 体 部 外 南 口ク ロ ナ デ。 休 部 下 端 回 転 砂 粒 ・長右 。赤色 粒 P 」．8 7

l 土 師 器 ‖　 7 ．8 状 に 開 く高 台が 付 く。 へ ラ削 り。 内面 へ ラ磨 き。 底 部 回 転 千 ・雲母 40 ％

E　 l ．0 へ ラ削 り後 夕　高 台貼 り付 け 。 橙色　 普通　 煤付着 南 西 側 床 面

2

小　　 皿
i A 「 紋 別

底 部 か らロ縁 部 にか け て の 破 片 。体 内 の外 面 ロ ク ロ ナデ 。 砂粒 ・雲母 ㌘4 8 8
土 師 器 B　 l ．8 部 は 直線 的 に立 ち上 が 畑　 日録 部 に にぷ い黄褐色 5 ％

C ［ 5 ．6 ］ 至 る。 普通 将 士 車

第詔号住居跡　第割図）

位置　調査　区南部　N摘C区。

重複関係　第飢　◎霊号住居跡を掘り込んでおり　第霊　◎霊号住居跡が上部に構築されていることから　第

218e226号住居跡より新しく，第221◎223号住居跡より古い、，

規模と平面形　長軸⊥「118nl，短軸圭00nlの方形である。

主軸方向　Nl一一50－－1－1－－－E

壁　壁高は圭ト58日11で，ほぼ垂l狛二立ち上がる、，

壁溝　上幅7＼27ぐ111，下幅3・＼10日llで，ほぼ全周している、、．

床　全体的に、印tである、－、竃から出入り［沌娠尉二伴うと、ソトにかけて，踏み囲められている＿、

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ盤cm　袖幅は釦m　壁外への掘り込みは器cmで　平面形は逆U

字形である。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。

ぼやy睦　温か所（Pl）。P　は　長径測cmタ　短径28cmの楕円形　深さ霊cm　断面形は逆台形で出入り口施設に

伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる、－、

土層解説
1　黒褐色　ロ…ム粒子◎ロー…ム中ブロック中量，廃土粒子◎炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子魯ロ…ム小ブロック砂廃土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，廃土粒子砂炭化粒子少量

遺物　土師器片測点　須恵器片誠意　陶器片　点が出土している。第割図　の土師器棒は，内面が黒色処

理され，竃付近床面から正位で出土している。2の土師器小形婆は，竃内中層から，3の土師器監　魂の須恵

器棒は，南壁付近の覆土下層から中層にかけて出土している。5，6の須恵器埠は，中央部の覆土下層から上

層にかけて出土している。7の須恵器聾は，西側の覆土下層から出土している。8の須恵器整体部片は，外面

に格子目状の叩きが施されており，覆土中から出土している。9の須恵器整体部片は，内面に同心円状の当て

具痕を残している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。

1－1－1－37L十一1－－一



第311図　第225・226号住居跡実測図
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第312図　第225号住居跡出土遺物実測図

第225号住居跡出土遺物観察表

は頭
骨や

［轍
I

J▼▼．l・一

礁 くlI－．

10cm

l　　‥‥→　　　…1

図版番号器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第312図 坤こ A 13．8 底部から口緑部にかけての破片。体ロ縁部内・外面ロクロナデ。体部内砂粒・長石・雲母・P489

1 土師器 B　4．2 部は内攣して立ち上がり，ロ緑部に面へラ磨き。内面黒色処理。 赤色粒子　外面橙色70％

C　6．4 至る。 内面黒色　普通 竃付近床面

2

小形璽 A 13．5 休部から口緑部にかけての破片。体休部外面へラ削り。休部内面へラナ砂粒・石英・長石・P490

土師器 B（13．0）部は内攣して立ち上がり，口緑部でデ。吟積み痕。 雲母 80％

くの字状に外反する。端部はつまみ

上げられている。

にぷい赤褐色

普通

竃内覆土中層

3

璽 A［＿20．0］休部から口緑部にかけての破片。体内・外面ロクロナデ。体部内面へラ砂粒・石英・長石・P491

土師器 B（8．2）部からくの字状に外反し，口緑部にナデ。 雲母 10％

至る。 にぷい橙色

普通

南壁付近から

北西側覆土中層

－376



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e 色調 e焼 成 備　　 考

第312図 杯 A 1 3．1 平底。体部は直線的に立ち上が り， 内 e外面 ロクロナデ。体部下端手持 砂粒 e長石 e雲母 P 4 92
4 須 恵 器 B　 4 ．7

C　 6 ．0

口緑部はやや外反す る。 ちヘラ削 り。底部へラ削 り。 灰色

普通

70％

南壁付近覆土下層

5

杯 A ［12 ．8］ 底部か ら口緑部にかけての破片。体 内 ◎外面 ロク ロナデ。休部下端手持 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 49 3
須 恵 器 B　 4 ．6 部は直線的に立ち上が り， 口緑部に ▼ちヘ ラ削 り。底部一方 向のへ ラ削 り。 赤色粒子　 浅黄色 50％

C　 6 ．6 至る。 普通 中央部覆土下層

6

杯 A ［14 ．0］ 底部 か ら口緑部 にか けての破片。体 内 e 外面ロクロナデ。体部下端手持 砂粒 e石英 。長石 e P 4 9 5
須 恵 器 B　 3 ．5 部は直線的 に立 ち上が り， 目線部に ちへラ削 り。 雲母　 灰色 20％

C ［8．8］ 至る。 普通 中央 部覆土上層

7

賓 A ［29 ．6］ 体部か ら目線部 にかけての破片。体 日録部 内 e 外面 ロクロナデ。体部外 砂粒 e石英 。長石 e P 4 98
須 恵 器 B （12．0） 部はやや内攣 して立 ち上が り， 目線 面平行叩 き。輪積み痕。 雲母 5 ％

部にいた る。端部はつまみ上 げられ

てい る。

灰黄色

普通

西側覆土下層

第詔号住居跡（第3m図）

位置　調査6区南部，Nl舶7区。

重複関係　第225号住居跡に掘り込まれ，第223号住居跡が上部に構築されていることから，第223◎225号住居

跡より古い。

規模と平面形　長軸4・00m，短軸（1・60）mである。大部分が第225号住居跡に掘り込まれていることから，平

面形は不明である。

長軸方向［N…600－W］

壁　壁高は38～54cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅18～32cm，下幅4～12cmで，深さ6cmで，南西壁下を巡っている。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

ピty睦1か所（Pl）。Plは，長径（40）cm，短径27cmの楕円形で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロックe炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子◎ローーム小ブロックe炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少量，廃土粒子e炭化粒子微量

遺物　土師器片8点，須恵器片8点が出土している。第313図1の須恵器杯は，西壁側の覆土下層から，2の

須恵器杯は，横位で，南側覆土下層から，3の須恵器の高台付埠は，逆位で南壁中央部の覆土下層から，4の

須恵器高台付杯の底部片は北東側覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の8世紀中葉と考えられる。

第3相即　第226号住居跡出土遺物実測図
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第226号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第313図 杯 A 14．0 口縁部一部欠損。休部は直線 的に立 内 0外面 ロクロナデ。手持 ちへ ラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 P 49 9

1 須 恵 器 B　 4．3 ち上が り， ロ緑部に至る。 り。底部 回転へ ラ切 り後，一方 向の 灰白色 95％

C　 8．0 へラナデ。 普通 西壁覆土下層

2

杯 A 1 3．2 目線部一部欠損。体部 は直線的 に立 内 ◎外面 ロクロナデ。休部下端手持 石英 e 長石 e 雲母 P 50 0

須 恵 器 B　 4．5

C　 8 ．0

ち上が り， 目線部に至 る。 ちヘ ラ削 り。底部一方 向のへ ラ削 り。灰色

普通

90％

南側覆土下層

3

高台付杯 A 1 5．0 体部 ¢日縁部一部 欠損。体部は直線 内 e 外面 ロクロナデ。底部回転へラ 長石 ・雲母 P 50 1

須 恵 器 B　 6 ．7 的 に立 ち上がる。 高台はハの字状 に 削り後，高台貼 り付 け。 灰色 80 0。

D l l．0

E　 l．4

開 く。 普通 南壁中央覆土

下層

4

高台付杯 B （2 鳶） 高台部片。高台は，外 に開 きふんば 底部内面 ロクロナデ。底部回転へラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 5 02

須 恵 器 D　 9 ．8

E　 l。9

る。 削 り後，高台貼 り付け。 灰色

普通

40％

北 東側 覆土下層

二二二

2　S＝七

0　　　　　　10cm

i　二一二二一二二上二二二」

第劉　図　第詔号・住居跡

出立遺物実測図

第詔号住居跡（第3且5図）

位置　調査6区南部，Nl宛8区。

規模と平面形　長軸3．01nl，短軸「2．50］nlの方形と考えられる、l、

主軸方向　N－l－1930－一E

壁　壁高は13～24cmで，はば垂直に立ち上がる。

壁溝　輌諦＝81＼32（恥　下幅約4＼12（恥　深さ6（・mで、南東コーナーを除く壁

下を巡っている。

床　竃から北西にかけて踏み固められている。

竃　東壁やや南側に付設されている。削平されており，袖部の一部の範囲が確

認できただけである。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ロト…ム粒子多量

遺物　土師器片20点，須恵器片2点，礫2点が出土している。第314図1の須

恵器杯は，南西コーナーの覆土中から出土している。2の鉄鉱は，南西コーナー

付近の覆土上層から出土している。

所見　本跡は遺物が少なく，時期を判断するのは困難であるが，遺構の形態や

出土遺物から平安時代と考えられる。

第227号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ◎色講巨焼成 備　　 考

第314図 杯 B （1．9） 底部から体部にかけての破片。休部 内 ◎外面ロクロナデ。休部下端手持 砂粒。長石 P 503

1 須 恵 器 C ［9．6］ は直線的に立ち上がる。 ちへラ削り。 灰色

普通

5 0。

南西コーナー
覆土中
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第劉図　第詑号燵腰掛窯測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

ュ

図版番号 種 別 長さ葎 嘉 。m）忘 霊 重量滝　 田 土 地
お
Jllヽ 備 考

聖 堅 麺 」 旦 長 束 可 『 料 丁 『 ㌃ 下 京 訂 薄 嘉 一叫ナ…覆土上層
M 嶺）

二　′　　　　　　　　ノ‘　・・

位置　調査　区南部　N摘摘区。

、′．亡、－　　　　　′　ノ　　‾　－　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′l

＼・′、J　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　′　／、　二　‾／、’　‥　　　′

長軸方向　N　つ30　E

一　　　　′、′　　　′′′′

床　全体的に平坦で芦　中央部からやや西側にかけて踏み固められている。

者達　2層からなり芦　堆積状況は不明である。

土層解説

且　褐　色　ローム小ブロック中量ク　ローム粒子少量，廃土粒子微量
2　暗褐色　ロ…ム小ブロック0廃土粒子少量

lつ　　　′　　　　二　′　・・　ノ　　　　　′　．′′′　　′　′ノ′．　　　　′　　　　ノ

ている．．

・′　　　　　　　　　　　＿　′′′　　　′　　　　　　　　工　　．　ノつ′′

∴∴ノこ　′　－　′　　　ノ　ノソ′　㌧′∴ノー

図版番号 器 種 桓測値廟 器形の特徴 手法の特徴 胎土。色調・焼成 備　　 考

第317図

1

賓　　 A「22。針 休部から日経部の破片。休部は緩や

かに内攣して立ち上がる。冒緑部は

休部外面格子　状の日時。外面一一一一部

別離。
石英の長石⑳雲母

にぷい褐色

P507

30％須∴吏器 I十28．か

くの字状に折れる。 普通 中央部覆土上層

一一一…一一1379－1－
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第316図　第229号住居跡実測図
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第3け図　第229号住居跡出土遺物実測図



第230号住居跡（第318図）

位置　調査6区南東部，014ao区。

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3．08mの長方形である。

主軸方向　N－310－E

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅7～29cm，下幅2～8cm，深さ6cm，断面形はU字形で，全周している。

床　全体的に平坦で，出入り口ピットから竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ84cm，袖幅92cm，壁外への掘り込みはほとんどない。袖部は山

砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は長径25cm，短径20cmの楕円形で，わずかに掘りくぼめ

られている。燃焼部奥から煙道部へは緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　窯褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量
3　黒褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

ピット　1か所（Pl）。Plは，長径36cm，短径33cmの楕円形，深さ15cm，断面形は逆台形で南壁から12cmほ

ど内側に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東東壁中央部に位置する。長径70cm，短径48cmの楕円形，深さ28cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック多量

⑥

」し19．2m

第318図　第230号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　10cm

＿一

、デと主∴虫　ご二王：さこン∴ゝ、′∴工∴∴圭一ヱ・．二∴二i：＿

覆丑　5層からなりタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　しトム小‾デしト′叫1鼠焼欄だ千・歳化粒子・しトム「巨ブH・ソク少鼠　しト∴粒白散量
2　黒褐色　ローム小ブロック中農　ロ…ム粒子少亀　廃土粒子微量

3　極暗褐色　ロ…ム粒子中農，ロトーム小ブロック少量

・1　極暗褐色　しトーム粒戸巨量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ロ…ム小ブロック微量

遺物　土師器机息須恵器片　意が出土している0第別図杭　の須恵器埠芦　の須恵器蓋は　南西側の

覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遣物から平安時代の8世紀前妾と考えられる。

第禦号住居跡出土遣物観察蓑

図版番号 器　 種 計測値葎両　　　　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 砂色調ふん：‾‾‾‾遠戚 i 備　 考

第3且9図

1

杯

！須 恵 器

射 15潮　 休部か らロ縁部にかけての破片。体

B （ 潮 票 線的に立ち上が畑 口緑部に

i内 ◎外離 ク吋 デ0

」 ＿ ＿ … ＋ ！

慶 長石㊧雲母 は ≡：け覆土中

埠 射 摘。鋒　 体部から日録部にかけての破片。体 内 。外面ロクH 十二㍉ 砂粒 ・長石 e書付　　 P 5脚
2 須 恵 器 B　 。　 部は直線的に立ち上が畑　 打線部に

C ［鉦 冬］ 至る。
吠白色　　　　　　 5 0。

普通　　　　　　　 南西側将土中

3

蓋

須 恵 器

繊 細 目 口緑部片。萬部は平坦でタロ緑部品

B （2．0） 側に短いかえりがっく。
天井部外面回転へラ削年 内南口ク

ロナデ。

石英・長石・雲母　　 P 510
灰黄色　　　　　　 5 ％

普通　　　　　　　 南西側将士車

第調号住居跡　第霊園）

位置　調査　区南部　N摘h区。

規模藍平面形　長軸。講m　短軸。別mの方形である。

主軸方向　N一一一1－290－－、－－－－－lE

壁　壁高は摘～瓢cmで　外傾して立ち上がる。

壁満　上幅舗cm　下幅はcm　深さ　～はcmで　断面形はU字形である。ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で　中央部がよ　踏み固められている。

竃　竃が二つ付設されている。竃　は　北壁中央部に付設されている。磯部は遺存状況が悪ら規模は長さ拓

cm，袖幅［50］cm，璧外への掘り込みは55cmである。磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘

りくぼめられており，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。竃2は，東壁南寄りに付設されている。袖部

は遺存状況が悪く　規模は長さ鍬m　袖幅抱のcm　壁外への掘り込みは肋mである。磯部は砂質粘土で構築さ

れている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。磯部の遺存

状況から，竃且から竜2へ移ったものと推定される。

一一一一一一一一一一一一一一一382－－－－－……
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欝詑図　第望業者住居跡実測図
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第321図　第232号住居跡出土遺物実測図
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完1土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
2　極暗褐色　焼土粒子◎炭化粒子中量
3　極暗褐色　廃土粒子。砂少量

4　灰　褐　色　砂多量
5　極暗赤褐色　廃土粒子多亀　廃土小ブロックe炭化粒子少量
6　黒　褐　色　焼土粒子◎炭化粒子中量

竃2土層解説
1極暗褐色　ローム粒子e焼土粒子。炭化粒子少量

2　暗　褐　色　焼土粒子e炭化粒子中島　焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック中量

ピー津1か所（Pl）。Plは，径20cmの円形で，深さ31cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子eローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子◎炭化粒子¢ローム粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子少量
4　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子eローム粒子微量

遺物　土師器片203息須恵器片19点，礫1点が出土している。2の須恵器杯，4の高台付椀が竃1から逆位

で，1の土師器坑　3の高台付椀が竃2から逆位で出土しており，竃祭祀の可能性が考えられる。5の高台付

杯，10の土師器小形賓が竃2から，6の土師器婆は，中央付近の覆土下層からっぶれた状態でそれぞれ出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から平安時代の9世紀後業と考えられる。

第232号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e 色調 。焼成 備　　 考

第32 1図 ま不 A 14 ．5 休部 6 日緑部一部欠損。平底。体部 休部外面 ロクロナデ。底部は回転へ 砂粒 e雲母 P l OO 3
1 土 師 器 B　 3 ．6 は外傾 して立ち上が り， 口緑部はわ ラ切 り後，無調整。 内面黒色処理。 外面にぷい黄橙色 60％

C　 7 ．0 ずかに外反す る。 内面黒色　 普通 竃 2 内

杯 A ［13 ．9］ 体部 6 日縁部一部欠損。平底。休部 体部内 e外面 ロクロナデ。底部は回 砂粒 e石英 e雲母 P lO O4
2 須 恵 器 B　 3．8 は外傾 して立 ち上が り， 目線部はわ 転へラ切 り後，へ ラナデ。 にぷい橙色 40％

C　 8 ．2 ずかに外反す る。 普通　 二次焼成 竃 1 内覆土中層

3

高台付椀 A 17 ．3
I
休部 e 口緑部一部欠損。高台は長 く 体部外面 ロクロナデ。内面へラ磨 き。砂粒 e 石英 e 長石 e P lO O5

土 師 器 B　 6 ．9 ハの字状 に開 く。体部は内攣気味 に 底部 は回転へ ラ切 り後，高台貼 り付 雲母　 外面橙色 。内 70％
D　 9 ．4

E　 l ．7

立 ち上が り， 口縁部はやや外反す る。け。 内面へ ラ記号。内面黒色処理。 面黒色　 普通

二次焼成

竃 2 内覆土下層

4

高台付椀 A ［17 ．0］ 休部 e 口縁部一部 欠損。高台は長 く 体部外面 ロクロナデ。内面 へラ磨 き。砂粒 e長石 e雲母 P l OO 6
土 師 器 B　 8 ．0 ハの字状に開 く。体部 は内攣気味に 高台貼 り付け後， ナデ。 内面黒色処 外面浅黄橙色 60％

D　 9 ．6

E　 l．7

立ち上が り， 日録部 はやや外反する。理。 内面黒色

普通　 二次焼成

竃 1 内覆土中層

5

高台付杯 A ［16．0］ 底部 か ら口縁部 にかけての破片。 高 休部外面 ロクロナデ。 内面へラ磨き。 砂粒 。長石 P lO O 7
土 師 器 8　 4 ．8 台は短 くハの字状に開 く。休部 は内 高台貼 り付 け後， ナデ。 内面黒色処 外面にぷい橙色 20％

D ［8 ．4］

E　 l．2

攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 はわず

か に外反す る。

理。 内面黒色

普通

竃 2 内覆土中 層

6

整 A　21 ．8 底部欠損。体部は内攣 して立 ち上が 口緑部か ら体部外面上位 ロクロナデ。砂粒 e石英 e 長石 e P lO O8
土 師 器 B （19 ．2） り， 口緑部は外反す る。 休部中位か ら下位へ ラ削 り。 内面へ 雲母　 灰褐色 40％

ラナデ。 普通　 煤付着 中央部覆土下層

7

婆 A 18．8 休部か ら口縁部片。休部は内攣 して 口緑部内 e 外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 e石英 。長石 。 P lOO 9
土 師 器 B （13．6） 立ち上が り， 口緑部 は外反する。 ラ削 り。内面は工具 によるナデ。 雲母　 にぷい橙色

普通

20％

中央 部覆土下層

8

婆 A ［20 ．4 ］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。体 口縁部 か ら休部外面上位 ロクロナデ。 砂粒 。長石 e雲母 P lO lO
土 師 器 B （20 ．1） 部は 内攣 して立 ち上が り，口縁部 は　 休部下位へ ラ削 り。 内面ナデ。 黄灰色 30％

外反す る。端部断面は三角形 を呈 し 普通 竃 2 内
てい る。 二次焼成

一一1385－－1－11－



図版番号 器　 種　 計測値圧の 器 形 の 特 徴
手 法 の 特 徴　　 極 土鋒色調儲焼可　 備　 考

第321図 賓　　　 B （9．6．） 底部片。平底。休部は外傾して立ち 休部外面下端へラ削り。内面ナデ。　 砂粒替石英砂スコリ　 P lOll

9 土 師 器　 C 14．5 上がる。 底部／＼ラナデ。　　　　　　　　　 ア　橙色 20％

普通　 煤付着　　　 南壁際覆土下層

10

小 形 聾 「A　H j 休部一部欠損。）平底。休部は内攣し 目線部から体部内⑳外面ロクロナデ。砂粒 e石英　　　　 P lO12

土 師 器　 B　 9．5 て立ち上がりタ　ロ縁部は外反する。〕 休部下端へラ削り。　　　　　　　 浅黄橙色 50％

C 〔主副 普通　　　　　　　 竃 2 内覆土下層

第調号住居跡　第霊図）

位置　調査　区南部　N摘g5区。

重複関係　第摘号土坑の上部に構築されており資　本跡が新しい。

規模と平面形　長軸逢。44軌∴短軸娠相加の方形である。

主軸方向　N150－つ1

壁　壁r由ま2Lト36川で．外傾して＿立ち上がる．・

壁溝　上幅蟻cm　下幅摘cm　深さ摘cmで　断面形はU字形である。金屑している。

床　全体的に平坦で芦　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ摘抽勘　凝摘結腸猟　壁外への掘り込みは55細である。磯部は砂

質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられており芦　煙道部は火床部から緩やかに立ち上が

る。

竃土層解説
l　黒褐色　亡了如一ム粒子⑳廃土粒子e炭化粒子微量
2　黒褐色　ロトーム粒子砂廃土粒子◎炭化粒子少量
3　赤褐色　廃土小ブロック⑳焼士粒子多量
4　暗赤褐色　焼土中魯小ブロック◎廃土粒子中農，ロー…ム粒子の炭化粒子微量
5　黒褐色　焼土粒子少量，ロ…ム粒子e炭化粒子微量

酢y睦　6か所（Pl～P6）。Pま～P4は，径30～50cmの円形でァ　深さ44～90cmである。いずれも主柱穴と考

えられる。P5は，長径40cm，短径32cmの楕円形で，深さ54cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P6は，径25cmの円形で　深さ舗cmである。性格は不明である。

覆土　上目啓からなり，自然堆積である、，

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子◎炭化粒子e廃土粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック⑳ローム粒子⑳炭化粒子e廃土粒子微量
3　暗褐色　ロト…ム粒子多量
4　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子怨炭化粒子微最

遺物　土師器片521息　須恵器片28息　鉄製品1息　礫1点が出土している。1の土師器杯は西壁際の覆土中

層から，2の土師器婆は竃付近の床面直上から横位のつぶれた状態で，3の須恵器杯は竃付近の覆土下層から，

4の須恵器蓋はP5付近の覆土中層からそれぞれ出土している。6は須恵器婆の日経部片で，外面には5本櫛

歯の波状文と乎行文が施されている。

所農　本跡は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

一一386－－‥、一一一一一



C

＿や＿

」し

第322図　第233号住居跡実測図

－387－

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　一一　1　　　1

1m

トl一一一一一一十一一一一一一一」



第323図　第233号住居跡出土遺物実測図

第233号住居跡出土遺物観察表

′一「T二二ミ　4

こくこ二二二二二⊃
l

95　8＝定

10cm

［　　；　　！

図版番口 器　 種 計測値（cm） 器形 の特 徴 手 法 の特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第323図 杯 A［15．0］底部から口緑部にかけての破片。平 口縁部内・外面横ナデ。底部へラ削 砂粒・石英・長石・ P lO13

1 土 師 器 B　3．4 底。底部と休部との境に稜を持つ。 り。 雲母 40％

C［13．8］休部は内攣気味に立ち上がり，口縁

部に至る。

明赤褐色

普通　煤付着

西壁際覆土中層

2

肇 A　24．7 底部・休部一部欠損。平底。休部は ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面縦 砂粒・石英・長石・ P lO14

土 師器 B　34．4 内攣して立ち上がり，口縁部は強く 方向のへラ磨き。休部内面ナデ。底 雲母 60％

C ［7．0］外反する。端部は上方につまみ上げ

られている。

部に木葉痕。 にぷい黄橙色

普通　煤付着

竃右袖付近床直

3

杯 B ［2．5］底部片。平底。休部は外傾して立ち 体部内・外面ロクロナデ。底部は回 砂粒・長石・雲母・ P lO15

須恵 器 C　9．0 上がる。 転へラ切り。 スコリア

にぷい黄褐色　普通

40％

竃左袖覆土下層

4

蓋 B （1．4）天井部片。ボタン状のつまみがつく。天井部外面回転へラ削り。内面ロク 砂粒・長石・雲母 P lO16

須恵 器 F　3．4

G　 O．4

ロナデ。 灰黄色

普通

20％

P 5付近覆土中層

図版番□ 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

5 刀　　 子 （5．6） 1．0 0．4 （4） 覆土中 M lO∝l

－388－



第234号住居跡（第324図）

位置　調査6区南部，N14f6区。

重複関係　第236号住居跡，第142号土坑の上部に構築されており，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．09m，短軸3．08mの方形である。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は16cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅12cm，下幅8cm，深さ10cmで，断面形はU字形である。ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。南壁付近に撹乱を受けている。

竃　東壁南東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ85cm，袖幅75cm，壁外への掘り込みは45cmである。

0　　　　　　　　　　　　　2m

l　・　十　・l

第324図　第234号住居跡実測図
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第325図　第234号住居跡出土遺物実測図

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上

がる。

窓土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　砂多量，廃土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗褐色　砂多量，焼土粒子・炭化粒子中量
4　暗赤褐色　砂中量，焼土粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は，径20～25cmほどの円形で，深さ22～32cmである。いずれも主柱穴

と考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
3　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片119点，須恵器片24点，鉄津1点が出土している。1の土師器椀は南西コーナー付近の床面直

上から正位で，2の土師器椀は，南西コーナー付近覆土下層から出土している。9の土師器小皿は北東コーナー

付近から，10の土師器聾は竃内から，11の土師器饗が中央付近の覆土下層からそれぞれ出土している。また竃

内から6の土師器杯，4，7の土師器高台付杯，3，5の土師器高台付椀，8の土師器足高高台杯が，上位か

390－



ら5，6，7，3賢　8，4の臓に重なり逆位で出土しており，竃祭祀の可能性が考えられる。13は須恵器婆の

休部片で芦　外面には綻位の平行叩きが施されている。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第234号住居跡出土遣物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 ◎焼成 備　　 考

第32 5図 椀 Å白4 逓］ 休部か ら口緑 部の破片。休部 は内攣 日縁部か ら体部外南 口クロナデ。体 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P lO 1 7

1 土 師 器 B （軋8） して立ち上が り，日録部 はわずかに 部 内面へ ラ磨き。内面黒色処理。 雲母 鋒スコリア 25％
外反する。 外面にぷい橙色

内面黒色　 普通

南西 コーナー

付近床面直上

2

椀 A ［13 ．6］ 体部か ら日録部 の破片。体部は内攣 目線部か ら体部外南 口クロナデ。体 砂粒 e 長石 e雲母 P lO 18

土 師 器 B （4 ．1） して立 ち上が り， 口緑部はわずかに 部内面へラ磨 き。 内面黒色処理。 外面橙色 e 内面黒色 25％　 南西 コー
外反す る。 普通　 二次焼成 ナー付近覆土下層

3

高台付椀 A 13 ．9 口縁部一部欠損。高台は長 く，ハの 日録部か ら休部外面 ロクロナデ。 内 砂粒 e石英 P lO 19

土 師 器 B　 6．0 字状 に開 く。体部は 内攣 して立ち上 面へラ磨 き。体部下端回転 へラ削 り。外面にぷい黄橙色 95％

D　 T．5

E　 L 3

が り， 目線部はわずかに外反 する。 高台貼 り付 け後，ナデ。内面黒 色処

理。

内面黒色

良好　 二次焼成

竃内

4

高台付杯 A l・1．6 体部一部欠損。高台は長 ら　 ハ の字 目線部 から休部外面 ロクロナデ。高 砂粒 ・右華 ・長石 ・ P lO 20
土 師 器 H　 5 ．7 状 に開 く。体部は内攣 して立 ち上が 台貼 り付け後，ナデ。 雲母 85％

0　 7 ．8

E　 lも2

り， 目線部はわずかに外反す る。 にぷい赤褐色

不良

竃 内

5

高台付椀 Å 16 ．1 体部一部欠損。高台は長 く，ハの字 口緑部か ら体部外面ロクロナデ。高 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P l O2 1

土 師 器 B　 6 ．8 状に開 く。体部は内攣 して立 ち上が 台貼 り付け後，ナデ。内面黒色処理。スコリア　 外面にぶ 80％

D　 6 。9

E　 l 。3

り， 目線部はわず かに外反す る。 い橙色 ゆ内面黒色

良好　 二次焼成

竃 内

杯 A 14 ．8 体部か ら目線都片。体部は内攣気味 口緑部か ら体部 内 勝外面 ロクロナデ。 砂粒 ◎長石 。雲母 P l O2 2

6 土 師 器 B 「敏郎 に立ち上が り， 日経部 はわずかに外 にぷい褐色 35％

反する。 不良 竃 内

高台付埠 B （2 ．5） 底部片。 高台 はハの字状に開 く。 底部内 診外面 ロクロナデ。高台貼 り 砂粒 魯石英 ¢雲母 P lO 2 3

7 土 師 器 D ［7．3］

E　 L 3

付け後，ナデ。 灰褐色

普通

15％

竃内

足高高台埠 B （4 ．3） 底部片。高台は長 く，ハの字状 に強 高台貼 り付 け後，ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P lO 24

8 土 師 器 D 「9 ．9 ＿」

E　 3 。0

く開 く。 スコリア　 橙色

普通

15％

竃内

小　　 皿 Å 10 ナ2 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 目線部か ら体部内 ◎外面 ロクロナデ。砂粒 e雲母 e スコリ P lO 25

9 土 師 器 B　 2 ．8

C　 6 ．6

目線部はわずかに外反する。 底部 回転へ ラ切 り。 ア　 橙色

普通　 煤付着

95％　 北東 コー

ナー付近覆土中層

賓 A は8 ．8］ 目線部片。 目線部は外反す る。 日緑部 内 e 外面横ナデ。休部 内面へ 砂粒 。石英 ・長右 ・ P lO 26

10 土 師 器 B （6 ．5） ラナ デ。 雲母　 橙色

普通　 煤付着

5％

竃内

n

聾 B （10 ．0） 底部か ら体部 にかけての破片。平底。体部外面下端へラ削 り。 内面ナデ。 砂粒 。長石 ◎雲母 P lO 27

土 師 器 し 10 ．2 体部は内攣 しなが ら立 ち上が る。 底部へ ラ削 り。 にぷい橙色

普通　 煤付着

15％

中央部覆土下層

12

賓 B （3．3） 底部片。平底。 体部下端へラ削 り。 内面 ナデ。底部 石英 ・長右 ・雲母 P lO 28

土 師 器 C　 9．0 外面へ ラ削 り。 にぷい橙色

普通　 煤付着

5 ％

竃 内

一一一一391l一一一一一一1一一1－



第幻号住居跡（第327図）

位置　調査6区南部，N14e5区。

重複関係　第234◎237号住居跡が上部に構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．49Illの長方形である、、

主軸方向　N一一一1－70一一一一一一lE

壁　壁高は42～60cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁下を除いて巡っている。上幅15cm，下幅10cm，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ110cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは50cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から外傾して立ち上がり，上

面で平坦部をもち，さらに緩やかに立ち上がる。

憲土層解説
1　黒　褐　色　廃土小ブロックe焼土粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子◎炭化粒子中量
3　黒　褐　色　焼土粒子e炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子。炭化粒子中量

5　極暗赤褐色　焼土粒子。炭化粒子少量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　こ7－－ム中。小ブロックゆローム粒子多量，焼土粒子◎炭化粒子少量
2　黒褐色　ローーム中e小ブロックeローム粒子。焼土粒子e炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中◎小ブロック微量
4　暗褐色　ローム小ブロックe炭化粒子。焼土粒子少量

遺物　土師器片197点，須恵器片14点，縄文土器片2点，鉄製品1点，礫1点が出土している。3の須恵器杯

は西壁際の覆土下層から，2の土師器賓は竃内から，1の土師器聾は，竃付近と南壁際から，5の鉄製針が竃

内からそれぞれ出土している。

第326図　第236号住居跡出土遣物裏測区
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第327図　第236号住居跡実測図
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所農　本跡に伴う遺物は少な藍　明確な時期を断定することはできないが　遺構の形態や出土遺物から平安時

代の9世紀前葉と考えられる。

第割号住居跡出土遺物観察嘉

図版番号 器 種 計測縮 項　　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 ◎色調 ◎焼成 i 備　 考

第詑 図　　 整　　 離 別 湖　 休部からロ縁部にかけての破片。体　 打線部内 砂外面横ナデ。休部内面へ　 砂粒 珍長石 態雲母　 ㌘且033
土 師 器　 針 路 郡　 部は内攣　 て立ち上が軋　 日経部は　 ラナデ。　　　　　　　　　　 にぷ 潤 色　　　 翻％

外反する。端部は上方につまみ上げ　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 竃付近と南壁際
られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 煤付着　　　　　 覆土中層

整　　 酎 軋 鋸　 底部から休部にかけての破片。平底。休部外面下位縦方向のへラ磨き。　 砂粒砂石英怨長石魯　 意）摘鍼

土 師 器　 針　 も疎＿　休部は内攣して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　 雲母　 にぷい橙色　 膵％

普通 煤付着　 i竃内

棒　 辱 （ 湖 底部片。平底。休部は外傾 て立ち 底部回転へラ切肇後 へラ削軋　 砂粒 躊長石砂雲母魯　 ㌘胤

須 恵 器 接 。　 上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スコ　 ア　　　　 灘％

にぷい黄色　 普通　 西壁際覆土下層

隼　 上組 唖 海 部からロ緩部にかけての破片。辛 口緑部か摘 部内 命外面。ク吋 デ。石英 ⑳長石　　 ㌘胤

須 恵 器　 B　 や　 底。休部は外傾 して立ち上が軋　 口　 体部下端手持ちへラ削 。底部へラ　 オ　 …プ黒色　　　 舗％

C 仕 の‾‾‾1 線部に至る〇　　　　　　 四 〇　　　　　　　　 普通　　　　 覆土中

図版番号
種 別 畏縮 蒜 m）；厚議 墨施） 出 土 地 点

備　　　　　　 考

5 鮭 士 聖 上 撃 つ　 錮つ 酢唖 恒 M 1001

第調号住居跡　第3鍵園）

位置　調査　区南部　N摘e区。

重複関係　第盈号住居跡の上部に構築されており　本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．9611m，短軸2．53IIlJ）長方形であるi

長軸方向　N・…60　W

壁　肪高は15mで，緩やかに立ら上がる

應　全体的に平坦で　中盤部がよ　踏み固められている。

覆豊　　層からなるが　覆土が浅　堆積状況は不明である。

土層解説

黒褐色　ロ…ムかブロック少量　ロ…ム粒子怨炭化粒予感廃土粒子微量
2　黒褐色　ロ…ム粒子中量

遺物　土師器片膵鑑査　須恵器片蛸息　不明鉄製品　意が出土している。　の土師器高台紺椀は中央付近の覆

土下層から芦　の土師器小皿は商壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は　出土遺物から平安時代の摘世紀以降と考えられる。

第割号住居跡出土遺物観察衷

図版可 器 種 恒 臨 ‥＋ 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　　 極 土翁色調 の焼成 ！ 備　 考

第328図　 高台付椀　 射 蟻吊」上体部一部欠損。高台は短信　 ハの字　 口縁部から休部外面ログロナデ。内　 砂粒昏雲母　　　　 ㌘臓器
土 師 器　 B　 。　 状に開 。休部は内攣して立ち上が　 面へラ磨き嵐　 黒色処理。底部は回　 外面にぷも′赤褐色　 渕％

り　 8もの　 畑　 日経部はわずかに外反する。　 転糸切り後ヲ　高台貼り翻す。　　　 内面黒色　　　　　 中央部覆土下層

E　 上1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

小＋ ∬狛 Å　 鋸∋　綾柑上部欠損。）平底。体部は外方に　 ロ縁部から休部内容外面ログロナデ。砂粒炒石英魯長石意　㌘摘那

土 師 器　 B　 。　 開いて立ち上が畑 ［．縁部に至る。　 底部回転系切畑　　　　　　　　　 雲母　 にぷい橙色　 緋％

C　 翫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 鉄浮付着　　 酉壁際覆土下層

－…39．＿＿＿1
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第328園　第237号住居跡・出土遺物実測図
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第238号住居跡（第329図）

位置　調査6区南部，N14g3区。

重複関係　第239号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［4．28］m，短軸3．58mの長方形と推定される。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は20～32cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁北東コーナー寄りに付設されている。第239号住居跡に左袖部を掘り込まれて遺存状況は悪く，規模

は長さ120cm，袖幅［65］cm，壁外への掘り込みは35cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕

円形に10cmほど掘りくぼめられており，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

3　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
5　黒褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　焼土中・小ブロック・炭化粒子多量
7　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・炭化粒子多量

ピly卜　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は，径45～55cmの円形で，深さ35～37cmである。いずれも主柱穴と考

えられる。
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第329図　第238・239号住居跡実測図
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貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径70cm，短径55cmの楕円形で，深さ27cmである。断面形は皿状

をしている。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム大・中・小ブロック少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
4　極暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

5　極暗褐色　口一ム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片200点，須恵器片38点，礫8点，鉄津1点が出土している。1の土師器杯は南東壁際の覆土中

層から逆位で，2の土師器杯は中央付近の覆土下層から逆位で，3の土師器椀が竃付近の覆土中層から，4の

土師器高台付杯，7の土師器杯が南壁際の覆土上層から，5の土師器高台付杯，6の土師器小皿が東壁際の覆

土中層から正位でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第330図　第238号住居跡出土遺物実測図

第238号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第330図 杯 A 15 ．3 体部一部欠損。休部は内攣気味 に外 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。雲母 ・スコリア P lO 39

1 土 師 器 B　 3 ．8

C　 6 ．8

傾 し， ロ縁部は外反 する。 底部 回転 糸切 り後，無調整。 橙色

普通

80％

南東壁際覆土中層

2

杯 A ［15 ．6］ 底部か らロ縁 部の破片。休部は内攣 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。砂粒 ・雲母 ・スコリ P lO4 0

土 師 器 B　 5 ．2 気味に立ち上が り， ロ緑部 は外反す 底部回転へ ラ切 り後，無調整。 ア　 にぷい褐色 40％

C ［ 7 ．2］ る。 普通　 煤付着 中央付近覆土下層

3

椀 A ［16 ．2］ 休部 か ら口縁部 にかけ ての破片。体 ロ緑部か ら体部外面ロクロナデ。 内 砂粒 ・雲母 ・スコリ P lO4 1

土 師 器 B （5．5） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部に 面へ ラ磨き後，黒色処理。 ア　 外面にぷい橙色 20％
至る。 内面黒色　 普通

外面煤付着

竃付近覆土中層

－397－



図版番号　 器　 種 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　　 恒 ◎色調⑳焼成 i 鮨　 考

第330図　 高台相棒 射寮歳月 休部から日録部にかけての破片。休　 日緑部から体部外面ロタロナデ∩内　 砂粒珍雲母　　　 ㌘柑彪

1　　 土 師　器 もノB は ず郡　 部は内攣して立ち上が軋　 日録部は　 癖へラ磨き後　 黒色処理。　　　 外面にぷい橙色　　 摘％
i　　　 わずかに外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面黒色　 普通　　 南壁際覆土上層

高台什杯 鋸 3凍‖底部から休部にかけての破片。高台「休部外商セタロナデ。内面へラ磨き　 砂粒の雲母車スコリ　㌘摘胡

5　　 土 師 器 n ［7耳目はハの字状に　 短　 開 。休部は内　 後　 窯色処理。高台貼　 郁 後　 ナ　 ア　外面にぷ 磯色　 相％

濫　 用　 攣して立ち上がる。　　　　　　 デ。　　　　　　　　　　　 内面黒色　普通　　 東壁際覆土中層

小　　 皿 Å　 軋1 平献 体部は外方に聞いて立ち十が　 底部かへ目線部内 e外面ロクロナ千 砂粒・雲母　　　 P lO十1

6　　 土 師 器 B　 l。4 畑　 日録部に至る。　　　　　　 底部回転系切　 後　 無調整。　　　 にぷい橙色　　　 翫％
し　 5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 煤付着　　　 東壁際将士中層

琢 鋸　 湖　 底部片。平底。休部は外傾　 て立ち　 底部から休部内患外商ロクロナデ。 砂粒珍雲母　　　 ㌘蛸壷

丁　　 土 師　器 針 7湖　 上がる。　　　　　　　　　　 底部へラ切　 後　 無調整。　　　 にぷい褐色　　　 謂％

普通　 煤付着　　　 南壁際覆土上層

第調号住居跡　第霊図）

位置　調査　区南部　N摘g区。

重複関係　第238号住居跡を掘り込んでおり　本跡が新しい。

＼I‾．、・刑　一ヽt　′　‥　　　′

主軸方向　N一つ70－Fつ1

壁　壁高は霊cmで　外傾して立ち上がる。

ノ、／・・、．　′・＿　　、・　　　ノ

′・－　　・へ一　　　　′一　　、．′′　′、；く　ノ　　　　　　　　′　　　　　　　′

ある。

∴　　　主　∴・∴・　　　、　　　ノ・　′．　　　′　　　　　　　′ノ．・・

土層解説

1　黒褐色　tl「∴！、中・小l＿／しト′ク・しトーノ＿、粒j’一多量

2　黒　褐　色　しトー！、中・小r／し1㌧′1′e rト‥ノ、粒戸車量

：j　黒　褐　色　tトー！、粒川瑞1し「！、大el恒小ゾLト′ツ少量

遺物　土師器片摘息須恵器片は意　礫　意が出土しているが　本跡に伴う遺物は確認できなかった。

・・＼・ら　い　ノ　‥二′1．．′　　　′・′　　　　′′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　、、．

とかち　平安時代の摘世紀以降の時期と考えられる。

第別号住居跡　第3別図）

位置　調査6区南部，Nlli2区＿．．

重複関係　第別号住居跡の上部に構築されており　本跡が新しい。

ノ′＼、圭一√丁二l二言　∴‖二日：ノ、、′、′　′、ミ1′一′ノ．二　．′

主軸方向　Nl一一一900一一一一一一E

壁　壁高は摘～霊cmで　外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦でタ　全体によく踏み固められており，中央部に凹凸が見られる。

竃　東壁中央部に付設されている。磯部の遺存状況は慧ら　規模は長さ創始m　禰絹針締m　壁外への掘り込

みは40cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は削

乎され不明である。

一一一ll一一一一1一、一398ll－lFl一一、一一一



竃土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗褐色

焼土粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量

焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　焼土小ブロック・廃土粒子・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　黒褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片167点，須恵器片19点，陶器片1点，鉄製品1点が出土している。1の土師器小皿は東壁際の

覆土下層から正位で，2の不明鉄製品が西壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。3は須恵器賓の休部片

で，外面には平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第331図　第240号住居跡実測図

第240号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿　i　　　！

6

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　　　呈　　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第332図小　　皿A　9．1ロ縁部一部欠損。平底。体部は外傾ロ緑部から体部内・外面ロクロナデ。石英・長石・雲母PlO46

1 土師器B　2．2

C　5．7

して立ち上がり，口縁部に至る。底部回転糸切り。 橙色

普通

90％

東壁際覆土下層
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第332図　第240号住居跡出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番口種　別

計　　　　測　　　　値
出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考

長さ（C甜）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第332図2不明鉄製品（3．4）4．1 0．5 （6）西壁際覆土中層 MlOO2

第241号住居跡（第333図）

位置　調査6区南部，N14il区。

重複関係　第243号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。また第242号住居跡が上部に構築されてい

るので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3．37mの方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は28～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～15cm，下幅7～10cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ85cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは15cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から外傾して立ち上

がる。

完土層解説
1　暗褐色　焼土粒子少量，廃土小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子少量，廃土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量
4　黒褐色　炭化粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子少量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片112点，須恵器片19点，鉄製品1点，礫3点が出土している。1の土師器聾は北西コーナー付

近の覆土下層から横位のつぶれた状態で，2の土師器聾は東壁際の覆土中層から，3の須恵器杯は南壁際の覆

土中層から正位で，5の須恵器鉢は竃右袖付近の覆土中層からそれぞれ出土している。4は混入と考えられる。

7は須恵器寮の休部片で，外面には横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀中葉と考えられる。
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第333図　第241号住居跡実測図

第241号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　1m

』二一一十一一一一一一一」

図版番号器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第334図 賓 A　24．6 平底。休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部外面縦砂粒・石英・長石・PlO47
1 土師器 B　32．2 口縁部は強く外反する。端部は上方方向のヘラ磨き。休部内面へラナデ。雲母　明赤褐色 90％　北西コー

C　9．0 につまみ上げられている。 底部に木葉痕。 普通　煤付着 ナー付近覆土下層

2

整 B（3．5）底部片。平底。休部は内攣して立ち休部外面へラ磨き。底部に木葉痕。砂粒・石英・長石・PlO48
土師器 C［9．2］上がる。 雲母　橙色

普通

5％

東壁際覆土中層

3

杯 A 14．2 平底。休部は外傾して立ち上がり， 口縁部から体部内・外面ロクロナデ。石英・長石・雲母 PlO49
須恵器 B　3．9

C　8．8

口緑部に至る。 底部外面，井桁状の手持ちへラ削り。灰色

良好

1脚㌦

南壁際覆土中層

4

蓋 B（1．8）天井部片。ボタン状のつまみがつく。天井部外面回転へラ削り。内面ロク砂粒・長石・雲母 PlO50
須恵器 F　3．4

G　O．7

ロナデ。 灰黄色

普通

20％　南東コー

ナー付近覆土中層

5

鉢

須恵器

AL16．61

B（4．8）

口縁部片。口緑部は外反する。 口緑部内面横ナデ。 砂粒・長石

灰褐色

良好　外面自然粕

PlO51

5％　竜右袖付

近覆土中層

－401



第334図　第241号住居跡出土遺物実測図

10cm
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図版番口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第334図6 鉄　　 嫉 11．0 4．9 0．6 21 南壁際付近中層 M lOO3　　　　　　　　　 95％

－402－



第242号住居跡（第335図）

位置　調査6区南部，N14jl区。

重複関係　第241・243号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．26m，短軸［3．24］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は20～25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下から南壁下にかけて確認した。上幅15～20cm，下幅10cm，深さ8cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，西側一部はよく踏み固められている。

A

C

j＿20．8m

第335図　第242号住居跡実測図

－403－
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ125cm，袖幅110cm，壁外への掘り込みは5cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は，楕円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から緩やかに立ち

上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・砂少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗褐色　廃土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・砂少量

3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　灰　　色　焼土粒子・炭化粒子中量
5　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

7　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　廃土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック微量
5　暗褐色　焼土粒子中量，炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　黒褐色　廃土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片186点，須恵器片43点，陶器片1点，礫2点が出土している。1の土師器高台付椀，2の須恵

器聾は竃内から出土している。3は混入である。4は須恵器聾のロ緑部片で，外面には4本櫛歯の波状文が施

されている。5は須恵器饗の休部片で，外面には平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀後葉と考えられる。

筆頭
（　　　1

第336図　第242号住居跡出土遺物実測図
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第242号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第33 6図 高台付椀 B （5 ．2） 底部か ら体部にかけての破片。高台 休部外面ロクロナデ。内面へラ磨 き。 石英 ・長石 ・雲母 P lO 52
1 土 師 器 D ［9 ．0］ はハの字状に開 く。休部は内攣 して 高台貼 り付け後， ナデ。内面黒色処 外面にぷい橙色 20％

E　 l ．2 立 ち上がる。 理。 内面黒色　 普通 竃内

2

賓 B （10 ．6） 底部か ら休部 にかけ ての破片。平底。休部 外面平行叩 き。休部下端 へラ削 石英 ・長石 ・雲母 P lO5 3
須 恵 器 C L 18．8］ 体部は外傾 して立 ち上がる。 り。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

10％

竃 内

3

璽 B （ 7．6） 頭部片。休部は内攣 して立 ち上が り，口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 P lO 54
須 恵 器 ロ緑部は外反す る。 黄灰色

普通　 外面 自然粕

5 ％　 南東 コー

ナー付近覆土下層

第244号住居跡（第337図）

位置　調査6区南部，014a2区。

重複関係　第242・245号住居跡が上部に構築されており，本跡が古い。また第243号住居跡の上部に本跡が構

築されているので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3．44mの方形である。

第337図　第244号住居跡実測図
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第338図　第244号住居跡出土遺物実測図（り



ー◎一◎
⊂⊃⊂＝〕

、溝て
9～llS＝亮

10cm

l

i

ト一一一一一一一一一十－」

第339図　第244号住居跡出土遺物実測図（2）

主軸方向　N－00

壁　壁高は20～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15cm，下幅10cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ90cm，袖幅125cm，壁外への掘り込みは30cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から外傾して立ち上が

る。

竃土層解説
1　極暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
2　極暗褐色　廃土粒子中量，炭化粒子少量
3　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック微量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
6　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量

ピty卜　3か所（Pl～P3）。Pl，P2は，径25cmの円形で，深さ20～25cmである。いずれも主柱穴と考えら

れる。P3は，径25cmの円形で，深さは18cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径50cmの円形で，深さは16cmである。断面形は皿状をしている。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・ローム中ブロック微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片557点，須恵器片88点，土製品1点，鉄製品2点，礫1点が出土している。1の土師器要は貯

蔵穴内覆土中層から横位で，3の土師器聾は中央付近の覆土下層から，4の土師器整，5の須恵器杯は北壁際

の覆土中層から，7の須恵器賓は東壁際の覆土中層から，8の須恵器甑は北壁際の覆土下層から，10の鉄嫉，

11の鉄鎌は中央付近の覆土中層からそれぞれ出土している。12は土師器聾の底部片で，底部には木葉痕が施さ

れている。13は須恵器聾の休部片で，外面には斜方向の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀後葉と考えられる。
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第別号住居跡出土遣物観察表

計測値葎両

lLl　21∴3

円　31．7

器形の特徴

平底。休部は内撃　て立ち上が軋
打線部は強く外廃する。端部は上方

手法の特徴

日録部内昏外面横ナデ。休部外面中
位から下位にかけて綻方向のへラ磨

胎土砂色調㊧焼成

砂粒◎石英車長石怨
雲母　にぷい褐色

備　　考

1）10（うー1

990。、貯蔵穴内
…　　　　　 白コ　 9再 吊こつ まみ 上 げ られ て い る0　　 匪 痛 ナ デ0 底 部 に末 葉痕 〇 ｝普 通　 外面燥 五着 ！＋W柵肺か＋サ攫 工 中 層

登　　 Å 綾 上 幻 休 部 か ら 日経 部 に か け て の破 片 。 体　 日経 部 内 鈴外 面 横 ナ デ 。 体部 内面 へ 砂粒 。右 華 。長 右 。 P lO （i5

2　　 工 帥 器　 B 〔生 8 〕 部 は 内 攣 して 立 ち上 が 軋　 目線 部 は ぁ　ラ ナ デ。 雲母　 にぷい橙 色 3 0 0。
強 く外 反 す る。 端 部 は外 上 方 につ ま 普通 ㌘3 付近覆 土下層
み 上 げ られ て い る。

婆　　 射 ＿‾22 も6 ］

土 師 器 牒 （ 。射

ミ
［

日録 部 片。 ロ縁 部 は 外 反 す る。 端 部　 日録 部 内 昏外 面 横 ナ デ。 休 部 内 面 ㌦＼ 右華 。表右 。実母

橙色

普通

P 川（吊

20 ％

中央什 近音十千 層

は 上 方 に つ まみ 上 げ られ て い る。　 ラナ デ 。

聾
l
A ［2 。法］ 打線 部 片 。 日録 部 は 外 反 す る 。 端部　 打線部 内 啓外 面 横 ナ デ。 砂 粒 。長右 e 雲母 。 P lO 6 7

4　　 土 師 器 B （了。5 ） はわ ず か に外 上 方 に つ まみ 上 げ られ ス コ リア　 橙 色 10 0。

て い る。 普 通　 外面煤 廿着 北 壁 際 覆 土 中 層

棒　　　 Å 13 ．2 休 部 一 部 欠 損。 平底 。 休 部 は外 醸 し　 ロ緑 部 か ら体 部 にか け て 内 魯外 面 ロ 砂 粒 。大 事 。雲 母 。 P lO （；8
5　　 須 恵 器 B　 複。3 て立 ち上 が りタ　ロ縁 部 に至 る。　　 タ ロナ デ。 底 部 へ ラ 削 り。 スコ リア　 暗灰 黄色 7 0 0。

L　 T ．2 普通　 外面煤廿 着 北 壁 際 将 士 中 層

蓋　　 Å ［且叡 射 ロ縁 部 片 。端 部 は短 く折 り返 され て　 日録 部 内 珍外 商 ロタ ロ ナ デ。 砂粒 ・石英 。雲母 P l O6 9
り＋ ‖ 貞 想 器　 H 〔上 †〕 い る 。 叛色 10 （＼

普通 将 士 中

整　　 A は 乱 射 体 部か ら目線 部 に か け て の 破 片 。体　 打線 部 内 車外 南 棟 ナ デ。 休 部 外 面平 砂 粒 。右英 ・長右 P lO T O
7　　 須 悪日 賢 は 紅 組 潮 部 は 内攣 気 味 に 立 ち 上 が 畑　 頸 部 は 行 叩 き。 煤 色 5 0。

強 く外 反 す る。 普 通 東 壁 際 将 士 中層

甑　　 B （蟻 。2） 底 部 か ら体 部 に か け て の破 片 。 休 部　 休 部 外 面 平 行 叩 き。 休 部 下 端 へ ラ削 砂 粒 ・右 華 e 長右 P lO T l
8＋ は亘 恵 暑針 C 周 乱 射 は直 線 的 に 外 傾 す る。　　　　　　 り。 内面 ナ デ 。 褐吠 色

普 通

10 0。

北壁 際 将 士 下 層

、服 番。 種 男言　 計　 測　 値 巨 土 …
備　　　　　　 考

図版 写　 つ 轟き輔車酎 両 厚さ（項 重量廟

第3詔図再 犯製品恒 が中　 p7 さ中　 臓 中央付近将士中層 D P lOOl
相　 鉄　 赤目 摘）巨 組） 綱　 目 ＋‡ 中央什近将士中層 M lOO∴l
H　　 嫌　 い は針 目 の2 鍼　 日 姉 中央什近将士中層 M lOO5

ー　　くく　　　　　　　　　　′　ノ

位置　調査6区南部，し）1右1区．

重複関係　第別号住居跡の上部に構築されており　本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3」2111，矩潮甘28mの方形である．

主軸方向　Nつ30∴W

壁　壁高トi＼10川1で．緩やかに立ち「二がるム

床　ほぼ平坦で∴竜から中央部にかけて踏み出められている

ノ　　　　　　′　　　　　・′　　　　　　一　　　′　　　　　　　　　　　　‘（　　　　　　′　　　．∴　　′　　・．　′　　′

了・、　　　　腑　　　′　　′　　　′　ノ　　　　　　′　　　′　　：′　　　　′　ノ　′　　　　　　　′　′′ノ　　′

けてある。火床部は円形に浅　掘り　ぼめられてお札　煙道部は　火床部から緩やかに立ち上がる。竃　は芦

．　　　　　　　一　　　　一、一　　　・・　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　’．　　′　－　‘．・　　：・．－：；′

みは測cmである。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられており芦　煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。竃

の遣存状況から，竜2から竃1へ移一一。）たものと推定される

∴11－08…一一、…



竃1

第340図　第245号住居跡実測図

窓1土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　黒褐色　焼土小ブロック・廃土粒子・ローム粒子微量
3　極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

竃2土層解説

1黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

－409
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第341図　第245号住居跡出土遺物実測図

一／二重琴空き／／

／二」

10cm

ト一一一一一1－－　1

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片66息　須恵器片30点，土製品1息　鉄製品1点，礫1点が出土している。1の土師器高台付椀，

2の土師器小皿は北東コーナー付近の床面直上から逆位で出土している。3，4の土師器饗は竃右袖部の補強

材である。5の土製紡錘車は中央付近の覆土下層から出土している。6は須恵器聾の休部片で，外面には縦位

の平行叩きが，内面には同心円当て具痕が施されている。7は須恵器要の休部片で，外面には縦位の平行叩き

が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

－410－



第別号住居跡出土遺物観察表

図版番号

高台付椀

計測値行来

．1＼l十（、）

器形の特徴

体部一部欠損。高台はハの字状に開

手法　の特徴

日経部から体部外南口タロナデ。体

胎土砂色調⑳焼成

砂粒参雲母

備　　考

1 匿 ト

小　 皿 Å蟻の 休部…蘭 損。平底。休部は外傾し 日縁部から体部内⑳外面。ク。ナデ。）純 ㊧石英碩 石砂 I朋 73

2 土 師器 鵠 濡 て立ち上がり，日射 に至る0　 底部掛 ラ切。後 無調整C） 禁 誓 願　 警 付票 義一…

ま
要　　 領 瓢湖　 休部から打線部にかけての破片。体　 目線部内 砂外面横ナデ。休部外面へ　 石英魯長石 ◎雲母 0　m 椚4

3 土 師 器　 鋸 24 。3） 部は内攣して立ち上が畑　 冒縁部は　 ラ削軋）内面へラナデ。輪積み痕が　 スコリア　 橙色　　 媚％

…　　　　　　　 外反するく　　　　　　　　　 みられる0　　　　　　　　　 普通　 外面煤付着　 磯部補強材i

賓　　 射 凱凍　 休部から打線部にかけての破片。体　 日録部内 昏外面横ナデ。内面へラナ　 砂粒踏石美砂長石 の　量31075

4 土 師 器＿＿＿＿＿酎 摘め凋 漂 。て立ち上が畑 打線部は＿＿＿＿＿＿デ0　　　　　 霊 にぷい橙色 慧 補輌

図版番号i 種 別 i　 計　 測　 値　 ！ 出　 土　 地　 点　　　 備　　 考

径行m　　厚さ葎m）乳径（摘）巨重遠方か
5 ！＿堅＿＿＿＿＿F璧＿＿牽　 5な立つ 削 ） 離 日　 拍射　 摘墜 撃 墜　　　 恒 摘鵬　　　　 略

第別号佳腰掛　第別図）

位置　調査　区南部　N臓腑区。

規模藍平面形　床面の一部と竃を確認しただけで　規模や平面形は明確でないが　長軸持。鋤m　短軸緩。竃］

Ⅲの長方Ji吏二推定される

主軸方向iN　了（う、　王1

床　竃の前面がよ　踏み固められている。

・　　′　　　′、、　　　二　、ノ

、　　　　　　′　′　　、　　′

憲土層解説
鼠　黒　褐　色　廃土粒子多農，炭化粒子中農

2　極暗赤褐色　廃土小ブロック窃廃土粒子多量ヲ　炭化粒予診焼土中ブロック少遺
3　暗　褐　色　廃土粒子中農，炭化粒子微還

′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土師器高台紺椀は竃紺近の覆土…層からそれぞれ出漉している。

新風　寒路の時期は　出土遺物から平安時代で摘世紀以降と考えられる。

第別号桂屠抄出土遺物観察表

111i
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第342図　第246号住居跡実測図

2m

、一一一、
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第343図　第246号住居跡出土遺物実測図

ト　　；一一　」

へ、、j

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　　　i

第247号住居跡（第344図）

位置　調査6区南部，N13jo区。

重複関係　第248号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．26m，短軸3．00mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は43～46cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅7cm，下幅5cm，深さ7cmで，断面形はU字形である。全周している。

床　ほぼ平坦で，全体に踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ105cm，袖幅115cm，壁外への掘り込みは50cmである。袖部は砂

質粘上で構築されている。袖の内壁は，火熱を受けて赤変している。火床部は円形に浅く掘りくぼめられてお

り，煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　極暗褐色
4　極暗褐色

5　暗赤褐色
6　極暗褐色

砂多量，炭化粒子少量
焼土粒子・砂多量

焼土小ブロック・焼土粒子・砂多量，炭化粒子少量
焼土粒子・炭化粒子・砂多量
炭化物・砂多量，焼土粒子中量
砂多量

ピット1か所（Pl）。Plは，径15cmの円形で，深さ22。mである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径50cmの円形で，深さ15cmである。断面形は皿状である。

412－
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第344図　第247・248号住居跡実測図
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覆土　6層からなり，ロームブロックが多量に含まれ人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子・廃土粒子微量
5　極暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量

6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

遺物　土師器片29点，須恵器片85点，石製品1点が出土している。1，2の須恵器杯は北東コーナー付近の覆

土下層より逆位で，3の須恵器杯，5の須恵器蓋は竃内より，4の須恵器高台付杯は中央付近の覆土中層より，

6の須恵器蓋は覆土中より，7の須恵器皿は北東コーナー付近の覆土下層から逆位でそれぞれ出土している。

9は須恵器賓の休部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の状態や出土遺物から平安時代の9世紀前葉と考えられる。

／

l＝＝∈者4
第345図　第247号住居跡出土遺物実測図

第247号住居跡出土遺物観察表

≠≦≡二二≡三二二

▼．ヽ

！一二二喪、

．‾

サ⊥∴こ1－

t・・；・

10cm

ト1－－－1－－－－－－－

図 版 番 口 器 　 種 計 測 値 （c m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備 　 　 考

第 3 4 5 図 杯 A 1 4 ．0 口 縁 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 外 傾 口 緑 部 か ら 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・ 長 石 ・ 雲 母 P l O 7 9

1 須 恵 器 B 　 4 ．7 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 に 至 る 。 休 部 外 面 下 端 へ ラ 削 り 。 底 部 一 方 向 暗 灰 黄 色 9 5 ％ 　 北 東 コ ー

C 　 7 ．6 の ヘ ラ 削 り 。 良 好 　 煤 付 着 ナ ー 付 近 覆 土 下 層

2

I 不 A 1 3 ．0 口 緑 部 一 部 欠 損 。 平 底 。つ 休 部 は 外 傾 口 縁 部 か ら 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 砂 粒 ・ 石 英 ・ 長 石 ・ I J l O 8 0

須 恵 器 B 　 4 ．5 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 至 る 。 休 部 外 面 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 底 部 雲 母 　 灰 色 9 0 ％ 　 北 東 コ ー

C 　 6 ． 1 へ ラ 削 り 。 普 通 ナ ー 付 近 覆 土 下 層
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図版番号　 器　 種
！　 音 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎土砂色調◎焼成 i 備　 考

第3壷図　　 棒 射 接線月俸部から冒縁部にかけての破片言乎圧磯部から体部内車外南口グロナデ。〕

B ”■溌つ牒紅華部は外傾して立ち上が畑　 口　休部外面下端手持ちへラ削り。底部
だ 空 聖 攣 聖 ずかに外反する。　 へラ削り0

砂粒録長石砂雲母　　 P 108ユ
灰黄色　　　　　　 20％

普通　　　　　　　 竃内

3　　 須 恵 器

蕗釦 酎 不 日狛 2 耳目 底部片。高台はハ の字状に開 。　 体部内 の外面 ロタロナデ。高台貼 り 砂粒 魯長石　　　　　 P lO8 2

4　　 須 恵 器　 鉦　 9 潮　　　　　　　　　　　　　　　　　 付け後，ナデ。 灰色　　　　　　　 20％

E　 l．1 普通　　　　　　　 車央付近覆土中層

蓋　　 Å 且8．3　 日縁部一部 欠損。偏平 な擬宝珠状 の　 天井部 回転へ ラ削 り。 目線部 昏体部 砂粒 ◎長石 儲雲母 砂　 P lO8 3
5　　 須 恵 器　 B　 3．6　 つまみが付 く。天井部は笠型であ る。内面 ロタロナデ。 スコリア　　　　　 70％

ぎ　 3。4　 日縁部 は短 く折 り返されている。 にぷい橙色 竜 内

G　 鼠。且 普通

6 須中 卑 賢 ㈱短欄。返されi硝部内砂外面ログ吋デ。 ㌘ヨ　橿
皿　　 Å 蟻 。　 休部一部欠損 。休部 は外傾 して立 ち　 日録部か ら体部内 癖外商 ロクロナデ。

須 恵 器　 B　 。　 上が 畑　 日縁部 はわずかに外反す る。底部回転へラ削り。

石英 魯長石　　　　　 P lO 85

黄灰色　　　　　　 50％　 北東 コー

針 8 87がj　　　　　　　　　 i 普通　　　　　　　 ナ…付近覆土下層

図版番号 種 別 」 三 」 ㌍ 」 空 ＿ 」　 出　 土　 地　 点

備　　　　　　 考
径日用1　 厚さ、cm　 孔径（．．鼎　 重畳接）

中 紡 錘 車恒 ㌦ノe6 い き中　 も中　 滅　 南壁覆土下層 q川00　凍叛岩　　　　　 000。

一　　　　　　　　　．′　　　　　　′

位置　調査　区南部　N臓海区。

重複関係　第2・18号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新し言、

規模と平面形　長軸在10m、短軸吊．9811の）方彬である．

主軸方向　N一一一一一一一2㌧∵Ⅳ

壁　壁高は－18＼52川で，ほぼ重直に立ち上がる．

壁溝　刷1号25＼30川、卜幅15－＼－20…、深さ15川「亡，断面形はし’字形である．ほぼ全周している，

床　ほぼ平坦で、全体が踏み固められており，出入り口什近には盛り上がり部分がみられる．

竃　北壁中東部に付設されている。規模は長さ霊配m　袖幅摘配m　壁外への掘り込みは鮎cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。商機部内にはク　補強材として土師器婆が入れてある。火床部は楕円形に浅く掘りく

ぼめられており、火熱を受けて赤変している－　煙道部は火床部から緩やかに立ち「二がる

憲土層解説

l　にぷい赤褐色　廃土粒子中農，焼土中砂小ブロック◎炭化粒子のロ…ム粒子少量
2　暗　赤　褐　色　焼土粒子◎炭化粒子少還
3　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック中墨，焼土粒子砂炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化物少量
5　灰　黄　褐　色　炭化粒子砂ロ…ム小ブロック少量

暖もy睦　5か所（Pユ～P5）。㌘1～㌘4はタ　径20～2艶照の円形　深さ5～翫cmである。いずれも主柱穴と考え

られる　I‾）訂去、径15（・111の円形，深さj7（・Tllである　出入り口施設に伴うと、ソトと考えられる、、

覆土　5層からなり，人拗性情である

土層解説

1　黒褐色　廃土粒子⑳炭化粒子砂ロ蘭－ム粒子少量

2　黒褐色　廃土粒子⑳炭化粒子◎ロ…ム中歯小ブロック∴汐にトーム粒子微量

3　極暗褐色　焼土中⑳小ブロック態炭化粒子◎ロ…ム小ブロック◎ロ…ム粒子微量

4　極暗褐色　炭化物砂炭化粒子少量芦　廃土粒子のロ…ム粒子微量

5　極暗褐色　廃土粒子e炭化粒子のロ…ム粒子微最

一　つ15
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第347図　第249号住居跡竃実測図

遺物　土師器片1694点，須恵器片445点，灰粕陶器1点，土製品1点，鉄製品1点，礫9点が出土している。

1の土師器杯は南壁際の覆土下層から逆位で，2の土師器杯は東壁際の覆土下層から正位で，3の土師器杯は

東壁際の覆土中層から正位で，4の土師器杯は北壁際の覆土下層から逆位で，6の高台付杯は北東コーナー付

近の覆土中層から逆位で，7の土師器高台付椀は北西コーナー付近の覆土下層から逆位で，8の土師器高台付

皿は東壁際の覆土下層から逆位でそれぞれ出土している。9の土師器磐は竃右袖部の補強材として逆位で，11

の土師器磐は竃左袖部の補強材に用いられていた。12の土師器小形賓は支脚として使用され竃内から逆位で出

土している。20の須恵器小形賓が南壁際の覆土下層から正位で出土している。16の灰粕陶器長頸瓶が西壁際覆

土中層から出土している。22は須恵器饗の休部片で，外面には横位後，縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の状態や出土遺物から平安時代の9世紀後葉と考えられる。

第249号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第3朗 図 杯 A 15，2 口緑 部一部 欠損。平底。休部は内攣 口緑部か ら休部外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P lO8 6

1 土 師 器 B　 5．2 気味に立ち上が り， 口縁部はわずか 部外面下端へラ削 り。 内面へ ラ磨 き。スコリア 90％
C　 7．1 に外反す る。 底部一方向のへラ削り。 内面黒色処

理。
外面橙色 ・内面黒色

普通　 煤付着

南壁際覆土下層

2

〕不 A 15 ．0 口緑部一部 欠損。平底。休部は内攣 口緑 部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P lO8 7
土 師 器 B　 4 ．5 気味 に立 ち上が り， 口縁部はわずか 休部外面下端 ナデ。 内面へ ラ磨き。 スコリア　 外面にぶ 90％

C　 8 ．0 に外反す る。 底部一方向のへ ラ削 り。内面黒色処

理 。

い橙色 ・内面黒色

普通　 煤付着

東壁 際覆土下層

3

年 B （5 ．2） 底部か ら休部にかけての破片。平底。休部外面ロクロナデ。休部外面下端 砂粒 ・雲母 P lO8 8

土 師 器 C　 7 ．6 体部は外傾 して立ち上が る。 へラ削り。 内面へ ラ磨き。底部へラ 外面にぷい橙色 ・内 70％
削 り。 内面黒色処理。 面黒色　 普通 東壁際 覆土中層

－417－
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第349図　第249号住居跡出土遺物実測図（2）

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 3 48 図 杯 A ［13 ．6 1 休 部一部欠損。平底。休部は内攣気 ロ緑部 か ら休部外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO 89

4 土 師 器 B　 4 ，5 味 に立 ち上が り， 口緑部に至 る。 部外面下端回転へ ラ削 り。内面へ ラ 黒色 60％

C　 6 ．4 磨 き。底部へ ラ削 り。内 ・外面黒色

処理。

普通 北壁際覆土下層

5

杯 A ［10 ．7」 口緑部片。口緑 部は外傾 して立 ち上 口縁部外面 ロクロナデ。内面 へラ磨 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO 90

土 師 器 B （3 ．7） がる。 き。内面黒色処理。休部外面 に墨書。外面にぷい黄橙色

内面黒色　 普通

5 ％

南壁際覆土下層

6

高 台付〕不 A 12，5 高 台はハの字状 に開 く。休部は内攣 口縁部か ら休部外面ロクロナデ。内 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P lO 91

土 師 器 B　 4．7 気味 に立ち上が り， 口縁部はわずか 面へ ラ磨き。底部高台貼 り付け後， スコリア　 外面橙色 100 ％

D　 6．6

E　 l．3

に外反す る。 ナデ。内面黒色処理。 内面黒色　 普通 北東 コーナー

付近覆⊥中層

－419－



図版番号 ん‾‾…‾‾‾‾‾‾‾‾頑 納 豆両　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 庫 慕竃諒 ◎焼成　 備　 考

第封8図 高台仕種　 A l損 ） 休部一部実寸鉦 高鉦ま長く，！… 丁　 目縁部かへ休部外面上り 口ナ千 体　 砂粒 0右英・雲母 e　P lO92

丁　 土 師 器　 8　 7・0　 状に開上 体部は内攣気味∴立木上　 部下端回転へ当神立 内面へラ磨き「㌃中 「 外面浅黄 80 0い
n　 T・6　 が年　 目綾部はわずかに外反する． 底部高台貼り什け軋　 ナ千 内面黒　 橙色　 内面一部黒色　北西二一十…

E　 も畑　　　　　　　　　　　 色処理0　　　　　　　　 普通 二次焼成　 付近覆土下層

高台什皿　 A は 6　 高鉦まノ＼の字状仁開十 休部は外陣　 目線部かへ休部外面。プリナ字　 体　 砂粒。右華。雲母e　 P lOm
8　 土 師 器　 8　 圭1 して宣右上が年　 目縁部仁王る．　 部下端回転へ彗伸十 内面へ予磨き＋ぺ∵り∵　外面∴ぶ 1㈲㌔

n　 T・3　　　　　　　　　　　　　　　 底部高台貼り什け軋　 十二十 内面黒　 い特色　 内面黒色　 東壁際将士下層

E　 上2　　　　　　　　　　　　　　　　　 色処理∴　　　　　　　　　　　　 普通

［
9 土漂器i孟（登呂…冒）菱窯萎曇ぎ窯窯蓋蓋望曇≡讐蔓蜜堅誓欝苦㌘表芸讐讐‡芸≡農芸霊溌警車、芸儲8蓋誓翻

げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 二次焼成

婆　　 十 20・8！ 休部から目線部にかけて間酎「 休　 日縁部内 e外面横ナデ∴休部外面へ　 砂粒・石英。長石。 P lO95
用　 土 師 器　 B （甘 7〕 部は内増して土木工が年　 目縁部は　 ∴瑚り牛 内面へ十十デ　輪積み軒　 雲母　　　　　　 3暗

外反する。端部は上方につまみ上げ　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 竃付近覆土下層
られている。ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 外面煤付着

要　　 Å∴甘甘　 体部か0 日縁部にかけての畔「 体　 目線部内 e外面横ナ千 体部外面へ　 砂粒。石英。雲母　 P 用96

＝　 土 師 器 IU 2上6〕 部は内攣して立ち工が年 上位に最　 ニラ削十 内面ナ千　　　　　　　 ∴ぷい橙色　　　 20 0。

大様を持1 ＋＝縁部は外反し、端部　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 竜左袖補強材
は外十方につまみ上げへれている．　　　　　　　　　　　　　　　 外面煤什着

小 彬 婆 「十 は・お　 体部 0日縁部 一部実損∴平底∴休部　 ＝縁部内 e外面横十「 休部外面へ　 砂粒。石英。長右。 P lO析
ほ　 土 師 器　 羞 描か　 は内攣しながら立ち上が軋　 打線部　 ラ削 。内面ナデ。外面の磨滅が著　 雲母　　　　　 榔％

L　 G・8　 は外反する．端部は上方に1 まみ上　 しい∵　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　 竃内支脚転用
げられている0　　　　　　　　　　　　　　 普通 二繍 成 i

第別 図　　 埠　　 射 摘湖　 底部から打線部にかけての破片。辛　 口縁部から休部ロタロナデ。体部下　 砂粒魯石英窃長石⑳　㌘柑粥

13　 骨 悪 器　 H　 工3　日正　 体部は外価して千木上がる∴　　 端子持らへ二朝 牛 底部へ予削牛　 実母　 吠黄褐色　　 20 0。

し言＝！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 外面煤付着　 西壁際将士中層

高台相棒　 B は 潮　 底部片。高台はハの字状に開 。　 休部ロタロナデ。高台貼り翻す嵐　 砂粒魯石英◎長石　 ㌘摘鱒

摘　 須 恵 器　 紅　 潮　　　　　　　　　　　　　　 ナデ。　　　　　　　　　　　 灰色　　　　　　 摘％

E　 上†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 中央部将士十層

蓋　　 Åつ5・2〕 天井部片＋天井部は笠型をしている＋天井部回転へこ朝 生 内面 。目線部　 砂粒・掃い 長右　 P llOO
持　 須 恵 器　 8 1・8　 日縁部は折り返されている㍉　　　 内e外面ロケロ十十　　　　　　 叛色　　　　　　 30 0。

普通　　　　　　　 竃付近将士中層

i
長 頸 瓶　 臣 7・3〕 頭酔「 頭部は外反しなが吊待 工　 頸部内 0外面U プロナ千　　　　 砂粒。長右　　　 P H O1 5㌦

痛　 快柚陶器　　　　　 がる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 叛色　　　　　　 黒笹90号窯式

良好　　　　　　　 西壁際将士中層

婆　　 Å！25耳　 目縁部片∴目線部は外傾して立ち上　 目縁部内 e外面U クロナデ．体部外　 砂粒・h 華e長石e　 P llO2
17　 須 恵 器　 勘 6・2〕 が廿　 日縁部上位に稜を持㍉）　 ｝面平行叩き　　　　　　　　　 雲母　 黒褐色　　　 5 0。

；　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 北壁際覆土下層

を
婆　　 射 2組 〕 目線断 。目線部は外反して立ち上　 沼緑部内車　涌 ロクロナデ。　　　 砂粒砂石英怨長石　 ㌘且摘3

18　 須 恵 器　 臣 五3〕 が年 端部はやや1 まみ上げへれて　　　　　　　　　　　　　　　 叛色　　　　　　 5 （＼

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 ㌘3付近覆土下層

婆　　 Åつ1・巨　体部から＝縁部にかけて拗射「 休　 日縁部内 8外面ロクロ十「 体部外　 砂粒。石英8長右。 P ＝01
摘　 須 恵 器　 B C　潮　 部は外傾しながら立ち上が軋　 打線　 薗平行叩き。　　　　　　　　 雲母　灰色　　　　 ％

部は外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 竃付近覆土下層

小 形 婆　 Å 15・2　 休部一部失肛 平底．休部は外醸気　 目線部内。外面ロクロ十十 体部外　 砂粒 e右華。長石。 P H 05
20　 須 恵 器　 B lO・9　 味に立ち士が年　 目縁部は外反する．面へラ削十 内面ナ千 輪積み軋　 雲母　 快哉色　　　 70㌔

e 用・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南壁際覆土下層

図版 番 号　 種　 別

長 さ毒 。m ）； 厚 さ 葎m ） 重 畳 軸　 出 土

地 占 備 考
ハlヽ

2日　 釘 q o鋤 恒 0日　 サバ　 拍糾　 軸 覆土下層 恒瀾 TOO。
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こ　′バ　‥・l　　　‘、、′二、・、ソ

位置　調査6区南西部、N13血中工

l十‾　′　　　ノ、′　′　　　ノ　′　　　、　　′　　　∴、、′・

規模藍平面形　長軸3。88mr短軸乱射血の方形である。

主軸方向　N一一一一50－－一一一・lE

壁　壁高は－110＼43（－nlで、外醸して立ちi＿二がる、－、

・、′二二一　　　一一　　　　　　　　、　　　　　・　　　、　　　　　　‾・；　　　　　　　．、

′．′　、′、1、・・一＼′（　　　　、・

竃　北壁中央部に付設されている。磯部の遺存状況は慧ら規模は長さ温蟻cm　袖幅纏的m　壁外への掘り込

みは渕撒ほどである。磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形状に浅　掘り　ばめられ　煙道部は

火床部から緩やかに立ち上がる、、

憲土層解説

l　極暗褐色　廃土粒子の炭化粒子砂ロー蛾ム粒子少鼠　廃土小ブロック慾ロ…ム小ブロック微最
2　極暗褐色　廃土粒子⑳炭化粒子砂ローム小ブロック少還
3　暗褐色　廃土粒子⑳炭化粒子ゆローム粒子少最　廃土小ブロック砂炭化物微量
4　極暗褐色　ロ…ム粒子中量，廃土粒子砂炭化粒子微量
5　暗褐色　炭化粒子中鼠　廃土粒子・しト∴て、粒子微量

6　極暗褐色　炭化粒子中量，廃土粒子砂炭化物のローム粒子少量

、　　　　　　′　　　　　　　　　　ぐ　　、・　、　　ニ　′、＿　′　　′、　　　　て　　　　　′・′′

′　　　　′′　　　　・′　　　　　　　　　　　　　′　．・‥　　′　′　　　・′　　、∴′

覆土　7層からなり，自然堆積である

土層解説
1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　極暗褐色

・1　極暗褐色

5　極暗褐色

とう　暗　褐　色

丁　極暗褐色

ローム小ブロック◎ロ…ム粒子少量，廃土小ブロック⑳炭化物微量

ローム粒子中島　焼土中ブロック砂焼土粒子⑳炭化物◎炭化粒子車ローム小ブロック微量
ロ…ム粒子中量夕　炭化粒子窃廃土粒子ゆロ…ム小ブロック少量

ローム小ブロックのロ…ム粒子少農，炭化粒子の廃土粒子微量

廃土小ブロック⑳廃土粒子㊧炭化粒子珍ロ…ム小ブロック◎ロ…ム粒子少量

ロ…ム中歯小ブロック⑳ロ…ム粒子少還，焼土中ブロック◎廃土粒子微量

ロ騨叫ム粒子少量，廃土小ブロック啓廃土粒子◎炭化物微量

第翫号住居跡出土遺物観察衷

図版 ’番号 器　 種 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴
胎士 。色調 ・焼 成 備　　 考

第350 図 甑
l

A ［23 滴］ 休部か らロ緑部にかけての破片。体　 口緑部 内 昏外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 。石英 ・長右 。 P ll O8
且 土 師 器 B （26 。6　 部は内攣気味に立 ち上が 畑　 日録部　 ラ磨 き。内面へラナデ。 雲母　 にぷい橙色 30％

は外反する。 普通　 外面煤付着 竜左袖部覆土下層

杯 Å［摘 耳目 底部 か ら日録部 の破片。体部は外 傾　 日録部か ら体部 内 昏外面 ロクロナデ。砂粒 ・長右 ・雲母 P ＝0 9
2 須 恵　 器 B　 3 。6　 して立ち上が 畑　 口緑部に至る。　 底部回転へラ切 り。 灰色 20 0。

C ［8 ．0］ 普通 竜 内

蓋 Å 14 09　 ボタン状 のつ まみが付 く。天井部 は　 天井部回転 へラ削 り。 ロ緑部内 魯外 砂粒 儲石英 瀞長石 魯 P l 11 0
3 須 恵 器 B　 3沼＋「皿形 を してい る。 ロ緑部内面 に短 い 「薗ロクロナデ。休部内面 ロクロナデ。 雲母 100 0。

ぎ　 4 の且　 かえりが付 く。 黄灰色 北東 コーナー

G　 O ．9 普通 付近覆土下層

蓋 A ．［15 淵］ 目線部か ら天井部にかけての破片。 天井部回転へ ラ削 。 日録部 ロクロ 砂粒 ゆ長石 ⑳雲母 P l ll l
4 須 恵 器 B は あ4日 天井部は皿形を している。 ロ緑部内　 ナデ。体部内面 ロク ロナデ。 灰色 60 0。

面に短いかえ りが付 く。 普通 覆土中

蓋 Å［17め0］ 日録部片。天井部は笠形を している。天井部内 藤外面ロクロナデ。 日録部 砂粒 超長石 ◎雲母 ◎ P ll 12
5 須 恵 器 B 日 馬 目 口緑 部は短 く折 り返 されている。　 内 儲外面 ロクロナデ。 スコリア

灰黄色　 普通

30％

覆土中

ムl∴－121・一一一、－－－…



遺物　土師器片霊点　須恵器片　点が出土している。且の土師器甑は竃左袖部付近の覆土下層から，2の須

恵器杯は竃内から，3の須恵器蓋は北東コーナー付近の覆土下層から逆位で，恥　5の須恵器蓋は覆土中から

それぞれ出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の状態や出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第義園　第託号住居跡出藍遺物実測図

。≦≡≡‡壬生≡

。＝空≡笠］

‘こ二二二ミh　－

二二三二、二一二毒

10cm

一　　　　　　　　　　　　　一一一一．　－．　　　　　　　　　　　－ゝhl

第託号住居跡（第35且図）

位置　調査6区南部，013b。区。

規模と平面形　長軸3。54m，短軸［2。58］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は8～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ90cm，袖幅［55］cmタ　壁外への掘り込み

は35cmである。火床部は5cmほど掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子◎焼土粒子中量
2　極暗赤褐色　廃土小ブロック中量

3　極暗褐色　ローム粒子e廃土粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　暗赤褐色　ローム粒子。焼土粒子少量
6　極暗赤褐色　ロトーム粒子少量，ローム車ブロック微量

掛y睦　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は，径25～30cmの円形，深さ33～47cmで主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　南西ニト一ナ一部に付設されている。長径50C恥　短径45cmの楕円形でタ　深さ2艶mである。断面形は皿状

をしている。

一一1－422－
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第351図　第252号住居跡実測図

；ふ…．．

＼＼亡妻♂．
第352図　第252号住居跡出土遺物実測図

・、

「二二屯

覆土　5層からなり，人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・廃土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・
5　黒褐色　口一ム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量

炭化粒子・焼土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子微量

っ′′

＿＿く空壷多「

0　　　　　　　　　　　　　1m

［　　；　　＿」

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿　；　　　l

遺物　土師器片228点，須恵器片22点が出土している。3の土師器高台付杯は竃付近の覆土下層から，1の土

師器杯，2の土師器高台付椀，4の高台付杯は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

－423－



第翫号住居跡出土遺物観察羞

図版番号 器 種　 計醜 く扉　　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 ⑳棚 減 可　 ′銘　 考

棒 A は帰 一j m 縁断 〇体部は内攣批 立ち上 i豊 要も需品義品議 体部内面へ 禁 瀧 寓 意曇崇
第請 図 土 師 器 隣 が軋 打線部はわずか繍 射 る。　　　　 橙色恐内面黒色

i　　　　　　　　　　 普通

高台付椀　 鋸　 も那　 底部から休部にかけての破片。高台　 休部外面ロタロナデ。内面へラ磨き。砂粒 の長石 翁雲母　 ㌘且拍逮
土 師 器　 針　 や駐日 は短車 の字状に開圭．体部は内攣　 高台貼　 柳 後き　ナデ。内面黒色勉　 外面にぷい黄橙色　 渕％

皆　 ゆ　 気味に立ち上がる0　　　　　 理G　　　　　　　　　 内面黒色 普通　 覆土中

I
高台什年　 上 主生　 成高年 高台は矩二十！＼声丁状∴開　 高台貼り付け軋　 十十　　　　　 砂粒。右年 長右¢　 円 1持

土 師 器　 Ⅲ　 通　 有　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雲母　 にぷい黄橙色　 臓％
濫　 用　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ；普通　　　　 竃付近覆土下層

高台相棒　 鋸　 湖 底部片。高百は短く一 報彰字状に開 高摘 付け後 ナデ。　　　 砂粒 怨石英 昏長石 ◎晶 温且蟻

4　　 土 師 器 ［紅　 潮　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雲母　 にぷ 磯褐色　 ％
j　 ＿＿＿．ハノみ．……」＿＿＿濫　 用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　 覆土中

欝霧号住居跡　第誠囲う

位置　調査　区南西部　N臓摘区。

重複関係　第茄　⑳翫号住居跡を掘り込んでおり　本跡が新しい。

規模藍平面形　長軸。鵬孤　短軸。減刑の方形である。

壷軸方向　N　50i三

壁　壁高は誠㌦′媚をmで　ほぼ垂直二立ち上がる。

壁溝　上幅蟻m　下幅臓cm　深さ冒孤で　断面形は隠字形である。食間している。

應　全体的に平坦で　中東部がよ　踏み固められている。

竃　北壁中盤部に付設されて締る。規模は轟きは配m　袖幅臓翫m　壁外への掘り込みは誠鞘である。磯部は砂

質粘土で構築されている。鹿床部は円形状に浅　掘り引富められ　煙道部は火床部から緩やかこ立ち上がる。

憲土層解説

且　褐　　　　色　ロ…ム粒子中量夕　廃土粒子少量

2　暗　赤　褐　色　廃土粒予多鼠　炭化粒子魯ローム粒子少最

3　暗　褐　色　ロ…ム粒子中豊夕　焼土粒子砂炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ロ…ム粒子中農，炭化粒子砂焼土粒子少量

5　暗　褐　色　ロ…ム小ブロック中最　廃土小ブロックの炭化粒子少量

6　灰　褐　色　ロー叫ム粒子中量

7　暗　赤　褐　色　焼士粒子珍炭化物◎ロ…ム中ブロック少量

にぷい赤褐色　廃土粒子中農　炭化粒子微量

9　暗　褐　色　廃土粒予感炭化粒子珍ローム中ブロック癖ロ…ム粒子少還

ぼ亀汐睦　　か所膵の。㌘　は　径翫用の閏軌　深さ摘mで　鵬Åり描施設に伴うピットと考えられる。

覆羞　複層からなり筆　太為堆横である。

土層解説

思　黒　褐　色　ロ…ム小プロッタ劫ロー功ム粒子車炭化粒子怨廃土粒子微靂

慧　黒　褐　色　ロ…ム小プロもツタ魯ローゆム粒子怨炭化物◎焼土粒子微量

3　極　暗　褐　色　ローム粒子少農学　炭化粒子⑳廃土粒子微農

4　黒　褐　色　ロ…ム中傷小ブロック◎ロ…ム粒子魯廃土粒子命炭化粒子微農

遺物　土師器片誠意　須恵若緑翻意が出漉している。　の土師器棒は覆土中から芦　の土師器婆は東壁際の

覆土下層から賢　の須恵器塚は南壁際床面直上から横位でタ　の須恵器蓋は覆土中からそれぞれ出土している。

は須恵器磐の休部片で　外商には艇位の平行叩きが施されている。

所農　本跡の時期はき　遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8陛紀前葉と考えられる。

・12・l
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第353図　第254号住居跡実測図
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第354図　第254号住居跡出土遺物実測図

第254号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第354図 杯 A ［ 9．4 1 休部一部欠損。平底。休部は外債 し 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 112 2

1 土 師 器 B　 4．0 て立ち上が り， ロ緑部に至る。 口緑 ラナデ。底部 へラナデ。 雲母　 橙色 80％

C　 6．2 部内面 には沈線が巡る。 良好 覆土 中

2

賓 A 「18 ．4 ］ 休部か ら口緑部にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面梼ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P l 118

土 師 器 B （22 ．5 ） 部 は内攣 して立ち上がり， ロ縁部は ラ磨 き。 内面へ ラナデ。 橙色 20％

外反す る。端部は上方につ まみあげ

られ ている。

普通 東壁際覆 土下層

3

J不 A 14 ．2 ロ緑部一部欠損。平底。体部は外傾 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。砂粒 ・長石 ・雲母 P l l19

須 恵 器 B　 3 ．8

C　 9 ．3

して立 ち上が り， 口縁部 に至 る。 底部回転へ ラ切 り。 内 ・外面 に火棒。灰黄褐色

普通

80％

南壁際床直

4

蓋 A 15 ．8 ロ縁部一部欠損。擬宝珠のつ まみが 天井部回転へラ削 り。 口緑部内面ロ 砂粒 ・長石 P 1 125

須 恵 器 B　 4 ．1 付 く。天井部 は皿形 をしている．。 口 クロナデ。 灰黄褐色 75％

F　 2 ．9

G　 O．7

縁部は短 く折 り返 されている。 良好 覆土中

5

蓋 A ［1 4．0］ 口緑 部片。天井部は笠形を している。 口緑部 ・内面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P l1 20

須 恵 器 B （2．6） 口縁 部内面 に短いかえ りが付 く。 灰黄褐色

普通

10％

P l付近覆土中層

6

璽 A ［29 ．5 1 口縁部片。 口縁部は外反する。 口縁 口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 112 1

須 恵 器 B （4 ．3） 部断面 は三角形を呈 している。 灰黄色

普通

5 ％

覆土 中

426
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位置　調査6区南西乱　N13工区．

重複関係　第258号住居跡の上部に構築さニi「Cおり、本跡が新しい

規模藍平面形・本跡の西部は調査区域外に延びており　東西軸鉦減的　南北軸（2。5鋸mで，平面形は不明で

ある。

主軸方向［N一一一一1一一900－一一一一E二：

壁　壁高は13（・111で、外佃して立ら上がる

床　ほぼ、上申で，竜前面分売く踏み出められている．

竃　東壁中央部に付設されている　規模は長さ105川、袖幅90川．壁外への掘り込みは65川1である、袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
鼠　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　黒　褐　色

（i　黒　出　色

廃土粒子魯炭化粒子螢ロー→ム粒子微量

廃土小ブロック㊧炭化粒子帝もコ随一ム粒子微量

廃土粒子◎ロ…ム粒子少量，炭化粒子微還

廃土小ブロック中農学　焼土粒子⑳ロ…ム粒子少量

廃土小ブロック砂廃土粒子◎炭化粒子砂ローヰム粒子少量

炭化粒子㊧廃土粒子静にト…ム粒子少量

覆土　3屑からなり，自然堆積である

土層解説

1　黒　褐　色　廃土小ブロック◎廃土粒子◎炭化粒子⑳ロ…ム小ブロック微量

2　黒　褐　色　し「・、＿′、粒r・・埴上位守一e炭化粒丁・・しトー∴粒つつ′、量

3　極暗褐色　ロ㌦…ム小ブロック⑳ロ…ム粒子少鼠　廃土粒子微量

∴′・　　　　　　′，　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　．・‘、′．′∴　　　′　　‥　′　一

3の土師器高台付椀は竃付近の床面直上から正位で茅　複の土師器高台紺椀は竃付近の覆土中層から，5の土師

器小皿は覆巨巨からそれぞれ出上しノている．

所見　本跡（ノ＿）時期は、遺構の形態や出上遺物から平安時代の10i咽己1邪捏二考えられる

′．二．′　′　・　　　言′′　∴‥′

図版番頭器種
計測値（扉

器形の特徴　 ！　 手法の特徴
胎工。色調・焼成 備　　 考

第356図　　 埠 Aは乱現

員＋∠渠て
L　T．1

休部一部欠損。平底。体部は内攣気　口緑部から休部外面ロクロナデ。体砂粒。右華・長右。

雲母診スコリア
外面橙色㊤内面黒色

普通

Pl129
甜％
竃内

且 i土師器

i

味に立ち上が畑　口緑部に至る。）　 部下端手持ちへラ削り。内面㌦＼ラ磨

き。底部回転へラ切り後ア　ナデ。二ラ内

面黒色処理。）

高台付碗 Å15．2 日縁部一部欠損。高釦まハの字状に　ロ縁部から休部外面ログロナデ。j体砂粒傘石英紗長石◎圭一）1130
ゴ　　士帥　器 H　O．2

日　7．2
E　l．J

開く。休部は内攣気味に立ち上が畑部下端回転へラ削り。内面へラ磨き。雲母
外面橙色の内面黒色

普通

90％
竃内日経部はわずかに外反する。　　　 高台貼り付け嵐　ナデ。）内面黒色処

理。

高台仕種

3　　土師器

Aは軋酎

H　う．0

休部一部欠損。高台は短く，ハの字　口縁部から休部外面ロクロナデ。体 砂粒8長石④スコリtJlは1
状に開く。休部は内攣気味に立ち上「部内面へラ磨き。）高台貼り郁ナ後ア ア 60％

i
D　T．0
E　且，2
i

がりタ　ロ縁部に至る。）　　　　　　 ナデ。内面黒色処理。 外面橙色ぬ内面黒色
普通

竃付近床直

4

B「乱射

！

底部片潮 の報に開つ 高鍋撒け衡ナデ。
砂粒e石英砂長石金

雲母のスコリア

にぷい橙色　不良

Pは32
30％
竃付近覆土中層

小　　 皿Å　9．6 平底。休部は外傾しながら立ち上が　日経部から体部内魯外面ロクロナデ。砂粒⑳スコリア　も Pl133
5　　士帥器 B　2。8 畑　日経部に至る。）　　　　　　　 底部回転へラ切り後，無調整。 橙色 1000。

し　6．1 普通 覆土中

1127
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第355図　第257号住居跡実測図
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第356図　第257号住居跡出土遺物実測図
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第258号住居跡（第357図）

位置　調査6区南西部，N13h7区。

重複関係　第257号住居跡が上部に構築されており，また第1別号土坑に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の西部は調査区域外に延びているが，長軸5．02m，短軸［4．30］mで，平面形は方形と推定

される。

主軸方向　N15。－E

壁　壁高は16～25cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　調査区域外が不明であるはかは，全周している。上幅12cm，下幅10cm，深さ6cmで，断面形はU字形で

ある。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められており，中央部に凹凸がみられる。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ105cm，袖幅130cm，壁外への掘り込みは10cmほどである。袖部

－428－



第357図　第258号住居跡実測図
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は、砂質粘上で構築されている、火床部はll川川こに浅く掘りくぼめら：五　煙道部は火昧部から緩やかに立ら上

がる、

霊＋萱肥請
rldこ，－－－ムー4臼′′lト．ノし′

1　黒褐色　廃土小ブロック⑳炭化粒子◎tコW…ム粒子少量，ロ…ム小ブロック微農
2　暗赤褐色　廃土粒子多義，炭化粒子中農
3　暗赤褐色　廃土小ブロック◎廃土粒子多最，炭化粒子中農
4　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，廃土粒子少量

ピーソト　5か所（Pl＼P訂．Pl＼I‾）1は、終15川1ほどの［朝子，深さ31ト51川で、いずれも再i穴と考えられ

る、P5は，往25（－111の円形，深さ31川で，出入りIl施設に伴うと、ソトと考えられる＿

覆土　3層からなり，自然堆積である．．

土層解説

1　黒褐色　Eト一ム小ブロック⑳ローーム粒子⑳炭化粒子e廃土粒子微量

2　黒　褐　色　し－トー！、中ソし「′？・しト∵′、粒J’・・炭化物e炭化粒j′－・埴工粒守一微量

3　極暗褐色　ロ」…ム粒子⑳炭化粒子砂廃土粒子少量

遺物　日油器片293点、須恵器片12点、不明鉄製品2点が出上している．．1の日油器艶　3の須恵器蓋は南壁

際の覆トト層から，2の日油器甑はPl什近の覆上卜層から，L11の須恵器蓋は覆巨巨からそれぞれ出上してい

る、

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出上遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる．

駁「攣
節義園　第託号住居跡出藍遺物渓測園

ノ言〉言′、’＿′ノ　　　ー言′′ら′：二！

の　　　　　　頂のC悶

』二三＝＝土二二二』

図版番号 器 種恒測値価 器形の特徴 手法の特徴　 i始土◎色調機可　 若再　 考

第358図 婆　　 Å＿＿＿霊。鋒］ロ緑部片。ロ緑部は外反して立ち上 ロ縁部内魯外面横ナデ。磨滅が著し　砂粒参石英砂長石車‖捏路鍼

1 土師器　B（3．3）が畑　冒縁部上位に明瞭な稜を持っ。い。 雲母　灰褐色 5％

普通　　　　　　　 南壁際覆土下層

2

甑　　　 B（7∵D 体部下位の破片。休部は外傾して立休部外面／＼ラ削り。内面へラナデ。　砂粒の石英の長石◎‖針路箔
土師器　C［12滋］ち上がる。単孔式。 雲母⑫スコリア　　　 且0％

にぷい黄橙色　　　　 ㌘1付近覆土下層
普通　煤付着

3

蓋　　 Aは私勘 天井部片。天井部は笠形をしている。）天井部外面回転へラ削り。日経部内　砂粒儲雲母傲スコリ「杵は誠

須恵器　H「2．0〕ロ縁部内面に短いかえりが付く。 魯外面ロクロナデ。　　　　　　　 ア　灰白色　　　　 測％

津好　　　　 南壁際覆土下層

4

蓋　　　 B（2㌧射 ロ緑部欠損。擬宝珠状のつまみが付 天井部外面回転／＼予削十　内面口？　砂粒・右華。長右e　PlD T

須恵器 y　3逓 く。 ロナデ。　　　　　　　　　　　　 雲母　灰白色　　　 50％
G　O．8 普通　　　　　　　　 覆土中

工30



第望馴号住居跡　第摘　◎摘図）

位置　調査6区中央部．八1110区

重複関係　第錆号住居跡を掘り込んでおり9　本跡が新しい。また本跡の上部に第262号住居跡，第14号溝が構

築されており　本跡が青い。

規模と平面形　長軸15．2＿1畔　短軸5．10Illの方形である

主軸方向　N　…110つ1

壁　壁高は30＼50川で，外佃して立ち上がる．

壁溝　巨船15－＼20川l，卜幅10＼20m，深さ10川で、断面彬はしつ：形である1全周している．

床　全体的に平坦で，中央淵・；がよく踏み回められており言＝入り［lO一近に盛り上がりがみられる、

竃　北壁中央部に什設されている　遺在状況が良好で、煙道部を確認し．た＿、、規模は長さ96（恥　袖幅110（・町・壁

外への掘り込みは15cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道

部は火昧部から外頓し．て立ち［二がり．途中から緩やかな角度に変わる＿．

完土層解説
1　暗　出　色　埴つ≠′守・扶化粒J′・・し「∴ノ、粒白微量

2　暗　褐　色　廃土粒子⑳炭化粒子車．ロ研一ム粒子少量，廃土小ブロック微量
3　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子砂ロー…ム粒子少量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，廃土粒子砂炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多義　炭化粒子⑳ロ腱一ム粒子微量

6　灰　褐　色　廃土粒子◎炭化粒子中農，ロ腑…ム粒子少量
了　にぷい褐色　焼土粒子命炭化粒子中量，廃土小ブロックeロ…ム粒子微量
8　褐　　　色　廃土粒子魯炭化粒子少量，焼土中ブロック∴診Eト…ム粒子微量
9　黒　褐　色　焼土粒子◎炭化粒子少量，廃土小ブロック命もコ帥一ム粒子微量
膵　黒　褐　色　炭化粒子多量，廃土粒子聯ローム粒子少量

ピーソト　（うか所（、1）ll・＼I㌦「　Pl－＼つ）lは，長子羊10－＼70（耽　短径35－＼．15川の楕円形で、深さ39－＼51川1である

いずれも主柱穴と考えられる．1）5は，往30川のIl川ラ，深さ28（・Illで、出入り日に伴うと、ソトと考えられるiI）。；

は，35（・T11の円形、深さ18（軒亡、ノ性格は不明である、、

覆土　7層からなり，自然堆積である

土層角宰説

1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色

・l　黒　出　色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　黒　褐　色

廃土粒子◎炭化粒子◎ローーム小ブロック◎ローム粒子微量

廃土粒子◎炭化粒子eロ…ム中ブロック砂．こト－ム粒子微量

廃土小ブロック◎ローム粒子少量，炭化粒子◎廃土粒子微量

Eト…ム粒子少量，廃土粒子嘘炭化粒子微量

廃土粒子中量，炭化粒子金口…ム粒子少量

ローム小ブロック飴．Eト～ム粒子中農　焼土粒子◎炭化粒子少量

廃土粒子◎炭化粒子中量

遺物　日油器片1023点、須恵器片63点，鉄製品2点が出上している．1の日油器林は北東コ一一ナ一骨）床面l【チ‖二
i

から斜位で，2の土師器埠は竃内から，3の土師器杯は竃付近の覆土下層から正位でァ　4の土師器婆は中央付

近の覆土中層からタ　5の須恵器杯は中央付近の床面直上から正位で，6の須恵器長頸瓶は中央付近の覆土中層

から，7の須恵器磐は北東二ト一十一イJ‾近の覆土卜層から出上している　9，10，1＿1は須恵器磐の‖縁部から休

部にかけての破片である、9．10は外面に横位の平行叩きが施されている＿一つ1は縦位後，横位の平行叩きが施

されている．

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。
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第359図　第261号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　器　種
計測値廟i　 器形の特徴　 ！　 手法の特徴

胎十〇色調・焼成備　　考

第359図［［　棒A摘．　日録部一部欠損。丸底。底部と体部　目線部内啓外面横ナデ。底部へラ削砂粒車石英◎長石砂Pll12
且　；土師器B　3。複　との境に稜を有する。休部は外傾し　娠 雲母　灰黄褐色800。北東コ‥

て立ち上が畑　目線部に至る。 普通　煤付着 十一付近味直

林射朝雄月底部から目線部にかけての破片。丸　打線部内⑳夕滴横ナデ。休部◎底部砂粒躊雲母 Pl摘3
2　　士仙　器H　工0　底．休部は内攣して辛木工が年　目　外面㍉＼∴ラ削牛 にぷい橙色 40％

縁部に至る。 普通 竃内

杯射効用引感部から目線部にかけての破片。丸　口緑部内⑳外面横ナデ。底部へラ削砂粒。石英・長右。Plト＝
3　　土師器B　3。1　底。底部と休部との境に稜を有する。り。 雲母 30％

休部は外傾して立ち上が畑　日録部 灰黄褐色 竃付近覆土下層

に至る。 普通　煤付着

登

壇　　土師器

A［＿25潮　体部から目線部にかけての破片。体　目線部内巷外面横ナデ。体部啓底部
砂粒ゆ石英爛言

雲母

にぷい褐色

普通

PlH5

200。

中央付近将十中層

即事潮「酌津潤して立ち上が畑　日経部は　外面へラ削り。内面ナデ。輪積み痕。

外反する。端部は上方につまみ上げ

られている。

杯
！

射寮歳月底部からロ縁部にかけての破片。平　日縁部から体部内⑳外面ログロナデ。砂粒砂雲母態スコリPll．16
5　　須恵器B　。　底。休部は外傾　て立ち上が畑　口　底部回転へラ切。 ア　灰黄褐色 200。

緑部に至る。 普通 中央付近床直

長頸瓶断つ議‖底部片。高釦ま短く直線的に開く。　体部内車外南口クロナデ。高台貼り砂粒 Pll．17
6 須恵器mi：‾7耳目器璧甜劉生 付け後学　ナデ。） 昧色 20％

斑　0．5 普通 中央付近将十中層

聾鋸22。5）休部片。体部は外傾して立ち上がる。休部外面平行P帽。内面へラナデ。砂粒・右英・長右。Plll．8
丁　　須恵器C［22。0］ 雲母　灰色

普通

200。北東コー

ナ…付近覆土下層

図版番目
種別長紬m）幅律m）；厚さ葎m）重畳軸）出土地点　　 備　 考

8
鎌　巨ip針目も9

0．5 拍お　産土中　　　　　 iMlOO9

∴′・ノ，．，’．一　′∴∴∴．く

位置　調査　区中央部　M摘g区。

重複関係　第摘号住居跡　第摘号溝に掘り込まれており　木鉢が青い。また木鉢は第2飢号住居跡の上部に構

築されているので　本跡が新しい。第摘号住居跡との新旧関係は第摘号溝に掘り込まれているので不明であ

る．＿，

′．∴　　　・　　　　　了　　　′　、・′．∴一∴　壬　′　′＿、∴折る

主軸方向　Nl…970・つ1

壁　壁高は29＼118川1で，外傾して立ち上がる

壁溝　掘り込まれている部分を除き確認した。上幅蟻cm　下幅摘cm　深さ摘cmほどで，断面形はU字形である。

床　全体的に平恒で，軟らかい，

竃　東壁中央部に付設されている。右磯部から火床部にかけて第摘号住居跡に掘り込まれてお畑　遺存状況

は悪い。規模は長さ撒cm　袖幅［は鋸cm　壁外への掘り込みは蟻cmである。磯部は粘土の残存状況から，砂質

粘上で構築されていたと考えられる＿．

′　　　　′∴・′　　　　・∴‾　′’二、六・、．　三　一　　袋、′′こ′：一・′ノ′／　∴了ソ’‾／、・即∴fJノノ

貯蔵究　南壁寄りに付設されている。長径55cm芦　短径壷cmの楕円形で　深さ都cmである。断面形は皿状をして

いる

…」33－－－－・一一
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第360図　第262号住居跡・出土遺物実測図

第262号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

トー－…十一一一一一一一一一一一一一」

図版番口器　種 計測値（ぐm） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第360図 高台付椀 A［12．01 休部一部欠損。高台はハの字状に開 口緑部から体部外面ロクロナデ。内 砂粒・長石・雲母 P1149

1 土師器 B　5．2 く。休部は内攣して立ち上がり，口面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。外面にぷい橙色 50％

D　5．1

E　l．0

緑部に至る。 内面黒色処理。 内面黒色

普通

中央付近床直

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　口一ム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　2層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
2　黒褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片136点，須恵器片6点が出土している。1の土師器高台付椀は中央部の床面直上から正位で出

土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第264号住居跡（第362図）

位置　調査6区中央部，M14r6区。

重複関係　第265号住居跡を掘り込んでおり，また第198号住居跡，第2号大形竪穴状遺構の上部に構築されて

いるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．00］m，短軸2．72mの長方形と推定される。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は6～12cmで，緩やかに立ち上がる。

床　はぼ平坦で，全体的に軟らかい。

竃　東壁に2か所付設されている。北側の竃1の規模は長さ62cm，袖幅50cm，壁外への掘り込みは35cmほどで

ある。袖部は，砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形状に10cmはど掘りくぼめられ，中央に雲母片岩の

支脚が置かれていた。煙道部は削平により不明である。南側の竃2の規模は長さ85cm，袖幅65cm，外壁への掘

り込みは25cmほどである。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は削平され不明である。竃1と竃2の

新旧関係は不明である。

竃2土層解説

1　褐　　色　口一ム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　4　暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　5　暗褐色　炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子少量
3　褐　　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量　　6　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは，径22cmの円形，深さ29cmである。P2は，径30cmはどの円形，深さ13cm

で，いずれも性格は不明である。

覆土　3層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ロuFlム粒子微量

鞋
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第瓢号住居跡出土遺物観察衷
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図版番 号 器　 種 計測値毎 ） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 ！始土 橋 断 別 項　 弱毒　 考

第361図 高台廿杯 B 「2．1〕 底部片。 高台はハの字状に開 く。　 休部外面 ロクロナデ。 内面へ ラ磨き。砂粒 ゆ石英 車スコリ「軒旺識

皇 土 師 器 柳二5 。5］ 高鍋 帖 付け衡　 十十 内面黒色也　 ア　 外面∴ぷい橙色 10 0。
E　 O ．9 理＋　　　　　　　　　　　　　 内面黒色　 普通　　 高 1什近覆土中層

婆 Å［：25 ．4 ］ ＝縁部片∴ 目線部は強　 外反 上　 端　 目線部 内 e 外面横ナ丁、 休部外面へ　 砂粒 ・ぺ三日ア　　 P l持1

2 土 師 器 B （9 ぬ3） 部は直立す る。　　　　　　　 ラ削 り。　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 5 ％

普通　　　　　　　 竃 2 付近覆土下層

羽　　 釜 Å［：‾20逓］ 頚部はやや内偵 上　 目縁部は 外反す　 目線部 内 。外面横ナギ　　　　　　 砂粒 。長右 。書付　 P l15 2

3 士 師 器 8 （5．1十 る。体部上位 に鍔がっ く。　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　 5 ％

普通　 外面煤付着　 竜 2 両覆土下層

図版番号
種 別　　 計　 測　 値　 i 栂　 ＋　 言 二

長さ葎両 幅行中 事さ廟 重畳届　 出　 土　 地　 ハ、、　　 婦　　 考

4 鉄　 鉱 恒 梱 ・中　 の5 i 乱 射　 輔 付近覆土桶　　　 M 飢鼠　　　　 閥％

一一㌧136　－



遺物　土師器片230点，須恵器片16点，礫1息　種子1点が出土している。1の土師器高台付杯は竃1付近の

覆土中層から，2の土師器婆は竃2付近の覆土下層から，3の土師器羽釜は竃2内覆土下層から，4の鉄鉄は

中央付近の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第265号住居跡（第362図）

位置　調査6区中央部，M14r5区。

重複関係　第264号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。また第2号大形竪穴状遺構の上部に構築されて

いるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸［3．70］m，短軸［3．10］mの長方形と推定される。

主軸方向［N－900－E］

壁　壁高は4～6cmで，緩やかに立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。削平により残存が悪く，規模は長さ［65］cm，袖幅［55］cm，壁外への掘り込

みは［40］cmほどである。火床部は楕円形状に浅く掘りくぼめられており，煙道部は削平され不明である。

窓土層解説
1　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　口一ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
5　赤褐色　焼土粒子多量，焼土大ブロック少量

6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・ローム粒子微量

覆土　3層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒褐色　口一ム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片520点，須恵器片28点，鉄製品1点が出土している。1の土師器杯は南壁際の覆土下層から逆

位で，2の土師器高台付杯は南壁際の床面直上から正位で，3の須恵器杯は中央付近の覆土下層から，4の刀

子は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。5は須恵器婆の休部片で，外面には横位の平行叩きが施さ

れている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀前葉と考えられる。
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第％号住居跡出土遺物観察蓑

計測値（cm）

Å12．5

B　3．9

器形の特徴

目線部一部欠損。平底。休部は内攣
気味に立ち上が畑　日録部に至る。

手法の特徴

体部外南口クロナデ。内面へラ磨き。
休部下端手持ちへラ削り。内面黒色

胎士◎色調◎焼成

砂粒魯長石のスコリ

ア　外面橙色

備　　考

C　 5 。6 処理。 内面黒色　 普通 商壁際覆土下層

高台付杯 A l・1．0 体部一部欠損。高台は長くハの字状 ロ縁部から体部外南口クロナデ。内 砂粒・長右・実母 ㌘115∠皇
2 土 師 器 B　 5 ．9 に開く。休部は内攣気味に立ち上が 面へラ磨き。高台貼り付け後ナ　ナデ。外面橙色 70（＼

＝－　’∴0 り，ロ縁部に至る。 内面黒色処理。 内面窯色 南壁際床直
E　 lp6 普通

隼 Å 12 ．9 体許一部欠損。平底。休部は外傾し 日録部から体部内 塵外南口クロナデ。砂粒・雲母・て∵＝ P ‖55
3 須 恵 器 B　 4 ．3 て立ち上が畑　 目線部に至る。 休部下端手持ちへラ削り。底部／＼ラ ア　 にぷい橙色 90％

C　 5 ．8 削り調整。体部外面に墨書。 良好　 煤付着 中央付近覆土下層

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（（‡m） 幅白二m ） 厚さ（cm） 重畳（g）

4 刀　　 子 （10．9） 1．2
0。4　 日 移）

東壁際覆土下層 M lO12

第謁号住居跡　第講図）

位置　調査6区中央部，nl・I14。一計又∴

重複関係　第摘　◎雷号住居跡を掘り込んでおり　本跡が新しい。また第錆号住居跡　第摘号溝が上部に構

築されており，本跡が古い、．

規模藍平面形・長潮乱別血，短軸乱用血の方形で為る。

主軸方向　N　－00

壁　壁高は25＼12川lで，外頓しノ‾lC立ちl二がる＿、．

壁溝　上幅蟻cm　下幅摘cm　深さ8cmで　断面形はU字形である。金周している。

床　全体的に平坦でヲ　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。竃の遺存状況が良好で　煙道が確認された。規模は長さほ配m　袖幅摘艶m，

壁外への掘り込みは45細である。磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ芦　煙

道部は火床部から緩やかに立ち上がる、、

憲土層解説
1　暗　褐色　焼十粒子・炭化粒i′一・しト∴そ、粒子少量

2　窯褐色　廃土粒子砂炭化粒子少量，ロ蜘∵ム小ブロック◎ローム粒子微量
3　暗褐色　廃土粒子◎ロー…ム粒子少最　炭化粒子患ロ…ム小ブロック微最
4　黒褐色　廃土粒子砂ロ…ム粒子少量，炭化粒子微農
5　黒褐色　廃土粒子e炭化粒子少量，廃土小ブロック砂ロ…ム粒子微量
6　暗褐色　廃土粒子少量，炭化粒子態。腑－ム粒子微量
7　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子砂ロ…ム粒子少量

8　黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子中量，焼土中ブロック少量
9　黒褐色　廃土粒子の炭化粒子中農，炭化物少量
10　暗褐色　廃土粒子少量，炭化粒子魯ローム粒子微量

′1、・∴：ニ　　　ュ二　は　′ノ′‘ニ　′．′一、二′　：－、㍉′　′・一　′・′／′　　、　・．′　′　　　　　　・ノ　　　／′．

覆土　4層からなり．自然堆積である

土層解説

1暗褐色　ロ…ム粒子多量，ロ」ム小ブロック中豊ブ　ローム太車中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子8炭化粒子翁ロ…ム小ブロック微量
3　暗褐色　廃土粒子多量，炭化粒子砂炭化物魯ロ」ム粒子少量

4　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子命炭化物中量，廃土粒子⑳ロ…ム小プロッタ少最

工38－－
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第364図　第266号住居跡実測図

ノl

0　　　　　　　　　　　10cm

5　　」＿＿＿＿⊥－」

第365図　第266号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片357点，須恵器片1点，陶器片1点が出土している。1の土師器杯，2の土師器高台付杯，3

の土師器高台付小皿，4の須恵器甑は覆土中からそれぞれ出土している。5は須恵器聾の休部片で，外面に同

心円当て具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

－439



第266号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第36 5図 杯 A 「13 ．0］ 口緑部片。 口緑部はやや外反 し， 口 口緑 部外面 ロクロナデ。内面へラ磨 砂粒 ・石英 ・スコリ P l 156

1 土 師 器 B （2 ．7） 縁部 内面 に沈線が巡 る。 き。 内面黒色処理。 ア　 外面橙色

内面黒色　 普通

5 ％

覆土 中

2

高 台付杯 B （2．8 ） 底部か ら休部にかけての破片。 高台 休部外面 ロクロナデ。内面 へラ磨 き。 砂粒 ・長石 ・スコリ P 1 157

土 師 器 D ［7．2＿】 は短 く，ハの字状に開 く。休部 は内 高台貼 り付け後，ナデ。 内面黒色処 ア　 外面浅黄色 20％

E　 O．7 攣気味 に立ち上がる。 理。 内面黒色　 普通 覆土中

3

高台付小皿 A ［10 ．3 ］ 休部片。高台はハの字状 に開 く。体 口緑部か ら体部内 ・外面 ロクロナデ。砂粒 ・雲母 ・スコリ P 1 158

土 師 器 B （2．8 ） 部は外傾 して立ち上がり， 口緑部 に ア　 浅黄橙色 30％′

E （0 ．8） 至 る。 普通 覆土中

4

甑 B （4 ．3） 休部下位の破片。休部 は外傾 して立 体部外面下端へラ削 り。 砂粒 ・石英 ・長石 P 1 159

須 恵 器 C ［15 ．6 1 ち上が る。 褐灰色

普通

5 ％

覆 土中

第268号住居跡（第366図）

位置　調査6区中央部，M14j8区。

重複関係　第269・276号住居跡が上部に構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［4．00］m，短軸3．28mの長方形と推定される。

主軸方向　N－280－E

第366図　第268号住居跡実測図
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第367図　第268号住居跡出土遺物実測図
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壁　壁高は22～31cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ110cm，袖幅100cm，壁外への掘り込みは40cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部には撹乱がみられたが，円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部

から外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量，焼土中ブロック微量
3　極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　黒褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片199点，須恵器片27点が出土している。1の土師器杯は中央付近の覆土下層から正位で，2の

土師器高台付杯，5の土師器鉢は竃内から，3の土師器高台付杯は東壁際の覆土下層から逆位で，4の土師器

賓は竃付近の覆土下層から出土している。6，7は須恵器磐の休部片で，外面には縦位の平行叩きが施されて

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第％号住居跡出土遺物観察表

図版番号iノ‾‾‾‾‾‾器 ‾蒜 計測遠‾；み扉 i　 器形の特徴　 i　 手法の特徴　 ！‾…‾‾遠岩‾芸顔色義‾…‾：‾‾…遠戚‾！ 備　 考

讐図土謡器孟1㌢紺讐監票窯賢菩露語雲慧㌘鳩憲慧警警譜漂㌻表芸露㌍吋デ鹿㌍湖中漉
C　 5 98　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 車擬付近覆土下層

i
2　票等芸㍑織豊謂鵠鵠鵠招豊謂㌫㌢冊瑠鵠…畑欝錯 …昌 が玖 欄 に至るく。　　　　　　　 普通　 i竃内

高台相棒　 A は 潮　 休部…誹部欠損－）高台は長生　 ハの字　 日録部から休部外面ロタロナデ。高　 砂粒 砂石英　　　　 ㌢路鍼
土 師 器　 B　 e　 状に開圭二休部は外醸 して立ち上が　 台貼　 椰 後ア　ナデ。）内薗黒色処理。ラ外面にぷい橙色　　 5略

拙 守 耳 目 畑 ［磯 部に至る。．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面黒色　　　　 東壁際覆土下層

E lも5　　　　　　　　　　 ［　　　　　　　　　 普通

婆　 射 霊潮　 目緑部から体部にかけての破片。．体 日縁部内魯外商横ナデ。体部外感心　 砂粒砂長石　　 五 m 鵜

ノ　　 土 師 器　 射 軋 郡　 部は内攣 して立ち上が畑　 目線部は　 タロナデ。　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 摘％
外反する。二，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 竃付近覆土下層

鉢　　 Å＿霊。針　 目縁部から休部にかけての破片。体　 日録部内 砂外面横ナデ。休部外面へ　 砂粒 癖雲母　　　　 亙〕且蛸の

5＋ 上ヒ師 箸針 距頼級事　 部は内攣して立ち上がり　 日経部は　 ラ削 。　　　　　　　　　　　 黒褐色　　　　　 摘％
わずかに外反するC）　　　　　　　　　　　　　 普通 酎 着　 ！竃内

第謁号佳腰掛　第謎囲う

位置　調音6区車大乱　Nl・鉦1年

重複関係　第％号住屠跡の患部に構築されており　本跡が新しい。

規模と平面形　長軸工0（う111，柚柚日払l五月方形である，

主軸方向　N iOO i→二

壁　甲高は18－＼－＿清骨「亡，外陣し′て立ち上がる

壁溝　北壁下を除き確認した。上幅蟻cm　下幅摘cm　深さ鍔だ照で　断面形はU字形である。

床　全体的に、出仕で、東壁から中央部にかけてよく踏みII巾恒㌦巨ている

竃　北壁中央部に付設されている。規模は最澄は凱m　袖幅鮎cm　壁外㌦㌔の掘り込みは開cmである。磯部は砂

質粘土で構築されており　右裾部には雲母片岩が補強樹として入っている。火床部は楕閏形に浅　掘り　ぽめ

られており．煙道部は火床溝から外陣して立ら上がる

憲土層解説

l　極暗褐色　炭化粒子少量，廃土粒子魯ロ…ム粒子微量
2　黒褐色　廃土粒子中量ラ　炭化粒子⑳ロ…ム粒子少量

3　極暗褐色　廃土粒子脅炭化粒子少量，焼士小ブロック臆ロ…ム粒子微還
4　黒褐色　炭化粒子中農，廃土粒子少鼠　ロー→ム粒子微量
5　暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子帝ロ…ム粒子少量
6　黒褐色　廃土粒子多鼠　炭化粒子少最多　廃土小ブロック金口一丸ム粒子微還

貯蔵究　南東コ…ナ…部に付設されている。長径粥m芦　短径郷cmの楕閏形で　深さ渕cmである。断面形は皿状

をしている

貯蔵穴土層解説

温　暗褐色　廃土粒子⑳炭化粒子諺ロ…ム粒子少量
2　黒褐色　廃土粒子尊顔化粒子少鼠　ロ…ム粒子微量
3　暗褐色　廃土粒子療炭化粒子少量プ　ロ…ム粒子微量

4　暗褐色　廃土粒子多量，廃土小ブロックe炭化粒子中農，ロ…ム粒子少量

覆土　5屑からなり、自然堆債である

土層解説

i　黒褐色　ロ…ム小ブロック帝ロ…ム粒子中量プ　廃土粒子啓炭化粒子のロ…ム中プロもツク少量

2　黒褐色　廃土粒子怨炭化粒子◎ロー4ム小ブロック砂ロ…ム粒子少量

3　極暗褐色　ローーム粒子多鼠　亡ト∴む小ブロック微還

4　黒褐色　ロ…ム粒子中量，廃土粒子少量

5　黒褐色　炭化粒子中農，ローム粒子少量，廃土粒子微量

∵＝2



第368図　第269号住居跡実測図
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第369図　第269号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片651点，須恵器片60点，不明鉄製品2点が出土している。1の土師器杯は西壁際の覆土下層か

ら正位で，2の土師器杯，4，5の土師器高台付椀は竃内から，6の土師器高台付椀は貯蔵穴内から，8の土

師器小皿は竃内から逆位で，9の土師器小形高台付杯，10の土師器小皿は中央付近の覆土中層から逆位で，13

の土師器小皿は竃付近の中層から正位で，14の土師器小皿は南西コーナー付近の床面直上から正位でそれぞれ

出土している。17は須恵器婆の休部片で，外面には横位の平行叩きが，内面には同心円当て具痕が施されてい

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第％号住居跡出土遣物観察表
図版番号 器 種 恒 値可　　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴

胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第講 図　　 埠　　 Å 鉦　 平底。休部 は内攣気味 に立 ち上が 畑　 日録部か ら体部 内 儲外面 ロクロナデ。　砂粒 鯵雲母 王当 17 1
ユ　　 土 師 器　 B　 3サ6　 日緑部 はわずか に外反す る。）　　　 底部回転糸切 り後，無調整。 黒褐色 100％

L　 G．丁 普通 西壁際覆土下層

隼　　 射 寮 招 ‖ 休部一部欠損。平底。休部は内攣 気　 目線部か ら休部外面 ロクロナデ。＞体 砂粒 P 11 72

2　　 土 師 器　 B　 3 68　 味に立 ち上が 畑　 日縁部はわずか に　 部内面へ ラ磨 き。底部回転へラ切り。外面にぷい橙色 40％
外反す る0　　　　　　　 撃 面黒色処理0 内面黒色　 普通 竃 内

埠　　 A は軋㌣］ 底部か ら休部にかけての破片。平底。体部 内 ◎外面 ロク ロナデ。底部回転 砂粒 ㊧雲母 P 1 17 3

3　　 土 師 器　 B　 3 。7　 休部は外傾 して立 ち上が 畑　 日縁部　 へ ラ切 り。 にぷい褐色 30％
C　 ．　 に至る。 普通 東壁際覆土 中層

！高 台付椀 A 醜 射 休部一部 欠損。言高台は短 く芦強 く開 口縁部か ら体部外面 。ク。ナデ。内
砂粒 鯵雲母 P H 74

1　　 土 師 器 B　 5．7 く。休部 は内攣気味 に立 ち上が 畑　 面へラ磨 き。高 台貼 り付け後，ナデ。 外面にぷい褐色 60％
D　 了。2　 日縁部 はわずか に外反す る。 内面黒色処理。 内面黒色 竃内

E　 O．5 良好

高台付椀　 A 廿乱射　 休部一一一部欠損。高台は短 く開 く。）休　 日縁部か ら休部外面 ロクロナデ。 内 砂粒 ◎雲母 参スコリ P l1 75
5　　 土 師 器　 B　 5 02　 部 は内攣気味に立ち上が 畑　 日録部　 面へ ラ磨 き。）高射 占り付け後， ナデ。 ア 60％

り　 6 89　 はわずかに外反する。う　　　　　　 内面黒色処理。）内面にへラ記号。 外面橙色 の内面黒色 竃 内

E　 O 85　　　　　　　　　 i 普通

i
高台付碗 主星 摘 千日 底部か ら目線部 にか けての破片。高　 口縁部か ら体部外南 口クロナデ。体 砂粒 ・長右 ・書付 ・ P 1 176

6　　 土 師 器　 B　 5 ．9　 台は短 く， 開 くように付 く。休部は 部内薗／＼ラ磨き。 高台貼 り翻 す衡 スコリア 40％
り「㌃針 ［内攣気味に立ち 上が 畑　 口縁部はわ　 ナデ。）内面黒色処理。 外面にぷい橙色 ◎内 貯蔵穴 内
E　 私議　 ずかに外反す る。） 面黒色　 普通

高台付埠　 A 「1 5湖　 底部か ら日録部 にかけての破片。休　 日縁部か ら休部内 命外面 ロクロナデ。砂粒 容雲母 P 11 77
7　　 土 師 器　 鋸 3。9） 部 は内攣気味 に立 ち上が 畑　 日縁部 高台貼 り付 け後，ナデ。 にぷい橙色 40％ノ
i　　　　 ！に至 るo　　　　　　 i 普通 竃付近覆土中層

ま
小　 皿　 A 10 さ7　 平底。）休部は外傾 して立 ち上が 畑　 日縁部か ら体部内 昏外面 ログロナデ。砂粒 魯雲母 ㊧スコリ P 11 78

8　　 土 師 器 B l・9　 日縁部に至る。　　　　　　　　 底部外面回転へラ切 り後，ナデ。 ア　 にぷい橙色 99％
C　 7 。3
i

普通 竃 内逆位

i
小　 形　 Å 摘 。　 休部一部欠損。 高台は短 く開 く。休　 日縁部か ら休部外面ロクロナデ。体 砂粒 e雲母 eスコリ

ア

P 1 17 9

80％9　　 高台付棒　 B　 3 。鼠 「部は内攣気味老 立ち上が 畑　 口縁部 部内面へラ磨き。底部 回転糸切 り。

土 師 器　 n　 5 諸　 に至る。　　　　　　　　　　　 高台貼 り付け後， ナデ。 にぷい橙色 中央付近覆土中層

E　 O諭 普通

小　 皿　 Å 10 ぬ5　 休部一部 欠損。平底。休部は外傾 し　 目線部か ら体部 内 ◎外面 ロクロナデ。 砂粒 の雲母 ゆスコリ P l 180
摘　 土 師 器　 B　 o　　 て立 ち上が 畑　 日縁部に至る。　　 底部回転へ ラ切り札　 無謂覿 ）

し　 7 ．0

重

ア　 明赤褐色

普通

70％　 中央付近

覆土中層

小　 皿　 A　 9 。5　 休部一部欠損。平底。休部 は外傾 し　 日録部か ら体部内 ㊤外面 ロクロナデ。砂粒 ◎石英 の雲母

橙色

P l18 1

7 0％　 南西 コー日　　 工 帥 器 B　 2 ．3　 て立 ち上が り， ロ縁部 に至 る。 底部外面回転へラ切 り後，無調整。

C　 5 ．7 普通 ナー付近覆土上層

小　 皿　 射 9 潮　 休部一一部欠損。）平底。休部は外傾 し　 目線部か ら体部内 砂外面 ロクロナデ。〕砂粒 ぬ雲母 飽スコリ P 1 18 2
温2　 土 師 器　 B i 。6　 て立ち上が 畑　 打線部 に至 る。）　　 底部回転糸切 娠 ア　 橙色 50％

C　 6。2 普通 東壁際 覆土中層

小　 皿 A 。言 休部一部 欠損。平底。体部は外傾 し 甘縁部か ら体部 内 啓外面セ ク。ナデ。
砂粒 の雲母 ⑳スコリ P l 18 3

摘　 土 師 器　 B　 あ　　 て立 ち上が 畑　 日録部に至る。　　 底部回転 糸切り。 ア　 橙色 50％
C　 6 ．3 普通 竃付近覆土中 層

小　 皿　 A　 9 適 「齢 紅 一部欠損。平底。休部は外傾 し　 日経部か ら体部内 e 外面 ロクロナデ。砂粒 ㊧雲母 1）11と＝
摘　 土 師 器　 B　 や　　 て立 ち上が 畑　 打線 部に至る。　　 底部 回転 系切 私。 にぷい橙色 60 0。　 南 性「ト…

し　 ヰ．8

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
普通 ナー付近床直

登　　 射 且鋸 宮 圧 磯 部片。目線部 は外反す る。）　　 日縁部 内 魯外商横ナデ。 砂粒 の石英 ◎長石 容 P 118 5
持　　 工 帥 器　 H 十十十 雲母　 にぷい橙色 5 ％

普通 東壁 際覆土下層

［
婆 i B q 8第　 底部か ら休部 にかけての破片。平底」 休部外面へラ削 り。 内面 ナデ。 砂粒 命石英 魯雲母 P l 18 6

温6　　 土 師 器　 C ［1 3凍　 休部 は内攣 して立 ち上が る。 こぷい橙色 10％

…

普通 中央付近覆土中層
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第270号住居跡（第370図）

位置　調査6区中央部，M14j5区。

重複関係　第149号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．71m，短軸3．27mの長方形である。

主軸方向　N1950－E

壁　壁高は7～28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15cm，下幅8cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　東壁南東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ98cm，袖幅85cm，壁外への掘り込みは50cmである。

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から緩やかに

立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土小ブロック・廃土粒子・炭化粒子多量
2　黒褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量

3　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

3　黒褐色　口一ム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

第370図　第270号住居跡実測図
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遺物　土師器片454点，須恵器片59点，不明鉄製品2点が出土している。1の土師器高台付椀は北東コーナー

付近の床面直上から正位で，2の土師器高台付杯，3の土師器鉢，4の土師器賓は竃内からそれぞれ出土して

いる。5は須恵器聾の休部片で，外面に格子目叩きが施されている。6は須恵器聾の休部片で，外面には縦位

の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。
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第371図　第270号住居跡出土遺物実測図

第270号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 赦 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 7 1図 高台付椀 A ［14 ．9］ 休 部一部欠損。高台は短 く大 きく開 ロ緑部か ら体部外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 P 1 187
1 土 師 器 B　 5 ．3 く。休部は内攣気味に立 ち上が り， 部 内面へ ラ磨き。底部回転糸切 り。 外面にぷい橙色 50％

D　 7 ．8 口緑部はわずかに外反す る。 高台貼 り付け後，ナデ。内面黒 色処 内面黒色 北東 コーナー
E　 O ．6 理。J 良好 付近床直

2

高台付 年 B （2 ．9） 底部片。 高台は短 く，ハの字状に開 休部外面 ロクロナデ。 内面へ ラ磨 き。砂粒 ・石英 ・雲母 P 11 88
土 師 器 D　 7 ．8 く。 底部回転糸切 り。 高台貼 り付け後， 外面にぷい橙色 4 0％

E　 O．7 ナデ。内面黒色処理。 内面黒色　 良好 竜内

3

鉢 A L24 ．0 1 休部からロ緑部 にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 118 9
土 師 器 B 17．6 部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部は ラ削 り。内面ナデ。 にぷい橙色 3 0％

やや外反す る。 普通　 外面煤付着 竃 内

4

整 A ［2 1．6 1 体部か ら口緑部にかけての破片。体 口縁 部内 ・外面横ナデ。休部外面縦 砂粒 ・石英 ・長石 P l 19 0
土 師 器 B （16 ．7） 部は内攣 して立 ち上が り，口縁部 は 方向のへラ削り。内面ナデ。 にぷい橙色 3 0％

やや外反する。 普通 竃 内
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第271号住居跡（第373図）

位置　調査6区中央部，M14i5区。

重複関係　第272・277号住居跡の上に構築されており，本跡が新しい。また第148号土坑に掘り込まれている

ので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．30mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は11～28cmで，緩やかに立ち上がるF。

壁溝　西壁下で確認した。上幅12cm，下幅5～8cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部がよく踏み固められている。

竃　北東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ110cm，袖幅85cm，壁外への掘り込みは53cmである。袖

部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から外傾して

立ち上がる。

竃土層解説
1　極暗褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム大ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

4　黒褐色　焼土粒子少量
5　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

貯蔵穴　東壁中央部に付設されている。径60cmの円形で，深さ38cmである。断面形は鍋底状をしている。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　口一ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片131点，須恵器片27点，縄文土器片1点，礫1点が出土している。1の土師器杯は南東コーナー

付近の覆土下層から，2の土師器高台付杯は貯蔵穴内の覆土下層から正位でそれぞれ出土している。3の土師

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」
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第372図　第271号住居跡出土遺物実測図



第373図　第271号住居跡実測図
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器高台付楓　魂の土師器高台相棒芦　5の土師器小形婆が重なりあって逆位で竃内から出土しており　竃祭祀の

可能性が考えられる。6は須恵器婆の日録部片で芦　外商には8本櫛歯の波状文が施されている。

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の相性紀以降と考えられる。

第那号住居跡出土遣物観察衷
図版番可 器　 種 計測値来車 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎士 。色調 。焼成 備　　 考

第372図 杯 A l工1 体部一部欠損。平底。体部は外傾 し 目線部か ら体部 内 e外面 ロクロナデ。砂粒 。長右 。雲母 。 P i温9 1
1 工 師 器 8　 4。1 て立ち上が 畑　 目線部はわずかに外 底部回転へラ切 り後，無調整。 スコリア　 橙色 GO O。　 南東 」‥

C　 8 ．3 反 する。 普通 煤付着 ナー付近覆土下層

2

高台付杯 A 14 ．1 高台はハ の字状に開 く。 体部 は内攣 目線部 か ら体部外南 口クロナデ。体 砂粒 ・右華 ・長右 ・ P l1 92
土 師 器 8　 5 ．5 気味 に立 ち上が り， 目線部 に至 る。 部 内面 へラ磨 き。高台貼 り付け後， 雲母 ◎スコリア 100 0。

n　 6 ．1

七　 0 ．9

ナデ調整。内面黒色処理。 外面橙色 e 内面黒色

普通

貯蔵穴内覆土下層

3

高台付椀 Å 14 ．4 高台 態休部一部 欠損。休部は内攣 し 目線部か ら休部外面ロクロナデ。体 砂粒 。長右 e裳母 P l l鋸
土 師 器 B （5 ．7） て立ち上が り．日録部はわずかに外 部内面へ ラ磨き。休部下端回転／＼ラ 橙色 80 0。

反する。 削 り。 良好 竃 内

4

高台付杯 Å 15」 高台欠損。体部は内攣気味に立 ち上 目線部か ら体部 内 魯外面 ロクロナデ。 砂粒 。長右 。て」リ P l昔日
士 帥 器 B 「叡郎 が り， ロ緑部はわずかに外反す る。 ア　 橙色 郷％

不良 竃内

5

小 形 婆 Å［：＿15 ．4 」 休部か ら日録部にかけての破片。体 目線部 内 。外面横ナナ　 休部外面 へ 砂粒 ・右英 ・長右 。 P l19 5
土 師 器 B は3 ．1） 部 は内攣 して立ち上が 畑　 口縁部は ラ削り。 内面へ ラナデ。輪積み痕。 雲母　 橙色 40％

外反す る。 普通 境 内

；三J；！′亘∴一ノ　ふ　．一．′、く

位置　調査6区中央部、MHit区

重複関係　第謝号住居跡に掘り込まれており　第都　塵那号住居跡が上部に構築されているので　木鉢が古

い。また第274号住居跡の上部に構築されておりタ　本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．90nt　短軸3．87I・nの方彬である．

主軸方向　N　－00

壁　壁高は3～那cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅摘～蟻cm　下幅　～8cm　深さ6cmでタ　断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦でタ　出入り口から中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ妬cm　袖幅臓配m　壁外への掘り込みは舗cmである。磯部は砂

質粘土で構築されている。火應部は円形に浅く掘りくぼめられ夕　煙退部は火床部から外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　廃土粒子砂炭化粒子少量

2　黒褐色　焼土中ブロック砂廃土粒子◎炭化粒子少量
3　暗赤褐色　廃土小ブロック◎廃土粒子多最　焼土中ブロック⑳炭化粒子中量
4　黒褐色　焼土粒子の炭化粒子中量
5　暗褐色　粘土多量

だ鴇y睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径25～30cmの円形で，深さ29～47服である。いずれも主柱穴と考

えられる。P5は，径25cmの円形で，深さ28cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，自然堆積である、

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ロー一ム小ブロック微量

2　黒褐色　ローーム粒子中量，廃土粒子◎ロ…ム小ブロック少量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少亀　廃土粒子⑫炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ロー…ム車◎小ブロック微量
5　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子eローム粒子少量，ロト…ム小ブロック微量

一一一一一「‥15011－ll一一
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第374図　第272号住居跡実測図

遺物　土師器片141点，須恵器片40点が出土している。1の土師器杯は南東コーナー付近の覆土下層から正位

で，2の土師器杯は東壁際の覆土下層から正位で，3の土師器椀は竃付近の覆土下層から，7の須恵器杯は竃

左袖部付近の床面直上から逆位で，9の須恵器蓋はP5付近の床面直上から正位でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。
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第375図　第272号住居跡出土遺物実測図

第272号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第375 図 杯 A 13 ．8 ロ緑部一 部欠損。丸底。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部 ・底 部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 1 19 6

1 土 師 器 B　 4 ．7 して立ち上が り， 口縁部 と体部との 外面へラ削り。 ア　 橙色 95％　 南東 コー

境に稜を持つ。 口縁部は直立する。 普通 ナー付近覆土下層

2

杯 A ［14 ，0］ 休部一部 欠損。丸底。休部は内攣 し ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P l 19 7

土 師 器 B　 3 ．9 て立ち上が り， 白線部と休部との境 外面 へラ削り。内 ・外面黒色処理。 ア　 内 ・外面黒色 50％

に稜を持つ。 口緑部は直立する。 普通 東壁際覆土下層

3

椀 A 14 ．7 底部一部 欠損。丸底。休部は内攣 し 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・石英 ・スコリ P 1 199

土 師 器 B　 5 ．5 て立ち上が り， 口緑部に至る。 外面へ ラ削 り。内 ・外面の一部黒色 ア　 橙色 60％

処理。 普通 竃付近覆土下層

4

婆

土 師 器

A ［19 ．4 ］

B （7 ．5 ）

ロ縁部片。 口緑部は外反す る。 ロ緑部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ

ア　 明赤褐色　 普通

煤付着

P 12（X）

20％

覆土中

5

整

土 師 器

A ［26 ．8 ］

B （5 ．4）

口緑部片。 口縁 部は外反す る。 口縁部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 ・

スコリア　 橙色

普通

P 12 0 1

5 ％

P 5付近覆土下層

6

甑 A ［3 1 ．2］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。体 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。体部内面へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 12 03

土 師 器 B （13 ．7） 部は内攣気味に立 ち上が り， ロ緑部 ラ削 り。 雲母 ・スコリア 10％

は外反する。 橙色　 普通　 煤付着 中央付近覆土上層

7

杯 B （2 ．2） 底部片。体部 は外傾 して立 ち上が る。体部内 ・外面ロクロナデ。底部多方 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 120 4

須 恵 器 C　 8 ．0 向のヘラ削 り。 雲母　 灰黄色

普通

30％

左袖 部付近床直

8

蓋 B （2 ．5） 天井部片。ボ タン状のつまみが付 く。天井部回転 へラ削 り。 内面 ロクロナ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 120 5

須 恵 器 F　 4 ．3

G　 O．6

天井部は皿形 を してい る。 デ。 雲母　 明褐灰色

普通

20％

中央付近覆土上層

－452－



図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 赦 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第375図 蓋 A ［17 ．0］ 天井部か ら口縁部 にかけての破片。 天井部回転へラ削り。 口緑部 ・内面 長石 ・雲母 ・スコリ P 120 6
9 須 恵 器 B （2 ，2） 天井部は皿形 を している。 口緑部の ロクロナデ。 ア　 灰黄褐色 20％

かえ りは短 い。 普通 P 5付近床 直

第273号住居跡（第376図）

位置　調査6区南西部，N14cl区。

重複関係　第299・305号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。

規模と平面形　床の一部と竃を確認しただけで，規模や平面形は不明である。

主軸方向［N－900－E］

床　削平により不明である。

竃　東壁に付設されている。削平により袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ（90）cm，袖幅（120）cmである。袖

部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は削平され不明である。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，廃土小ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片117点，須恵器片14点が出土しているが，ほとんどが細片である。1の須恵器杯は混入である。

所見　本跡に伴う遺物が少なく，明確な時期を断定できないが，遺構の形態から平安時代の10世紀以降と考え

られる。
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第376図　第273号住居跡・出土遺物実測図
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第273号住居跡出土遺物観察表

図版番 目 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第37 6図

1

杯

須 恵 器

A ［1 4．2］

B （2．5）

ロ緑部片。 ロ縁部は外傾す る。 口緑部 内 ・外面 ロク ロナデ。 砂粒 ・長石 ・スコリ

ア　 にぷい黄橙色

普通

P 120 7

10％

覆土中

第275号住居跡（第378図）

位置　調査6区中央部，M14j7区。

重複関係　第274号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。また第276号住居跡と重複しているが，新

旧関係は不明である。

規模と平面形　第276号住居跡の床面と本跡南部の床面の高さが同じで，規模や平面形はとらえられなかった。

また第275・276号住居跡は，同一住居跡の可能性もある。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は26～28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下から東壁下にかけて確認した。上幅15～20cm，下幅10～12cm，深さ7cmほどで，断面形はU字形

である。

床　全体的に平坦で，竃前面がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ150cm，袖幅60cm，壁外への掘り込みは82cmである。袖部は砂

質粘土で構築されており，両袖部内には補強材として雲母片岩が入っている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼ

められ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
2　暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子多量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

5　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
6　暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量

ピット　1か所（Pl）。Plは，径20cmの円形で，深さ31cmである。性格は不明である。

・二二▼：三　一二三

第377図　第275号住居跡出土遺物実測図

∈≡≡三三ク
4

2　　∈二王二ク
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第378図　第275・276号住居跡実測図
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土層解説

1　黒　褐　色lト∴′、粒戸巨鼠「ト∴！、中e小一ブしト′ウノレ鼠

2　黒褐色　しトーム粒十少鼠　廃土小一ブしト′クe廃土粒子微量

こう　黒褐　色　H－∴′＼小‾・台7、リノ二T Vして一一∴粒召温、しト‥∴刃十・デH∵！ソ少量

・1黒　褐色　廃し粒千車鼠　焼トト／しトノウe tト＿ノ、小一デtブリ′・′少量

5　黒褐色　ロ…ム小ブロック多量声　廃土粒子中農

：　　　′　　　　　ノ　　　　　、　　　　′　　　　　　　　　　　　：′　　　　　　　　　　　　′　　一、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　′′′　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′

・′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一′　′

上し．ている、、．

ノ＼・・－′　′　　′　　プ　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　・　　　　　　．．一　二

第那号住居跡出土遣物観察義

図版 番号 器　 種 計測値毎 ）　　　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 i胎土 砂色調 ◎焼成 i 備　 考

第377図 杯 A は　　 体部一部欠損。平底。休部は外傾 し ＝縁部 から体部内 e 外面 ロ クロナデ．砂粒 。雲母 。てコり　 P 12 12

温 須 恵 器 8　 3．7　 て立ち工が 年　 目縁部 に至る∵ 底部 回転へ ラ切 牛　　　　　　　 ア　 橙色　　　　 95 0。

し　 8 ．0 普通　　　　　　　 高内

高台什椀 十 15 ．7　 底部か ら＝縁部 にか けての破片．高 目線部か へ休部外面横 ナデ　 体部内　 砂粒 。長右 e裳母 e　 P l封3

2 士 帥　 器 H　 5 ．5　 台は短 く、 ′＼の字状 仁開 く．休部は 面へ ウ磨き＋休部下位回転へ ニラ削 り は コリア　　　　 調㌔

＝再 ．信　 内増 して土木士が 年　 目縁部はわず 調整．高子誹帖 什廿軋　 ナ二十 内面　 外面柿色 e 内面黒色　 竃 内

！ ！
ド　　n　T　　 ネヽ子イ軋「∴十ス 黒色処理．　　　　　　　　　 1 普通　　　　　　 ｛i
山 ）’車　「J ト！－へ フト的

I黒色処理． 1 柵、ふ　　　　　　　　　　　　　 l
首週　　　　 i

小　　 皿 A　 。　 平底。休部は外機 して立ち上が 畑 目線部 か ら体部内 e 外面 H プ ロナう∵ 砂粒 。長石 。雲母 e　 P は ・1
3 士 帥　 器 8 1．9　 目線 部上下 ろ 底部 回転糸切 乙「 てコリア　 橙色　　 100 0日　 南西 」∴‥

し　 5 ．2 普通　　　　　　　 ナ～付近味直

4

小　　 皿 Å　 9 ．0　 平底∴休部は外傾 「て立ち士が 年 目線部か ら体部内 e外面 ロクロナデ．砂粒 。雲母 ・てコリ　 P 12 15
工 師 器 H l ．8　 日縁 部に下 る 底部回転へラ切 乙「 ア　 橙色　　　　 100 （㍉

C　 6 。4 普通　　　　　　　 西壁際覆土 下層

小　　 皿 A　 か　 平底。休部 は内攣気味に立 ち上が 畑 日経部か ら体部 内 魯外面 ロタロナデ。砂粒 。長石 e雲母　　 P は用
5 士 帥 器 B　 2．7　 日縁 部仁王る．器壁は厚い∵ 底部回転糸切 乙「 にぷい番檀色　　　 10 0 0。

C　 5もつ 普通　　　　　　　 西壁際覆土 中層

6

小　　 皿 A 摘 。　 平底。体部は外傾 して立ち上 が り芦 目線部か ら体部内 e 外面 ロクロナデ．砂粒 。長石 ・雲母 e　 P 12 17
土 師 器 8　 2 ．2 ＝縁部 仁王 る． 底部回転へ ラ切 亡「 スコリア　 樽色　　 100 0。

し　 7 ．2 普通　　　　　　　 竜 付近昧直

図版番⇒ 種 別 計　　　　 測　　　　 値

長さ葎m） 幅葎m　恒 葎m）重畳廟 の、十　　　　　　　　　　　　　　　　酎

7 ！刀　 子 且498　 日 85 ・中　 蟻 北西コ…ナ…付近覆土下層　 恒且の且4　　　　 95％

′、　　　　　　　　　　′　ノ　′′∴′′

位置　調査　区中央部　M摘慮。

、、㌧予　′′′ノ、ノ・′　′　　　′　　　一二　・．′　　′′　′　　　　一　・・．′・′　　′．　・．′．

新旧関係は不明である＿J

ノ∵、－　J・・ニ‘ノノ　ノ　　′　ノ・、　′・′′　　　・．　　．′ノ′　∴、．、・′．

三∵‾第人ノ、′‘㍉′．∴　′′ノ‾．′t　・′　′．′．′ノノ

主軸方向　l‾‾lN一一一一一・一一900－…一一VE］

－　′ハ′′　　ノノ　　　　／－′　　　　　　　′　′ノ

－lll」56－…l1－－



第379図　第276号住居跡出土遺物実測図

第276号住居跡出土遺物観察表

鬱
10cm

ヒ二一十　：　∃

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の特 徴 手 法 の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第379図 杯 A ［15．2］底部から口緑部にかけての破片。平 口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・雲母 P 1218
1 土 師 器 B　 3．1 底。体部は外傾して立ち上がり，口 底部回転へラ切り。 にぷい褐色 25％

C ［7．5］縁部はやや外反する。 普通　内面煤付着 竃付近覆土下層

2

椀 A ［18，8］休部から口縁部にかけての破片。体 口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・雲母 P 1219
土 師 器 B （5．3）部は内攣して立ち上がり，口縁部は にぷい黄橙色 20％

やや外反する。 普通 竃内

3

高台付椀 A 16．3 体部一部欠損。高台は短くハの字状 口緑部から休部外面ロクロナデ。内 砂粒・長石・雲母・ P 1220
土 師 器 B　 6．1 に開く。休部は内攣して立ち上がり，面へラ磨き。高台貼り付け後，ナデ。スコリア　外面にぶ 45％

D ［8．3］

E　 O．4

口縁部はやや外反する。 内面黒色処理。 い橙色・内面黒色

普通

竜内

壁溝　東壁下で確認した。上幅15～20cm，下幅10～12cm，深さ7cmほどで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃前面がよく踏み固められている。

竃　東壁に付設されている。規模は長さ95cm，袖幅95cm，壁外への掘り込みは55cmである。袖部は砂質粘土で

構築されている0火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　廃土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

5　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子微量

覆土　3層からなり，自然堆積と推定される。

土層解説

1暗褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片122点，須恵器片22点が出土している01の土師器杯は竃付近の覆土下層から，2の土師器椀，

3の土師器高台付椀は竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡は規模や平面形が不明で時期を断定しにくいが，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

－457－



第277号住居跡（第380図）

位置　調査6区中央部，M14h5区。

重複関係　第272・281号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。また第271号住居跡が上部に構築さ

れ，第150号土坑が掘り込んでいるので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［3．25］m，短軸［2．80］mの長方形と推定される。

長軸方向［N－00］

壁　壁高は18～26cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，軟らかい。

覆土　2層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　口一ム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

遺物　土師器片116点，須恵器片10点が出土している。1の土師器高台付杯は東壁際の覆土中層から逆位で，

2の土師器高台付椀は東壁際の覆土下層から斜位でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第3即図　第277号住居跡・出土遺物実測図

458－
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図版番号 器　 種 計測値豆弟 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎工 。色調 ・焼成 備　　 考

第380図 高台什杯 Å 10．8 高台はハの字状に開く。体部は内攣 日録部から体部内昏外面ロクロナデ。砂粒・雲母・てコリ P 1221
l ［土 師 器 B　 複。2 気味に立ち上が畑　 冒縁部はわずか様綾滅滑付け軋　 ナデ。 ア 1000。

n　 （i．0

E　 l．1

に外反する。 橙色

普通

東壁際覆土中層

2

高台什椀 Å 17．3 高台欠損。休部は内攣して立ち上が 日録部から体部外南口クロナデ。内 砂粒・右英・長有・ ㌘1222
土 師 器 B （6．2） りタ　ロ緑部はわずかに外反する。 面へラ磨き。内面黒色処理。 雲母　 外面にぷい橙

色　 内面黒色　普通

85％

東壁際覆土下層

子㍉　‾∴∴1．　言∴　′く

位置　調査6区中央部、M十1iJ区、．

重複関係　第那号住居跡を掘り込んでおり　本跡が新しい。また第摘号土坑に掘り込まれているので9　本跡

が青い。

規模と平面形　長軸3．38IIl，短軸2．87nlの長方形である、＿

主軸方向　N一一一　850－－－－1E

壁　壁高は30＼35（1111で，外傾して立ち上がる－、

壁溝　上幅はcm　下幅8cm　深さ5cmで　断面形はU字形である。ほぼ全周している。

ノ　ー‘、∴　‾　　　　　　　．　　　′　　　　　　　′′

′　、・　　三、一1′　一　′′　　ノ．、　二　・三・．声一、二二　、ナノ　′′′イ∵・′、、′′t，：ノ川∴′ノ′′

磯部は砂質粘土で構築されている。火床部中央には雲母片岩の支卿が置かれている。火床部は円形に浅く掘り

くぼめられ学　煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。

憲土層解説

l　黒褐色　廃土粒子のロ…ム粒子少量，廃土小ブロック㊧ロ…ム小ブロック微量
2　暗赤褐色　廃土粒子多義

3　極暗褐色　廃土小ブロック砂廃土粒子◎ロ…ム小ブロック◎ロ…ム粒子少量プ　炭化粒子⑳炭化物微量
・l　極暗褐色　焼1二粒‾J′・・炭化物少量

5　暗褐色　廃土粒子中量夕　廃土小ブロック車炭化粒子少量

・’　　　ノー　　：　′　′　一′　‥　　　　　′∴　・　′　　　　　′′　　　ノ′′　　∴∴ニ′　’十ノ．、‘、／／

覆土　7層からなり、プロ、ソク状の堆積で人為堆積と考えられる、＿L

土層解説

l　黒褐色　ロ…ム小ブロック◎ロ…ム粒子中農，ロ…ム中ブロック少最，焼土粒子の炭化粒子微量

2　極暗褐色　tトーム粒トト品l鳩目拉r－e炭化粒子・炭化物e Lト‥！、中一ブtr′ツ′レ量

：う　暗　褐色　しトlJ、小▼ブしト′クe Lト∴！－、粒川一品，炭化粒1∴少量

4　黒褐色　ロ…ム小ブロック⑳ロ…ム粒子中豊，廃土粒子魯炭化粒子少量

5　極暗褐色　しこトーム′トブしてい′ク・ロー一一一一一ム粒子少鼠　炭化粒子e焼十粒子微量

6　黒　褐　色　「ト∴！、粒J’・少鼠　しトー！、小ゾtlr、ノク微量

丁　暗　褐色　炭化物小品　炭化粒J’一・しト∴！、中。小lノしト′ソ微量

‥∴　ノ　ノ　　ー・　言′．∴　′こ

図版番頭 器 種 計測値廟 i　 器 形 の特 徴
手法　の 特徴 胎士。色調・焼成 備　　 考

第382図　 足高高台埠 A 鑑溌つ 叢冶一部欠損。高台は長くハの字状 目線部から体部内◎外面ロクロナデ。
；
砂粒。長石。雲母・ P 1223

1　　 土 師 器 8　 6．1 に開く。休部は内攣気味に立ち上が 高台貼り付け後，ナデ。 スコリア 900。
し　 7．3　 年　目縁部はやや外反十る 橙色 竜内

E　 2．8 普通　外面煤付着

饗 A 24。且　 休部から日縁部にかけての破片。体 目線部内砂外面横ナデ。休部外面中 砂粒。長右・雲母 P 1224
2　　 士 師　器 鋸27ま3）部は内攣して立ち上が畑　 口縁部は 位から下位にかけて，縦方向の／＼ラ 橙色 500。

外反する。 磨き。内面ナデ。 普通　外面煤付着 竃内。竃付近

一一一一一一」59－…－
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第381図　第278・279号住居跡実測図
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第淵図　第那号燵腰掛出藍遺物窯測園

の　　　　　　　　　　　　頂のC獅』

遺物　土師器鮮摘第夜　須意器片翫盛　礫結藍が鵬漉して締る。　の土師器腰高高台棒は竃内から芦　の土師

器聾は竃内とその付近からそれぞれ出土して障る。

所農　本跡の時期は　遺構の形態や出土遺物から平安時代の相性紀以降と考えられる。

欝慧腱号燵應静　第謂囲う

′

重複関係　第霊鸞住居跡二掘り込まれており　寒路が歯折。また第那　⑳雷　昏誠号住居跡の上部に構築され

ているので，本跡が新しい、，

規模藍平面形　凝軸［鍔を毯8］m学　短軸［魂。議の］mの凝方形と推定される。

童軸方向iN‘一一　00‾コ

壁　壁高は翻～畿cmで　外機して立ち上がる。

壁湧　北壁下で確認した。上幅摘現　下幅8m　深さ5mで　断面形は閻字形である。

床　ほぼ平坦と思われる。竃前面が踏み固められて折る。

第雷撃住居跡出土遺物観察蓑

図版番号 器 種 桓 測縮 両　　 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎ま ⑳色調 儲焼成　 備　 考

第381 図　 高台什椀 I主 2 ．5〕 底部片＋ 高鉦 まハの字状に開 く．　 体部内 e 外面ロプロナデ　 高台貼 り　 右英 。長右 。雲母　 P 1 25 8

1　 土 師 器　 0　 7 ．7　　　　　　　　　　　　　　　　 什け後†ナ十 にぷい橙色　　　　 摘％

上　 1．7 普通　　　　　　　 南壁際覆土下 層

婆　　 臣 は ・字〕 底部か へ衡 狛 二かけての破年 平底　 休部外面 へニラ削牛 内面ナうで 砂粒 。長石　　　　　 P は59
2　　 士 紬 器　 しつ3 ．十　 休 部は内暫 して立ち上が る ∴ふい椿色　　　　 10 0。

普通　　　　　　　 南壁際 覆土下層

ニ161一・一一一′
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第383図　第282号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿」＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿‥　　；　　　！



0　　　　　　　　　　　　　　10cm

＿一＿＿＿　＿　　　　　‥　＿J

’ニ二言ぷ了1；′　三日㌣′アニ　∴∴‾二∴　　ハ車豆1．－．、ヽ

竃　北壁中央部に付設されている。磯部の遺存状況は慧ら　規模は長さ桁cm　袖幅1摘cm　壁外への掘り込み

は45棚である。磯部は砂質粘土で構築されており芦　袖部内には補強材として雲母片岩が用いられている。火應

部は円形にはcmほど掘り　ぼめられており芦　煙道部は削平され不明である。

憲土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム小ブロック⑳ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　廃土小ブロック砂廃土粒子少量，炭化粒子魯ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土中ブロック㊧廃土粒子少量，炭化粒子砂ロ帥…ム小ブロック微量
4　暗　褐　色　焼土中ブロック◎廃土粒子少量，炭化粒子⑳ロ…ム粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子砂もコ帥…ム粒子少遺
伝　黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子少墨，ロトム粒子微量
7　暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化粒子砂ローム粒子少量

8　極暗赤褐色　廃土粒子中農　廃土小ブロック◎炭化粒子◎ロ…ム粒子少量
9　褐　　　色　焼土粒子少量声　炭化粒子微量
摘　極暗褐色　廃土粒子e炭化粒子⑳ロ…ム粒子少量

覆土　3層からなり，ロ如∵ムブロックがみられ人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロ…ム小ブロック中農　焼土粒子の炭化粒子⑳ローム粒子少量

2　黒褐色　ロ…ム粒子㊧ロ…ム小ブロック少量

3　黒褐色　ロ」ム粒子少量，ロ…ム小ブロック微量

遺物　土師器片292息　須恵器片38点が出土している。鼠の土師器高台付碗」2の土師器婆は南壁際の覆土下

層からそれぞれ＝1上している、

所農　本跡の時期は芦　遺構の形態や出土遺物から平安時代の10世紀以降と考えられる。

第謂号住居跡　第謂図）

位置　調査　区中央部　M摘i4区。

重複関係　第霊号住居跡　第蟻号土坑に掘り込まれており，本跡が青い。また第281号住居跡の上部に構築

されているので，本跡が新しい、．

規模と平面形　長軸3．32mき　短軸2。93mの長方形である。

長軸方向　Nl－ll－1こ1〇・一一一一一一lE

壁　壁高は摘～2艶mで　外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下から西壁下にかけて巡っている。上幅摘cm　下幅8cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，軟らかい。

一一一一、463－－一1一一一一



4　　　　　　　6　　　　　　3　1　　　5



覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　極暗褐色　口一ム粒子少量，廃土粒子・ローム中ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
5　黒褐色　口一ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片298息　須恵器片33点が出土している。1の土師器高台付椀は西壁際の覆土下層から出土して

いる。2は須恵器聾の体部片で，外面には横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡に伴う遺物が少なく明確な時期を断定できないが，第285号住居跡に掘り込まれていることから平

安時代の10世紀中葉以前の時期と考えられる。

第386図　第284号住居跡出土遺物実測図

第284号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

2　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿一一＿I

図版番口 器　 種 計測値（cm） 器形 の特 徴 手法 の特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第386図 高台付椀 A ［14．2］休部片。休部は内攣して立ち上がり，口縁部から休部外面ロクロナデ。体 砂粒・長石・雲母 P 1260

1 土 師器 B （4．5） 口緑部はわずかに外反する。 部内面へラ磨き。内面黒色処理。 外面にぷい黄橙色

内面黒色　普通

10％

西壁際覆土下層

第285号住居跡（第385図）

位置　調査6区中央部，M14j4区。

重複関係　第284・286号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．83m，短軸3．83mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は16～25cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15cm，下幅10cm，深さ8cmほどで，断面形はU字形である。ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で，竃前面がよく踏み固められている。

竃　北壁北東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ95cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは60cmである。

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，火床部中央には雲母片岩の支脚が

付設されている。煙道部は火床部から外債して立ち上がる。

－465－



完土層解説
1　黒　褐　色　焼士粒子◎炭化粒子◎Eトーム粒子少量

2　極暗褐色　廃土粒子車鼠　炭化粒子少量
3　極暗褐色　炭化粒子◎ロ…ム粒子中量
4　暗赤褐色　焼土粒子砂炭化粒子多量
5　極暗赤褐色　焼土中ブロックe廃土粒子◎炭化粒子多量

掛調も　鼠か所（Pl）。Plは径50cmの円形で，深さ摘用である。性格は不明である。

覆土　⊥1層からなり，自然堆積である、－，

土層角宰説

1黒褐色　焼土粒子の焼土中ブロック砂炭化粒子魯炭化物◎ロ…ム粒子◎ロW…ム小ブロック微量

2　黒褐色　廃土粒子◎炭化粒子◎ローム粒子砂ロー…ム小ブロック微量

3　極暗褐色　炭化粒子容．Eドーム粒子微量

4　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子◎Eトーム粒子◎ロー…ム小ブロック少量

遺物　土師器片儀息　須恵器片5息　鉄製品　息　土製品　点が出土している。且の土師器杯，3の土師器

婆が竃内から，2の土師器小皿が竃内から逆位で，5の銑鉄が北東コ…ナー付近の覆土下層から，6の不明鉄

製品が北壁際の覆士卜層からそれぞれ出上している、、

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の摘世紀以降と考えられる。

ノ ［　1
ヽ

二三〕

磯雄「
欝詔図　第詔号住居跡出藍遺物窯測園

第285号住居跡出土遺物観察表

！「竿
書rつ一二二′・写

10cm

．．＿　．．：＿　＿＿】＿J

図版番号器　種計測値（cm）器形の特徴 手法の特徴胎土。色調・焼成備　　考

第387図杯A［14．4］休部一部欠損。平底。体部は内攣気日録部から体部内e外面ロクロナデ。砂粒・石英・長石。P1261

1土師器B　3．7味に外傾し，ロ縁部はわずかに外反底部回転糸切り。 雲母　にぷい橙色40％

e　7．1する。 普通　外面煤付着竜内

2

小　　皿A　9．6底部一部欠損。休部は外傾して立ち日録部から体部内¢外面ロクロナデ。砂粒・雲母P1262
土師器B　l．6

C［6．3］

上がり，ロ緑部に至る。 にぷい褐色

普通　外面煤付着

80％

竜内

3

婆A［27．6］口縁部片。日録部は強く外反する。目線部内6外面横ナデ。休部外面へ石英。長石e雲母P1263
土師器B（11．5）口緑部上位に稜を持っ。ラ削り。内面ナデ。 にぷい橙色

普通　外面煤付着

100。

竜内

一一一一一一一一一11661－－－－－－、



図版番号 種　別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 工　　 地　　 点 備　　　　　　 考径（（m再 さ行m車 胤 cm）重量軸．）

第387図4 土　　 工 2予 i m つ　 鍼 i 壱 北壁際覆土下層 n P lOO3　　　　　　　 1000。

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 土 言

備　　　　　　 考長さ（cm）i幅（cm 、）軽 さ擁再 選（g）

5 鉄　　 鉱 （6。6） 0中　 e中　 欄 北東コーナ…付近覆土下層 M lOlT　　　　　　　　　 600。

6 不明鉄製品 攣 つ　 3鳶 ！ 臥3 「 彿 北壁際言土下層 M lO18

第望8号住居跡　第蟻図）

位置　調査6区中央乱　N主it）：i区、

重複関係　第霊号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模藍平面形　長軸乱闊払　短軸3。22mの長方形である。

主軸方向　N一一一一一一一一一一920－つ1

壁　壁高は蟻～鵠cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅舗cm　下幅摘cm　深さ6cmほどで　断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，竃前面が踏み固められている。

竃　東壁南東コ…ナ…寄りに付設されている。規模は長さ鮒cm　袖幅鮎cm　壁外への掘り込みは肋mである。

磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ芦　煙道部は火床部から緩やかに立ち上

がる。

竃土層解説
1黒褐色　廃土粒子少亀　廃土小ブロック◎焼土中ブロック微量

2　窯褐色　廃土粒子聯炭化粒子中量，廃土小ブロック少量，焼土中ブロック微量
3　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子◎焼土中ブロック少量
4　極暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子中農夢　廃土小ブロック少量
5　暗赤褐色　廃土粒子砂炭化粒子多義

貯蔵究　北壁中央部に付設されている。径開路の円形で，深さ摘cmほどである。断面形は皿状をしている。

覆土（i層からなり，人為堆積である、

土層解説

1黒褐色　しトーム小ブし「、′ク・しトム粒子少量、炭化粒子・廃土粒召鞄鼠

2　黒褐色　しトム粒J’一′出憲二　焼＝粒子e炭冊＿、白∴e Lトーム小ブロック微量

3　黒褐色　ロ…ム粒子少量，焼土粒子◎ロ如一ム小ブロック微量

・1　黒　褐色　しト一人′巨ブ「ト′クe rト∴！、粒J’一′レ量

5　極暗褐色　ロ…ム粒子少還，ローム車砂小ブロック微量

（う　黒　褐　色　しトl！、粒子少量

遺物　土師器片摘点　須恵器片射鼠　石製品　点が出土している。鼠の土師器高台付楓　3の土師器小皿は

竃内から，2の土師器高台付椀は南壁際覆土下層から，4の土師器婆は竃左裾付近の覆土下層から，5の土師

器婆は中央付近の覆土中層から，6の土師器婆は中央付近の覆土下層から，了の砥石は竃左袖付近の覆土下層

からそれぞれ用I＿二している＿，

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の摘世紀以降と考えられる。

一一一一一一」67－ll…一一‥
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第388図　第287号住居跡出土遺物実測図

第287号住居跡出土遺物観察表

10cm

l　　‥・l i

図版番可器　種計測値（CⅢ）器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第388園高台付椀A［12．5］休部から口縁部にかけての破片。体口綾部から休部外面ロクロナデ。内石英・長石P1266
1土師器B（5．1）部は内攣して立ち上がり，口緑部に面へラ磨き。内面黒色処理。外面にぷい橙色40％
E（0．6）至る。 内面黒色　普通竃内

2

高台付椀A［13．8］体部から口緑部にかけての破片。体口緑部から休部外面ロクロナデ。内砂粒・長石P1267
土師器B（5．2）部は内攣して立ち上がり，ロ緑部に面へラ磨き。内面黒色処理。外面にぷい橙色20％
至る。 内面黒色　普通南壁際覆土下層

－468－



図版番号 ‾‾ ‾‾‾‾】 恒 臓葎両　　 署 形 の特 徴　 i　 手 法 の特 徴　 i始土◎色調車舶 i 祐　 考

第諸 因 小　 皿　 Å鼠も　 休部一部欠損。体部は外鳩して立ち　日経部から体部内砂外面ロタロナデ。砂粒魯石英歯長石金　㌘漫器5
3　 士 帥器　 8　2・3　工が年　目縁部に下る　　　　　 底部回転へ予切十　　　　　　　 雲母　橙色　普通　 TOOO

し　8亮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面煤付着　　　 竜再
i

婆　　 射鼠 紅．底部から日録部にかけての破片。平　日緑部内昏外商横ナデ。休部夕滴 へ　砂粒命長石　　　 亙当2錨
4　 土 師 器 警［豊 雲溌 認 諾 禁 て立ち上が軋 ロ ラ削軋誹 面へラナデC＞　　 禁 外霊 欄　 讐‰ 近覆土下層

婆　　 十甘 6！休部から目線部工かけての破ト「 体　 目線部内e外面横十十 休部外面へ　砂粒・長右　　　　 P1269
土 師器 B組 さ郎 豊 禁 て立ち上が約 線部は ラ削 潤 へラナデ0　　 禁 薗農 老　 若‰ 近覆土欄

賓　　 射瓢か　‾　休部から打線部にかけての破片。体　打線部内啓外面横ナデ。体部外面へ　砂粒躊長石　　　 ㌘且2閥
痘　 土 師 器　 鋸は遜ノ　部は内攣　て立ち上が畑　打線部は　ラ削 。内面へラナデ。　　　　 にぷい橙色　普通　 舗％

外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内⑳外面煤付着　　 中央付近覆土下層

図版番号 種 別 最紬 毒 蒜 葎m） 重 畳 軸　 出 土 地

備 考占
川ヽ

7　 砥　 石i 細 目 の郎 恒 き　 い 鵬　 左鮒 近覆土下層 iQ聖と二塑凝灰岩

第調号佳腰掛　第蟻囲）

位置　調査　区南部　N蟻だ区。

重複関係　第藷　◎劫号住居跡を掘り込んでおり　寒路が新しい。

規模藍平面形　凝鋤き媚m　短軸の蟄孤の方形である。

主軸方向　N－1－1一一90－1一つ1

壁　壁高は滋～墟孤で　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　士幅摘㌦蟻m　宰幅　～臓m　深さ臓だmほどで　断面形は町字形である。登用している。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕僧形に浅　掘り　ぼめられ　煙道部は火床部から外憾して立ち

上がる、、

憲土層解説
頂　黒褐色　廃土粒子少量　炭化粒子微量

2　極暗褐色　鳩目粒子斗一鼠＋炭化粒子′．塙‾；二
3　黒褐色　焼土粒子多量ヲ　炭化粒子中農

4　暗赤褐色　廃土粒子の炭化粒子多量芳　廃土小ブロック中農
5　暗赤褐色　廃土粒子多選芦　廃土小ブロック中農プ　廃土やブロック少量
毎　暗褐色　廃土粒予傍炭化粒子多農

鰹等謬睦　か所浄l。㌘轟径測cmの閏形で　深さ茄はである。出Åり沼に伴うピットと考えられる。

者達　鍔層からなり学　画然堆積である。

土層解説
1　黒　　色

慧　黒褐色
：う　黒　褐　色

複　黒褐色
5　黒　褐　色

6　暗褐色

しト∴！、粒i’一0焼廿日’一e炭化粒j一←少量

ロ…ム小ブロック少量　焼土小ブロックの廃土粒子車炭化物砂炭化粒子⑳ローuhム粒子微量

ロ…ム小ブロック啓ロ…ム粒子少鼠　廃土′かブロック魯廃土粒子魯炭化物魯炭化粒子微量

焼廿日′－・しトl一∴小▼ブ、しト′？′elト∴！、粒ナ少量，炭化粒「微量

ロ…ム小ブロック金口…ム粒子少量ラ　廃土粒子愈炭化粒子微量

ロ…ム粒子中量，焼土粒子少量

・．　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ．

は中盤付近の覆土下層から芦　臓の素意器甑は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。その他は覆土上層

からの出土が多生　住居廃棄後の投げ込みと考えられる。

－　∴▼捕9　－
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第389図　第291号住居跡出土遺物実測図
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所鳳　本跡の時期はタ　遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第2別号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 庫 計測値葎m） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎士 。色調 ・焼成 備　　 考

第389図 棒 A は2 ．射 休部 昏日録部一部欠損。平底。休部 休部外面 ロクロナデ。内面へラ磨き。 砂粒 ・右英 ・長右 ・ P 128 9
1 十 帥 器 8　 寸．0 は内攣気味 に立 ち上が 畑　 に磯 部 に 休部下端回転へ予酢 「 内面黒色処 雲母 儲スコリア 35％

C ［：5 。8］ 至る。 理。 外面橙色 魯内面黒色

普通

南壁際覆土下層

2

婆 A ［：＿＿21恩 ］ 目線部片。休部は内攣 して立 ち上が 口緑部 内 ⑬外面横ナデ。）体部外面へ 砂粒 ・石英 ・長右 ・ P 1 290
工 帥 器 B （10 。2．） りァ　目線部は外反する。端部は上方 ラ削 り。 内面へ ラナデ。 雲母 ⑳スコリア 20％

につ まみ上げ られている。 橙色　 普通 中央付近覆土上層

婆 B （5 。7） 底部片。平底。休部 は外傾 して立 ち 体部外面下端へラ削 り。 内面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長右 ・ P 12 9 1
3 土 師 器 C　 9 ．3 上が る。 外面煤付着。磨滅 が著 しい。 雲母　 橙色　 普通

二次焼成

10 0。 北東 コ㌧‥

ナ…覆土下層

小 形 婆 A は5 ．2」 休部か ら日録部 にかけての破片。体 日録部内 ⑳外面横 ナデ。休部外面 へ 砂粒 ・右英 ・長右 ・ P 129 2
4 工 帥 器 B （11。4） 部は内攣 して立 ち上が 畑　 日録部 は ラ削 り。内面 へラナデ。 雲母　 明赤褐色 20％

外反す る。 普通　 煤付着 東壁 際覆土 中層

杯 Å 13 ．4 休部一部欠損。平底。体部 は外傾 し 日録部か ら体部内 ⑲外面 ロクロナデ。砂粒 ・長石 ・雲母 P 1 29 3
5 須 恵 器 B　 4 。2 て立 ち上が 畑　 日録部に至 る。 体部下端手持 ちへラ削 り。底部へ ラ 黄灰色 70 0。

C　 7 ．4 削り。 良好 酋壁際覆土上 層

杯 A は5 ．2］ 底部か ら日録部にか けての破片。平 日録部か ら体部内 昏外面 ロクロナデ。 砂粒 ・右英 ・雲母 P 12 94
6 須 恵 器 B　 4 ．1 底。体部は外傾 して立 ち上が り， 日 体部下端手持ち／＼ラ削り。底部へラ 暗褐色 40％

し　 6 ．0 緑部はわずかに外反す る。 削 り。 普通　 煤付着 中央付近覆土下層

咋 Åつ3 ．0！ 底部か ら目線部 にかけての破片。平 日録部か ら体部 内 0 外面 ロクロナデ。石英 ゆ長石 P 129 5
7 須 恵 器 B　 4．8 底。体部 は外傾 して立ち上が り夕　日 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部 へラ 灰黄褐色 30％

C　 8 。2 緑部 はわずか に外反する。 削 り。 良好 中央付近覆土上層

！ 賓 i 射 32 品
休部か ら口縁部にかけての破片。体 目線部 内 ◎外面横ナデ。体部外画料 砂粒 ・長石 ・雲母

l
P 1 29（i

8 須 恵 器 B （9 め2） 部は外傾 して立ち上が 畑　 目線部は 方 向の平行叩 き。 黄灰色 10 0。
強 く外反する。端部 断面は三角形を 普通 中央什近覆土上層
室 してい る。

婆 B （13 ．2） 底部か ら休部 にかけ ての破片。平底。体部外面中位格 子 目叩き。下位へラ 石英 命長石 P 12 97
9 須 恵 器 C ［14 。0］ 体部は外傾 して立 ち上が る。 削 り。内面ナデ。輪積み痕。 灰 白色

普通

10 0。 北西 コー

ナー覆土上層

甑 A L2 9．0］ 体部 か らロ縁部にかけての破片。多 日録 部内 儲外面横 ナデ。休部外面縦 右英 ・長右 。雲母 ・ P 129 8
10

！

須 恵　 器 B 19 ．6 孔式。体部は 内攣気味に立ち上が 畑 方向の平行 叩き。休部下端へラ削り。 スコリア 35％
C は3 。6 ］ 口綾部は強 く外反する。 ロ緑部 に稜 内面 へラナデ。内面に指頭押圧。 にぷい褐色 東壁 際覆土下層

を持っ。 普通　 煤付着

第調号住居跡　第蟻　◎蟻図）

位置　調査　区南部　N摘磁区。

重複関係　第292号住居跡を掘り込んでおりタ本跡が新しい。また雛5　◎蟻号土坑に掘り込まれているので，

本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．28恥∴短軸娘は血の方形である。

主軸方向　N1－－30－E

壁　壁高は29～5雛mで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅且0～15cm，下幅5～10cm，深さ10cmほどで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。出入り口付近には高まりが見られる。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ115cm，袖幅1壷cm，壁外への掘り込みは38cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。

一一一一一一…・一4－71・一一一…一一
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第390図　第293号住居跡出土遺物実測図（1）
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第391図　第293号住居跡出土遺物実測図（2）



憲土層解説
1　黒　褐　色　廃土小ブロックe廃土粒子◎炭化物◎炭化粒子◎．ロ脾…ム粒子微量

2　極暗赤褐色　焼土粒子中農　焼土中ブロックゆ炭化物砂炭化粒子少量，ロ…ム粒子◎ロ…ム小ブロック微量
3　極暗褐色　焼土粒子多鼠　廃土小ブロック中量，焼土中ブロック⑳炭化物砂炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　極暗褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子の炭化粒子微量
5　極暗赤褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子中量，焼土中ブロック◎炭化粒子少量

だty睦　3か所（Pl～P3）。Pl，P2は長径45～80cm，短径40～65cmの楕円形で，深さ41～58cmである。い

ずれも主柱穴と考えられる。P3は径32cmの円形で，深さ25cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積である、、

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子⑳炭化粒子◎ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ロ山一ム小ブロック魯ローム粒子少量夕　廃土粒子◎炭化粒子⑳ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ロ…ム粒子少量，粘土微量
4　極暗褐色　炭化粒子◎ロ…ム粒子少量，焼土粒子◎炭化物微量

5　極暗褐色　廃土小ブロック鋒廃土粒子◎ローム小ブロック魯ロ…ム粒子少畳　焼土中ブロックの炭化粒子の炭化物⑳ロ…ム車ブロック微量
6　極暗褐色　ロ…ム小ブロック⑳ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム中◎小ブロックのローム粒子少量，焼土粒子砂炭化粒子微量
8　黒褐色　廃土小ブロックも焼土粒子少量，炭化粒子砂ローーム粒子微量

遺物　土師器片罰点　須恵器片息蟻息　鉄製品　点が出土している。且の土師器婆は竃内から，魂の須恵器高

台相称は北壁際の覆土下層から正位で，5の須恵器高台付杯はP3付近の覆土下層から逆位でそれぞれ出土し

ている。6の高年脚部は火床部中央に置かれ支卿に転用されている。7の須恵器婆は南西コ∴－ナ…付近の床面

直上から横位のつぶれた状態でァ10の須恵器甑は竃付近の覆土下層から，Ⅲの鉄鎌は北西コ…ナ…付近の覆土

中層からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の8世紀後妻と考えられる。

第293号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 ・焼成 備　　 考

第390図 賓 A ［23 ．2 ］ 体部か ら口緑部にかけての破片。体 目線部 内 ◎外面横ナデ。休部外面下 砂粒 ・石英 ・長右 ・ P 13 0 1

1 土 師 器 B （30 ．4） 部は内攣 して立ち上が り， 目線部は 位縦方 向のヘ ラ磨き。内面 へラナデ。雲母 30％
外反す る。端部 は上方 につ まみ上げ

られている。

にぷい橙色

普通　 煤付着

竃内

2

賓 A ［19 ．8］ 体部か ら目線部 にかけての破片。体 ロ緑部内 ¢外面横ナデ。 内面へ ラナ 石英 e長石 P 130 2
土 師 器 B （1 5沼） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部は W＿，．．，やフ㌔ にぷい赤褐色 15％

外反する。端部は上方につまみ上げ

られ ている。

普通 覆土 中

3

聾 B （4 ．5） 底部片。平底。 体部外面下位縦方 向のへラ磨き。底 砂粒 ・石英 ・長石 e P 13 0 3
土 師 器 e　 7 ．8 部に木葉痕。 雲母　 橙色

普通　 二次焼成

10 0。

覆土中

4

高台付隼　 A 13 ．4 口緑部一部欠損 。高台はハ の字状 に 口縁部か ら体部内 塵外南口クロナデ。砂粒 鯵石英 e 長石 P 13 04

須 恵 器 B　 5 ．9 開 く。休部は外傾 して立 ち上が り， 底部 回転へ ラ切 り後，高台貼 り付 け。青灰色 95％

D　 8 ．0

E　 l ．2

ロ緑部に至る。 良好 北壁際覆土下層

5

高台付年 A 1 3．8 ロ縁部一部欠損。高台はハの字状に 目線部か ら休部内 診外面 ロクロナデ。砂粒 ゆ石英 e長石 P 130 5
須 恵 器 H　 5．7 開 く。体部 は外傾 して立 ち上が り， 底部回転へ ラ切 り後， 高台貼 り付け。灰色 90 0。

D　 8 ．1

E　 l．2

口緑部 に至 る。 良好 P 3付近覆土下層

6

高　　 埠 B （10 ．6） 脚部片。脚部は長 く，ラ ッパ 状に開 脚部内 ◎外面 ロクロナデ。 砂粒 も石英 ◎長石 P 1 30 6

須 恵 器 D 12 ．0 く。 灰色

良好　 二次焼成

40％

支脚転用

7

婆 Å　36 ．9 休部か ら口緑部一部 欠損。平底。体 日録部 内 ◎外面横ナデ。体部外面綻 砂粒 e石英 ◎長石 P 13 0 7

須 恵 器 B　2 4 ．7 部は外傾 して立 ち上が り， 口縁部は 方 向の平行叩 き。内面へラナデ。 灰色 60 0d

C 1 5 ．4 強 く外反する。 口緑部上位 に稜 を持

つ。

良好 南西 コー ナー

付近床直

一一一一一一474－－－



図版番号 器　 種 計測値葎両 器 形 の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第391図

8

！須 漂 器

［
i

A ［35．6］ 体部から日録部にかけての破片。体 日録部内魯外面横ナデ。休部外面横 砂粒銭石英e長石 P 1308
B は5．3）

i

部は外傾して立ち上が畑　 日録部は 方向の平行叩き。内面に指頭押圧。

i

灰色 150。
強く外反する。ロ縁部上位に稜を持

つ。

良好 北東コーナ…会中

央付近覆土下層

聾 Å［ム31．61 目線部片。日録部は外反する。 督縁部内命外面横ナデ。休部外面縦 砂粒・右華・長右 P 1309
9 須 恵 器 B 「凱第 方向の平行叩き。輪積み痕。 灰色

良好
10％
中央付近覆土上層

10
甑 B （13も7） 底部から体部にかけての破片。多孔 体部外面横方向の平行叩き。体部下 石英砂長石e雲母 P 1310
須 恵 器 し 13．3 式。体部は外傾して立ち上がる。 端へラ削り。内面へラナデ。 灰黄色

普通

40％

竃付近覆土下層

図版番号
i　 計　　 測　　 値 巨 土 … 】

備　　　　　　 考序 さ（cm） 幅律の　 厚さ葎m）重量（g）

11 鎌　 恒 摘 5．1 0・4　 日 42：） 北西コーナー廿近将士中層 M lO19

第調号住居跡　第罰図）

位置　調査6区南部，Nl二1。、2区コ

重複関係　第渕号住居跡の上部に構築されており　本跡が新しい。

規模藍平面形　長軸速を且2m芦　短軸3ゆ38mの長方形である。

主軸方向　N一一、V－130∵W

壁　壁高は摘～霊cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　酋壁下に確認した。上幅蟻～翻cm　下幅　～柑cm　深さ8cmほどで　断面形はU字形である。

床　第蟄号住居跡の上部に張り床をして構築されている。全体的に平坦で，竃前面がよく踏み固められてい

る。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ摘軌m　袖幅鋤cm　壁外への掘　込みは65cmである。磯部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に摘cmほど掘り　ぼめられ　煙道部は火床部から緩やかに立ち上が

る。

竃土層解説

1黒褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロック◎炭化粒子少量，炭化物微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少鼠　炭化物微量
3　黒褐色　廃土粒子多量ブ　炭化粒子中量

4　黒褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック◎炭化粒子中量き　炭化物微量
5　黒褐色　焼土粒子少量

覆土　∴‖啓からなり，自然堆積である、L

土層解説

1　黒褐色　炭化物少量，焼土粒子e炭化粒子⑳ローム粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子のロ…ム粒子微量
3　極暗褐色　炭化粒子eローム粒子微量

4　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子。炭化物◎ロ…ム粒子微量

遺物　土師器片飢息　須恵器片飢点　鉄製品　点が出土している。且の土師器埠，3の土師器高台付棒は覆

土中から，2の土師器高台付埠は竃内から逆位で，魂の土師器高台付埠は北壁際の覆土下層から逆位で，5の

土師器聾は中央付近の床面直上から，6の土師器婆は竃内から芦　7の銑鉄は南西コーナー付近の覆土下層から，

8の鉄斧は北壁際の覆土下層から，9の刀子は西壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀後薬と考えられる。

ll－1－」75…一一一一1
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第392図　第294号住居跡実測図

第294号住居跡出土遺物観察表

「」rL
0　　　　　　　　　　　　1m

！　　；　　－」

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特赦 胎土・色調・焼成 備　　考

第393図 杯 A［13．0］底部から口緑部にかけての破片。平口緑部から体部外面ロクロナデ。体砂粒・雲母 P1311
1 土師器B　3．6 底。休部は内攣して立ち上がり，口部下端へラ削り。内面へラ磨き。底外面にぷい橙色 40％
C［5．6］縁部に至る。 部回転糸切り。内面黒色処理。 内面黒色　普通 覆土中

2

高台付杯A14．0 口緑部一部欠乱高台は長く，ハの口緑部から体部内・外面ロクロナデ。砂粒・石英・雲母・P1312
土師器B　5．8 字状に開く。休部は内攣気味に立ち高台貼り付け後，ナデ。 スコリア 85％
D　9．3

E　l．5

上がり，口縁部に至る。 にぷい橙色

普通

竜内

－476－
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図版番 可 器　 種 計測値葎弟 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼 成 備　　 考

第393図 高台付埠 Å 15 ．9 休部一部欠損。高台は長 く芦　ハの字 日録部か ら休部外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 P 13 13
3 土 師 器 B　 6 ．2 状 に開 く。休部は外傾 して立 ち上が 部 内面へ ラ磨 き。高台貼 り付 け後， 内 。外面黒色 700。

n　 9 ．0 畑　 口緑部に至る。 ナデ。体部下位回転へラ削り。脚部 普通 覆土 中
E　 l ，9 内面を除き内面黒色処理．

高台付杯 A ［14 ．6］ 休部か ら日経部 にかけ ての破片。 高 目線部か ら休部外面 ロクロナデ。体 砂粒 。石英 。雲母 P 13 1．1
4 土 師 器 B　 5 ．2 台は長 く，ハ の字状に開 く。休部 は 部内面 へラ磨 き。 高台貼 り付け後， 内 ・外面黒色 50 0。

D　 8．2 外 傾 して立 ち上が 畑　 日録部 は外反 ナデ。体部下位 回転へ ラ削 り。脚部 良好 北壁際覆土下層
E　 l．7 す る。 内面 を除き内 容外面黒色処理。

5

賓 Å　20 ．0 体部 啓日録部一部欠損。平底。体部 日録部 内 の外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・石英 。長右 。 P 13 15
土 師 器 H　27 ．0 は内攣 して立ち上が 畑　 目線部は外 ラ削 り。内面ナデ。 雲母　 にぷい黄褐色 700。

私「告射 反す る。 普通　 煤付着 中央付近 昧直

6

婆 Å　25 ．0 目線部一部欠損。平底。休部は内攣 目線部内 儲外面 ロクロナデ。体部外 砂粒 e 長石 ・雲母 0 P 1 31 6
土 師 器 B　22 ．0 して立ち上が り， 日録部はやや外反 面へラ削 り。 内面 ナデ。底部へラ削 スコリア　 浅黄橙色 70 0。

し 13．0 する。 り。 普通　 煤付着 竃 内

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考長さ（cm小 針 cm）軽 さ（cm）i重畳（g）

7 鉄　　 鍍 日 鋼 巨 ・2
0．8 24

i南西コ…ト 覆土下層
M lO20　　　　　　　　　 95 0。

8 鉄　 斧 illI　 9．8 3」 2．0 1m 北壁際覆土下層 Ⅳ＝021　　　　　　　　　 950。

9 刀　　 子
醜 4） 巨 04

0．寸 し20う 西壁際覆土下層 M lO22　　　　　　　　　 950。

第調号住居跡　第諏図）

位置　調査6区南部，N13。10区。

重複関係　第298◎309号住居跡を掘り込んでおり　木鉢が新しい。また第鍋号住居跡に掘り込まれているの

で，本跡が古い。、

規模藍平面形　長軸4。路恥　短軸3。78mの方形である。

主軸方向　N1－－15〇・一一一一E

壁　壁高は測～盟cmで　外傾して立ち上がる。

壁瀬　上幅舗cm　下幅はcm　深さ5cmほどで　断面形はU字形である。金屑している。

應　全体的に平坦で，竃前面から出入り日にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ建配m　袖幅は配m　壁外への掘り込みは戯海である。磯部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ煙道部は火床部から緩やかに立ち上が畑

途中で角度を変えて外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　粘土多量
2　黒褐色　焼土粒子参粘土中量
3　黒褐色　粘土多量，焼土小ブロックe廃土粒子中量
4　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　炭化粒子中量，廃土小ブロック少量
5　黒褐色　廃土粒子の炭化粒子中量
6　暗褐色　焼土粒子◎炭化粒子中量

ぼ鶴y睦1か所0㌔）。Plは径25cmの円形で，深さ37cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

者達　5層からなり，自然堆積である。
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第394図　第296号住居跡実測図



土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片250点，須恵器片39点が出土している。1の土師器小形聾は竃付近の覆土下層から，2の須恵

器杯は北西コーナー付近の床面直上から逆位でそれぞれ出土している。3は須恵器聾の休部片で，外面に平行

叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代の8世紀後葉と考えられる。

訝l
第395図　第296号住居跡出土遺物実測図

第296号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第39 5図 小 形 賓 A ［1 6．0］ 休部か ら口緑部にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。 内面へ ラナ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 13 22

1 土 師 器 B　 8 ，9 部 は内攣 して立ち上が り， 口縁部は デ。磨滅が著 しい。 雲母　 灰黄褐色 30％

C ［9 ．6］ 外反す る。 普通 竃付近覆土下層

2

杯 A 13 ．4 口縁部一部欠損。平底。休部は外傾 口縁部か ら体部内 ・外面 ロクロナ デ。砂粒 ・雲母 P 13 23

須 恵 器 B　 4 ．5 して立 ち上が り， ロ緑部 に至 る。 休部下端手持ちへラ削り。底部多方 灰色 95％　 北西 コー

C　 7 ．2 向のへ ラ削 り。 良好 ナー付近床直

第297号住居跡（第396図）

位置　調査6区南部，N13do区。

重複関係　第296・298号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。また第299号住居跡に掘り込まれているの

で，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［3．20］m，短軸3．16mの方形と推定される。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は24～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第299号住居跡に掘り込まれている部分を除き巡っている。上幅10～15cm，下幅5～10cm，深さ10cmほ

どで，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃前面から出入り口にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。右袖部は第299号住居跡に掘り込まれて遺存状況は悪く，規模は長さ140cm，

袖幅（80）em，壁外への掘り込みは80cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘り

くぼめられ，煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。

－480－



2m

」　＿、－1卜　　…i

第396図　第297号住居跡・出土遺物実測図

竃土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
7　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
9　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径20cmの円形で，深さ28cmである。主柱穴と考えられる。P2は径20cmの

円形で，深さ13cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。
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覆土　3層からなり，自然堆積である、

土層解説

1黒褐色「「∴小‾‾デしト′ノン・tトム粒J’小品　しトl＿・′、中一ブ「ト′月瑞＼焼甘′守e炭化粒自散品

2　黒褐色　しトー！＼粒子射昌＼し十一∴小‾ナt！ト′叫「鼠　焼目白’・・炭化粒巨「ト∴′、中十㌧トノ′当微量

3　黒褐色　ロ…ム粒子中量声　廃土粒子砂炭化粒子翁ローム小プロッタ少農

、∴J T′　　ニ　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　′、　　．

いる、．

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態や出土遺物から平安時代の9世紀中葉と考えられる。

第割号住居跡出土遺物観察蓑

図版番号 器　 庫 計醜 行鵜　　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 極 土 ⑳色調 機 可　 威帝　 考

第396図 棒 A は　 平底。休部は外傾　 て立ち上が畑　 日経部から体部内 昏外面ロクロナデ。砂粒 砂雲母　　　　 P は飢

i 須 恵 器 B　 4。4 日録部に至る。　　　　　　　　 休部下端手持ちへラ削り。底部多方　 灰白色　　　　　 摘 ％ －

C　 e4　　　　　　　　　　　　　　　　 向の㌦＼ラ削 。　　　　　　　　　 良好　　　　　　 竃付近床直

、′　三言二　、・、　′．：く

位置　調査6区南部，Nl‘一一1pl区、

完予悠　′∴∴′．t∴　　′、、：′ノ　′・　，∴′′　　　　　　　、　　　　　　　、、′，

∴′′ごノ、一、ご．′　．′　　　　　二　′　　　　′　　　′　　　　　　・一

長軸方向　N－．－1一一30一つも－「

壁　壁高は1・トつ（i（・111で，外頓して立ち上がる＿，

・・＿主　′、‥、′ノ　ノ．．　　　′′′　　　＿：、′、　′、′　　　　　　　、　　　　　　　　　　一・　　　　　　　′　　ノ　　　　ニ

ある、

節男図　第調号住居跡窯測園
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